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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　神の名は






　エリザ・ファウネル率いるフォルセスの街は、絶望的な防戦の準備に追われていた。

　時代は皇こう暦れき一五〇一年の一〇月。もうすぐ大軍を率いて、教皇軍最高司令官チェザーレ・ボルジアが攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。フォルセスの街の城じよう壁へきは、どこまで砲ほう撃げきに耐たえてくれるだろうか。

「弓きゆう兵へい！　防戦用意！」

　エリザの合図で、城壁上に兵士たちが一いつ斉せいに並んだ。敵に対する威い圧あつ効果は、多少はあるだろう。

　兵士らは誰だれもが緊きん張ちようを漲みなぎらせている。戦いくさ慣なれしている者の手には弓、初めて戦いに出る者の手にはクロスボウが配備され、兵装は統一されていない。一〇〇〇を超こえる装備を普ふ段だんから整備しておけるほどフォルセスは強国ではないので、いざ都市を挙げての防衛となれば、市民らが装備を持ち寄ってくるのだ。

　前面には、収しゆう穫かくを終えた小麦畑が広がり、フォルセスの街から延のびる街道がどこまでも続いている。その小麦畑を踏ふみ荒あらすように教皇軍は展開し、布ふ陣じんを整えているところだった。戦せん闘とう行動に移るのはもう少し先になるだろう。

　すぐ側そばでクロスボウを大事そうに抱かかえる兵士の一人が、不安げに問い掛けてくる。

「姫ひめ。初めての戦闘なんで、緊張して喉のどがカラカラです。我われ々われは勝てるでしょうか？」

「思い出して。この街の城壁は、私たちを八〇〇年以上も守り続けてくれた。地の利は私たちにある。訓練通りにやればきっと勝てるわ」

　八〇〇年は事実だが、弓や剣けんばかりで戦っていた時代の話だ。火薬が普ふ及きゆうし、ちょっとした石壁くらいなら砲で粉ふん砕さいできる時代、どこまで通用するかは未知数である。それでも、今までフォルセスの街を守り続けてくれた城壁を信じて、やるしかない。

　平原に展開する敵軍を見ながら城壁の上を歩くエリザの後ろには、影かげのように一人の男──リノ・バルダートが付き従っていた。

「教皇軍、リノはどう見る？」

　歩く足を止めずにエリザは訊きいてきた。

「教皇庁は独自の軍組織を持っていないから、傭よう兵へい主体の混成軍だ。士気は断然、市民兵主体のフォルセス軍が勝っているだろう。だけど教皇軍に従軍しているフランク重装騎き兵へいは戦慣れしている。いざ白兵戦となれば厳しいだろうな」

　リノは、エリザと同じ一七歳。父親がファウネル家の執しつ事じとして雇やとわれ、その後すぐ宰さい相しようにまでなっていたため、幼少のころからファウネル家で育ち、エリザと共に教育を受けてきた。しかし武勇に優すぐれるエリザと違ちがい、どうにもリノは武器の扱あつかいが得意ではない。代わりに書庫に入り浸びたるほどの勉強家で、去年から官かん吏りの一人としてフォルセス公国の政治に携たずさわるようになっていた。

「城壁に頼たよるしかないよね。砲の運用が特に重要になりそう。フォルセス側には兵力の余よ裕ゆうがないから、一人も無む駄だにできないよ」

「戦争だから何人も死ぬ。エリザは指揮官なんだから、目の前で市民が死んでも放置するしかない」

「リノって時々冷れい酷こくだよね。いつも本ばかり読んでる印象なんだけど」

「冷静と言ってくれ。仲間や友人が死んだって泣いてるヒマはないぞ」

「泣きませんー。私より弱っちいくせに、言葉だけは威い勢せいがいいんだから」

　エリザがフォルセス一番の剣の使い手であることは、街の人間たちなら誰でも知っている。美び貌ぼうのエリザが天馬にまたがり、神に敵する悪あく魔まと雄お々おしく戦う姿が、架か空くうのストーリーとして街の詩人にも詠うたわれているほどだ。

「この戦い、リノは勝てると思う？」

「敵将チェザーレ・ボルジアは、教皇庁に従おうとしないリタールの街、エリノリアの街と立て続けに征せい服ふくしてきている。フォルセス公国が勝てる理由がない」

「リタールの領主は市民たちから嫌きらわれていたし、共和制を敷しいていたエリノリアは政争に明け暮れて市民同士でいつも争ってる状じよう況きようだった。すぐに落ちるのは当然よ。フォルセス公国の方が市民の数が多いし、街の城壁も高い。そんなに簡単に負けるとは思わないよ」

「勝算があるからこそ乗り込んできたんだろう。教皇軍がこんなに傍ぼう若じやく無ぶ人じんな軍だとは、予想もしていなかった」

「きっとお父様の衰すい弱じやくを知って、今しかないと思ったのね」

　チェザーレに率いられた教皇軍が、旧教皇領内に乱立する小領主や都市国家を征服して回っていることは誰もが知っていた。フォルセス公国としても、その動向を注意深く眺ながめていたつもりだ。だが、小なりといえども独立した国家であるフォルセス公国の国境線を突とつ然ぜん侵しん犯ぱんし、攻撃してくるとは予想していなかったのだ。

　第一報を知ったのは、フォルセス公国領内にある国境沿いの街が教皇軍によって占せん拠きよされてからだった。それから急ごしらえの防衛準備を始めたが、教皇軍は息つく間もなくフォルセスの街まで軍を進めてきたのだった。

　フォルセス公国は、イタリナ半島東北部にあるとても小さな国だ。首都のフォルセスはアドリナ海に面し、古くから交通の要よう衝しようにあり、紀元前二〇〇年ごろに地中海を支配していた古代ローマによって建設された。

　古代ローマ帝てい国こく崩ほう壊かい後、複数の異民族に支配されたのち、七五〇年ごろに教皇領に併へい合ごうされる。しかし再三に亘わたる海かい賊ぞくの略りやく奪だつや、周辺国の侵略に苦しんだフォルセス市民らは自ら防衛に立ち、一〇〇〇年ごろに自主権を取り戻もどし、共和制を取った。

　一一〇〇年ごろ、フォルセス防衛に尽じん力りよくした司令官の一人を市民たちが担かつぎ出し、都市フォルセスの防衛と統治を依い頼らいした。以来、フォルセス地方一帯をファウネル家が、およそ四〇〇年に亘って統治してきた。

　長らく善政を敷いてきたおかげで、民衆はすっかりファウネル家に心服しており、教皇軍の侵略をはね除のけるために市民らは立ち上がったのである。

「いずれにしても戦うしか残された道はない。抵てい抗こうした街も、降こう伏ふくした街も、教皇軍に略奪されているからな。戦いを長引かせることができれば、兵数の多い教皇軍は補給に困って撤てつ退たいするだろう。季節もそろそろ寒さが身に染みる頃ころ合あいだ」

　敵将チェザーレ・ボルジアが略奪を推すい奨しようしているとは思わない。彼は征服したあと、統治をせねばならないのだから、市民らの反発を無む闇やみに煽あおりたくはないだろう。しかし傭兵主体の教皇軍は、どうしても征服後には略奪に走ることになる。でなければ傭兵らをコントロールすることが難しくなるからだ。自らの権力基き盤ばんは、軍に頼るしかない時代である。

　城壁の中央部に着くと、エリザは立ち止まり、街のなかへと視線を向けた。煙えん突とつから立ち上る煙けむりはいつもより多く、兵士たちや、周辺から避ひ難なんしてきた農民たちに渡すためのパンをフル稼か働どうで製造しているのだった。

　立ち止まって街を見渡していたエリザに、城壁の兵たちの視線が集中しているのにリノは気づいた。兵士たちも不安なのだ。

「エリザ、みんながこっちを見てるぞ」

　リノは小声でアドバイスした。

　小さくうなずいたエリザは兵士たちを見回し、片かた腕うでを振ふり上げ、声を振り絞しぼる。

「教皇軍にこの街を荒あらさせはしない！　城壁に近づく者は、一兵たりとも見み逃のがすな！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　兵士たちも声を限りにエリザに応こたえてきた。士気は十分に高い。

　再び歩きだしたエリザにリノは従い、城壁から突つき出た見張り台になっている場所へと足を進めた。

　見張り台に着くと、白はく髪はつを靡なびかせ、戦場には場違いの執事服に身を包んだ一人の男が教皇軍の布陣を眺めていた。フォルセス公国の宰相にして、ファウネル家の執事も兼かねている男──ワルター・バルダートである。七四歳のため衰おとろえは隠かくせないが、血気盛んな老人だった。
















　エリザやリノに軍事教育を施ほどこしてきた男であり、リノの父親だった。父親のワルターがフォルセス家に雇われたことで、リノもここで暮らすようになっていたのである。片目を戦争でなくしているために黒い眼帯をしているワルターは、執事や宰相というより海賊上がりに見えないこともない。

　見張り台にはワルターしかいなかった。エリザは本音を打ち明ける。

「そろそろね。まさか首都の防衛をすることになるなんて……。もし負ければフォルセス公国が滅ほろぶかもって考えると……なんだか足が震ふるえてくるよ」

「弱肉強食は時代の趨すう勢せいです。仕方ありません。くれぐれも兵士らには悟さとられませぬように。将の恐おそれは、またたく間に兵士に伝でん播ぱしてしまうものです」

　白髪を靡かせたワルターは、教師のように指し摘てきしてきた。

　ワルターは七四歳、リノが一七歳といささか歳としが離はなれすぎており、顔も似ていないため、フォルセスの住人は誰もが二人が親子であることを疑っているのだった。リノ本人までもがワルターが実の父親だとは信じていなかった。しかしそれを問い質ただしても、ワルターはいつも飄ひよう々ひようとして受け流すだけだったので、事実は闇やみの中なのである。

　エリザが肩かたをすくめる。

「ワルターはずいぶんお気楽なのね」

「結果は見えております。この戦は難しいですぞ。まともにやれば負けるでしょう」

「……」

　エリザは沈ちん黙もくした。言葉に詰つまってしまったようだった。

「我々の手持ちの兵力は一四〇〇で、戦闘に手慣れている者は二〇〇ほどしかおりません。対する教皇軍はおよそ一万といったところ。フランク王国から戦上手な重装騎兵を相当数借り受けている模様です。数も質も、圧あつ倒とう的てきに劣おとっています」

　ワルターは淡たん々たんと現状を説明してきた。





・フォルセス防衛軍：一四〇〇（騎兵二〇〇、市民兵一二〇〇、砲四門）

　指揮官：エリザ・ファウネル

・教皇軍：一〇〇〇〇（フランク重装騎兵一五〇〇、傭兵八五〇〇、砲一二門）

　指揮官：チェザーレ・ボルジア






　数の上では圧倒的に負けている。攻こう撃げき側が攻城戦に勝つためには、守備側の三～五倍の兵力は必要だと言われているが、その要件も満たしている。ワルターに指摘されるまでもなく、絶望的な戦いであるのは間違いなかった。

「我々の頼たのみは、この城じよう壁へきのみ。しかし兵の数が足りないため、全箇か所しよをまんべんなく死守することはできませぬ」

「ワルターなら、ここからどうする？」

「唯ゆい一いつ採れる戦略としては、二週間保もたせることでしょう。一万もの兵の補給は容易ではありませぬ。教皇軍はもともと補給を現地調達に頼っております。我々が事前に周囲の村々から人と食料を城内に避難させている以上、教皇軍は補給のためにこの街を落とすしかないのです」

「この兵力差で二週間粘ねばるのは容易じゃないわね」

「姫様が敵将チェザーレの立場なら、堅けん固ごな城壁に囲まれるフォルセスをどうやって攻せめ落としますかな？」

「私なら……戦意の低い戦力七〇〇〇を小麦畑が続く右う翼よく側に寄せて、強兵三〇〇〇と砲を森が広がる左翼側に隠しておくかな。そして右翼から攻めかけて防衛軍が寄ったところに、左翼が総攻撃を加える……」

「悪くない作戦です。しかしワシがチェザーレなら、砲ほう一〇門以上を一カ所だけに集中させて、四、五日もあれば、フォルセスの城壁の一角は崩くずせると読みます」

「四、五日の余裕があるのなら他ほかに取れる作戦はある。私が騎き兵へいを率いて夜や襲しゆうを掛かけて、砲を奪うばい取るなり、チェザーレの首を獲とりにいくなりすればいい」

「ふぅむ。しかし幾いく度ども夜襲を掛けられるほど、我が軍の騎兵の数は多くありませぬ」

　今は騎兵二〇〇人も馬を下りて、城壁の上で弓きゆう兵へいと化しているが、それがフォルセス公国の数少ない常備軍だった。といっても彼らも純じゆん粋すいな軍人というわけではなく、普ふ段だんは治安維い持じや警察の役目を果たしているのだが、訓練は欠かさないため白兵戦では頼りにできる唯一の存在だ。

　そのとき見張り台には、メイド服の上にチェインメイルを着込んだ女性──ドロテア・ストラデルラが駆かけつけてきた。

「姫ひめ様さま！　今すぐ屋や敷しきにお戻りください」

　ドロテアはファウネル家でのエリザの世話係である。一九歳のドロテアは、エリザにとってずっと身近にいる姉のような存在だった。一いつ緒しよに軍事教育を受けてきた仲であるため、一通りの戦せん闘とう行動が可能だ。ドロテアは弓の名手であり、砲手としても訓練を積んでいる。戦闘では頼たよりになる存在だった。

　しかしリノとはあまり馬が合わず、反目しているというほどではないにしろ、口くち喧げん嘩かに発展することが多かった。ドロテアは、リノのことを臆おく病びよう者ものだと考えているようだったし、そのリノが常にエリザと行動を共にしているのが気にくわないのだ。リノも自分が臆病者であることを一切否定しないため、そのことがドロテアの怒いかりに油を注ぐ結果になるのだった。

　エリザは右手を腰こしにやり、注意を促うながす。

「ドロテア、何を慌あわててるの？　兵士たちに狼狽うろたえた姿を見せないで」

「アイアス様の意識が戻っておられます。姫様とリノの二人とお話したいとのことです」

「お父様の意識が!?」

　エリザは息を吞のんだ。ここ二週間に亘って高熱にうかされ続けてきたアイアスは朦もう朧ろうとしてばかりだったが、ごくたまに意識が戻る瞬しゆん間かんがある。会話が成り立つのは、そのときだけだ。

「はい、お急ぎを」

「ワルター、代わりは任せたわよ！　ドロテアはここに残って砲兵の指揮を執とって！」

「畏かしこまりました。リノ、あなたもです」

　ドロテアは、リノを睨にらみつけるように言った。

「了りよう解かい。そろそろ教皇軍は布ふ陣じんを終えて攻め込んでくる。砲撃は頼むぞ」

「リノに指図される必要はありません。あなたこそ戦えるのですか？」

「やるよ、やるだけやってみる。だからそんなに俺を頼りなさげに見ないでくれ」

　肩をすくめてリノは言った。

「私、行ってくる！」

　狼狽えた姿を見せるなと指摘したばかりのエリザだが、慌てて見張り台を飛び出した。リノは急ぎ足でその後に続いたのだった。




　　　　◆




　フォルセス公国の君主──アイアス・ファウネルを前にして、エリザとリノが直立の姿勢を取っていた。ベッドからは五歩くらいの距離。これ以上は近づくなと、アイアスからきつく指示されていたためだ。

　熱病のため、今やアイアスはほぼ視力を失ってしまっている。ゆえにこちらに視線も向けず、天てん井じようを向いたままだ。

「お父様。ただいま教皇軍が布陣中です。こちらも防戦準備に入ったところ」

　エリザの説明に、アイアスはつぶやく。

「教皇軍最高司令官チェザーレ・ボルジア……わずか八歳にして教皇庁書記長、一八歳で枢すう機き卿きようにまで登り詰めた男か。将としての器量はいかほどの者だろうか……」

「教皇アレクサンデル六世の息子むすこよ。親の七光りに違ちがいないよね。将軍としては不適任だと私は思うな」

「だが自らの野心のために、親さえ利用するような男だとも言える。教皇庁を手玉に取り、その金庫にまで自由に出入りしていると聞く。並なみ大たい抵ていの政治力ではないことは確かだ。果たして、操っているのは教皇の方か、それとも息子の方なのか……」

　教皇軍最高司令官として軍を率いてきたチェザーレ・ボルジアが、教皇アレクサンデル六世の息子だというのは広く知られている事実だった。

「勝てるなら良し。敗色濃のう厚こうな場合、早期に開城せよ。犠ぎ牲せい者しやを増やさないためにもな」

「……わかった」

　エリザは素直にうなずいた。

「せめてエリザの婚こん姻いんが決まるまでは生き長らえたかった……」

「これから死ぬみたいに言わないで」

「自分の死期は理解しているつもりだ……。婚姻のことはワルターに一任してある。有力なドーツ諸しよ侯こうの一人がエリザを大層気に入ってくれている。神聖ロクス帝てい国こくの皇帝まで輩はい出しゆつしている家いえ柄がらだ。この婚姻が成立すれば、仮にチェザーレ・ボルジアにフォルセスを一時明け渡わたそうとも、神聖ロクス帝国の力を借りて取り戻もどすことができるかもしれない」

「う、うん……。公国を守るには考えなくちゃならないことなんだよね……。まずは相手に会ってみないと……」

　エリザは逡しゆん巡じゆんした様子を見せつつも、小さく口にした。

　この時代、貴族にとって婚姻は、重要な戦略的行こう為いの一つである。戦争をしなくとも、上手うまく婚姻関係を結んでいければ、国を強く大きくしていくことが可能なのだった。今や君主たちは、互たがいの婚姻関係で複雑怪かい奇きに結ばれており、最も効率的な自国拡張のための手段と言える。

　エリザはフォルセス公国の正式かつ唯一の相続人であり、その領地は、夫となる相手が持つ領地と合一することになる。大きな領地を持つ相手と結婚すれば、自国もそれだけ拡張されるということだ。

　かといって、好きでもない男と結婚しなくてはならないエリザのことを考えると、リノは苦しくて仕方がなくなるのだった。平民である自分には窺うかがい知れない世界だ。立場として弁わきまえなければならないことだが、どうしても割り切ることが難しい。

「リノ。リノはいるか？」

　うめくようにアイアスは言った。

「はっ。ここに」

「エリザのことは頼むぞ。何があっても守ってやってほしい」

　リノは胸に手を置き、宣せん誓せいする。

「もとよりこの命、この魂たましい、エリザに捧ささげております。エリザを守ることが自分の生きる証あかしです」

　心からの言葉だった。リノは、幼少のころからエリザのために尽つくし、守ることを誓約してきた。官かん吏りとしてフォルセス公国に正式に仕えるようになった今でも、その気持ちは寸分も変わらない。

「私よりぜんぜん弱っちいくせに」

　エリザは微び笑しようし、そう言った。

「う、うるさいな……。楯たてくらいにはなれるだろ……」

　自じ称しよう父親のワルターから、エリザやドロテアと共に軍事教育を受けてきたはずなのに、自分だけはどうにも武勇の才はないらしい。その代わりリノは勉強好きで、算術や古典などの書物に没ぼつ頭とうし、街一番の知識の持ち主になっていた。行政官としての自信はあれど、軍務には向いていないのだ。

「万一、相手を気に入らなければ断るといい。エリザの器量なら、広い領地を持つ貴族の貰もらい手がいくらでも見つかるだろう」

「でも、こんなにこっちが有利な婚姻ってないんでしょ？　そんなに私を気に入ってくれてるんだ……」

「皇帝の誕生会に出席したときに、エリザに一ひと目め惚ぼれしたそうだ」

「私は覚えてないんだけどな。とにかく頑がん張ばってみる……」

「剛ごう胆たんすぎるところを知られると断られるかもな」

　先ほどのお返しとばかりに、リノは苦笑した。

「失敬ね！　私にだってお淑しとやかなところがあるんですー」

　エリザは唇くちびるを尖とがらせた。

　アイアスは釣つられて笑う。

「ははは……。ワルターに預けたら、こんなに果か敢かんな娘むすめになるとはな……。ううっ……!?」

　急にうめいたアイアスに、エリザとリノは駆け寄ろうとする。

「お父様！」

「アイアス様!?」

「近づくな……！　もしペストだった場合、感染してしまう。若い大事な身体からだだ。万一のことがあってはいけない」

　ペストは一三〇〇年代に広まり、欧おう州しゆうの全人口の三分の一が命を落としてしまったほどの重病だ。現在では、当時ほどの流行ではないものの、エリザの兄がペストを患わずらい命を落としてしまっている。

　ふいに、砲撃の音が響ひびいてきた。四門の砲声が重なっている。数から言えば、おそらくドロテア指揮の砲撃だ。教皇軍が進軍してきたのだろう。

「さあ、戻るんだ。兵士たちの前で自信に満ちた姿を晒さらし続けるのも、将たる者の重要な務めだぞ」

　アイアスに促され、エリザは小さくうなずく。

「わかった……」

「自分の命脈はもうすぐ尽きる。エリザ……一人にさせてしまってすまない……」

「一人じゃないよ。リノもいるし、ドロテアもいる。フォルセス公国のことは心配しないで」

「すべては神の御み心こころのままに」

　天井を向いたままアイアスはつぶやいた。涙なみだを流しているようにさえ見えた。

　理知的で気き丈じようなアイアスが、死を前にして神にすがる姿を見て、心身ともに大いに弱っているのだと改めてリノは感じた。

「行くね。お父様も頑張って」

　扉とびらに手を掛かけたエリザは、最後に優やさしく声を掛けた。

「アイアス様、ご無事で……」

　リノは胸に手を置き、自分を引き立ててくれた公こう爵しやくに向けて祈いのりを捧げた。




　　　　◆




　エリザとリノは屋敷の廊ろう下かを突つっ走り、乱暴に扉を開け放って城じよう壁へきへと駆かけだした。砲ほう撃げき音おんがさらに大きく轟とどろいてくる。城壁の上では、兵士たちがすでに戦闘状態に突とつ入にゆうしており、止めどなく矢を射かけていた。

　城壁に近づくと、執しつ事じ服ふくのままのワルターが走り回り、兵士らを督とく励れいしていた。鎧よろいを着込んでいないおかげか、老体のわりに動きが機き敏びんだ。執事服のままなのは、防戦の指揮を執ることを想定してだったのかもしれない。一方のドロテアは砲兵に交じり、砲ほう弾だんの弾たま込ごめに参加しているようだった。

　エリザに続いてリノも城壁の階段を駆け上り、城外の情勢を眺ながめやる。横よこ陣じんを敷しいた教皇軍は、城壁の全面に圧力を加えてきていた。全面を押してみることで、まずは城壁の守りの弱い部分を見極めようとしているのだろう。

　さすがに一万の大軍ともなれば圧あつ迫ぱく感かんが違う。こちらが射る矢の数よりも、敵から降り注いでくる矢の方が多く感じられるくらいだ。実際、こちらの弓きゆう兵へいはすでに何人かが射い貫ぬかれてしまったようで、転がってうめいている者もいた。こちらの多くは不慣れな市民兵だから、矢が刺ささるようなことがあれば、致ち命めい傷しようではなくてもこの世の終わりと思ってしまうのも無理はない。

　フォルセスの街の住人は一万八〇〇〇人ほどである。人口一〇万人を擁ようする大都市──ヴェザニアやフレンツェなどには及およばないまでも、欧州全体を見渡せば大規模な部類に入る街なのだ。それが今や近きん隣りんの農村から避ひ難なんしてきた住人を含ふくめて二万数千人程度にまで膨ふくれあがっている。そして、一万の軍勢がフォルセスを攻め立ててきている一大決戦だった。

　だが、やはり城壁の上に身を隠かくしながら射かけている分だけ、こちら側が相当に有利なことには違いなかった。倒たおれている数は、教皇軍の方が数倍も多い。

　エリザとリノは、城壁から身を乗り出すようにして戦線の状じよう況きようを確認していた。攻こう城じよう戦せんは火ぶたを切ったばかり。目下、危険な箇か所しよはない。即そく席せきの防ぼう衛えい網もうは上手く機能しているようだった。

　突然、エリザの下もとに矢が集中した。

「危ない！」

　咄とつ嗟さにリノはエリザを庇かばい、城壁の陰かげに身を隠した。

　敵側が、金こん色じきのチェインメイルに身を包み、朱しゆ色いろの地に金糸銀糸を織り込んだマントをはためかすエリザに狙ねらいを集中させてきたのだ。また、今は兜かぶとを被かぶっていないため、長い髪かみを靡なびかせるエリザの容姿は遠目にも目立つ。

　エリザの装備しているチェインメイルは、周辺国からも評価が高いフォルセスの街の鍛冶かじ職人らが製作した特注品だ。良質な鉄に、金や銅を混ぜ込み、太陽光を反射しやすい輝かがやく鎧を造り上げたものだ。

　将しよう帥すいたるエリザが金色のチェインメイルにしているのは、何も成金趣しゆ味みではなく、将がここに存在していることを遠くの味方にまで知らしめ、気力を鼓こ舞ぶするためだった。しかし敵から見ればマトになる。

　エリザは無事だったが、代わりに、すぐ側そばで弓を射続けていた騎き兵へいの一人に二本の矢が突き刺さっていた。

「ぐああっ!?」

　見知った騎兵の一人だった。弓兵となって防戦に励はげんでいたのだ。

　転げ回る騎兵に、エリザは駆け寄る。

「セルジオ！」

「姫ひめ様さま……。私のことはいいんです……。どうか、どうか娘たちのことを……」

「任せて。大だい丈じよう夫ぶ、必ず守るからね」

　騎兵の手を摑つかみ、切々とエリザは口にした。リノもしゃがみ込み、騎兵の腕うでに手をやった。街の住人同士である。お互いフォルセス公国に仕え、仕事もよくわかっている相手だ。

　矢は、胸と肩かたに突き刺さっている。肩はともかく、胸の矢を抜くわけにはいかないし、おそらく助からない。

　そのとき、木の棒と麻あさで作った簡易な担たん架かを担かついで、救護班の要員が二人やってきた。救護班は防衛戦には直接参加しないが、街の中年以上の住人や、周辺から避難してきた農民たちで組織されている。まだこちらには、倒れた人間を治ち療りようするだけの余よ裕ゆうがあった。

　救護班が担架を置き、早口で言う。

「姫様、あとはお任せください」

「おお、神よ……」

　騎兵は血を吐はきながら小さく祈り、首からつるしている十じゆう字じ架かを摑んだ。

「セルジオ、しっかりね」

　四人がかりで担架に乗せながら、エリザは強く励ました。

　救護班が担架を担いで城壁の階段を駆け下りていった直後──。

　ドン、ドン、ドンと連続する砲声が響いてきた。教皇軍の砲撃が始まったのだ。城壁がうなりを上げ、土つち埃ぼこりが巻き上がる。

　遠方にある教皇軍の砲一二門は一列に並び、一カ所に狙いを定さだめていた。砲が向いているのは、アドリナ海に流れ込むフォルセス川をアーチ状に跨またいでいる箇所である。最も城壁が脆もろいと考えた場所に砲撃を集中させ、そこを突き崩くずそうとしているのだろう。

　川かわ縁べりのためほぼ戦線とは関係のない箇所なので、すぐには戦況に影えい響きようを与あたえない。むしろドロテア指揮の砲四門ばかりが教皇軍の頭上に降り注ぎ、一方的な虐ぎやく殺さつ兵器と化していた。

　エリザは平原を見渡し、訊きいてくる。

「こちらも砲を集中して、向こうの砲列を薙なぎ払はらえないかな？」

「無理だ。こちらの旧式砲では、教皇軍の砲列にまで砲撃が届かない。計算してるよ、敵さんは」

　リノは冷静に距きよ離りを目測した。

　こちらの砲四門は、平時にはフォルセスの街の城壁の上、東西南北を向いて一つずつ取り付けられているものだ。城壁の東側はアドリナ海で、西と南が平原であり、北に少し進めば海沿いに森が続いている。そして西、南、北の三方向から交通路が通っていた。いずれも古くはローマ街道として有名だった大きな道だ。

　常つね日ひ頃ごろから人目に晒して配備していた砲なので、性能は筒つつ抜ぬけだったろう。教皇軍は、こちらの砲弾が届かない距離を最初から予測でき、そのギリギリのところに砲列を敷いてきたに違ちがいない。

（これは負ける……。おそらく一日で……）

　リノは直感した。教皇軍が、フォルセスの情報を事前に十分に収集してから戦いを挑いどんできているのは間違いなさそうだった。教皇軍の大砲の集中運用や、彼ひ我がの戦力差を考えても、自おのずと結果は明らかなように思われた。

「いったんワルターのところに戻もどって作戦を練ろう」

　エリザのあとにリノは続いた。

　そして兵が集中している場所でエリザは時おり立ち止まり、大きく声を振ふり絞しぼる。

「フォルセス側が押しているぞ！　私たちが勝っている！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　兵たちは弓に矢をつがえながらも、絶ぜつ叫きようでエリザに応じてきた。誰だれもが興奮で極まっているのだ。

　再び早足に城壁の上を進んでいると、市民兵の一人が笑顔で声を掛けてくる。

「姫！　教皇軍のヤツらを四人も倒してやりましたよ！　私でもやればできるんです！」

「偉えらいよ！　そのまま踏ふん張って！」

　エリザはその兵士に近寄って肩を叩たたき、片腕を上げて大呼する。

「教皇軍の勢いは弱まっている！　今こそ耐たえ忍しのべ！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　周囲の兵士らは再び声を限りに叫さけんだ。エリザの刹せつ那なの言葉が、辛つらい状況にあって、兵士一人一人の救いになるのだ。

　そうして幾いく度どかエリザは兵士たちに向かって声を上げながら、見張り台の側で指揮を執とるワルターの下へと急いだ。

　老体に鞭むち打うち、ワルターは辺りを飛び回っている。どこか楽しそうなのはなぜだろう。ワルターは、まるで忘れていた故郷に帰り着いたような面おも持もちだ。

「ワルター！　首しゆ尾びはどう？」

「防衛網は悪くありませんが……砲で川辺を狙われるとまずいですな……。想定よりずっと早く城壁が破られるかも……。万が一、川側面の城壁が一部でも破は壊かいされた場合、白兵戦で敵を押し戻す部隊を待機させておかねばなりません。それから市民たちに総出で協力してもらって、城壁の補修もしなくては」

「教皇軍にはフランクの重装騎兵がいるでしょう。白兵戦になったら勝ち目は……」

　教皇軍がフランク王国から借り受けている重装騎兵は装備の質が高く、訓練が行き届いた戦争のプロフェッショナルであり、直接相まみえるような戦せん闘とうは脅きよう威いに他ほかならなかった。なんとか遠距離で対たい峙じを続けるのがベストなのだが。

　教皇庁と、北方の超ちよう大たい国こくフランク王国は、目下のところ結けつ託たくし、準同盟のような関係にあった。それゆえ教皇軍の主力として、フランク王国から騎士が派は遣けんされているのである。

「どれ、白兵部隊はワシが指揮しましょうか。この爺じいも久しぶりに、プレートメイルを着込んで戦いくさとしゃれ込みましょうかな。ふぉっふぉっふぉっ」

　ワルターはさも爺じじいのように笑った。

「オヤジ……前から思ってたけど、アンタ一体何者なんだよ」

　そう言ってリノは呆あきれた。ワルターが実の父親だとは信じていないリノだが、それ以外にもワルターは謎なぞばかりの男だった。一説には某ぼう国こくの騎士だったとか、テンプル騎士団の生き残りだとか、腕うで利ききの傭よう兵へい隊長だったとか噂うわさされているが、正体を摑んでいる者はいない。主人であるアイアスだけは知っているのかもしれないが。

「夜まで保もてば夜や襲しゆうを考えてみましょう。そのときは私が出るわ」

　そうエリザが言ったとき、砲ほう撃げき音おんの直後に、ガガガッと大地が揺ゆれるような音が響ひびいた。城じよう壁へきが音を立てて削けずりとられているのだ。

「姫様。弓きゆう兵へいらの指揮権はお戻しします。この爺は下で、白兵戦の準備と、補修の指揮を執ることに致いたしましょうぞ」

「わかった。こっちは任せて」

　そしてワルターはリノを見やり、強い口調で言う。

「リノは姫様から離はなれるな。もしもの場合は捨て身でお守りするのじゃぞ」

「いや、俺はいったん街に戻る」

　すかさずリノは言った。

「なぜじゃ？」

「市庁舎の資料だけでも確保しておかなくては……。フォルセス地方の地図や、徴ちよう税ぜい関係の書類だよ」

「……なるほど、そうきたか。考えおったな」

　ワルターは反論しなかった。リノの意図を察したのだろう。

　すぐさまワルターが城壁の階段を駆かけ下り、リノが続いた。エリザの答えは待たなかった。自分がやるべきことは、エリザのためにフォルセス公国を生き長らえさせることであり、そのためには最善の手だとリノは確信していたからだ。

　階段下で別れる際、ワルターは立ち止まり声を掛かけてくる。

「倅せがれよ。もうゆるりと挨あい拶さつしているヒマはないじゃろう。今生の別れになるやもしれぬ」

「敗北はわかってるんだな」

　リノも足を止めた。

「うむ。教皇軍が持つ最さい新しん鋭えいの砲は想像以上の威い力りよくだったわい。砲ほう弾だんの大きさからして違うようじゃ」

「……なぁ教えてくれ。俺は本当にアンタの息子むすこだったのか？」

「それは大事なことなのか？」

「いや……。どっちでもいいな」

　自分の質問がバカらしくなり、リノは苦笑した。落城寸前まで追い詰つめられると、人間は無意味なことを考えてしまうものなのか。ワルターが生みの親であろうと育ての親であろうと、父親であることに寸分の違いもない。

「では頼たのむぞ、息子よ」

　そしてワルターは南側の城門へと駆けていった。あそこには一隊が駐ちゆう屯とんし、門の守備についている。そこから兵を引き抜き、川辺に防衛線を敷しくつもりなのだろう。

　リノも負けじと市庁舎に駆けた。その途と中ちゆう、見知った商人の家の庭に打ち捨ててある荷車を引っ張り出した。ここに荷車があるのは知っていた。もちろん無断で借りたのだが、今は非常事態である。この商人は城門の上で守備につき、妻は教会で救護班の仕事を担になっているはずだ。

　リノは荷車を引っ張っていき、市庁舎に横付けした。ファウネル家の屋や敷しきの側そばにある四階建ての建物で、リノはここで執しつ務むに勤いそしむことが日常になっていた。ほんの一〇名ほどで公国に関かかわるすべての業務を回しているから、リノはありとあらゆる役割をこなしていた。徴税のチェックもあれば、近きん隣りん国こくから派遣されてくる外交官への応対もある。忙せわしく立ち回ってばかりだったが、この防衛戦の絶望感と比べれば、何気ない日常がなんと幸せな日々だったことか。

　皆みなは戦の手伝いに出払っているため、市庁舎からは人の気配が消えている。極秘裏に事を進められるのはありがたい。リノは勝手知ったる書庫へと走り、乱暴に扉とびらを開けた。

　リノは書類を漁あさり、まずはフォルセス地方一帯の地図を確保しようと試みた。地図だけでもかなりの数に及およぶ。フォルセス地方の細かい地形や集落、それから季節によっての増水の状じよう況きようなどまで書き込まれている。この辺り一帯を統治する際にも、戦をする際にも、この地図があるかどうかが成否を分けることになるだろう。

　抱かかえ込んだ地図を市庁舎の入り口に置いておいた荷車に載のせ、再びリノは書庫に戻った。次に租そ税ぜい関係の書類だ。どこにどのような人間が住み、どのくらいの税を課しているかが克こく明めいに書き込まれている。フォルセス公国領内にある街は網もう羅らしているし、周囲に広がる農村の情報も事細かに記されていた。その書類の束をリノは抱え込み、荷車へと急いだ。

　フォルセス地方の地図も徴税関係の書類も、ファウネル家が四〇〇年間に亘わたって積み重ねてきた情報の結けつ晶しようであり、この地方の統治のために最も重要なものだ。これらが消失してしまえば、まともな統治などできやしない。無理に統治をしようとも必ず様々な齟そ齬ごが発生し、民衆の不満が爆ばく発はつすることになる。これらの統治に関わる情報は、ファウネル家が生き残るための切り札になりえるとリノは確信していた。

　問題はこれをどこに隠かくすかだ。屋敷の宝物庫は略りやく奪だつされるに違いないし、教会や公民館などのような目立つ場所に置いてはいけない。そこでリノは、市中で騎き兵へいのため馬の世話をしている廏うまやへと荷車を引いていった。馬のエサとして積まれている乾ほし草くさの束のなかに隠そうと考えたのだ。そこならまず見つかるまい。

　防戦のために右往左往する市民らを縫ぬうようにして、リノが荷車を引いていると、向こうから馬に乗ったドロテアが駆けてくるのが見えた。奇き妙みようなものを見るような目をドロテアはこちらに向けてきて、近づいてくる。

「リノ！　この戦争中に、あなたは何をやっているのですか!?」

　馬上から、ドロテアの責めるような口調。馬を御ぎよしながら、ドロテアはチェインメイルをカチャカチャと響かせる。生き真ま面じ目めで一いつ徹てつなドロテアには、メイド服よりチェインメイルの方が似合っているとリノは思った。

「ドロテアこそどこへ行くんだ？」

「砲弾の補給が足りません。補給班に催さい促そくに来たのです」

「俺の方は見てわかるだろ。書類を運んでいるんだ」

「あなたはそんなことばっかり！　そんな紙切れが戦争を決するとでも？」

　まるでドロテアは口うるさい母親か、厳しい家庭教師のようだ。婚こん期きのドロテアには婚約を申し込んでくる男性は数多あまたいるが、エリザが嫁とつぐまでは側に仕えると言い張ってきかない。それどころかエリザの嫁ぎ先にまで付いて行きそうな勢いだ。

「これが俺の戦い方だ。戦場で弓を射るだけが戦いじゃない」

　そう言って、リノは再び荷車を引き始めた。

「待ちなさい！」

　後ろからドロテアが声を荒あららげた。

「今は議論している場合じゃないだろ。お互たがい、やれることを全力でやろうぜ」

　リノはわずかに振り向いただけで、ドロテアに構わず全力で廏へと急いだのだった。

　廏へと到とう着ちやくしたリノは、次々と書類を荷台から取りだし、乾草のなかへと無理やり押し込んでいった。やはり見込んだ通り、ここなら完かん璧ぺきに隠し果おおせるだろう。しかもこの工作を担当したのは自分一人である。占せん領りよう後に密告される恐おそれは皆かい無むだ。

　最も重要な仕事が済んだことで、リノは最前線へ戻もどるべきか、それとももう一手打つべきかで逡しゆん巡じゆんした。兵たちの叫きよう喚かんや、砲弾の轟とどろきが響いてくる。

　もう一手があるとすれば、ファウネル家の屋敷の宝物庫に積まれている金貨や銀貨の確保だろう。フォルセスが落ちれば、それらは間ま違ちがいなくすべて教皇軍に没ぼつ収しゆうされるはずだ。

　だから再び荷車を引き、屋敷の宝物庫まで行って、可能な限りの金貨や銀貨を運ぶかをリノはしばし悩なやんだ。しかし金貨や銀貨は多量になるし、屋敷の者たちにも手伝ってもらわなくてはならない。運ぶ際もさすがに目立つから、教皇軍が街を征せい服ふくしたあとで密告される危険が出てくる。自分一人だけで運べる資料類とは違う。

　そして金貨類が消失したことが知られれば、せっかく隠したこれらの書類まで隠いん蔽ぺい工作が疑われてしまう恐れまである。財宝よりも、今隠したばかりの書類の方が重要な布石だ。ならば金貨などはそのままにしておいた方がカモフラージュになるだろう。
















　そこまで考え、リノは金銀を諦あきらめることにした。財宝はなくなっても、この情報さえ秘蔵しておければ、ファウネル家の再興を成し遂とげられる道があるに違いない。

　急いでリノは荷車を引いて、場所を移動した。意味もなく荷車があると不ふ審しんに思われるため、適当な場所まで移動し、そこで荷車を打ち捨てることにしたのだった。教会の側までやってきたリノは、そこに荷車を置き去り、城壁へと走った。

　城門側の階段をリノは駆け上がり、城壁の端はしから端までを眺ながめやる。矢が飛び交い、双そう方ほうの砲ほう撃げきの音が鳴り響くなか、戦況は互ご角かくの状勢が続いていた。互角でさえあれば、城壁に守られる防衛側の優勢ということだ。ただ一点、一二門が繰くり出す敵側の砲撃に、城壁が耐たえ続けてくれればという話だが。

　エリザの姿はすぐに見つかった。金こん色じきのチェインメイル、朱しゆ色いろのマントのエリザの姿は、城壁の上で戦う味方の中で一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。見張り台からそれほど離れていない場所で指揮を執とっている。敵の攻こう勢せいが最も激しい場所だ。

　見張り台の方に向けてリノは駆け、ようやくエリザに追いついた。

「エリザ！　済まない、一人にして」

「リノ！」

　わずかにホッとしたような表情を覗のぞかせ、エリザは両手を差し出してきた。その手を摑つかみ、リノはうなずく。

「こっちは順調そうだな。まだ城壁に取り付かれていない」

　息いき詰づまる防戦の最中にあって、側に心許せる身内がいてくれるだけでも指揮官の緊きん張ちようは和やわらぐのだろう。改めてリノは、宝物庫の金貨の山を見捨てても、こちらに駆け戻ってきてよかったと感じた。

「見て。敵の重装騎兵が陣じんを敷き始めてるの」

　エリザが平原を指差した。

「フランク軍の精せい鋭えいか……」

「たぶん、城壁を打ち崩くずした直後になだれ込んでくるつもりなのよ。ここからはハッキリ確認できないけど、川辺の城壁がかなり崩れかけてる」

「いくら城壁をこじ開けても、騎兵が細い穴から侵しん入にゆうしてくればクロスボウの餌え食じきだ」

「城壁前で馬を乗り捨てて、歩兵として突とつ入にゆうしてくるつもりなんでしょう。戦いくさ慣なれしているあの部隊に対たい抗こうできる兵士は、こっちにはいない」

「オヤジが何とかするだろう。一ひと筋すじ縄なわじゃ死なないオヤジだ。俺たちにできることは、敵兵に取り付かれないようにひたすら城壁を守るしかない」

「そうね。北門方向での攻勢が強まってきてるの。あの重装騎兵から目を逸そらすための敵の陽動に違いないけど、対応しないわけにはいかない。ひとまず北門に行きましょう」

　そう言って、エリザは城壁上を歩きだした。リノはピタリと後ろに続く。防戦に励はげむ弓きゆう兵へいたちに声を掛け、戦況を見ながらの移動だ。

　会戦と違い、臨機応変に兵を動かす必要はない。だが敵の攻勢が強まっている場所があれば、兵力の一部を割さいて送り込まなくてはならなかった。矢が降り注ぐなかをあらゆる箇か所しよに駆かけつけるだけで大変な作業だが、作戦の統とう括かつは一人の人間に集中させる必要がある。役割分担して補っていたら、たちまち現場は混乱し、最前線の兵士たちの不満が爆発するだろう。

　それに加えて、ワルターのような立場とは違い、エリザの場合は兵士たちを激げき励れいして回る役目も兼かねている。現場を走り回る度たびに兵士らを督とく励れいし、声を掛けられれば明るく応じなくてはならない。エリザの負担は大変なもののはずだ。

　敵の攻勢が強い箇所でたびたびエリザは立ち止まり、右みぎ腕うでを宙に掲かかげる。

「奮い立て！　敵は攻せめあぐねているぞ！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　周囲の兵たちと共に、リノも力の限りにエリザの鼓こ舞ぶに応こたえた。エリザの声は半ば嗄かれてきていたが、腰こしにぶら下げていた水すい筒とうを取って一口飲み、喉のどを潤うるおしたようだ。

　再びエリザは北門へ向けて足を早め、すぐさまリノが従った。

　ふいにリノには、聞き慣れたメイド長の声が聞こえた。そちらの方に視線を向けると、中年のメイド長が息を切らせながら城じよう壁へきの階段をよたよたと上ってくるのが見えた。

「姫ひめ様さま！」

　階段を上り切った直後、メイド長はその場に両りよう膝ひざをついて叫さけんだ。しかし声は掠かすれ、先まで進んでいるエリザには届かなかった。

　リノが駆け寄り、片膝をつく。

「どうした？　こんな戦場まで何しに来たんだ？」

「旦だん那な様さまが……旦那様がお亡くなりになりました……」

　リノは足元が崩れ落ちたような感覚に襲おそわれた。アイアス様が……。

　兵士たちを督励して回っているエリザが聞けば大きな衝しよう撃げきを受けるはずだ。もちろんフォルセス防衛軍の市民兵たちにも、公こう爵しやく逝せい去きよの情報は士気を挫くじくに十分なことだった。

　エリザの大だい喝かつが響ひびいてくる。

「教皇軍は城壁に取り付けないでいるぞ！　我われ々われなら勝てる！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　兵士たちは弓を射ながら、一心不乱にエリザに応じていた。

　激しく思案した末、リノは責めを一身に背負おうと決意した。

「聞いてくれ。今は乾けん坤こん一いつ擲てきの防戦中だ。状況を見て俺がエリザに伝えるから、任せてほしい」

「……姫様からは、動きがあれば必ず伝えるように言われております……」

「だからこそ頼たのんでるんだ。全責任は俺が負う」

「……わかり……ました……。うっ……」

　メイド長は泣くのを抑おさえられないようだった。

　周辺の都市国家や小領主が次々と滅ほろび去っていくなか、小国フォルセスを支え続けた有能な公爵だった。アイアスがいたからこそ、市民たちもフォルセスを守ろうと奮い立っているのだ。伸のるか反そるかの攻防戦の真まっ直ただ中なかで、悔かい恨こんに苛さいなまれながらの死だったに違いない。

「オヤジにだけは伝えておいてくれ。下にいるはずだ」

　リノはメイド長の耳に口元を近づけ、そう言った。

「……はっ、はい……ワルター様にですね……」

「頼む」

　ずいぶん遠くに離はなれてしまったエリザの下もとに向けて、慌あわててリノは駆けだした。どんな出来事からも、自分がエリザを守らなくてはならない。そのためならば、自分のすべてを犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごがリノにはあった。

　駆け戻ってきたリノに向けて、エリザは声を掛かけてくる。

「リノ！　何してたの!?」

「すまない。下の様子を確認していたんだ」

　その直後、連続した砲撃音のあとに、中央部に攻勢を掛けてきている教皇軍からどよめきが巻き起こった。川辺の城壁付近から噴ふん煙えんが上がっている。

　見れば、川を跨またぐように作られている城壁の、アーチ状の部分が崩れ落ちてしまっていた。アーチの部分が川に落ち、城壁が両断されてしまったような格好だ。向こう側に行こうとすれば、いったん階段を下りて、また階段を上ることが必要で、戦線維い持じのために大変な負荷が掛かるようになってしまった。往いき来できないわけではないが、フォルセス防ぼう衛えい網もうにとってはかなりの一撃である。

「戻ろう。まだ城壁に穴は空いていないみたいだけど、相当に危険な状じよう況きようね……」

　エリザの言葉にリノはうなずき、激しさを増す北門の防戦は一いつ旦たん捨て置くことにした。

　見張り台を通り、崩れたアーチの側そばまで来ると、城壁からは濛もう々もうと煙けむりが上がっていた。

「姫！　城門がヤバいです！　かなり削けずりとられてしまっています！」

　兵士の一人が叫んだ。

　言われなくても、城壁を見れば一目瞭然だった。あと一押しがあれば城壁に穴が空く。崩れたアーチが川の一部を埋うめる役目を果たしていたし、城壁を削った石いし粒つぶも川岸に積もりつつある。

　幸いにもというべきか、大砲の命中率は非常に低い。そのため一二門を集中させても、いつ穴が空くかまでは誰だれにもわからなかった。命中率の低さゆえに、狙ねらいから外れたアーチ状の橋に砲ほう弾だんが何発か当たり、崩れ落ちることになったのだ。しかし数を撃うてばいつかは当たるわけで、敵兵の侵入ルートが形成されるのは時間の問題に思われた。

「ここに増ぞう援えんを送るわ！　もう少し持ちこたえて！」

　エリザの言葉に、悲鳴を上げた兵士は覚悟を固めたようで、再び弓を構えた。

　兵士から距きよ離りを空けて、エリザとリノは向かい合う。

「私も下で防戦に参加するわ。だから城壁の上の指揮は、リノが執って」

　予想外のエリザの申し出だった。指揮官自らが防戦に立つなど、戦の常道に反している。

「バカな!?　無茶だ！　死しにものぐるいの兵士たちで混戦になるぞ!?　誰もエリザを守ることなんてできなくなる！」

「私なら、敵の重装歩兵一〇人は支えられる自信がある。だから大だい丈じよう夫ぶよ」

「その格好だとマトでしかないだろ！」

「それが作戦よ。私を囮おとりにして、包囲殲せん滅めつしていくの。教皇軍は軽装の弓兵まで引き連れて来られないから、敵の歩兵を城壁からのクロスボウのマトにできる」

　なるほど、まったくの考えなしで自ら一兵卒として働くつもりではないようだ。しかし、やはり危険な作戦であることには違ちがいなかった。

「だからってエリザを囮にできるわけが──」

「ドロテアは砲兵の指揮を執ってる。だからここの指揮はリノがやって」

「無茶だよ、そんな作戦は……」

「将軍として命令します。城壁の弓兵を率いて防戦に励みなさい」

　エリザは強く申し渡わたしてきた。そしてリノの腕に優やさしく手をおき、声音を変えて切々と続ける。

「お願いリノ、わかって。もし城壁が崩れれば、私が生き残るとかいう次元の話じゃないの」

「城壁が破られたら開城しよう」

「一カ所だけなら大丈夫。むしろ寡か兵へいで多くの敵を相手にできる戦場を作れるかもしれない。侵入してくる兵は、包囲して川に叩たたき落としてやりましょう」

「伝えるのは戦況に余よ裕ゆうが出てきてからと思ったんだけど……アイアス様が旅立たれた」

　リノは躊ちゆう躇ちよしつつも、エリザを留とどめるには今伝えるしかないと判断していた。

「えっ？」

　エリザは目を見開いた。

「アイアス様の死を隠かくし続けることはできないし、邸てい内ないの者から噂うわさが広がれば、防戦に励む兵士たちの士気にも多大な影えい響きようを及およぼしてしまう。アイアス様も、攻こう勢せいを防ぎきれない場合は開城するように言っていただろう？」

　肩かたを落としかけたエリザだったが、すぐに目には光が戻もどる。

「……。……お父様の死をしばらくは伏ふせましょう」

「無理だよ。メイド長がここまで駆けてきて伝えてくれたんだ。おそらく邸内の者たちは既すでに知っていることだろう」

　言い合いをしていると、砲ほう兵へいの指揮に励んでいたドロテアが駆けてきた。

　そして二人の側で直立し、軍人のように口にする。

「姫様、もうすぐ川沿いの城壁が打ち破られます。全砲門を川沿いに向けて敵の侵入を防ぐよう試みますが……あの敵騎き兵へいたちにはすり抜ぬけられるかもしれません」

　申し合わせたようにワルターまで駆け上ってきた。いつもビシッとした執しつ事じ服ふくばかりのワルターが、プレートメイルを着込んでいる姿には違い和わ感かんがある。

「ひいぃ……この鎧よろいの重み、爺じいにはちとキツうございます……」

　この程度で息が上がるなんて、とても白兵戦に耐たえられるとリノには思えなかった。それでもこのオヤジなら最後まで生き残ってしまいそうなのもワルターらしいところだ。

　ワルターは顔を上げ、穏おだやかに口にする。

「そのご様子だと、アイアス様のことはお聞きになっておりますな？」

「うん……」

　うつむくエリザの代わりにリノが応じる。

「今そのことを話し合ってたんだ。開城することまで含ふくめてな」

「いかがなさいますか？　我々は皆みな、姫様のご意向に従うまでです」

「ワルターは、下での防戦はどのくらい保もつと思う？」

　顔を上げ、エリザは問い掛ける。

「保たせて一日……。兵力の損そん耗もうよりも、兵たちの士気の低下が戦せん闘とう継けい続ぞくを不可能にするでしょう。籠ろう城じよう戦せんは、援えん軍ぐんを待つか、敵が補給を切らすのを待つかになりますが、一日しか守れないとなれば結果は見えております。まぁ爺は、アイアス様とともに冥めい土どに旅立つのも本望ではあるのですが……」

「私も下で防戦に参加したら、士気は保てると思う」

　さしものワルターも慌てたようで、必死に押し留める。

「なりませぬ！　爺が討うち死にした時点で降こう伏ふくせねばなりませぬ」

「死ぬつもりだったんだ……」

「これは戦争なのですから、人は死んで当然でございます」

　哲てつ学がく者しやのようなワルターの物言いだったが、至極当然の話でもあった。

　砲声に混じり、城壁が大きく崩くずれる音が響いてきた。今度は敵兵からも味方からもどよめきはないから、未いまだ破られたわけではないだろう。しかし時間の問題だ。

　それからしばらく、集つどう面々はエリザの言葉だけを待っていた。エリザは苦く渋じゆうに顔を歪ゆがめたり、うつむいたり、敵の布ふ陣じんを見やったりと落ち着きのない様子だった。身内のようなこの四人の間だからこそいいものの、こんな姿を兵士たちには見せられない。

　やがて決意したように、エリザは落ち着き払はらった声で言う。

「……白旗を掲かかげる。兵たちに、停戦の合図を」

「まさかこのフォルセスを一日で開城させるとは……。近年、フランク王のナファリ侵しん攻こうでも、要よう塞さいの攻略戦において大砲が極めて効果的な役割を果たしたと言います。この爺の時代とは戦争のやり方が変わってしまったのでしょう。それにつけても教皇軍最高司令官チェザーレ・ボルジア……敵の弱みにつけ込む冷静な将しよう帥すいぶりでございました。今回ばかりは相手が悪かったのでございます」

　教師のような口ぶりでワルターは言った。軍事教師としてエリザやリノやドロテアを指導してきたため、戦争を他人ひと事ごとのような視点で見るスタンスが染みついてしまったのかもしれない。ただ、戦いくさに負けたことを悔くいるより、客観化して物事を見た方が心が安らぐことは確かだった。

「敗北した後だからこそ、ここからは俺の仕事だな。たとえ泥どろを喰くうようなことをしてでも、命いのち懸がけでフォルセス公国を存続させなくてはならない──」

　自らに言い聞かすように、決意を込めてリノはそう言った。




　　　　◆




　開け放たれた西門から続々と入城してきた教皇軍は、整然とした略りやく奪だつを開始していた。軒のきを連ねる家々に押し入り、なけなしのお金や食料を強ごう奪だつして回るのだ。今後も教皇軍は周囲の街を征せい服ふくしていくだろうから、傭よう兵へいたちの戦闘意欲を高めるのが最優先に違いない。

　だが人間にまでは手を出していないのが不幸中の幸いだろうか。おそらく敵将チェザーレ・ボルジアは、略奪で配下の傭兵たちを満足させつつ、住民を殺したり傷を負わせたりしないことで、今後の統治のための反感を強めないように線引きしているのだろう。

　敵将チェザーレ・ボルジアは、広場の側にある商人の家を徴ちよう発はつし、即そく席せきの司令部にしているようだった。リノはフォルセス公国の外交に携たずさわる官かん吏りとして、エリザに同行し、今後の公国やファウネル家の処しよ遇ぐうについて話し合うことになった。

　エリザの後ろに寄り添そって教皇軍の司令部へ歩くリノだったが、お互たがい無言だった。互いの胸の内はよくわかっている。やはり敗北は悔くやしく、ショックなものだ。

　敗軍の将であるエリザは、黄金のチェインメイルのままだった。そのため、行き交う傭兵たちの視線が物もの珍めずらしげにエリザに集中した。リノは胸当てにレザーアーマーで固めた軽装だ。敗戦直後で着き換がえるヒマもないだけに、外交使節とはいえど、正装しなくても礼を失するというほどではない。

　司令部にされている商家の玄げん関かんをくぐると、数人の近この衛え兵へいらに取り囲まれた中央で、スラリとした背せ丈たけの若い優男がぞんざいに椅い子すに腰こしかけ、周りの男たちと軽口を叩き合っていた。

　この中央の男がチェザーレ・ボルジアに違いない。まだ二六歳にして権勢を極める教皇軍最高司令官──。
















　それを認めたエリザが、すかさずチェザーレの前に進み出て片かた膝ひざをつく。リノも従い、エリザのやや後ろで腰を屈かがめ、静かに片膝をついた。

「ボルジア殿どの。ファウネル家の当主代理、エリザ・ファウネルです。フォルセス公国の全責任は私にあります。ボルジア殿の指揮の見事な手しゆ腕わんによって敗北を喫きつしたことも──」

　エリザの口上が終わるのを待たず、突とつ然ぜん、チェザーレは席を立った。そしてエリザに近づき、腰を屈めて視線を合わせ、エリザの手を取り顔を近づけてきた。咄とつ嗟さのことにエリザは仰のけ反ぞり気味になり、今にも口づけでもされそうな距離に顔を赤らめる。

　感かん嘆たんしたようにため息をつきながら、チェザーレは陶とう酔すいの言葉を口にする。

「これは美しい。噂に違たがわぬ絶世の美女だ。教皇庁のお膝ひざ元もとであるローマでも、エリザ・ファウネルの美しさを詠うたい上げた詩人の歌を聴きいたことがあるぞ。この戦争は貴女あなたを我が物にできただけでも意味があった」

「──ッ」

　エリザは動転し、口が利きけなくなっているようだった。

「エリザ・ファウネル一人の価値に比べれば、フォルセス地方の征服など砂すな粒つぶのような価値しかない。貴女の見目姿にはこの世の真理がある。神が創造された万物のなかでも最高傑けつ作さくに違いない。貴女ほどの女性は世の中に二人と存在を許されないだろう」

　熱を込めて、だが優しさのこもった口調でチェザーレは言った。二人のやり取りを周りの近衛兵たちは、苦笑と微び笑しようが入り混じったような顔で眺ながめやっていた。チェザーレのこうした行動に慣れているのかもしれない。

「──」

　エリザは何か言おうとしていたが、モゴモゴと口を動かすだけだった。しかも真っ赤になってしまっている。こうまでストレートに自らを讃たたえられる言葉を投げかけられるなど、エリザには初めてのことだろう。エリザを讃えた詩人の歌も、自身は気き恥はずかしがって決して聴こうとはしなかった。

　困こん惑わくしているエリザに代わり、リノが身を乗り出す。

「ボルジア様。これはフォルセス公国と教皇庁との外交交こう渉しようの場です。戯たわむれは別の機会に」

「貴公は何者だ？　名すら名乗らず外交を持ち出してくるとは、礼を失した男だな」

　チェザーレは、男に対しては辛しん辣らつだった。

　礼を失しているのは教皇軍だと思ったが、こちらは敗軍である。リノは謙けん虚きよに応じる。

「これは失礼しました……。私はリノ・バルダート、フォルセス公国の外交官を任されております。公国の統治方針に関し、ボルジア様の今後の方針をお聞かせ頂ければと」

「今後の方針？　言うまでもない」

　ぞんざいに言って、再びチェザーレはエリザに向き直る。

「エリザ・ファウネル、この俺と結けつ婚こんせよ。さすればファウネル家がこのまま追放されることはない。ボルジアとファウネルの婚こん姻いんならば、それほど悪くもない組み合わせだ。俺がファウネルを引き立ててやろう」

「なっ!?　……だ、だって、あなた、結婚してるじゃない！」

　ようやくエリザは気力を取り戻したのか、愕がく然ぜんとしつつ叫さけんだ。

　チェザーレの結婚は、欧おう州しゆう政治に関かかわる人間であれば誰だれもが知っていることだ。フランク王国の大貴族の妹を妻に迎むかえており、フランク王との関係も深い。それゆえチェザーレにフランク王国が騎士を派は遣けんしているのである。

　だから常識的に考えれば、チェザーレのプロポーズが成立するはずもなかった。しかも枢すう機き卿きようまで務めたリスティア正教会のトップが、軽々しく離り婚こんしたり女性を取っ替かえ引っ替えして扱あつかうことは、神の意思に反する重大な罪になるはずだった。

　右手でエリザの手を取り、左手は自身の胸に置いて、まるで司教が説教でもするかのようにチェザーレは口にする。

「神の創造物のような女性を見て、結婚を申し込まない男は罪悪極まる。これは神の御み心こころによる命令だ。俺の女になるように」

「バカにして！」

　チェザーレの手を振ふり払い、エリザは立ち上がった。

「お姫ひめ様さまはまだ男を知らないらしい。だが安心してくれ。俺が優やさしく教えてやろう」

　優ゆう雅がに立ち上がり、両手を広げてチェザーレは言った。

　怒いかりに駆かられた様子のエリザは剣けんに手を掛かける。

「それ以上は言うな！」

「俺は勇ゆう敢かんな女が好きだ。かかってきてみろ」

　笑いながら言うチェザーレの周りを、緊きん迫ぱくした面おも持もちの近衛兵たちが取り囲む。

　煽あおられたエリザが一歩踏ふみ出したのを見て、慌あわててリノは立ち上がった。そしてエリザを後ろから懸けん命めいに押さえ込む。

「エリザ、やめるんだ。落ち着け」

「リノ！　放して！」

　エリザは身を揺ゆすったが、リノは押さえる手を放さなかった。

　チェザーレは無礼だが、こちらは敗軍なのだ。もしもエリザがチェザーレに剣を振り下ろしでもしたら、その時点でファウネル家の運命は終しゆう焉えんを迎える。交渉など消え去り、即そく座ざに断頭台に連行されるか、本当にエリザが奴ど隷れいのようにチェザーレの女として生しよう涯がい囲われることになってしまう。そんな最悪の事態だけは避さけなくてはならない。

　リノは鋭するどい視線をチェザーレに向ける。

「ボルジア様！　姫にはすでに幾いく人にんもの貴族から婚姻の申し入れが来ております。そのような横やりは、その貴族らの怒りを買うことになるのでは？」

「構わぬ」

　チェザーレは鼻で笑った。この男には、恐おそれるものなどないのかもしれない。

　代わってリノが話に乗り出したことで、エリザはいくらか落ち着きを取り戻もどしたようだった。リノはエリザを押さえる手を放し、チェザーレと対たい峙じする。

「あなたは枢機卿まで務めた御お方かた。あまねくすべてのリスティア正教徒の規き範はんともなるべきあなたが、軽々しく結婚や離婚を扱うのは、信徒の忠実な信心を裏切る行こう為いに他ほかなりません」

「構わぬ」

　まるで意に介かいさないチェザーレの言葉だった。

「おいたが過ぎるぞ、チェザーレ。その辺にしておけ」

　近衛兵に交じっていた一人が、チェザーレの後ろから呆あきれたような声で言った。チェザーレにタメ口を叩たたいたことで、その男が何者なのかリノにはすぐわかった。

　ミケロット・ダ・コレラ──チェザーレの隣となりに常に影かげのように控ひかえる右みぎ腕うでとして名を馳はせている男だ。チェザーレとミケロットは、幼少のころから同じ教育を受け、共に過ごしてきたと聞く。自分とエリザのような友情を越こえた間あいだ柄がらなのだろう。

「なんだミケロット？　俺は本気なんだぞ」

　不満げにチェザーレは振り向いた。

　一歩進み出たミケロットは、エリザに冷たい視線を向ける。

「ファウネル家の公女よ。降こう伏ふくしてきた分際で、占せん領りよう軍ぐんの将に刃やいばを向けてみろ。街の住人が虐ぎやく殺さつされても文句は言えまい」

　辛辣な言葉に、エリザは剣から手を放した。

　チェザーレは肩かたをすくめる。

「ミケロット……。これほどの美女を前にして無む惨ざんな言い方をするな。だからお前はモテないんだぞ」

「ふん」

　ミケロットはまともに応こたえなかった。

「もう一度言うぞ、エリザ・ファウネル。俺の女になるように」

　チェザーレに、ミケロットが続く。

「翻ほん訳やくしてやる。チェザーレの相手をしろ。でなければ、街の住人を全員殺す」

「な、なんですって!?」

　エリザは目を見開き、慄りつ然ぜんとしたようだった。

「おおミケロット……。お前はなんて酷ひどい男なんだ……」

　本気か冗じよう談だんか、チェザーレは大おお袈げ裟さに嘆なげく姿を見せた。

　エリザが呆ぼう然ぜんとして押し黙だまっていると、チェザーレが続ける。

「このままファウネル家を没ぼつ落らく貴族として歴史から消してしまってもいいのか？　これはファウネル家のためでもある。だから悩なやまず俺のところへ来い」

「翻訳するぞ。チェザーレの言う通りにしろ。でなければ、ファウネル家の関係者は一人残らず絞こう首しゆ刑けいだ」

　再びミケロットが補足した。

「……酷い……」

　エリザは口元を押さえ、身体からだを震ふるわせた。

　困ったように首を振り、チェザーレは言う。

「ミケロット……お前は俺に嫌いやがらせをしたいだけなんじゃないのか？」

「どうするんだ、お姫様？　チェザーレの愛人として生涯を過ごすと決めるか、それとも街の住人やファウネル家に仕えた者たちを根こそぎ殺してほしいのか……選べる道は二つに一つだ」

　事務的な口調でミケロットは言い放った。

　戸と惑まどいを強くするエリザに、すかさずリノが身を乗り出す。

「愚おろかなことを。これからフォルセス公国を統治していきたいなら、街の住人を軽々しく殺せるわけがない。何の意味もないことだ」

「ならば、ファウネル家の関係者だけでも根絶やしにしてやろう。街の住人が慕したうファウネル家さえ消し去れば、統治もしやすくなるというものだ。絞首刑の手始めは、お前だ」

　ミケロットは、リノに向けて一歩進み出てきた。

　苦く悩のうが極まった面持ちで唇くちびるをかんでいたエリザは、やがて何かを決意したように顔を上げる。

「わかった。私の身を捧ささげましょう。妻にでも愛人にでも奴隷にでも、好きなようにしていい。その代わり約束しなさい。街の住人とファウネル家の関係者の安全を保証し、リノには指一本触ふれないと」

「エリザ！　何を言うんだ！」

　思わずリノは叫んだ。

「ボルジアの名の下もとに約束しよう、市民やファウネル家の関係者の安全を保証することを。よくぞ決断してくれた。フォルセス公国を征せい服ふくした意味があったというものだ。神は実に素晴らしいことをしてくれた」

　大おお仰ぎようにチェザーレは両腕を広げた。

「さあ、私の身ならどこへでも持っていきなさい！」

　ふいにエリザは剣を引き抜ぬいた。リノには押さえるヒマもなかった。チェザーレの両りよう脇わきを固める近この衛え兵へいたちが咄とつ嗟さに自らの剣に手をやる。だがエリザはチェザーレに襲おそいかかることはせず、剣先を自らの胸に向けた。

　アッと思うのも束つかの間──。

　エリザは剣を胸に突つき立てた。チェインメイルと剣が擦こすれ合う音が響ひびき、エリザは苦く悶もんの声を上げる。

「ぐっ」

　うめくエリザが持つ剣を、慌ててリノは振り払はらう。

「エリザ！　バカ野や郎ろう！　なんてことをするんだ！」

　エリザの鎧よろいの下の衣服には血がにじんだ。だが投げ出されている剣は、切っ先しか血が付いていない。やはり鎧が邪じや魔まをして、深く突き立てることができなかったようだ。それに、いかに勇ゆう猛もうなエリザとは言えど、自分を刺さそうと試みた寸前で、無意識が邪魔をしたのも無理はない。

　ぐったりしたエリザを、リノは抱かかえ込む。

「しっかりしろ！　今すぐ治ち療りようしてやるからな！」

「なんて女だ……こんな女は初めてだぞ……」

　さしものチェザーレも焦あせりの色を浮うかべ、近衛兵らに命じる。

「おい、お前たち。この姫様を運ぶのを手伝ってやれ。見たところ、深く刺すまでには至らなかったようだ。すぐに治療すれば助かるだろう」

「エリザの命いのち懸がけの約束は守ってもらいます。市民には決して手を出さないと」

　リノは睨にらみ付けながらそう言った。

「交こう渉しようは白紙だ。エリザ・ファウネルが我がモノにならないなら、ファウネル家を放ほう逐ちくする必要があるだろう」

「ならば、その交渉はまたいずれ」

　エリザを抱だきしめながら、リノは苦悩しつつそう言った。

　元はと言えば、こうなった原因はチェザーレにある。リノとて怒りを禁じ得ないが、今はエリザの治療が必要だし、ファウネル家の存続こそが最優先されるべき事こと柄がらである。エリザの将来は、ファウネル家を残せるかどうかに掛かっている。ここは恨こん事じを抑おさえ、苦く渋じゆうに耐たえるべきときだ。

「数日はフォルセスに駐ちゆう留りゆうする予定だ。次の街に進軍する前に、また話を聞こう」

　チェザーレはうなずいた。

「エリザ、大だい丈じよう夫ぶだからな。心配ないぞ」

　リノはエリザを覗のぞき込みながら励はげました。エリザの額には脂あぶら汗あせがにじんでいる。

　近衛兵たちが手を貸してきて、リノも合わせて四人がかりでエリザを抱え込んだ。教会にはまだ救護班が残っているはずだから、おそらくそこが一番近い。教会で応急処置を済ませ、その後は屋や敷しきのベッドで安静にすべきだろう。

「面めん倒どうな女だ」

　ミケロットが舌打ちをしながら言うのが聞こえた。

「やれやれ……俺もずいぶんと嫌きらわれたものだ」

　一方のチェザーレは、心底から残念そうに首を振ふっていた。

「ボルジア様。次は私が代表して参ります。それでは」

　リノは反発心を懸命に抑えつつ、エリザを抱えて教皇軍の司令部をあとにしたのだった。








第二章　敗軍の将






　教皇軍がファウネル家の屋敷まで入り込み、宝物庫を開いて財産を略りやく奪だつしていく様子を、リノは口くち惜おしげに眺ながめていた。これはファウネル家の個人財産というより、フォルセス公国の国庫そのものである。集めた税金が積み上がったものであり、公共事業や社会福ふく祉し、戦争などの際に使うための大事な資金だった。

　交通の要かなめにあるフォルセス公国が通行税として徴ちよう収しゆうする額はなかなか大きく、かつまたイタリナの穀倉地帯が広がる地域でもあるので、宝物庫には四〇万シリングもの金貨や銀貨が保管されていた。これを根こそぎ奪うばい取られるのは悔くやしいが、敗北を受け入れなくてはならない。

　忙せわしなく宝物庫に出入りする教皇軍を苦々しげに見やったあと、リノは階段を上がり、エリザの部屋へと足を進めた。

　ノックし、エリザの部屋の扉とびらを押し開く。

　部屋のなかにはワルターとドロテアがいて、エリザのベッドを見下ろしていた。

「リノ……」

　力無くエリザが呼び掛かけてきた。

　リノはベッドに近づき、口にする。

「無茶なことはしないでくれよ……」

「あなたが付いていながら、どうしてこんなことになるんです？」

　ドロテアは鋭するどい視線でリノを睨み、叱しつ責せきしてきた。

「面めん目ぼくない。本当にドロテアの言う通りだ」

「ドロテア、リノを責めないであげて。私が勝手にやったことだから」

　エリザは優やさしくたしなめた。

　ワルターが口にする。

「話は聞きましたぞ。何でも、チェザーレから結けつ婚こんを申し込まれたそうですな」

「あんな話、絶対に噓うそよ」

「ボルジア家はスペンス王国随ずい一いちの大貴族であり、教皇まで輩はい出しゆつするほどの家いえ柄がらです。現教皇アレクサンデル六世も、チェザーレの父親。由ゆい緒しよあるファウネル家から見ても、いささか不ふ釣つり合あいに思えるほど、高貴な御お方かたでございます」

「ワルターは、あんな男と私を結婚させたいの？」

「チェザーレが本気なのであれば……一考の余地はあるのではないかと」

　すかさずドロテアが口をはさむ。

「バカなことです。チェザーレ・ボルジアと言えば、ローマでは女たらしとして有名な男ではないですか。純潔を守り通している姫ひめ様さまが、神の教えに平然と背そむくような男と一いつ緒しよになっていいはずがありません」

「その肝かん心じんの神様はチェザーレの味方のようじゃがな。とにかくフォルセスが落ちた以上、我われ々われは街を追放されるかもしれませぬ。ボルジア家と誼よしみを結ばないのであれば、親しん戚せきのフォスタ伯はくか、エミリア公のところに身を寄せつつ、姫様の婚こん姻いん相手を探してみるのが妥だ当とうでしょうな。もっともフォルセスの地を失ったファウネル家であれば、領地を持たない貴族の子弟との婚姻が関の山かもしれませぬ。それを考えると、あらゆるデメリットを差し引いても、やはりボルジアは捨てがたい相手ということなんじゃ」

　エリザは布団を引き上げ、顔を半分隠かくしてしまった。エリザが今、どういう心境なのかわからない。

「なりません。そのような結婚は、必ず姫様を不幸にします。私は認めるわけには参りません」

　ドロテアの断固とした言葉に、リノが身を乗り出す。

「待ってくれ。まだフォルセスの地を失ったわけじゃない。交渉は始まったばかりだ」

「だがチェザーレとの結婚か、それとも住民の虐ぎやく殺さつかの二に者しや択たく一いつを迫せまられたんじゃろう？　その選択を避さけたいならば、我々が街を出てしまうしか方法がない」

「住民の虐殺なんて方便だろう。近くで観察してみて、チェザーレ・ボルジアは常に気持ちに余よ裕ゆうがあって、有能な男だと俺は思った。住民を殺すとすれば、見せしめが統治にとって意味があるときだけだ。あの男が無意味なことをするはずがない」

「ほう。チェザーレが有能だと確信したからこそ、虐殺など突とつ発ぱつ的てきな行動には走らないと信じられるのじゃな？」

「そうだ。絶対にない。断言できるよ」

「ならば倅せがれよ、敗者である我々がフォルセスの地を失わないために、どんな方法があると言うんじゃ？」

「あの男なら、誰だれよりも損得勘かん定じようを理解できる。利害で必ず説得できるはずだ」

　リノは確信をもってうなずいた。




　　　　◆




　夜も更ふけたころ。教皇軍の兵たちは戦いの疲つかれを癒いやすため、周囲の家を臨時に徴発して寝ね床どことしている。本来の住民は、一時的に教会や公会堂、徴発を免まぬがれた街外れの民家へと避ひ難なんしていることだろう。

　ファウネル家の屋敷から奪った上等な葡ぶ萄どう酒しゆを吞のみながら、チェザーレとミケロットはテーブルを挟はさんで向かい合っていた。

「──ところでチェザーレ、あの姫様をどうするつもりだ？」

　ぐい、と葡萄酒を呷あおり、ミケロットが意味深に訊きいてきた。

　チェザーレにとって、ミケロットは従僕というより、家族以上の存在だ。幼少のころから同じ食事を食べ、同じ教育を受けてきた。教皇になる以前の父が、没ぼつ落らく貴族の奴ど隷れいとして売りにだされていたミケロットを買ってきて、チェザーレの影かげとなるよう育てたのだ。

　チェザーレがどれほど悪あく辣らつな策さく謀ぼうを巡めぐらせたとしても、どのような苦境に陥おちいったとしても、ミケロットだけは決して自分を裏切らない。権謀術数を常とする自分も、ミケロットだけは裏切ることはありえない。いや、裏切るという対象ですらないだろう。自分自身を裏切るわけがないのと一緒だ。

「俺がエリザ・ファウネルに結婚を申し込んだのは酔すい狂きようではないぞ。誠まことに残念無念なことではあるが、フランクにいる妻とは別れねばなるまい。ローマの父に言い含ふくめ、離り婚こんを神にささやいてもらわなくてはな」

「バカな!?　チェザーレ・ボルジアともあろう者が、たかが美女だというくらいで靡なびくのか？」

「殺すのは惜おしい。あれほどの美女には、もはやお目にかかれぬかもしれないからな。神が俺に与あたえたもうた贈おくり物に違ちがいない。たまには神も良いことをする」

　そうチェザーレは独りごちて、葡萄酒を喉のどに流し込んだ。

「街の住人はファウネル家を信しん奉ぽうしている。四〇〇年間も善政を敷しいてきたんだ、仕方あるまい。だからあの女を今すぐ殺し、ファウネル家の血脈は絶った方がいい」

「いつもの俺なら迷わずそうしていた」

「ならば議論など必要あるまい。生かしておけば、必ずボルジアに害をなすものになるぞ。あの公女が自分を刺さしたことで、俺はそれを確信した」

　チェザーレは不敵に微笑ほほえむ。

「フフ。ボルジアの毒に及およぶほどの器量があの姫にあるだろうか。あの姫の毒なら、さぞかし気品ある悪意を放つことだろう。ぜひとも味わってみたいものだ」

「付き合ってられん。どんな結果になっても俺は知らんからな」

　呆あきれたように手を振り、ミケロットはサジを投げた。

「もっと悠ゆう然ぜんと構えていないと、美女は振り向いてくれないものだ。だからお前はモテないんだぞ」

「殺すぞ」

　自身と一心同体であるミケロットの言葉を、チェザーレは肩かたをすくめて受け流した。

　やがてチェザーレは楽しげに微笑み、静かに自分のグラスに葡萄酒を注いだのだった。




　　　　◆




　ベッドで治ち療りよう中のエリザの代わりに、ワルターとドロテアを伴ともなって、リノは再び教皇軍司令部を訪問していた。一刻も早く今後の方針を話し合い、決めてしまう必要があった。

「リノ・バルダートです。エリザ・ファウネル様からフォルセス公国の全権を任されていると思ってください」

　膝ひざをついたリノは、チェザーレを前にして謙けん虚きよに言った。チェザーレが座る椅い子すの隣となりには、ミケロットが腕うでを組んで立っていた。リノのやや後ろで、ワルターとドロテアも膝をつく。

　横おう柄へいにチェザーレは問うてくる。

「姫君の調子はどうだ？」

「あいにく……。しばらく安静にする必要があるかと」

　本当は危険な状態はすでに脱だつしていて、回復を待つだけとなっている。しかし挨あい拶さつ一つとっても外交上の駆かけ引きだ。チェザーレに真実を告げる必要など皆かい無むである。

「そうか。我々に出来ることは言ってくれ。可能な限りの手助けをしよう」

　そしてチェザーレは身を乗り出して続ける。

「ときにそこの女。名は何と言う？」

「ドロテア・ストラデルラと申します。ファウネル家に仕える者でございます」

「歳は？」

「一九になります」

「エリザ嬢じようといいドロテアといい、この地方には美女が多いのか？　どうだ、これからはボルジアに仕え、俺の身の回りの世話をしてみないか？　末永く目をかけてやろう」

　唐とう突とつなチェザーレの提案に、ドロテアは呆ぼう然ぜんとする。

「……は？　私はただの姫様の付き人であり、平民でございます。ボルジア様に相応ふさわしい相手ではございません」

「案ずることはない、俺の母も平民だよ。ファウネル家の今後がお前に掛かっているといったら、どうする？」

　チェザーレの言葉に、ミケロットが口をはさむ。

「翻ほん訳やくしてやろう。ドロテア、お前がチェザーレの愛人になれば、ファウネル家は救われるかもしれない」

「そんな……。……わ……私は……」

　喘あえぐようなドロテアに、ミケロットが追い打ちをかける。

「でなければファウネル家はこれで終わりだ」

「……わかり……ました……それが……姫様のためになるのであれば……」

　ドロテアは絶望した表情を隠さず、苦しげにうめいた。直後、ジワッと涙なみだを溢あふれさせたドロテアは、片膝をついているにもかかわらずよろめき、唇くちびるをかみしめた。

　すかさずリノが助け船を出す。

「ボルジア様、冗じよう談だんはお止やめになってください。ドロテアは、この手の戯ざれ言ごとには慣れていないのです」

　チェザーレが言う。

「リノ、と言ったか。冗談ではないぞ。エリザ・ファウネルとの結婚も、噓うそ偽いつわりで申し述べているわけではない。今後、フォルセス一帯は俺が城代を派は遣けんし統治していくことになるが、ファウネル家が名を存続させるためにはボルジアと共に歩むのが最善というものだ」

「お言葉ですが……私としては、フォルセス地方の統治は今までと変わらず、ファウネル家に任せて頂きたいのです。住民の多くもそれを望んでおり、ボルジア様にもスムーズな統治を保証していけるものと確信しております」

「……」

　チェザーレは無言で、詰つまらなそうな視線を向けてきた。

「首をはねられたいのか？」

　ミケロットがギリと一歩踏ふみ出してきた。

　ここで圧あつ迫ぱくされるままではいけない。リノは繰くり返し主張する。

「これからもフォルセス地方の統治には、ファウネル家の力が絶対的に必要です。我々が存在した方が、必ずやボルジア様にとって大いなるメリットをもたらすはずなのです」

　さらにミケロットが迫ってきた。構わずリノは続ける。

「お考えになってみてください。ボルジア様がファウネル家を追い出すつもりになれば、いつでも追放してしまうことができるでしょう。ならばこそ、今すぐファウネル家を取り潰つぶす必要などないのです。このままボルジア様がフォルセス地方の政治を担になえば、勝手がわからず、反乱や反発を誘ゆう発はつし、自じ滅めつしてしまう可能性すらあります。フォルセス公国が教皇庁の支配に服し、これからもファウネル家が統治を担っていくことが、最も効率的で、最も優すぐれた解答です」

「我々が統治をすると、貴様が反乱を扇せん動どうすると言っているように聞こえるが？」

「私でなくとも、誰かが同じことをするでしょうね」

　リノは素知らぬ顔でうそぶいた。

　ついにミケロットがリノの目の前までやってきて、剣けんに手を掛かけた。

　だが、いかに脅おどされようとも、ここは果か敢かんに勝負を挑いどむべき瞬しゆん間かんだった。伸のるか反そるか、ここがフォルセス公国が存続できるかどうかの分ぶん水すい嶺れいである。戦争だけが勝敗を決するわけではない。リノにできる戦いは、外交的な優位を勝ち取ることにある。

　ここで自分が負ければ、ファウネル家は歴史の闇やみに消えてしまうだろう。エリザを盛り立て、そのために尽つくすのが自分の役目だ。命に替えても、ファウネル家の命脈を絶つわけにはいかなかった。

「末永く勝者たらんとする者には、敗者を受け入れる度量があります。かつての古代ローマ帝てい国こくも、敗者に寛かん大だいな処置を施ほどこすことで長い繁はん栄えいを手に入れました。このイタリナにボルジアの新たな帝国を打ち立てんとするならば、我われ々われを受け入れてみせなくてはなりません」

「死んだな、お前」

　ミケロットは剣を引き抜ぬき、静かに持ち上げた。リノが見上げると、ミケロットの黒く沈しずんだ瞳ひとみには何も映っておらず、ただ無心に、殺さつ戮りくのための機械になりきっているような表情だった。

「お待ちください！　私の身は捧ささげるとお約束いたします！　ですからどうか、リノの無礼はお許しを！」

　間際、ドロテアの叫さけび声ごえが聞こえた。

　ミケロットが動いた瞬間──キュイン、と剣を合わせる鋭するどい音が司令部に響ひびく。火花が散り、鉄を擦こすり合わせる匂においが感じ取れた。背後で膝ひざをついていたはずのワルターが、剣を引き抜き、リノの頭上で、ミケロットと剣を合わせていたのだ！

　咄とつ嗟さの事態に、ミケロットは目を見開いて自らの剣を見下ろしていた。

　何事もないような表情でワルターは剣をひき、飄ひよう々ひようとした口調で言う。

「これは失礼いたしました。歳としを重ねると、ついついお相手様と剣を交えてみたくなるものでしてな。ふぉっふぉっ」

「爺じじい。名は何と言う？」

　静かにチェザーレが問うてきた。

「ワルター・バルダートと申します。そこのリノ・バルダートの父親でもあります。ファウネル家の執しつ事じを任されており、いちおうフォルセス公国の宰さい相しようということにもなっております。もっともワシのような老体は、実務からすっかり離はなれてしまっているものでして、難しい交こう渉しよう事ごとはそこの倅せがれにすべてを一任している次第でございます」

「……ワルター・バルダート。それは本名か？」

「これは異なことを。私の名は、フォルセスの住人ならば誰だれでも知っております」

「かつて東方にて、ハンガリア王から依い頼らいを受け、寡か兵へいを率い、オスマニア帝国と数十年にも及ぶ激げき闘とうを繰り広げた名うての傭よう兵へい隊長がいたと聞く。なんでもオスマニア帝国から賞金首として手配され、莫ばく大だいな懸けん賞しよう金きんが掛けられているそうだな。その男は戦闘中に左目を失ったという話だが？」

「戦争に出れば、目を失うくらい普ふ通つうのことです。七四年に及ぶ私の拙つたない人生においても、片目の人間には三人会っております。珍めずらしいことではないでしょうな」

「……」

　チェザーレは訝いぶかしげな視線を向けてきた。

「私がそのような名うての傭兵隊長であったならば、フォルセスが負けるはずがないでしょう。この爺も、ボルジア様には完敗でございます。ふぉっふぉっふぉっ」

　ワルターは心底から楽しげに笑った。

「ふん。喰くえない爺だ……」

　気が削そがれたのか、ミケロットは一歩引き、剣をしまい込んだ。

　リノがふと見れば、ドロテアは気を失ったようにぐったりしていた。ミケロットが剣を振ふり下ろしたことで、よほどショックを受けたようだった。介かい抱ほうしてやりたいところだったが、今は運命を掛けた外交交渉の場だ。ドロテアが身を犠ぎ牲せいにして自分を助けようとしてくれたことには、交渉が終わったあとで礼を伝えなくてはならない。

　何事もなかったようにリノは口にする。

「交渉を続けさせてください。フォルセス地方は特とく殊しゆな地域です。なぜなら、ファウネル家と住民たちとの信しん頼らいの上にあらゆる業務が成り立っており、税金の徴ちよう収しゆうなども長い間の慣習によって行われています。他ほかの支配者がやってきて、すぐに管理できるような土と地ち柄がらではありません」

「そんな領地があるものか。それが本当なら、俺が根本から土台を作り直さねばなるまい」

　チェザーレは笑い飛ばした。

「ファウネル家が担います。ボルジア様のお望みのような街作りを行うよう最善を尽くしますので、どうかご指示をお願いします。三年、せめて三年で構いません。この地方の者たちのファウネル家への信頼を、ボルジア様は上手うまく利用すべきです」

　ふと何かに気づいたようにチェザーレは身を乗り出してくる。

「……待てよ。市庁舎にあるはずの地図、戸こ籍せき、徴税関連の資料を探させているが見つからないようだ。よもや、お前が隠かくしたのではあるまいな？」

「滅相もございません。そもそも、宝物庫の金貨を隠さないのに、大した価値があるわけでもない紙切れを隠すはずがないではありませんか」

「金貨より書類の方が価値があると、貴様は見たのだろう？」

　図星だった。しかしリノは表情を動かさずに言う。

「……最初から、そのような書類はフォルセスに存在しないのです」

「その情報なくして、統治ができるはずもない」

「だからこそ、フォルセス地方の統治はこれからもファウネル家が担うと申し上げているのです。教皇庁のために、ボルジア様のために、我々が役に立ちます」

「隠した書類を差し出せ。でなければ貴様ら全員の命はないぞ」

　有無を言わせぬ口調でチェザーレが告げてきたが、それでもリノは突つっぱねる。

「統治のためのすべての情報はファウネル家に仕える官かん吏りたちの頭のなかにあるのです。書類としては存在しません。他人がすぐに統治できるような土地ではないのです」

「ミケロット、仕事だ。この男を拷ごう問もんにかけよ。最もキツい仕置きで構わん。そして書類の隠し場所を吐はかせるんだ。最さい期ごまで吐かなければ、そのまま殺してしまってもいいぞ」

「承知した」

　チェザーレの決断は予想外に早かった。こちらの意図は見み透すかしているに違ちがいない。

　ミケロットは首筋を摑つかんでくる。

「来い！」

　無理やり引き立てられそうになる前に、リノは訴うつたえる。

「ボルジア様！　フォルセス公国は今まで通り、ファウネル家が担った方がいい！　さすれば、ボルジア様には毎年五〇万シリングの貢こう納のうをお約束できるのです！　我々の力を活用するべきです！」

　乾けん坤こん一いつ擲てき、ここが最後の勝負の間際だった。

「……ミケロット、待て」

　チェザーレが命じると、ミケロットは動きを止めた。

「毎年五〇万シリング、だと？」

　疑わしげなチェザーレの言葉に、リノは自信たっぷりにうなずく。

「仰おおせの通りです。仮にボルジア様がフォルセス地方を統治し、すべての住民に重税を課したとしても、徴収できる税金はせいぜい二五万シリングでありましょう。そのうち、治安維い持じや教会の維持費、最低限度の社会福ふく祉しなどに税収を割さけば、どのように節約しようと手元に残るお金は五万シリングといったところです。しかし、ファウネル家が統治を継けい続ぞくすれば、ボルジア様には毎年かかさず五〇万シリングをお届けできるのです」
















「宝物庫にあった金銀を計算させたら、四〇万シリングだったが？　そのような地方が、毎年五〇万シリングも払はらえるものか」

「お支払いできなくば、我が首を刎はねてください」

「拷問逃のがれの方便だ。チェザーレ、こんなバカげた話に乗るな」

　ミケロットは警告したが、構わずリノは搔かき口く説どく。

「最初の税金は、一ヶ月後にお納めいたします。必ずや、お約束します」

「言っておくが、宝物庫の四〇万シリングは教皇軍が持ち去るぞ。五〇万シリングなどどこにある？」

　淡たん々たんとチェザーレは訊きいてきた。

「住民から徴収します。そのくらいの信頼が、ファウネル家にはあるのです」

「毎年続くわけがない。裕ゆう福ふくな住民からはだいぶ兵たちが奪うばったようだが？」

「フォルセス公国の住人は、何も首都だけに住んでいるわけではありません。他にも幾いくつか商業が活発な街があり、周辺部には農村もある。公国全体からの臨時徴発はお任せください。ファウネル家を活いかした方がいい。それが、ボルジア様が最も利益を得る選せん択たくなのです」

　切々とリノは言い切った。

「……」

　チェザーレは沈ちん黙もくし、鋭い視線でリノを見やってきた。リノは目を逸そらさず、真しん摯しに視線を受け止めた。

「チェザーレ！」

　ミケロットが声を大にした。

「一年目の五〇万シリングは、一ヶ月後までに用意できるのだな？」

「約束します」

　深くリノはうなずいた。

「冷静に考えろ！　毎年そんな金を手当できるわけがない！」

　ミケロットが信じようとしないように、途と方ほうもない金額であることは確かだ。しかしだからこそ、チェザーレは必ず乗ってくる。そんな確信が、リノにはあった。

　チェザーレはミケロットを手で制し、うなずく。

「よかろう。今後、フォルセス公国はボルジア家の傘さん下かとなる。毎年五〇万シリングの貢納と引き替かえに、ファウネル家に統治を引き続き任せることとしよう。それで決まりだ」

「ありがとうございます！　ボルジア家の隆りゆう盛せいのため、ファウネル家一同は、誠心誠意、今後ともフォルセス一帯の統治に当たらせて頂く所存です」

　ひたむきに、熱を込めてリノは断言した。
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「どうしたんだチェザーレ！　デタラメだ！　お前はあんなホラ話を信じるのか？」

　ファウネル家の三人が司令部を去ったあと、ミケロットは不満げに机を蹴けった。

　チェザーレは深々と椅い子すに身を沈め、気楽に応じる。

「落ち着けミケロット。俺とてあんな話は信じちゃいない。フォルセス地方は穀倉地帯だが、毎年五〇万シリングもの大金を積めるほどの収しゆう穫かくがあるわけでもなかろう。めぼしい産業といえば製せい錬れんと鍛冶かじくらいで、競合は他地域にも多く、大して儲もうかる分野でもない。通商も隣となりのヴェザニアに頭を押さえられてからっきしだ。せいぜい南北を往いき来する商人たちから通行税を取るのが関の山だろう」

「そこまで理解しておいて、どうして受けた？」

「考えてもみろ。追い出すことはいつでもできる。搾しぼり取れるだけ搾り取り、ファウネル家が払えなくなれば即そく座ざにお払い箱だ。それまでなら、フォルセス地方を預けてやるのは損ではなかろう？　その間に、フォルセスの官舎に密みつ偵ていでも送り込み、あの小こ賢ざかしい外交官──リノ・バルダートが隠したであろう統治に関する書類を探させた方がいい」

「では、ヤツが隠した書類を探すために？」

「そのためだけではないが、重要な目的の一つだ。リノ・バルダートが話したように、戸籍や徴税の資料もなしで、まともな統治などできようはずがない。まずはそれを奪い取らねばならんだろう？」

「……ほう」

「それにな、宝物庫の金貨はすべて俺たちが奪い取ったあとだ。リノ・バルダートが約束した最初の支払いは一ヶ月後だぞ？　五〇万シリングを貢みついでくるために、住民を相当に痛めつけることになるだろう。フォルセス地方のファウネル家に対する高い信頼は、一気に崩くずれることになるはずだ。その後、ボルジア家が大手を振ってファウネル家を追い出し、統治者として善政を敷しけばいい。この地方を救った英えい雄ゆうとして乗り込むのが理にかなっているというものだ」

「金を手に入れ、ファウネル家の信頼を地に落とし、最終的にボルジアが住民に歓かん迎げいされながら乗り込むというわけか……。ならば、あの美女に目が眩くらんだ気まぐれではないということだな？」

　ミケロットは念を押してきた。

「エリザ・ファウネルを手に入れるためなら、何もフォルセスの統治を任せるはずがない。追い出して身ぐるみ剝はいだあとの方が簡単にいくだろう。なに、五〇万シリングを毎年払い続けることができるなら良し。払えずに追い出すのなら、それもまた良し。そのときこそ、エリザ・ファウネルを俺のものにしてやろう」

　そこまで言ってチェザーレは立ち上がり、命令を下す。

「フォルセスでの話は付いた。ならばここに居座っても仕方がない。まだ日が高いうちに軍を進めるぞ。ミケロット、兵たちを広場に集め、出発の準備だ」

「了りよう解かいだ」

　ミケロットは応じ、急ぎ足で司令部をあとにしていった。

　チェザーレは窓際まで足を進め、自軍の傭よう兵へいたちが思い思いに座り込み、休息を取っている様子を眺ながめながら考えを巡めぐらす。

　リノ・バルダート──なかなか面おも白しろい男がいたものだ。アイアス・ファウネルが倒れ、首都さえ開城させれば、一気にフォルセス公国は瓦が解かいするものと考えていたが……存外、あの男がいる限りしぶといのかもしれない。いずれファウネル家からフォルセスの支配権を取り上げ、エリザ・ファウネルを我が物にした暁あかつきには、自らの野心のために、腹心としてリノ・バルダートを召めし抱かかえるのも悪くないとチェザーレは思ったのだった。
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　外交交こう渉しようによってフォルセス公国が教皇庁の傘下に入り、しかし今まで通りにファウネル家が統治を引き受けることが正式に決定したため、教皇軍は次の街への攻こう略りやく準備に取りかかっていた。略りやく奪だつを終え、十分な補給を得た教皇軍の意気は上がっており、あと数時間もすれば目的地へと行軍を開始することになるだろう。

　リノたち三人は交渉の報告のため、ベッドから起き上がったエリザを囲んでいた。

「毎年五〇万シリング!?」

　話を聞き終えたエリザは血相を変えた。

「そうだ。しかも、第一回目の支払いは一ヶ月後だと約束させられた。その代わり、今後も引き続きフォルセス公国はファウネル家が担になうという条件だ」

「でも……宝物庫の財産も根こそぎ持ち去られたし、屋敷にあっためぼしい美術品なんかも全部なくなっちゃったのよ。お父様を描えがいたボッティチェリも、先々代を描いたベッリーニまで奪われた……。一族の肖しよう像ぞう画がなのに……。どうやっても、そんな大金を毎年捻ねん出しゆつすることなんて不可能よ」

「今はファウネル家を残すことが本質的に重要だ。その後のことは二の次でいい」

　ドロテアが口をはさんでくる。

「あなたは考えなしで無理な約束をしたっていうんですか？」

「考えなしだった。それは認める。だが、まずはチェザーレの気を引くことが必要だったんだ。でなければ、ファウネル家は即座にお取りつぶしになっていただろう」

「バカなことです。五〇万シリングなどすぐに払えなくなって、追い出されるのは時間の問題じゃないですか！」

　ドロテアが怒おこるのはわかるが、あの場はああするしかなかった。あのとき自分が連れ去られて拷ごう問もんに掛かけられていれば、もはやまともにファウネル家を残せるよう交渉できる人間はいない。

「倅せがれよ。考えなしと言いながら、まったく何も想像していなかったわけではないんじゃろう？　もったいぶらずに言ってみよ」

「いや……悪いが本当なんだ。だけど、払えるように国を変えていくことはできるんじゃないかと、ふと思ったことも確かだ。いずれにせよ、このまま教皇軍に踏ふみつぶされないためには、年五〇万シリングくらいの金は軽く稼かせげないとどうにもならない」

「国を変える？」

　意表を衝つかれたように、エリザはリノを見上げてきた。

「ああそうだ、フォルセス公国を強い国に創つくり変えよう。フォルセス公国の国家予算はおおよそ二五万シリングといったところだ。だが隣りん国ごくのヴェザニア共和国の国家予算は幾らだと思う？　一六〇〇万シリングだ。ヴェザニアだって支配地域の狭い国家なのに、途方もない違ちがいだよ」

　ドロテアが言う。

「ヴェザニア共和国は地中海最大の海軍国です。通商が発達し、数多くの帆はん船せんやガレー船を保有しています。首都ヴェザニアは欧おう州しゆう最大の経済都市であり、フォルセス公国とは比べられるはずがないではありませんか」

「でもな、古代のころはフォルセスの方がずっと豊かだったはずだ。ヴェザニアは海のなかに浮うかぶ島のような都市国家であって、周りでとれるものなんて魚くらいしかなかった。にもかかわらず、どうしてこんなにフォルセスと差が付いた？」

「ファウネル家の統治方針が悪かったということ？」

　エリザの言葉に、リノが首を振る。

「統治が悪いと言いたいわけじゃないんだ。フォルセスの周囲には肥ひ沃よくな穀倉地帯が広がっているから、何もせずとも十分に暮らしていけた。だからフォルセスは大して努力をする必要はなかったんだ。一方で、ヴェザニアは建国当時、本当に周りには何もなかった。だからこそヴェザニアは船を出し、危険を乗り越こえてでも通商で生きていくことを決めたんだ。それが、フォルセス公国は国家予算二五万、ヴェザニア共和国は国家予算一六〇〇万という巨きよ大だいな格差になったんだ。教皇庁の圧あつ迫ぱくをはね除のけ、これから何百年も生き残っていくためには、フォルセス公国を強い国に変えていかなくちゃならない」

「どちらにしても年五〇万シリングくらいの支し払はらいができなくば、これからは生き残れない……。ならば、それを乗り越えようという判断だったってこと？」

「そうだ。俺たちはこの困難を乗り越えなくちゃならない。いずれにせよイタリナ北部は諸国入り乱れ、フォルセス公国のような小国がいつまで独立を保っていけるかは時間の問題だったと思う。今までは、首都の堅けん固ごな城じよう壁へきに頼たよって生き残ってきただけだ。だけど大たい砲ほうの登場で、古い城壁が役に立たない時代になったことは、今回の戦いでまざまざと見せつけられちまっただろう？　もう城壁は国を守っちゃくれない。国家自体を精強なものに創り変えていかなくちゃならないんだ。突とつ然ぜんの教皇軍の侵しん略りやくは、そのためのキッカケを与あたえてくれたものだと前向きに捉とらえよう」

「リノの言いたいことは痛いほどわかる。フォルセス地方は豊かだったから、ずっと昔からの蓄ちく積せきだけで暮らしてこられた。ヴェザニアは不毛な地だったし、フォルセスよりほんの少し領土が広いだけの都市国家なのに、今では世界中に通商艦かん隊たいを送り出し、フランク王国、スペンス王国、神聖ロクス帝てい国こくと並び称しようされるような欧州有数の大国として君臨している……。いつからこんな、アリと象くらいの違いになったんだろう……」

「俺たちにだって同じことができないわけがないじゃないか。追い詰つめられた今こそ起たつべきときだ。エリザなら、欧州に君臨するような大国を打ち立てることができる。俺に、その仕事を手伝わせてくれ」

「リノ……。本当に、リノはこれからもずっと、私のことを支えてくれるの……？」

　不安げに、震ふるえる声でエリザは訊きいてきた。

　両手を広げてリノは応じる。

「何を今さら。当たり前じゃないか」

「リノならもっと大きな街──フレンツェに行っても、ミレノに行っても、政治家としてだって商人としてだって活かつ躍やくできると思う。こんな小さくて、戦いくさに敗れたフォルセスのためにリノみたいな人が……」

「俺の主あるじは生しよう涯がいでただ一人──エリザ・ファウネルだけだ。物心ついたころからそう決まってる。そこの怪あやしいオヤジのせいでな」

「怪しいとはなんと失礼なヤツ……。ワシが手塩にかけて育ててやったと言うのに……」

　ワルターがブツブツと呟つぶやいていたが、リノは無視して続ける。

「だから、な？　これからのフォルセスは変わる。エリザを中心にして、世界有数の大国への道を歩むんだ。この敗戦は、俺たちにとって輝かがやかしい第一歩になるんだと俺には信じられるよ」

　しばらく、誰だれも口を開かなかった。リノ自身、自分がとんでもない話をしていることを理解していた。ふいには自分の言葉だと信じられなかったくらいだ。それでも、エリザを強く励はげまそうと考えて伝えた言葉が、自分の心を激しく捕とらえ、魂たましいが揺ゆさぶられるような心地ここちだった。

　なぜだか知らないが、リノは涙なみだが出そうにすらなった。フォルセス公国が崇すう高こうな大事業に乗り出すための始まりがここにあったんだと、そんな気持ちで身体中が満たされたのだ。

「リノ……ありがとう……。私も、頑がん張ばってみるよ……」

　エリザも目に涙を溢あふれさせ、リノに向けて微笑ほほえんできたのだった。

　ドロテアが胸を押さえながら口にする。

「私には想像もつかない話です……。ですが現実問題として、一回目の五〇万シリングの支払いは一ヶ月後という約束です。目先の難題を、どうやって乗り越えるつもりなんですか？」

「この敗戦で住民だって略奪されているのに、さらに臨時税を徴ちよう収しゆうすることなんて絶対にできないよ」

　つぶやくエリザに、安心させようとリノが応じる。

「住民の信しん頼らいを失ったらお終しまいだ。だから臨時税を課したりはしない。他ほかの方法で一ヶ月後のお金は工面しよう」

「……だって……どうするの？」

「だからこそのヴェザニアだよ。俺たちの隣国にはヴェザニアがある。五〇万シリングくらい軽く貸してくれるよ」

「五〇万シリングを……ヴェザニアから借りる!?」

　エリザは息を吞のんだ。

　ドロテアが悩なやましげに言う。

「理想はわかりますが、かなり乱暴に聞こえますね。一ヶ月後を乗り越えても、その後のことは何も決まっているわけではありません。闇やみの中を進むみたいな話です」

「その通りだよ。俺たちが進まなくちゃならないのは真っ暗闇だ。それでも、まだ俺たちは死んじゃいない」

「……ヴェザニアが本当に融ゆう資ししてくれるかしら？」

「ヴェザニアの銀行は、各国の王室や貴族にも融資している。隣国に融資くらいはしてくれるさ。それにヴェザニア共和国としては、フォルセス公国には南の緩かん衝しよう地帯であり続けて欲しいはずだ。フォルセス公国が教皇庁に吞み込まれることを決して望んではいない」

　不意にワルターが口をはさんでくる。

「一つ話してもいいじゃろうか。もともとヴェザニア共和国は領土拡張には熱心な国ではないものの……隣国であり、穀倉地帯でもあるフォルセス地方への野心は持っておる。欧州一の経済大国だけに、弱みを握にぎられると、教皇庁を越こえる大敵となるやもしれぬぞ」

　リノが腕うでを組む。

「ヴェザニア共和国が、フォルセス地方の直接統治を望むだろうか？」

「昔はワシとてアイアス様の片腕として、フォルセスの宰さい相しようを引き受け、政治を担っていた時代がある。まだ姫ひめ様さまもリノも小さいころのことじゃが……一度だけフォルセス市民の間で、ヴェザニア共和国の傘さん下かに入ろうとする運動が盛り上がったことがある。おそらくヴェザニア共和国政府の扇せん動どうじゃ。証しよう拠こはないからどうしようもないが、油断のならない相手じゃよ」

「オヤジの忠告には感謝する。肝きもに銘めいじておこう。ともかくまずは一ヶ月後の五〇万シリングの支払いのためには、ヴェザニアとの交渉を突破口にするしかない」

「恐おそろしいことです……。私には、リノのような勝負師になれそうもありません……」

　ドロテアは困こん惑わくを深めたようだった。

「足あ搔がけるだけ足搔いてみようじゃないか。俺たちが諦あきらめたら、そのときこそファウネル家は終わりだろう？」

　そんなリノの言葉に、三人全員がうなずいた。

「フォルセスに神のご加護がありますように……」

　エリザは十じゆう字じ架かのネックレスに手をやり、小さく祈いのりを捧ささげたのだった。
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　屋や敷しきの窓から教皇軍が続々とフォルセスの街を後にしていく様子を見ながら、リノはドロテアと話し込んでいた。

　メイド服で正装しているドロテアはどこから見ても兵士には見えない。しかしエリザの身の回りの世話だけでなく、ガードまで担当するドロテアは、鍛きたえられた騎き士しにも引けを取らないほどの戦せん闘とう術じゆつの持ち主だった。弓や槍やりや剣けんだけでなく、ナイフや暗器までお手の物だ。エリザの護衛役のドロテアに、ワルターが集中して護身術を教え込んだ賜たま物ものだろう。

「リノは無茶なことばかりしますね。姫様も向こう見ずなところがありますが、リノには敵かないません。あまり心配ばかりさせないでください」

「ははは。もし俺に母親がいたら、ドロテアみたいな感じなんだろうな」

　リノがそう言うと、ふいにドロテアがむくれる。

「私はまだ一九歳です！　それを母親呼ばわりだなんて。ときどきリノは失礼なことを言いますね」

「失礼ついでに言っちゃうけど、口うるさく叱しかってくれるのはドロテアだけだからさ。これでも感謝してるんだぞ」

「感謝しているようには聞こえません」

　そう言えば、まだドロテアには礼を伝えていなかったことを思い出し、リノは口にする。

「教皇軍との交こう渉しようのときはありがとうな。庇かばってくれようとしただろう？」

「フォルセス公国を存続させるために、リノが命を懸かけて交渉しているのを間近で見て感動しました……。だから私にできることは、何でもやらなくてはと思ったんです……。口うるさくてごめんなさい」

　殊しゆ勝しように謝罪の言葉を口にしたドロテアに、リノは面めん喰くらった。いつも高圧的で、細こま々ごまとしたことでも家庭教師のようにリノに注意してくるドロテアには珍めずらしい態度だったのだ。

「だけどボルジアに身を捧げるっていうのはなしだぞ。ドロテアは少しは自分の身を大事に考えた方がいい」

「必死でした……。でもそれがファウネル家のためになるなら何でもします。私など安いものです。ファウネル家に拾ってもらわなくては生きていられなかったのですから」

「バカなことを言うなよ。エリザだって認めないよ、そんなことは」

　ドロテアは戦争孤こ児じで、アイアスが戦の帰りに、荒あらされた村で唯ゆい一いつ生き残っていた少女を拾ってきて育てることにしたらしい。この時代、それほど特とく殊しゆな生い立ちでもないだろう。

「私には、姫様とリノが自分の人生のすべてです。二人が側そばにいてくれただけで、どれほど心が安らいだことか……。だからリノ、危ないことはやめてください……。もし私がチェザーレ・ボルジアに身を捧げることでファウネル家が存続できるなら、それが一番安いはずなんです」

「チェザーレはそんな生易しい男じゃないよ。アレは交渉できるような相手じゃない。ドロテアが何をしようと、約束は破られるだろう。チェザーレよりも大きな力を手に入れること──それだけが唯一、チェザーレと対等に交渉できる道なんだ」

「……私には、そんな権けん謀ぼう術じゆつ数すうはわかりません……」

「ドロテアは真ま面じ目めすぎるからな。あまり肩かた肘ひじ張って生きるな。戦争では最前線に出るな。敵兵と直接刃やいばを交えるようなことはするな。自分をもっと大切にしろ。ドロテアを大事に思ってくれる人間がいるんだってことを知ってくれ」

　この機会にドロテアに言い聞かせておこうと、リノは並べられるだけの忠告を伝えた。

「あなたの方こそ、ずいぶん口うるさいですね」

　そう言って、ドロテアは微び笑しようした。いつも愚ぐ直ちよくな面おも持もちで静かに控ひかえるドロテアが久々に見せた笑顔は、どんな有名画家が描えがいた肖しよう像ぞう画がよりもずっと美しいとリノは思った。

「まぁ、そういう日もあるさ」

　窓の外に視線を向けながら、リノは肩をすくめたのだった。
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　馬を飛ばしておよそ一日の距きよ離り。

　護衛のために五人の供を従えて幾いくつかの街を越こえ、エリザとリノは都市ヴェザニアの玄げん関かん口ぐちまでやってきた。もちろん護衛のうちの一人はドロテアだ。

「いつ見ても、息を吞むような美しい街ね……」

　馬を止めたエリザは、海の上にぽっかりと浮うかぶ街を見て、感かん嘆たんのため息をついた。

　アドリナ海の女王──ヴェザニアはそんな異名を持ち、欧おう州しゆうで最も繁はん栄えいする都だ。

　都市ヴェザニアの人口は一四万人ほどだと言われている。ほんのわずかな土地に多くの人間が集まる超ちよう人口過密都市で、欧州最大規模の都市である。繁栄を極めるフレンツェやミレノですら一〇万人、そしてフォルセスとなれば一万八〇〇〇人ほどの都市である。欧州の都市の平均がせいぜい四〇〇〇～六〇〇〇人といったところだから、都市ヴェザニアの規模がわかろうというものだ。

　またヴェザニア共和国は、イタリナ半島東北部や地中海の群島にまで領土を広げており、共和国全体の人口としては一七〇万人ほどになる。対するフォルセス公国は人口二〇万人の弱小国家だ。

　何よりヴェザニアが脅きよう威い的てきなのが、直ちよつ轄かつ地ちの人口わずか一七〇万人……中ちゆう核かくは都市の一四万人ほどの小国にもかかわらず、一六〇〇万人を抱かかえるフランク王国、一二〇〇万人のオスマニア帝てい国こく、一〇〇〇万人を擁ようするスペンス王国などと並び称しようされる強国として名を馳はせていることである。地中海交易で培つちかった突とつ出しゆつした経済力が、このヴェザニア共和国の力の根源なのだった。

「ここからは徒歩になる。宿場に馬を留めて、さっそく行こうじゃないか」

　馬を下りながらリノは言った。

　ヴェザニア共和国政府には、エリザの訪問は伝えていない。資金を借りに来るのが目的であって、銀行と話が付けばそれで済む。

　エリザと護衛五人を引き連れ、リノは運河沿いの銀行街へと向かった。目的はこの近辺では最大のチェスティ銀行だ。チェスティ銀行は各国の王おう侯こう貴族にも融資をしているので、政府の判断を仰あおがなくても話が通るだろう。

　銀行の窓口をくぐると、すぐさま執しつ事じ風の格好をした従業員が出で迎むかえてきた。ワルターより、よほど執事然とした男性だ。

「ようこそ、チェスティ銀行へ。本日のご相談は為替かわせでございますか？　それとも融資でございますか？」

「融資のお願いでやってきたんだ」

　リノが代表して答えた。

「そうでございましたか。ご用立ては航海用で？」

「いや、フォルセス公国としてお金を貸してほしい。こちらの御お方かたはフォルセス公国の公女──エリザ・ファウネル様だ」

　リノはそう言ってエリザを手で示した。

　エリザは微笑ほほえみで応こたえた。ここに来る前に、交渉は自分が引き受けるので、エリザは堂々と腰こしかけてくれているだけでいいと伝えてあった。君主自らが細かい交渉をすべきではない。責任をリノがすべて引き受けるためにも、エリザは口を出さず、さも超ちよう越えつした威い風ふうを保っていてもらう必要があった。

「フォルセス公国!?　たしか今は……教皇庁との戦争中では……？」

「まぁ色々あって。フォルセス公国はそのまま存続するから、あんまり構えないでもらっていいんだけど……」

「これは……大おお旦だん那な様さまに相談を要する案件になりましょうが……あいにくウィリスに商用で出かけておりまして、戻もどりが一〇日ほどあとになってしまいます」

「急いでる。もし時間が掛かりそうなら、他ほかの銀行に相談してみるよ」

　リノが交渉を打ち切るといわんばかりの態度を見せると、従業員は慇いん懃ぎんに応じる。

「……どうぞこちらへ。しばしお待ち頂くことになりましょうが、当方も急ぎ対応する態勢を整えますので」

　それからエリザとリノの二人は、その従業員に促うながされ、二階への階段を上った。護衛の五人は銀行ロビーで待機だ。

　通された部屋は、貴族のパーティーを開くに申し分がないほど、広くて壮そう麗れいな部屋だった。気け圧おされそうな雰ふん囲い気きがある。少なくともファウネル家の邸てい宅たくには、ここに匹ひつ敵てきする場所など一つもない。

　中央に鎮ちん座ざするテーブルの前に腰かけ、二人はそのまま待たされることになった。エリザが話しかけてこようとしたが、リノは口元を押さえることで黙だまっていて欲しいと合図した。エリザは不満げだったが仕方ない。エリザとの会話は、どうしたって気心の知れた友人同士のようになってしまうから、ここはエリザに沈ちん黙もくを保ってもらわないと困る。

　それから押し黙って三〇分ほど待つと、部屋には若い女性がやってきた。二〇歳前後くらいだろうか、多額のお金の話をするには、いささか似つかわしくない年とし頃ごろに見える。女性がリノたちと向き合って腰かけると、先ほどの執事風の従業員が、女性の後ろで直立した姿勢を取った。

「お待たせいたしました。ルチア・チェスティです。父に代わってご用件をお伺うかがいしましょう」

「ファウネル公国の外交担当、リノ・バルダートです。我が公国に対する融ゆう資しの相談に乗っていただければと」

「エリザ・ファウネルです。政務はこちらのリノ・バルダートに一任しておりますが、素早く取引を決めてしまいたく、私自ら訪問することにしました。この機会に銀行との信しん頼らい関係を深め、今後の取引を円えん滑かつに行えればと存じます」

　エリザには最初の挨あい拶さつだけするように伝えてあった。今のセリフも、事前に決めておいたものだ。

「ファウネル様自らお越し頂けたなら、素早いお取引が可能と思います。ところで……フォルセス公国は戦争中だと認識していました。まずは詳くわしく、その辺りの事情をお聞かせ頂きたいのですが」

「我が公国は形式上、教皇庁に降くだりましたが、既き存そんの支配システムはそのままの形で継けい続ぞくすることになりました。教皇庁とフォルセス公国との条約締てい結けつも済んでおり──」

　リノは、公おおやけに説明できる範はん囲いで状じよう況きようを伝えていった。

　一通りの説明を終えると、ルチアは静かに口にする。

「今の重大なお話は、共和国政府も把は握あくしていることでしょうか？」

「正式に条約を締結したのが一昨日なので、今後のフォルセス公国と教皇庁との関係はまだ把握されていないかと」

「それで、核かく心しんのお話ですが……フォルセス公国としては、いかほどの資金の用立てをお望みですか？」

　ルチアの質問に、リノは身を乗り出す。

「二〇〇万シリングをお借りしたいのです」

　エリザには事前に伝えていた。五〇万シリングをチェザーレへ貢こう納のうし、残りの一五〇万シリングを使って国家政策を推進して、国を強くしていこうとリノは計画していたのである。あまりの額にエリザは驚おどろき、不安な様子だったが、リノが懸けん命めいに説得したのである。

　案の定、ルチアも意表を衝つかれたようで、声を上ずらせる。

「二〇〇万……!?　フォルセス公国の規模から考えると、いささか常じよう軌きを逸いつした額に聞こえるのですが？」

「存じております。しかしそれを理解してなお、やはり二〇〇万シリングをお借りしたいと考えております」

　そこでルチアは、すぐにはリノに応じず、後ろで静かに直立していた執事風の従業員に顔を向けた。従業員がルチアに近づくと、ルチアは耳元で何かをささやいた。そうかと思えば男は素早くうなずいて、小走りに部屋をあとにしていった。

「失礼。お話を続けましょう。二〇〇万シリングの具体的な用よう途とについてお聞きしていきたいのですが──」

　ルチアは再びこちらに向き直り、リノとの交こう渉しようを再開したのだった。




　　　　◆




　ヴェザニア共和国元首──ヴァレリオ・グロスが官かん邸ていの仕事場で政務に励はげんでいると、老ろう齢れいの男が慌あわてた様子で飛び込んできた。見知った顔は、チェスティ銀行の従業員である。

「元首！　チェスティ銀行のルチア・チェスティ様から仰おおせつかって参上しました！」

「どうした？　何を急いでおる？」

　従業員が執しつ務む机づくえに近づいてきて、身み振ぶりを交えてまくしたてる。

「実は今、我が行を、フォルセス公国の公女が訪問しています。ルチア様から、いち早く共和国政府に状況をお伝えするようにと」

「フォルセス公国の公女がか？　まずは座ってくれ。どのような事情だ、落ち着いて話せ」

　同じ部屋で仕事に励んでいた官かん吏りらも興味を持ったようで、仕事を中断し、こちらに注目していた。

「──二〇〇万シリング？　どういう用途なのだ？」

「その内容を聞く前に、銀行を飛び出した次第でございます。今ごろはルチア様が事情を訊きいているものと思いますが……」

　元首は立ち上がり、周りを取り巻く官吏らに叫さけぶ。

「皆みな、仕事の手を休めて聞け！　緊きん急きゆうで十人委員会を招集する！　招集場所は官邸ではなく、チェスティ銀行だ！　手分けして委員の家まで走れ！　事は一刻を争うぞ！」

　そして元首は準備もそこそこに銀行街へと急いだのだった。
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「──やや長い説明になってしまいましたが、フォルセス公国としては、本格的に産業政策への投資を行っていく方針です。そこで、チェスティ銀行に手を貸してもらえると心強いです」

　懸命にリノが話していたところ、ノックが鳴り、先ほどの従業員が部屋へと戻ってきた。心なしか、息切れしているように見えるのは気のせいだろうか。ルチアの側そばに寄り、耳元でささやく。ルチアが意味深にうなずくと、従業員はルチアの後ろに立ち、再び直立の姿勢を取ったのだった。

　ルチアが話を向けてくる。

「いえ、お話が長くなる分には構いません。二〇〇万シリングもの大金が関係していますから、こちらもさらに詳しくお聞きしたいところです。フォルセスの産業と言えば、農業と、製鉄・冶や金きん・鍛冶かじといったところでしょうか」

「さすが、よくご存じですね。フォルセスがすぐに振しん興こうできる産業と言えば製鉄関係ですから、ヴェザニアから資本を導入して工場を拡張し、競争力を付けていければと考えています」

　さらにリノは、産業育成の計画について熱弁を振るっていく。

「フォルセスの南門を出た海沿いの土地には小麦畑が広がっていますが、塩害の影えい響きようもあり、あまり良質の畑というわけではありませんでした。そこでその土地一帯を農民から買い上げ、城じよう壁へきの外に新しい工場地帯を広げていく方針を立てています。その上で工場地帯の近くに港も整備し、フォルセスが製造した鉄製品を各国に送り出していければと考えているところです」

　説明に納得したのか、ルチアがうなずく。

「フォルセスの甲かつ冑ちゆうは良質なことで知られているので、地中海地域で大きな市場を開かい拓たくできるような気がします。ですが通商については、ヴェザニア共和国に担になわせて頂きたいですね。整備した港は、ヴェザニア船の寄港地とさせて頂くと、我が行としても多少は検討しやすくなるでしょう」

　一番儲もうかるところを握にぎろうとするのは、なんとも商業立国らしいところだ。目ざとい限りである。しかもこの女性、優美な見た目に反し、なかなかに手て強ごわい交渉相手だ。

「どうでしょう、お貸し頂けますか？」

「二〇〇万シリングともなれば、十分な担保がない限り、容易に決済できる額ではありませんね。ウィリスに出張している父の帰りを待って頂く必要があるかもしれません」

「小なりと言えども我われ々われも一国家なので、フォルセスの公共の土地でも公邸でも担保に押さえてもらうことは可能ではないでしょうか」

「とうてい、二〇〇万シリングには満たないことは明らかです」

「ならば……フォルセス公国の徴ちよう税ぜい権けんを担保にするというのは？」

「よろしいのですか？　徴税権ともなれば、まさしく国家そのものだと思われますが」

　ルチアの言う通りである。しかし、金を借りられない場合は一ヶ月後に教皇庁への支し払はらいができず、ファウネル家はフォルセスの地を逃にげ出す道しか残されていない。選せん択たくの余地はなかった。

　ただし実際の徴税業務を任せるわけではなく、あくまで担保であり、返済できない場合に取り上げられるというだけだ。計画通りに返済を行えれば、何の問題もないはずである。

「徴税権を担保にして頂いて結構です。できるだけ早期に、二〇〇万シリングを用立ててください」

　リノは力強く応じた。
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　フォルセス公国の二人を丁重に部屋から送り出したあと、ルチアは隣となりの部屋の扉とびらを開けた。

　そしてスカートに手をやり、優ゆう雅がにルチアは頭を下げる。

「ヴァレリオ様。そして十人委員会の皆さま。チェスティ銀行へようこそ」

　ヴェザニア共和国元首ヴァレリオ・グロス、六四歳になる老練な政治家だ。

　他ほかにも委員会の面々が、穏おだやかな顔でルチアを迎むかえた。

　ヴェザニアには一〇〇〇人の議員を擁ようする共和国国会をはじめとして何段階かの政治組織があり、なかでも十人委員会は重大な政治的決断を素早く、かつ秘密裏に行うための、最高行政機関である。委員会の面々は国会議員の一年任期であり、次々に代わってゆく。また元首すら特とく殊しゆな選挙で選ばれるから、ヴェザニアには独裁的な権力を掌しよう握あくする人間は一人もいない。一人一人の政治家が実力で評価される社会だし、なかでも元首は表裏の政治に長たけていなくては務まらない。ここに集つどうのは政治のプロフェッショナルたちなのだ。

　元首が労ねぎらいの言葉を掛かけてくる。

「ルチア、よく機転を利きかせて連れん絡らくしてくれた。途と中ちゆうから、この部屋で話は聞かせてもらっていたよ。君のおかげで、フォルセス公国に極めて重要な橋きよう頭とう堡ほが築けるかもしれない」

「いずれにしても、かような小国に二〇〇万シリングの融ゆう資しともなれば、我が行単独での判断は致いたしかねます。いつ教皇庁に蹂じゆう躙りんされないとも限りませんもの」

　元首は委員の面々を見回す。

「早速審しん議ぎに入ろう。話は聞いていた通りだ。チェスティ銀行が二〇〇万シリングの融資を行う代わりに、担保としてフォルセス公国の徴税権を押さえることができそうだ。まずは諸君らの意見を聞きたい」

　委員たちはそれぞれ思い思いのことを口にしてゆく。

「率直なところ、フォルセス公国のような弱小国家に、二〇〇万シリングが返せるとは思えませんな」

「だがフォルセスの製鉄業には定評があるぞ。我々ヴェザニア商人は以前より、フォルセスから何度も武器や防具を仕入れようと努力しているのだが、彼らは余ったものしか売ろうとしない。まったく商売っ気のないヤツらなんだよ。儲けられるのに信じられん。だが彼らが本格的に工場設備を拡張し、製造した商品を輸出していくつもりなら、それなりの利益を見込めるんじゃないか？」

「まともに金を返してもらっても面おも白しろくないだろう。この機会に共和国が、フォルセス公国への強固な基き盤ばんを打ち立てようじゃないか」

「いやでもフォルセス地方に手を伸のばせば、教皇庁と争うことにもなるぞ。ああいう頭のおかしい不合理な手合いと争うのは面めん倒どう極まる」

　議論が熱を帯び始めると、元首がそれを手で制する。

「私としては、フォルセス公国を緩かん衝しよう地帯にしておきたい。かような小国が隣りん国ごくであることは、ヴェザニア共和国にとって大いに望ましいことだ。だがしかし……フォルセス地方を完全に教皇庁に掌握されるくらいなら……いっそのことヴェザニアが確保してしまった方がいいのではないかと考えている。今回の件は、都合よく彼らが我々の手のなかに転がり込んできたようなものだ。皆の考えはいかがだろうか？」

「肝かん心じんの、フォルセス公国を掌握する方法は？」

　委員の一人が疑問を投げかけると、すかさずルチアが口をはさむ。

「私がやりましょう。彼らとの契けい約やく条じよう項こうのなかに、『チェスティ銀行は自らの権利を守るため、必要だと考えた場合に、相応の人員を派は遣けんすることがある』という文言でも入れておけばいいと思われます」

「それは当たり前の文言ではないか？」

「『相応の人員』を『ヴェザニア共和国軍』だと解かい釈しやくしてもいいのでは？　彼らもまさか銀行が軍の派遣を想定しているとは考えないはず。彼らが二〇〇万シリングを返せない場合はスムーズに事が運びます。しかし万が一、借金を返済できるとなれば……その前に共和国が自らの権益の確保のため、軍を派遣すればいいのではないでしょうか？」

「ははは。ルチアは陰いん謀ぼうにも長けているようだ」

　元首だけでなく、他の委員たちも穏やかに微笑ほほえんだ。

　その後、十人委員会に元首とルチアも加え、議論は白熱した。教皇庁と対立してでもフォルセス公国を保護国化すべしという強きよう硬こう論ろんも出たし、フォルセス公国に独立を保たせつつ同盟を結び南の緩衝地帯として利用する中ちゆう庸ような案や、通商に生きるヴェザニアにはこれ以上の領土拡張は一切必要ないという消極論も出た。国の行く末を如によ実じつに左右する国防問題だけに、一人一人の委員たちの話には力がこもっていた。

　やがて日も傾かたむきかけたころ、元首が議論に終しゆう止し符ふを打つ。

「よろしい。方針がさまざまあることはわかった。しかしここは、大きな方向性だけでも採決をしてしまおう。ルチアも採決に加わるように。とすれば私も含ふくめ全一二票だ。七票以上の獲かく得とくで、承認されたものとする」

　元首が周りを見回すと、委員らとルチアが一いつ斉せいにうなずく。

　いよいよ採決のときだ。

「チェスティ銀行の行動を密ひそかに共和国政府がサポートし、フォルセス公国を直接あるいは間接的に支配するよう影響力を行使していく──この議案を承認する者は手を挙げよ」

　ルチアは真っ先に手を挙げた。元首が続き、パラパラと委員たちが手を挙げていく。

「賛成九票。反対三票。この議案は、これにて可決だ。フォルセス側との交こう渉しようは、引き続きルチアに担当してもらおう。そして近いうちに我々は、直接にしろ間接にしろ、フォルセス公国を実質的な支配下に置くことになるはずだ」

「ヴァレリオ様。もう一つ、よろしいですか？」

　すかさずルチアが割って入った。

「何だ？」

「チェスティ銀行が融資する二〇〇万シリングを、共和国政府が密かに債さい務む保証する──国家にこれだけ協力するのですから、当然の要求だと思うのですが？」

「ははははは。やはりルチアには敵かなわない。今のルチアの議案を承認する者は手を挙げよ」

　そう言いながらも、すでに元首は手を挙げていた。すぐに委員たちも続き、最後に手を挙げたのはルチアだった。

「賛成一二票。反対〇票。この議案も決まりだ」

　最後の議案が承認されたところで、集った委員たちはようやく緊きん張ちようから解放され、安あん堵どのため息をついた。そして委員らが部屋を出るとき、皆みながルチアの機転を讃たたえ、労ってくれたのだった。




　　　　◆




　再び銀行の応接室へと通されたエリザとリノは、テーブルを挟はさんでルチアと向き合っていた。

「最後の最後まで、当行が融資できるかどうか見解が割れました。巨きよ額がく融資になりますし、なかなか難しい取引ですからね。最終的に、私の決裁で強ごう引いんに押し通したんですよ」

「では、二〇〇万シリングの融資はして頂けるのですね？」

　リノは身を乗り出した。

「はい。正直申しまして、フォルセス公国の信用力は高くありません。お話を聞く限りでは、教皇庁の一存でどのような状じよう況きようにもなりそうな危険を感じています。それでも、ヴェザニアの隣国という誼よしみがありますので、それが私たちの後押しをした次第です」

「しかしフォルセス公国は借金などしたこともなく、目下のところ国の財政に問題はありません。ヴェザニア共和国は一〇〇〇万シリングもの国債を発行しているはずです。二〇〇万シリングはフォルセス公国にとって巨額ですが、決して返済不能な額というわけではないはず」

「信用があるから、ヴェザニアはそれだけの額の国債を発行できるのです。仮にフォルセス公国が国債を発行しても、引き受けたいと考える資産家は見つからないでしょうね」

「手厳しいですね。お話を進めさせてください」

　リノは意地を張り合うのはヤメにした。今はとにかく二〇〇万シリングを引き出すことが第一だ。

「融資にあたり、契約書はこちらです。よくお読みになって契約書に署名をなさってください。金利は一〇％になります。これは異例の低い金利です」

　たしかに低金利だとリノにも判断できた。世界有数の信用力を持つヴェザニア国債の金利が七％弱だったはずだ。次に信用力のあるフランク国王やスペンス国王といったクラスで、貸付金利が一〇～一二％といったところである。

　商業の発展に押されて一二〇〇年代ごろからリスティア正教会が渋しぶ々しぶながら黙もく認にんするようになった金利の上限は三三％であり、一いつ般ぱん的てきな商売での融資なら、おおよそ二〇～三〇％前後の金利が普ふ通つうの時代である。それでもあらゆる産業が未成熟なので、ちょっとした創意工夫と運があれば一気に儲もうけられる時代でもある。交易品を、海を越こえて無事に持ち運ぶだけで、二倍や三倍で売れるようなこともザラだ。だからこそ通商国家ヴェザニアが、他に並び立つ者のない経済覇は権けんを確立しているのである。

　渡わたされた契約書をリノは読み込んでいった。法律もずいぶん勉強したし、条約文や契約文は普ふ段だんの仕事で読み慣れている。契約書を確認した限り、とくに注意を要するような文言はないと思われた。

　隣となりのエリザに契約書を差し出すと、エリザは口にする。

「リノがいいなら、私もいいよ。問題なさそう？」

「一般的なものだった。大だい丈じよう夫ぶだろう」

「ここにサインすればいいの？」

　エリザは書類を指差した。

　ルチアが慇いん懃ぎんに応じる。

「その通りです、ファウネル様。チェスティ銀行側のサインは済ませてあります」

「いや、国の正式な外交官として私が署名します」

　咄とつ嗟さにリノは、エリザから書類を取り上げた。

「それは……せっかくエリザ・ファウネル様に足を運んで頂いているのですから、公女自ら署名して頂きたいところですが……」

「これからも交渉していくのは私です。国家財政については、私が国の代表です」

　ルチアが何か言う前に、リノはペンを引ったくるように取り、さらさらとサインしてしまった。紙は高級品だし、契約文章を再度書くだけでも大変な作業だ。これでリノは押し通すつもりだった。

　難色を浮うかべたルチアだったが、しばし逡しゆん巡じゆんした末に、やがて静かにうなずく。

「契約は終しゆう了りようです。お金の方は、二日後に、我われ々われが責任を持ってフォルセス公国までお届けします。それから担保として徴ちよう税ぜい権けんを確保いたしますので、我が行は必要に応じてフォルセス公国へ相応の人員を派遣し、徴税業務を押さえることになるとご理解ください」

　リノは了承の言葉を伝え、エリザを促うながして銀行をあとにしたのだった。




　　　　◆




　ヴェザニアからフォルセスへの帰路。安全地帯を七名が騎き馬ばで駆かけるだけなので、とくに隊列もなく、エリザを先頭にして道のりを急いでいた。

　馬を走らせながらリノは静かにドロテアに近づき、小声で呼び掛かける。

「ドロテア。万が一の話だ。チェスティ銀行への返済ができなくなるようなときがあれば、俺のことを殺してもらうかもしれない」

「……いきなり何を言うんです？」

　ギョッとしたようにドロテアが顔を向けてきた。銀行との契約内容については、すでにドロテアには伝えてある。

「俺に責任を押し付けて、形式上の裁判でもなんでもやって、処しよ刑けいしてもらうのがいい。それが済んだあと、チェスティ銀行に通告するんだ。詳しよう細さいな作戦はきちんと伝えたあとで死ぬようにするから、そのときは合図する」

「バカなことを言わないでください」

　ドロテアの声には怒いかりがにじんでいた。しかしリノとて、伊達だてや酔すい狂きようで話しているわけではない。

「俺だってむざむざ死ぬつもりはないよ。だけど、俺が合図するときは、エリザを守るためにそれしか方法がないってときだ。覚かく悟ごを決めてくれ」

　反論を許さないといった風にリノは言った。

　ためらっていたドロテアが、小さく首を振る。

「リノを手に掛けるなんて、私にできるわけが……」

「俺は命を懸かけている。フォルセスの再興を成し遂とげるためにな。すべてエリザのためなんだ」

「……酷ひどい役目を、リノは私に押し付けるんですね……」

　恨うらめしげな視線をドロテアは向けてきた。

「信しん頼らいしてる。心からな」

　リノは手短に、しかし親しみのこもった口調でそう言った。








第三章　偽いつわりの恭きよう順じゆん






　エリザを伴ともなって、リノは鍛か冶じ場ばが集中する地区を訪問していた。職人たちは、いざというときに兵士としてもそこそこの働きをしてくれるので、戦争でも頼たよりになる存在だ。

　鍛冶ギルドを訪ねると、ギルドを統とう括かつする親方は両手を広げてエリザを歓かん迎げいしてくる。

「こんなむさ苦しいところに何しに来やがったんだ？　何でも姫ひめが心臓のあたりを刺さされたって街の人間が噂うわさしてたけど……教皇軍のヤツらにやられたんじゃあるまいな？」

　フォルセスの街の鍛冶職人を束ねる親方で、前君主アイアスとも親しい関係にあった。

「おはよう親方。違ちがうの、それは色々あってね……。鍛冶場は荒あらされなかった？」

　エリザの問いに、親方が地団太踏ふんで悔くやしがる。

「あの野や郎ろうども、納品する予定だった甲かつ冑ちゆうなんかを持ち去りやがったんだ。もう一回、作り直さなくちゃなんねぇ」

　かつて地中海全域を支配したローマ帝てい国こくが滅めつ亡ぼうして以来ここ一〇〇〇年間、欧おう州しゆうの民衆は略りやく奪だつ慣れしていた。そこかしこで略奪の話を聞く機会があった。

　また現実問題として、仮に略奪されたところで、悲ひ嘆たんに暮れるほどの財宝を貯め込んでいる庶しよ民みんなどいなかった。庶民の大半はその日暮らしであり、財産を奪うばわれて没ぼつ落らくするのは貴族くらいだろう。

「街を守れなくてごめんね……」

「だけどよぉ、教皇軍に逆らって、エリノリアあたりじゃ何人も処刑されたっていう話じゃねーか。こっちは降こう伏ふくしたあとで殺された市民はいないし、フォルセス公国はそのまま残るっていうし、まだマシだったんじゃないのか」

「それでね親方、今日は商売の相談がしたくてやってきたの」

「商売？　うちが作った甲冑を、姫が売ってくれるとでもいうのかい？」

　親方は冗じよう談だんめかした口調だったが、エリザは真ま面じ目めにうなずく。

「そう。フォルセス公国としては、これからは国を挙げて製鉄や鍛冶の事業拡張に取り組んでいこうと思ってるんだ。だから親方に協力してもらって、鍛冶場を拡張したいし、職人たちも一気に増やして、もっと大規模な産業に変えていきたいの」

「どういうことだそりゃ？　鍛冶場の拡張ったって、莫ばく大だいな金がかかるんだぜ？　職人を連れて来るのだって金がかかる」

「もちろん事業拡張のための資金は公国が支出するよ」

　エリザの言葉をリノが補足する。

「南門を出た一帯の小麦畑を街が買い取って、そこに国営製造所を作る計画なんだ。親方に協力してもらいたい」

「どういう風の吹ふき回しだい。それだけの金を公国が出して、どうやって回収するんだ？」

「遠方の国へ製品を輸出していくんだ。今までは周辺国の貴族や騎士を中心に売ってただけだろうけど、生産が増えれば、公国が組織立って販はん売ばいに協力していきたい。フォルセスの鉄鋼製品は他国でも評判が高くて、技術の集積がある。これを拡張しない手はないよ」

　だが逆に言えば、フォルセスにはそれしか産業がなかった。だから結果として製鉄業が街を支える形になり、集中して発展したのだろう。産業育成に資金を突つっ込むとしたら、この分野が唯ゆい一いつの候補なのだ。選せん択たく肢しがない以上、製鉄業を全力で盛り立てるしかない。

　熟練した職人たちが作る甲冑は、肝きもを冷やすほど高価な製品だ。最さい先せん端たんの技術を盛り込んだプレートメイルのセットを揃そろえるだけで、一〇〇〇シリングは下らない。昔ながらのチェインメイルで軽装する程度なら六〇～八〇シリング、そして人一人が都市で一ヶ月十分に生きられるお金は一五シリングといったところだ。

　しかも、甲冑は買って終わりではない。定期的なメンテナンスは必ひつ須すだし、戦いくさで使用したあとは直さねばならない。すると再び同じ甲冑職人に依い頼らいしなくてはならず、想像以上にコストがかさむ。いかに甲冑が高価かわかるだろう。

　たとえば矢を喰くらっても貫かん通つうせず、プレートが〝たわむ〟ことで衝しよう撃げきの多くを吸収し、すぐに元の形状に復元するような甲冑は、職人の高度な技能と、先端技術の結けつ晶しようである。熟達した職人が作りだしたプレートの甲冑に弓は無力で、ごく近きん距きよ離りからクロスボウで射撃しない限り、その鉄板を突き破ることはない。

　それゆえ、優すぐれた甲冑は一般人が買い揃えるなどできず、資金力のある貴族や騎士のみが準備できる一種の兵器であった。戦争をするにも莫大な資金がかかるのだ。

　親方は腕うでを組む。

「ふぅむ……。公国の事業ってんなら、協力してやりたい気持ちはある。しかしだな、そんなに儲かる仕事でもないぞ？　甲冑は高価だが、俺たちがそれほど儲けているわけじゃない。大量に鉄を仕入れなくちゃならないし、職人たちのコストだって半はん端ぱじゃないんだ」

「単純に、安く売ってるからじゃないか？　フォルセスが作るフルプレートのセットなら、二〇〇〇シリング付けたって売れると思うけど」

　リノが前から疑問に思っていたことだ。職人たちは安く売りすぎているのではないか。

「そこまでの価格を付けると、アクスブルクの連中が作ってる最高品質のものと同じ値段になっちまう。うちも技術で負けてるってわけじゃないだろうが、あっちは名前が知られてる分だけ、同じ価格なら購こう入にゆう希望者は向こうさんにいっちまう。高くしても一四〇〇シリングまでだろうな」

　ドーツ南部、アクスブルクの街で製産される甲冑はブランド力があり、欧州の貴族や騎士たちの間では垂すい涎ぜんの商品だ。遠くアミラム教国にまで強い需じゆ要ようがあるほどである。

「ううむ……そうか……」

「それによぉ、アクスブルクのあたりじゃ良質の鉄が採れるんだ。俺たちは輸入しなくちゃならない。この差は大きいんだよ。鍛冶場拡張は望むところだし、全力で協力するが、姫やリノが思ってるほどは儲もうからないってことは最初に伝えとくぜ」

　親方とてバカではない。長年この分野で生きてきた重じゆう鎮ちんだ。商売の工夫なら数多くしてきただろう。職人気質かたぎなだけに、噓うそを言うような男ではないことも知っていた。

　エリザが言う。

「だったら、今度拡張する工場では、もっと儲かる商品を作ることはできないかな？」

「簡単に言うなよ。皿やフォークなんてぜんぜん儲けが出ないぞ」

「ううん、そういう低価格品じゃなくて、フォルセスの製鉄技術を活いかすような最先端品がいいよ。甲冑を越こえるような新兵器──」

　エリザの言葉に、リノが声を上げる。

「大たい砲ほうだ！」

「いいね！　やっぱり大砲だよ。フォルセスの城じよう壁へきを破ったのも大砲だったし、これからの軍略を変えるほどのインパクトになる兵器だと思うな。甲冑よりも、ずっと競合は少ないでしょう？」

「決まりだな。国営製造所では、甲冑だけでなく、大砲も製造していく。しかも先端技術を盛り込んだ最高品質の大砲だよ」

「先端技術って言ったってよ、何が先端なんだかなぁ……」

　首をかしげる親方にリノが訊きく。

「親方は作ったことある？」

「ない。だが設計図があれば、そりゃあ作れるだろう。ヴェザニアの印刷所で、大砲の設計図くらいは売っているんじゃねーか？　それさえあれば作ってみるぜ」

「でも出回ってる設計図っていうのは、やっぱり古いものだよね？」

「俺は知らん。手探りで作るのは大変だぜ。大砲作りに慣れている職人がいるなら話は早いんだが」

「なら、職人を誰だれか連れてくるさ。最先端の技術と知見を持った職人だ。引き抜ぬきは俺がやるよ。だからエリザと親方は、南門での国営製造所建設の準備を進めてくれ」

「わかった。こっちは任せて。頑がん張ばろうね、親方」

　エリザの言葉に、親方は奇き妙みような表情をする。

「ああ……。なんだか狐きつねにつままれたような気持ちだぜ……」

「大砲や甲冑の輸出振しん興こうで得た利益を使って兵士を増員し、大砲も配備して軍を編成し直そう。国営製造所を起点にして、フォルセス公国の富国強兵を一気に為なし遂げていこうじゃないか」

　リノは力強くそう言った。




　　　　◆




　リノはフレンツェまで馬を飛ばしていた。イタリナ中北部を代表する大きな街だ。人口は一〇万人を越え、繁はん栄えいの度合いはフォルセスと桁けたが違っている。フレンツェは共和制を敷しいて周辺一帯を支配地域に置いているが、市民らの対立で常に政治が混迷し、迷走状態にあった。

　ヴェザニアは交易商人の街だが、フレンツェは毛織物工業やガラス細工、そして金細工など、高度な技術を持った職人たちの街である。そして何より、西せい欧おう社会で初めて大砲が作られたのが、このフレンツェなのだ。ここであれば大砲職人も見つけられるのではないかと思ってリノはやってきたのだった。

　街で見つけた武器職人の鍛冶場に飛び込み、そこの親方にリノは話を持ちかける。

「──フォルセス公国では、大砲製造の職人を探し求めています。能力に応じて報ほう酬しゆうは弾はずみますし、最低でも毎月一〇〇シリング以上はお支し払はらいできます。特とく殊しゆな技術を持っている方になれば三〇〇〇シリングでも。どなたか優ゆう秀しゆうな職人はいらっしゃいませんか？」

「大砲職人？　フレンツェより、ミレノ公国かフランク王国で探した方がいいんじゃないのか？　華はなのフレンツェっていったら、兵器より貴金属製品やガラス細工の街だからな」

「うーん、フレンツェなら見つかると思って来たんですけどね……」

　砲技術の先進国であるフランク王国に行けばもちろん職人は見つかるだろうが、優秀な技術者はすでに王国に雇やとわれている。それを引き抜けば、国際問題に発展しないとも限らない。仮にフォルセス公国がフランク王国を怒おこらせ、侵しん略りやくされるようなことがあれば一ひと溜たまりもないのだ。一〇万の兵力を動員できるフランク王国と、死しにものぐるいでも二〇〇〇以下の兵しか動員できないフォルセス公国では、勝負などという次元ですらない。それゆえ、できることならフレンツェのような共和国で、在野の技術者を見つけたかったのだが……。

「あ……！　あいつなら大砲どころか……。いやでも……俺は無関係で……」

　ふと親方はつぶやいた。思い当たるフシがあるようだ。

「お願いします、教えてください。どなたかご存じなんですね？」

「優秀っていうか何ていうか……。ほら、ダ・ヴィンチのオヤジだよ……」

「ダ・ヴィンチ……まさか高名なレオナルド・ダ・ヴィンチ？　フレンツェに来ていらっしゃるんですか？」

　レオナルド・ダ・ヴィンチと言えば、イタリナ北部の陸軍国、ミレノ公国に長らく雇われていた軍事技術者だ。彫ちよう刻こくや絵画や音楽などの芸術分野でも名を馳はせており、彼が手がけた作品は高い評価を受けていた。

　そのミレノ公国はつい二年前、フランク王国に侵略され、君主が入れ替かわったりと激動の渦か中ちゆうにあった。教皇軍に侵略されたばかりのフォルセス公国にとっても他人ひと事ごとではない。その混乱のなかで、ダ・ヴィンチもミレノ公国から解かい雇こされたのかもしれない。

「最近ミレノから引き上げてきたみたいで、街外れに工こう房ぼうを開いてる……。いちおう、あのオヤジもギルドのメンバーになってるんだけどよ……なんつーか、ちょっと……」

　言いながら、親方は顔をしかめた。

　それからリノが必死で話を聞き出すと、親方は渋しぶ々しぶながらも、ダ・ヴィンチが仕事をする工房を教えてくれた。場所はフレンツェの城門を出た街外れで、農村に向かう方面である。早速リノは馬に飛び乗り、その工房へと急いだのだった。




　　　　◆




　教えられた工房の前でリノは馬を留め、ドアを押し開いた。鼻をつく鉄の匂におい。

　中央のテーブルには、一〇歳ほどの少女が座り、黙もく々もくと紙に何かを書き記しているようだった。リノに気づいた少女は立ち上がり、笑顔で口にする。

「こんにちは！　ダ・ヴィンチ工房に何かご用なの、お兄ちゃん？」

「やっぱりここは、レオナルド・ダ・ヴィンチ様の工房？」

「うん、そうだよ！」

「フォルセス公国の外交官を務めてるリノ・バルダートです。ダ・ヴィンチ様を、フォルセス公国にお招きできないかなと考えているんだ」

　丁重にリノが言うと、少女は二階へ掛かかるハシゴの下に行き、大きく呼よび掛ける。

「お師し匠しよう～！　新しい雇い主様が来たみたいだよぉ～！」

「なんだ？　私はいま忙いそがしい。ちょっと待たせてくれ」

　ダ・ヴィンチだろう。しわがれた、中年男性の声だった。

「では待たせてもらおう」
















「ううん、入っちゃっていいよ。こっちこっちぃ～」

　少女は手招きして、ハシゴを登っていった。続け、ということだろうか。

　リノはハシゴに手を掛け、少女のあとに従った。

　二階に上がると、むせ返るような鉄くささ。思わずリノは鼻を押さえる。

「ぐっ……なんだ、この臭におい……」

「臭うか？　窓は開けっ放しだから、これでもマシな方なんだが」

　こちらを振ふり向いて言ったのは、立派なアゴヒゲを生やした男だった。彼がダ・ヴィンチに違ちがいない。

　リノが近づくと、ダ・ヴィンチの手には、赤黒い物体が握にぎられ、奇妙に脈打っているように見えた。おそらく、生物の臓器……。まさか人間のものだろうか……？

「うっ」

　それに気づいた瞬しゆん間かん、リノは吐はき気をもよおした。

　呆あきれたようにダ・ヴィンチは口にする。

「ロザリア、だから待たせろと言ったろう？」

「でもでも、雇い主様になる人かもだよ！　この人の気が変わる前にお話した方がいいよ」

　ロザリアと呼び掛けられた少女は、ダ・ヴィンチを説得した。

　口元を押さえながらリノが訊く。

「もしや人間を解かい剖ぼうされた直後ですか……？」

「おいおい、こいつは牛の心臓だぞ。ついさっき、懇こん意いにしてる牛飼いが届けてくれてな。そっちの樽たるに入っているのが膵すい臓ぞう、そして隣となりが肝かん臓ぞうだ」

「臓器……？　何をしているんです？」

「何って、研究に決まっているだろう。これと同じ機能のものが作れたら、我われら人間の手で新しい生物を創造することができるかもしれない。ペガサスやドラゴンやクラーケンだっていつか作り出せる」

　リノには、ダ・ヴィンチが何を言っているのか釈しやく然ぜんとしなかった。神以外の者が、創造主になれるとは思えない。臭いと気色の悪さで、まともな思考力を維い持じできなかった。

「まだ脈打つほど新しん鮮せんだから、今のうちにいろいろ調べておきたい。そこで見てるか？　それとも、下で待ってるか？」

「下で……待たせて頂きます……」

　それだけを言うのがリノには精せい一いつ杯ぱいだった。

　逃にげるようにハシゴを下りると、新鮮な空気を求めてリノは工房の外へと飛び出した。そして転げるように側そばの小川にうずくまると、胃の中のものを吐き出したのだった。

　その様子を見ていたであろうロザリアが、コップに水を汲くみ、いそいそとリノの側までやってきて差し出してくる。

「お水だよ。飲む？」

「ああ、ありがとう……」

　リノは素直に受け取り、呷あおるように水を飲んだ。ようやく一息つけた気分だ。

「……ところで君は付き人みたいなもの？」

「工房の研究生だよ。ロザリアって呼んでね」

「研究生!?　ど、どう見ても……」

　それからリノは、ダ・ヴィンチの仕事が終わるまで、工房の外でロザリアから話を聞いてみることにした。

　ミレノ公国とフランク王国の戦乱のなか、追われるようにしてダ・ヴィンチは故郷のフレンツェ共和国に引き上げてきたそうだ。ダ・ヴィンチの生まれは、この道を真まっ直すぐ進んだところにあるヴィンチ村だ。「レオナルド・ダ・ヴィンチ」とは、「ヴィンチ村のレオナルドさん」という程度の意味であるが、立派に名前として通用する。

　フレンツェ共和国に戻もどってきたダ・ヴィンチは、ここで工房を構えたものの、次々と新しい研究に目移りしていくから、お金が尽つきかけてしまっているそうだ。できることなら、パトロンの下もとで研究活動に励はげむのが最も望ましいことらしい。しかし単発の依い頼らいは少なくないが、長期的に契けい約やくしてくれるパトロンは簡単に見つかるものではないという。

「ロザリア！　客人はどこだ？」

　ふいに、工房からダ・ヴィンチの声が響ひびいてきた。研究が一段落したようだ。

「行こう、お兄ちゃん。お師匠の準備ができたみたいだから」

　ロザリアに促うながされ、リノは再び工房へと足を踏ふみ込んだ。

　するとダ・ヴィンチが突とつ然ぜん手を伸のばし、リノの鼻の辺りにかざしてきた。

「ぐあっ!?」

　血の臭いがダ・ヴィンチの手に染みついていたせいで、リノは再び吐きそうになった。酷ひどいイタズラである。

「ふははははは。なんと軟なん弱じやくなヤツ。戦場跡あとを歩いたことがないのか？」

　胃液を吞のみ込みながら、リノは呼吸を整えた。吐けるものは吐ききってしまっていて、もう胃から出るものがない。

　唐とう突とつに、ダ・ヴィンチはなぜかリノの腕うでに手を伸ばしてくる。

「ほほう……君はよく鍛きたえているようだ。腕まくりをしてみてくれるか？」

「はあ……」

　言われるがまま、リノは腕まくりした。

「この筋肉の張りは見事だな。毎日、長い年月をかけて一定時間、コツコツ鍛えようと努めている証しよう拠こだ」

「欠かさず身体からだは鍛えてますが、残念ながら運動神経はそれほどでもないようで……」

「さあ、次は上半身を脱ぬいでくれ。今日は暑いだろう？」

「……え？　なぜ？」

「いいから。早くするんだ」

　ダ・ヴィンチだけでなくロザリアまでが手を貸してきて、リノはよくわからないまま服を脱がされた。

「おお……均整の取れた体付きだな。素晴らしい」

「お兄ちゃん、彫ちよう像ぞうみたい」

　言いながらベタベタ触さわってきたダ・ヴィンチとロザリアだったが、いやらしさのようなものをリノは感じなかった。芸術作品か工業製品に触ふれているような感覚なのではないか。

「あんまり触らないでもらいたいんですけど……」

「ふうむ、下も脱げば最後だ。確認してやろう」

「何を仰おつしやるんですか!?　女の子の前ですよ!?」

「私は慣れてるよ！　お兄ちゃんのも確認してみたい」

　ロザリアは明るい声でそう言った。

（……どういう少女なんだ？）

　リノは首をかしげたが、ダ・ヴィンチとロザリアは目を輝かがやかせていた。

「これは興奮を禁じ得ないサンプルだ。ロザリア、スケッチの準備を」

「えー、私はもっと触っていたいよ」

　弟子のわりに、ロザリアはあまり従順ではなさそうだった。

「いやいや待ってください！　まずはお話を！」

　リノは、ダ・ヴィンチとロザリアが触る腕を振りほどき、無理やり上半身の服を着込んでしまった。素すっ裸ぱだかにされるわけにはいかない。しかも少女の前では御ご法はつ度とである。

　大いに困こん惑わくした表情のダ・ヴィンチとロザリアだったが、リノが必死に「用件を聞いてほしい」と伝えると、ようやくテーブルに就ついてくれたのだった。

　テーブルを挟はさんで工房の二人とリノは向き合い、切々と訪問の目的を伝えていった。一通りの説明を終えると、ダ・ヴィンチは訊きいてくる。

「──フォルセス公国で大たい砲ほうを？」

「その通りです。ダ・ヴィンチ様であれば、我が公国を挙げて、是ぜ非ひとも招しよう聘へいさせて頂きたいと考えております。年五万シリングでお手伝いしていただくことはできませんでしょうか？」

「大砲技師しか募ぼ集しゆうしていないのか？　私は他ほかの仕事もできるぞ。外洋に乗り出せる新しい船を設計することができるし、何百人もの人が住める一〇階建ての建物を設計することもできるし、地面が時々揺ゆれる謎なぞも解明できるし、フォルセス地方の詳しよう細さいな地図を書き記すこともできる。そしてもし教会からの邪じや魔まを免まぬがれるのなら、この私の手で、新しい生物種を作りだしてみたい。音楽や彫ちよう刻こくまで、フォルセス公国が望むものを提供できる。人間にとって真の価値がある仕事に、金を出してみるつもりはないだろうか？」

「申し訳ありません。フォルセス公国はとても小さな国です。目の前にある戦争を乗り越こえられるかどうかがすべてなのです。そのために、富国強兵に励まねばなりません。遠大な人類の理想を追求している余よ裕ゆうはないのです」

「ふぅむ……そいつは残念だ……。しかし今の私には、年五万シリングの俸ほう給きゆうは捨てがたい……。研究資金が枯こ渇かつしてきていてな」

　ダ・ヴィンチは苦く慮りよしている表情だった。

「一時的にご協力頂くだけでも結構です。我が国の鍛冶かじ職人たちに最新の大砲製造のノウハウを伝授して頂き、さらにできましたら、どこの国にも打ち勝てる新しい技術を生み出して頂けますと幸いです」

「仮に私が新しい技術を生み出しても、すぐにまた大国はそれを上回る技術を投入してくるだろう。不毛な戦いだ。実に愚おろかしい話だよ」

「ダ・ヴィンチ様のお話は理解できますが、他国も軍事技術の開発に血眼になっている時代なんです。無意味だと割り切って何もしなければ、国がなくなるだけでしょうね」

「できればあと一年、私はこの工こう房ぼうで新しい生物の誕生に携たずさわってみたいんだ。時間をもらいたいところだが……」

　そんなダ・ヴィンチの言葉に、ロザリアが口をはさんでくる。

「またすぐに飽あきて研究を投げ出すと思うよ。過去の活動の傾けい向こうを分ぶん析せきする限り、お師し匠しようが一ヶ月後までに今の研究をやめる確率は九四％だよね」

　ふと、ダ・ヴィンチは隣のロザリアに視線を向ける。

「……そうだ。ロザリアならばどうだろうか。この子を年五万シリングで雇やとってくれ。そしてロザリアから、私が研究資金を借りることにしよう」

「この子を……!?　だって、まだ子どもじゃないですか」

　予想外の話の成り行きに、リノは意表を衝つかれた。

「ロザリアは一一歳の子どもだが大砲くらいは軽く作れる。なにせ私の弟子たちのなかでも最さい優ゆう秀しゆうなんだ。本当だよ」

「最優秀……？　しかし……」

　リノは難色を示したが、ダ・ヴィンチは構わず話を進めようとする。

「ロザリア、私の代わりにフォルセス公国に出向いて、大砲を作ってくれるかい？」

「大砲を作るだけでいいの？　分解したことがあるし、簡単だよ？」

「いいや、今ある以上のものを作るんだ。未いまだ人類が編み出したことのない、優すぐれた大砲をだ」

「そんな風に漠ばく然ぜんとした目標を与あたえられると、モヤモヤして、いてもたってもいられなくなっちゃう。なんだか大砲を作りたくなってきたよ」

　ロザリアは満まん更ざらでもなさそうだったが、困惑するのはリノの方だった。

「待ってください……。年五万シリングも払はらうっていうのは、軍事技術者としての実績があるダ・ヴィンチ様に提示した条件であって……」

「心配ない。万が一、ロザリアで不足を感じるようなら、私が自らフォルセスに出向くことを保証する。それならどうかね？」

「優れた大砲ができないときは、ダ・ヴィンチ様が自らフォルセスに足を向けてくださることを本当に確約できますか？」

「確約する。私が出向くことにはならないだろうがね」

「年五万シリングの報ほう酬しゆうは、分割して月払いとさせて頂きます。ロザリアの技能に不満を感じれば、報酬の支払いを拒きよ否ひすることもありえます。それでもよろしいですか？」

「構わない。拒否されることにはならないだろうがね」

　ダ・ヴィンチは自信に満ちていた。

「ロザリアは、それでもいいの？」

「まぁいいよ。私でいいっていうのならね。フォルセスあたりならちょっとした遠足気分。私、ヴェザニアにも観光に行ってみたいな」

「決まりだ。今晩中に私が幾いくつかの大砲の構想をまとめて、ロザリアに託たくすことにしよう。だから客人よ、今晩は工房に泊とまっていきなさい」

　まだ血の臭においが微かすかに漂ただよう工房で一晩過ごすのは好ましくなかったが、すでに外は薄うす暗ぐらくなってきており、街で宿を探さねばならない。ロザリアを明日あした連れ出すなら、ここに泊まった方がいいかもしれないとリノは判断し、厚意に甘えることにした。
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　翌朝、ダ・ヴィンチ工房にて。

　ロザリアが作ってくれた簡素な朝食を三人で囲んだあと、ダ・ヴィンチは二階に登って研究の続き、ロザリアは旅立つ準備をはじめた。その間、リノは工房にある本を眺ながめて過ごした。ゆっくり読み込むヒマはないが、高名なダ・ヴィンチがどのような本を並べているかが気になったのだ。

　古代ローマやギリシアで書かれた自然科学の本が大半を占しめる。その他、一割ほどが軍事技術の本であり、こちらに限ってはリノも読み込んだ本が多かった。ここの棚たなにもあるヴェルギリウス『兵法要説』などは、ローマ軍の戦略、戦術、統率、兵器などについて書かれた参考書で、リノも紙が擦すり切れるまで読み込んだものだ。

　しばらく本を眺め、興味があるものは引き抜ぬいてなかを確認などしていたところ、ロザリアの出発の準備ができたようだった。ロザリアが二階に向けて声を掛かけると、ダ・ヴィンチが下りてきて、紙を差し出してくる。

「これは昨晩から今まで、私が描えがいた大砲の設計図だ。持っていきなさい」

　受け取ったロザリアが、不思議そうに首をかしげる。

「設計図というより、ただの絵だよ。これじゃ何もわからない」

　紙を見やると、奇き妙みような絵が幾つもびっしりと描かれてあった。

「ロザリアなら、このスケッチをヒントにして構想を膨ふくらませられるはずだ。大砲の基本構造は、フランク王宮が雇った科学者たちが作ったもので、ほぼ完成を見ていると私は思うね。だが改良の余地なら多くある。その調整のセンスがロザリアの仕事になるだろう」

「この丸い絵は何なの？」

　ロザリアが、黒く縁ふち取どられた円の中心を指差した。

「私が考える砲ほう弾だんの内部構造だ。既き存そんの砲弾は、鉄の塊かたまりか、石をそのまま撃うち出しているにすぎない。だから大砲自体よりも、砲弾の方に多くの工夫の可能性がある。たとえば、もし砲弾のなかに火薬を詰つめ、都合のよいタイミングで爆ばく発はつさせることができれば、表層の鉄が砕くだけて周りに飛び散ることになり、凄すさまじい威い力りよくを発揮する兵器になるだろう。なんとも恐おそろしいことだ……」

「砲弾に火薬……」

　ロザリアはそこで沈ちん黙もくし、まじまじとスケッチを凝ぎよう視しし始めた。

　どうやらロザリアは、ダ・ヴィンチの話を正確に理解しているようだった。だが、やはりロザリアの姿は、どこから見ても一〇代前半の子どもである。

「未だに半信半疑なんですが。こんな小さな女の子が……」

「ロザリアは魔ま女じよだよ。本当だ」

　意味深にダ・ヴィンチが言った。ロザリアもうなずく。

「うん。私、本物の魔女なんだよ。魔法は使えないけど……」

「どういう、意味です？」

　それから二人が交こう互ごに語っていったところによると、ロザリアはドーツ地方を中心に吹ふき荒あれる魔ま女じよ狩がりの犠ぎ牲せい者しやだったらしい。

　ロザリアは幼いころから教会にあった本をいつの間にか丸暗記し、難しい方程式を解くまでになっていたそうだ。ロザリアを生んだ父も母も、村人の大半も字すら読めないので、周囲の驚おどろきは大変なものだったらしい。民衆の識字率が一〇％ほどしかない時代にあって、驚きよう異い的てきなことなのである。

　やがて農作業の道具を使用しやすくロザリアが改良してみせるにあたり、最初のころは村人たちも大いに喜んだ。それを素直に受け止めたロザリアは、子どもながらに次々と農具の改良点を見み出いだし、農民たちが持つ武器なども使いやすくした。しかし教会や領主たちには、ロザリアの技能が危険なものに見えたのだろう。ロザリアが崇すう拝はいの対象になることに怒おこった教会が、ロザリアを魔女として捕とらえて裁判に掛けた。即そく座ざに死し刑けいの判決が出て、ロザリアは牢ろうにぶち込まれ、数日後には刑の執しつ行こうが決まっていたのである。

「──たくさんの人が牢屋に入れられていて、目の前で殺されていくのを見たの」

　ロザリアはうつむきがちに語ってゆく。

「お父さんとお母さんも、私が魔女だって知ったら助けてくれなくて……神様に、私を生んだことを謝るだけだったんだ。私も、自分が普ふ通つうじゃないことは知っていたから、やっぱり魔女なんだろうなって思った。ああ、私は生きてちゃいけないんだって」

　イタリナではほとんど見られないことだが、北方の地方に行けば、今現在も魔女狩りの嵐あらしが吹き荒れているのは聞き及およんでいた。貧しい地方に行けば行くほど民衆の信しん仰こう心しんは強くなり、教会や領主などの古い支配勢力が幅はばを利きかせている。そんななかにあって、権力を脅おびやかす危険人物は魔女認定され、拷ごう問もんされた上で、いともあっさりと殺される。

「どうして助かったの……？」

　話に興味をそそられていたリノが先を促うながすと、ダ・ヴィンチが口にする。

「私が買ったんだ」

「ダ・ヴィンチ様が助けたということですか？」

「いや……実はそうじゃない。その時期、私は人間の構造の研究をしていてね、何人もの人間を解かい剖ぼうしていた。もちろん死んでしまった人を対象にするのだけれど」

「ああ、ダ・ヴィンチ様の解剖行こう為いは知られていますからね」

　実際、目の前で牛の臓器を研究している場面を見せつけられたばかりだ。嫌いやでも強きよう烈れつな印象に残る。

「生きた人間を解剖したい誘ゆう惑わくに駆かられていた。そのため、死刑宣告された者のなかで、知能が発達した人間を買いたいとドーツのある領主に申し入れていたのだよ。脳みその構造まで調べようと思っていたからね」

「そこで紹しよう介かいされたのが──」

　リノが息を吞のむと、ダ・ヴィンチがうなずく。

「──そうだ、それがロザリアだった。ロザリアに付いた値段は、たったの一〇シリングだったんだよ」

　ダ・ヴィンチは淡たん々たんと続けてゆく。

「どういうわけか、私はロザリアを解剖しなかった。そのときは鉱山の開発を任されていてね、その採さい掘くつ技術の研究が面おも白しろくって、すっかり人体の解剖に飽きていたんだ」

「飽きさえしなければ、きっとお師匠は歴史に名を残す人だと思うんだよね……。飽きさえしなければ……」

　ロザリアはぶつぶつとつぶやいた。ダ・ヴィンチの飽き性のおかげで命が助かったのに、ロザリアはあまり自分の命を顧かえりみていないようだった。死刑執行直前の絶望のなかで、子どもながらに悟さとるところがあったのだろうか。ましてやロザリアは、並みの大人よりずっと知能が発達しているようだから尚なお更さらだ。

「歴史に名を残すのはロザリアの仕事だ。私はその時々の自分の興味に忠実でありさえすれば満足だよ」

「今のお話で、ロザリアが有能な科学者なのだろうとわかりました。正式に大たい砲ほう技師として、フォルセス公国に迎むかえ入れたく存じます。よろしくお願いします」

　リノは、紹介してくれたダ・ヴィンチに礼を伝えた。

　ダ・ヴィンチは、まるで父親のような視線でロザリアを見つめ、穏おだやかに口にする。

「ロザリアもこれから、独自にパトロンを見つけることで生計を立てていかなくてはならない。そしてパトロンを見つけるには、軍事技術に精通することがほとんど唯ゆい一いつの道だ。その能力は、いつかきっと大きく開花する時代がやってくる。それまでに、軍事技術者として実績を積み重ね、好きなときにパトロンが付いてくれるようにしておきなさい」

「わかった。フォルセス公国で実績を積んで、お師し匠しようの研究活動に貢こう献けんできるよう努力するね」

　そしてロザリアはリノに視線を上げ、切々と続ける。

「私の名前はロザリア・ダ・ヴィンチ。初めてのご奉ほう公こうになるけれど、報酬に見合うだけのお仕事ができるよう、精せい一いつ杯ぱい取り組んでみるよ。よろしくね、雇やとい主様のお兄ちゃん」

　自らの暗い過去を語ったあとにもかかわらず、ロザリアが向けてくれる笑顔は、子どものように素直なものだった。
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　ロザリアに与あたえられた住まいは、邸てい内ないの奥にあるメイド専用の小部屋だった。もっとまともな部屋を用意できたのだが、ロザリアたっての希望で、簡素な部屋を仮住まいにすることにした。メイドの部屋であっても、ファウネル家の邸宅はロザリアにとっては豪ごう奢しやに過ぎるようで、落ち着かない風だった。いずれ生活に慣れたら、工こう房ぼう側の住まいをあてがってやる予定だった。

　そしてロザリアは六日間、街の鍛か冶じ場ばに入り浸びたり、職人たちに助力してもらいながら、大砲の試作に取り組んだのだった。職人の一人から「もうすぐ完成する」と聞き及び、リノは南門で国営製造所建設の指揮を執とっていたエリザを誘さそって工房へとやってきていた。

　リノたちは壁かべぎわに案内され、完成を見守っていた。他ほかの工房からも職人らが野次馬に来ており、工房には人だかりができていた。

　ロザリアの指導のもと、職人が数人がかりで鉄のパーツを組み立てていく。すると、みるみる大砲らしきものが出来上がっていった。

「おお……大砲だ……」

「こんな小さな女の子が設計図も見ないで作りやがった……」

　製造に参加していた職人たちがつぶやいた。

「うん、できたね！　これは試ためしに、前に見た巨きよ砲ほうに忠実に作ったものだから、特別なものじゃないよ」

　ロザリアが嬉うれしそうに声を上げた。

　フォルセスの城じよう壁へきに備え付けてあるものより二回り以上も大きい大砲だった。砲ほう撃げきの威力を増強した新しい設計のためだろう。

　大砲に近寄り、感心したように触さわりながらリノが提案する。

「まずはどこかで試射してみないか？　本当に撃うてるのかどうか気になる」

「撃てるよっ！　手伝ってくれた職人さんたちはちゃんとわかってるってば」

　ロザリアが憤ふん然ぜんと抗こう議ぎしてきた。

　エリザが大砲に手を掛け、動かそうとする。

「なら、海に向けて撃ってみましょう。みんなで東の城壁の上まで運ぼう。……重っ」

「姫ひめ様さまはジッとしててください。私たちで運びます」

　それからドロテアが職人たちの指揮を執り、近くの商人から騾ら馬ばと荷車を借りてきて城壁下まで巨砲を運んだ。そこまでは順調だったが、この巨大な鉄の塊を城壁の上に持っていくのは一苦労だった。

　幾いく人にんもの職人たちが掛かけ声ごえを上げながら巨砲に手を掛けて城壁の階段を上る間に、見学者は数百人に膨ふくれあがっていた。鍛冶の仕事を投げ出してきた職人たちだけでなく、興味を惹ひかれた市民たちまで集まってきていたのだ。

　なんとか巨砲を据すえ付けることに成功し、砲弾をセットした。

「点火！」

　砲の背後で監かん視ししていたドロテアが声を掛けた。

　ドオン、と耳をつんざく音のため、キーンと耳鳴りが襲おそってきた。

　砲弾は水平線に向かって飛んでゆく。やがて海へと落下して、海水を大きく盛り上げた。

『おおお～！』

　職人や街の野次馬たちから歓かん声せいが上がった。

　教皇軍の新式砲よりも威力があるように見えた。巨砲だから当然なのかもしれない。

　気を良くした職人たちは、砲の周りに集まり、再び弾たまを込めはじめた。続けて数発撃ってみるのだろう。砲ほう塔とうは熱くなっているはずだし、どれだけの間かん隔かくで次が撃てるかも興味があるところだ。

「どうかな、雇い主様？」

　ロザリアは、リノをニコニコと見上げてきた。褒ほめてもらいたいのかもしれない。こういうところがやはり子どもなのだろう。

「いちおう、ちゃんと撃てたみたいだな」

　冷静にリノが応じると、ロザリアは膨れ面づらになる。

「当たり前だよっ！　それだけなの？」

　エリザが喜びを露あらわにする。

「すごいよロザリア！　本当にこれだけ威い力りよくがある砲を量産できるようになるの？」

「ばっちりだよ！　ダ・ヴィンチ工房の研究生がどれだけ役に立つか、見せてあげるね」

「だが正直、これだけ大きい砲だと戦争では使えないな。要よう塞さいや城壁に備え付ける拠きよ点てん防衛用になるだろう」

　そう言って、リノは気難しい顔をした。

「威力は十分だよ！　数を揃そろえれば、イスタノブールの大城壁だって打ち崩くずせるよ！」

「いやぁ、これじゃ砲を目的地まで引っ張っていくだけで、何度も奇き襲しゆうや夜襲を喰くらうんじゃないか。実戦ではどうかな。やっぱり威力より機動力だろう。戦場で軽く持ち運びできるような」

「雇い主様は手厳しいね」

「これだけの巨体を戦場の目的地に運べるとしたら、すでにその辺り一帯は制圧下にあるということだ。ということは、砲がなくても勝っている状じよう況きようということなんだよ。本ほん末まつ転てん倒とうとはこのことだ」

「むぅ～」

　不満げにロザリアは頰ほおを膨らませた。

「せっかく大砲の生産技術を導入できたのに、もっと喜んでもいいんじゃない？」

　エリザの言葉に、リノは応じる。

「そりゃ技術を導入できたのは喜ばしいことだよ。だけど今は、フォルセスが生き残れるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだ。一日たりとも、一シリングたりとも無む駄だにはできない。効率を追求して国政を考えていかないと……」

「雇い主様は、私にどんな大砲を作って欲しいの？　戦争で実用的なものって言われても、私、わかんないよ。戦争したことないし。戦場の戦略戦術を考えるのは科学者の仕事じゃないと思う」

「ロザリアに設計してほしい大砲は、大まかに二つある。一つめは、単純に商品として売れる大砲を作ること。他国が『大砲』と聞いてイメージしやすいものだな。だから、どこか秀ひいでた能力を有しているものよりも、わかりやすくてオーソドックスなものがいい。威力も重さも平均的で、それでいて生産コストが安く抑おさえられる大砲」

「ふむふむ。誰だれでもイメージできるような、普ふ通つうさが必要なんだ……。とにかく巨大なら最高って思ってたよ～」

「二つめは、フォルセスのような寡か兵へいの小国でも、実用的に扱あつかえる大砲を作ること。こちらは量産できなくて構わない。機動力を第一に考えて、手軽に持ち運びできるようなやつだ。だから、この試作品とは対たい称しよう的てきなものになるだろう。軽くてコンパクト、どこでも運用しやすい大砲な」

「どちらが優先なのー？」

「まずは売れるものを頼たのむ。すぐにでも売りまくらないと破産する」

　まずは国家財政を破は綻たんさせないことが必要不可欠だ。そのうち国庫収入に余よ裕ゆうが出てきたら、ロザリアには研究に専念してもらう余裕が出てくるだろう。
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　皇こう暦れき一五〇一年の年末も押し迫せまったころ──。

　教皇軍は猛もう烈れつな勢いで、旧教皇庁の領土を回復していた。だが、あろうことか教皇軍が征せい服ふくした土地は、教皇庁というよりも、チェザーレ・ボルジアの王国のようになっていた。チェザーレの父親アレクサンデル六世はリスティア正教の教皇だから、その父の威光を背景にして教皇庁を利用し、チェザーレは独自の王国を築き上げようと画策しているのだろう。恐おそるべき勢力拡張の速度であり、敵ながら感かん嘆たんを禁じ得ないほどの攻こう勢せいだった。

　フォルセス公国は南西方面をチェザーレの軍団に取り巻かれる格好になり、北方は強国ヴェザニアから圧あつ迫ぱくされ、いつ地図上から姿を消してもおかしくない情勢になっている。

　リノは執しつ務む室しつに閉じこもり、一人頭を悩なやませていた。

　チェスティ銀行から借り入れた二〇〇万シリングのうち、五〇万シリングはすでに教皇庁に納めてあった。ひとまず一年間は、生き延びることができる。

　他に南門への工場拡張のために、六〇万シリングを支出していた。周辺の土地の買収や、工場の建設、道や港の整備など、フォルセス公国の規模からしたら大変な公共投資だった。

　また、大砲の製造や、甲かつ冑ちゆうの増産などを視野に、ドーツ地方から莫ばく大だいな鉄を買い付けていた。他にも、大砲の砲塔は青銅が用いられるから、銅やスズも欠かせない。これに一五万シリングを投入。

　その他、城壁の補修に四万五〇〇〇シリング。できれば砲ほう弾だんに耐たえられるような城壁の増強を進めたいところだったが、見積もってみれば二〇万シリングを下らなかったので、その投資は諦あきらめた。

　そして技術者や職人の招しよう聘へいに一〇万シリングを支出する予定になっていた。まだ全額払はらっているわけではないが、ダ・ヴィンチから派は遣けんしてもらっているロザリアの俸ほう給きゆうは年五万シリングだし、他国から職人を幾人か引き抜ぬいてきているので、意外とこれが掛かる。

　これで総計一三九万五〇〇〇シリングの支出である。チェスティ銀行から借り入れた資金のうちで手元に残っているのが、六〇万五〇〇〇シリング。しかし、利息として年二〇万シリングを払う必要がある。

　さらにさらに、教皇軍に国庫は略りやく奪だつされているから、通常の政治のための支出がのしかかってくる。税収は年二五万シリングほど見込めるものの、それらの大半は今まで通りの予算編成に使われる。

　市民らの社会保障や公共支出を切り詰つめるようなことはできない。このような情勢下にあるだけに、ファウネル家の統治の正当性に疑義が投げかけられるようなことがあっては破は滅めつに繫つながる。本当に一シリングも無駄にできない財政状態だった。

　ここまでは富国政策として計算を巡めぐらせていた通りで、だからこそ借りる金額は二〇〇万シリングにしたのである。

　だが、リノが頭を悩ませているのは、軍隊の整備のためにどれだけのお金が使えるかということだった。一刻も早く強兵政策も成し遂とげねばならず、でなければフォルセス公国は泡あわと消える運命にある。

　兵士を雇こ用ようし、訓練して練度を高め、長期的に養うための基き盤ばんが必要だった。もちろん頑がん強きようで戦せん闘とうに耐えうるような馬も育成しなくてはならない。

　フォルセス公国が抱かかえる常備兵は目下、わずか二〇〇。今後、大たい砲ほうを一五門運用していくと考えれば、砲兵は最低でも三〇〇人は養成しておかなくてはならない。さらに砲一五門を守る歩兵は最低一〇〇〇人、そして偵てい察さつや迂う回かい攻こう撃げきのために必ひつ須すである騎き兵へいを三〇〇人……。

　とすれば、最低限度の兵力として一六〇〇人が必要であると考えられ、招集すればその程度の兵力が瞬しゆん時じに確保できることが保証されて、ようやく周辺諸国からのプレッシャーに右往左往することがなくなる。その基盤があった上で、戦争に応じて傭よう兵へいを外部から引っ張ってくれば四〇〇〇程度の兵力を運用することが可能になり、外交戦にも力を入れれば、ようやく教皇軍にギリギリ対たい抗こうできる程度になるだろう。

　リノが悶もん々もんと数字をこねくり回して悩んでいたところ……執務室に、執事服のワルターがやってきた。

「何を悩ましい顔をしておる？」

　飄ひよう々ひようとした顔でワルターは問い掛けてきた。今のワルターは形式だけの宰さい相しようになっていて、実質的な仕事はリノが行っていた。国政の悩みから解放されて羨うらやましい限りである。

「内政の方針は決まっているから、軍備について頭を捻ひねってたところなんだよ。それにつけても軍隊の維い持じには、とてつもない金がかかるものだな。どうしてフォルセスが二〇〇人しか常備兵を養えなかったのか、今ではよくわかる」

　軍隊編成は自らの血を一いつ滴てき一いつ滴てき絞しぼり出すような、骨身に応える作業である。それでも軍を拡張せねば生き残れない時代に突とつ入にゆうしたことは、リノも痛いほど理解していた。

「二〇〇人もの常備兵を養っていただけでも立派なもんじゃ。ワシやアイアス様が統治をするちょっと前は、イタリナには街の数ほどの国があった。共和国もあったし、商人が支配した国もあったし、どこの馬の骨ともわからない男が君臨した国もあった。その大半は、戦争となれば傭兵に任せっきりじゃったんだぞ。だがそういう国は、みんな吸収されて消えおった」

「できれば、常備兵を一六〇〇人まで増やしたい。いや、完全な常備兵じゃなくても、予備役を担になう市民には平時に十分な訓練を積ませておいて、招集を掛かければすぐに編制できるような状況にしておきたいんだ」

「倅せがれよ……それは高望みしすぎじゃぞ……。国土全体が農地といってもいい膨ぼう大だいな人口を抱えるフランク王国ですら、常備兵は一万人程度と言われとる。オスマニア帝てい国こくさえ、常備兵はイエニチェリとして知られる二万五〇〇〇人が関の山じゃ」

「だがオスマニア帝国が軍事侵しん攻こうする場合は、一五万や二〇万とか桁けた違ちがいの大軍になったりするだろ。アレは何だってんだ？」

「緊きん急きゆうで民衆から徴ちよう募ぼしたり、属国に無理やり供給させている戦闘意欲の低い兵士で構成されておる。ワシも若いころは連中とずいぶん戦ったものじゃが、イエニチェリ以外は、さほど注意を要する軍隊ではない。たった一人の皇帝以外は、全員が奴ど隷れいの国じゃからな」

「何でオスマニア帝国と戦ってんだよ……。だからオヤジは何者なんだっつーの……」

　リノは啞あ然ぜんとせざるを得なかった。知れば知るほど、いかがわしいオヤジである。

「軍備増強は、国庫の余よ剰じよう金きんと相談していかねばならん。それも、毎年確実に得られる余剰金でなくてはならぬな。南門に拡張した国営製造所からの収益に、どれだけ頼たよれるかによってくるじゃろう」

「いま親方やロザリアと収益計画について練っているところなんだけどさ。販はん売ばい用の大砲一門につき、原材料だけで一七〇〇シリング。職人のコストに二〇〇〇シリング。とすれば製造原価は三七〇〇シリングだ。これを商人たちに相談してみたところ、一門六五〇〇シリングで引き取ってくれるという話がついている」

「一門二八〇〇シリングの利益か。どのくらいの量を製産していけるんじゃ？」

「毎週、六門は製産できる予定だ。だから週に挙げられる利益は一万六八〇〇シリング、一ヶ月でおおよそ六万七二〇〇シリング……」

「年に直すと？」

「一年は五二週ある計算だから……八七万三六〇〇シリング」

「ほう……まずまずじゃな」

「甲冑も並行して製産していくから、その分、三〇万シリングは上乗せできる。おおよそ一一七万シリングが、年の余剰金というところだろうな」

「それだけあれば……常備兵一六〇〇の装備の確保やメンテナンス、訓練や食料、給料までギリギリ行けるかもしれん」

「だが、余剰金のうちから、毎年五〇万シリングを教皇庁に貢こう納のうしなくてはならない。フォルセス公国は、教皇庁の支配下だからな。加えて、チェスティ銀行への利息が年二〇万シリング。とすれば、半分以下しか残らない」

「ふむ……。ならば不足分は、フォルセス公国として傭兵稼か業ぎようを請うけ負うという道もある。一〇〇〇人以上の兵士を養っているのなら、十分に傭兵稼業ができるぞ」

「虎とらの子の常備兵を傭兵なんかに派遣したくねーなぁ……」

「戦闘訓練と考えれば、そう悪いものではないぞ。戦場選びさえ間違えなければ、兵士らの緊きん張ちよう感かんを持続させる上でも役立つじゃろう」

　そんな話をしていると、エリザが執務室にやってきた。

「ワルター、ここにいたんだ。珍めずらしいわね、執務はぜんぶリノに丸投げしてるのに」

「ワシなぞ耄もう碌ろくした爺じじいになっちまいましたからのう。昨日どんな食事を摂とったかもロクに思い出せませぬ。ところでワシに何か用ですかな？」

「教皇軍に略奪されたボッティチェリが、ローマで売りに出されてるのを街の商人が見たんだって。五〇〇シリングが付いてたって言ってた」

　エリザの話に、リノが腕うでを組む。

「五〇〇シリング……絵画にしては今の相場よりかなり高いが、出せない額じゃないな。今からローマに人を走らせて買い戻もどそう。なんとか間に合えばいいんだが……」

「ううん……いいの……。そういうつもりで言ったわけじゃない。リノが必死に財政をやってくれてるのに、無む駄だなお金は使えないよ」

「しかしアイアス様の肖しよう像ぞうですぞ。どこの誰ともつかぬ輩やからに渡わたすのは……」

　ワルターがつぶやいた。

「お父様なら、きっと放置すると思う。だから、ね？　私の気持ちなら気にしないで」

「だけどなぁ……」

　リノは悩んだ。他人の手には渡したくないものだ。

「リノは、いつかフォルセス公国を、欧おう州しゆうに君臨するような大国にするつもりなんでしょう？　だったら、それが叶かなってから買い戻したって遅おそくないわ。そのときは大金を積んだっていいじゃない」

　エリザの言葉に、リノとワルターは顔を見合わせた。ワルターの瞳ひとみには涙なみだがにじんでいるように見えた。

「ねぇ、ワルター。このくらいで泣くなんて、ちょっと涙るい腺せん弱すぎない？　おかしいよ？」

「爺になると小さなことでも涙もろくなるものでしてなぁ……。姫ひめ様さまを懸けん命めいに育ててきた甲か斐いがあったというものです」

　リノが力づけるように言う。

「エリザ、三年待ってくれ。せめて、あと三年だ。教皇庁の傘さん下かに入ったままなのは悔くやしいが、きっとチェザーレの軍団に対抗し、独立を達成できるくらいまでには盛り返してみせる。しばらく辛しん抱ぼうしてくれ」

「わかった。リノのこと、心から信しん頼らいしてるよ。そこから先もきっと長い長い戦いが続くと思うけど……ずっと私の側そばでフォルセス公国を守ってね」

「そのつもりだ。来月初頭には国営製造所が稼働して資金に余よ裕ゆうができるようになるから、ぼちぼち兵士を募ぼ集しゆうしていきたいと考えてるんだ。だから新兵の訓練はエリザが頼たのむぞ」

「ドロテアと手分けしてやってみましょう。自じ称しよう爺のワルターにはもう頼れないしね」

「それから、年末の晩ばん餐さん会かいは中止な」

　例年、年末にはファウネル家に街の有力者を集め、晩餐会を催もよおすのが慣ならわしだった。しかし今年は敗戦した痛つう恨こんの年であり、一方で富国政策のために街中が多た忙ぼうを極めている。国家財政の方も余裕がない。

「それがいいと思う。引き続き、リノの方針に基づいて富国強兵に邁まい進しんしましょう。私たちが生き残るためには、今よりもっと強くなるしかないからね」

　エリザは大きくうなずいた。

　そんな話し合いのあと、年末も押し迫せまっていたが、構わずリノは矢や継つぎ早ばやに対策を打っていった。南門拡張。国営製造所の創設。高品質の鉄、銅、スズなどの輸入。職人の確保。兵士の募集。馬の購こう入にゆうや育成。城じよう壁へき補修。

　リノは不ふ眠みん不ふ休きゆうで方針を打ち出し、資金繰ぐりを乗り切り、周辺国の外交使節との交こう渉しようも行い、一人で一〇人並みの仕事に明け暮れたのだった。

　フォルセス公国にとっては、前君主アイアスが亡くなり、教皇軍に敗北を喫きつしたという最悪の年──一五〇一年が終わろうとしていた。








第四章　交差する思おも惑わく






　年が明け、皇こう暦れき一五〇二年──。

　教会の鐘かねが響ひびき渡り、新しい年を祝う市民たちのささやかな祈いのりがフォルセスの街を包んでいた。

　イタリナ中北部の都市国家や小領主は次々とチェザーレ率いる教皇軍に征せい服ふくされつつあり、勢力図が大きく変わっていく様子が欧州中の話題になっていた。

　だが教皇庁の名の下もとに征服を進めていたチェザーレは、征服地から集まった税金を教皇庁に納めようとはせず、独自の王国を打ち立てていた。もちろんフォルセス公国が教皇庁に納めたはずの五〇万シリングも実質的にはチェザーレの懐ふところに入り、彼が軍勢を整えるための資金源になっていた。

　今やチェザーレの野心は広く知られるところとなり、父である教皇アレクサンデル六世も、それを十分に理解して後押ししていることも明らかになっていた。

　チェザーレの勢力拡大を横目に見ながら、フォルセス公国では、二月に入るころにはようやく国営製造所から大たい砲ほうが送り出せるようになった。

　フォルセスの街には、ドン、ドンと定期的に大砲が火を噴ふく音が木霊こだまするのが風物詩となっていた。大砲の製産に踏ふみ出して以来、製品のチェックのために大砲を海に向けて放っているのだ。しかし今日は妙みように数が多かったため、リノは城壁に上がってみることにした。

　城壁から海を眺ながめやると、二隻せきの小こ舟ぶねが浮うかべられていた。そして砲ほう塔とうを海に向けた大砲が五門、城壁の上に設置されている。

　リノが大砲に近づくと、ロザリアがため息をつくのが聞こえる。

「むぅぅ……。当たらないね……。次は右のお舟を狙ねらってみて」

「頑がん張ばります……」

　ドロテアは申し訳なさそうに応じた。砲手はドロテアが務め、ロザリアや製造所の職人たち一〇人ほどが見守っていた。

　リノも職人たちに交じり、静かに模様を見守った。

　ドン、と大砲が火を噴き、砲ほう弾だんが海に向けて飛んでゆく。しかし砲弾は、小舟のずいぶん前、なおかつ右に大きく逸それて海へと突つっ込み、しぶきを上げた。あんな小舟に砲弾が当たったら奇き跡せきだろう。

　ロザリアがうなる。

「うーん、なぜ砲弾が逸れてしまうのかなぁ……」

「やっぱり大砲の構造に問題があるんじゃないのか？」

　親方の言葉に、ロザリアは納得しない。

「違ちがうよ。大砲自体に、撃うち出す砲弾を妨さまたげる要素はないはずだよ」

「設計者がそう思いたがるのはわかるけどよ、事実として当たらねぇんだから大砲を直さないと始まらないだろう」

「ロザリアちゃんに味方してやりたいところだけど、俺も親方に同意だな」

　職人たちも口々に親方に賛同したようだった。

　皆みなに反対されたことで、さしものロザリアもうつむく。

「うぅぅ……。大砲が原因じゃないと思うよ……。何か別の要素があって砲弾が曲がるんだよ……。どうして砲弾が目標からズレるのか、そして落下してしまうのか……光か、風か、それとも別の何かが邪じや魔まをしているからじゃないかなって……」

　恐きよう縮しゆくして一人大砲の隣となりに佇たたずむドロテアにリノは近づき、声を掛かける。

「何をやってるところだ？」

「大砲の命中率を上げる研究だそうです。私は砲手として協力しています」

「砲弾が当たらないのは今に始まったことじゃないだろう。いくら狙ったって、あんな小舟に当たるわけがない。大砲ってのはもともと、敵集団のなかにぶち込んで薙なぎ払はらうか、音で相手を怯ひるませるか、城壁を崩くずすような役目だろう」

「大軍に向けて放つときは意識していませんでしたが……これほど砲弾が当たらないものなのかと、私も驚おどろいているところです……。今日はすでに朝から四〇発もあの二隻の小舟に向けて撃ち込んでいますが、一発も命中させることができないでいます……」

「もしあのマトに当てられる大砲が存在したら、それこそ戦争のやり方に革命が起きるよ。世界が一変するだろう。ドロテアが落ち込むようなことじゃない」

　ロザリアは職人たちを前に、手て振ぶりを交えて懸命に語っている。

「アリストテレスは、石が落下していくのは、世界の中心に石が帰りたがる性質を持っているからなのだと考えていたよ。それが事実かどうか今の私にはわからない。でも、その謎なぞを解けば、きっと大砲の命中率は劇的に改善すると思えるんだ」

「要は自分の設計した大砲には何の落ち度もなくて、周りの何かが悪いんだってことなのか？　幽ゆう霊れいを怖こわがってるみたいな話だな。ロザリアは一一歳にしては大人びてやがると思ってたけどよ、子どもみたいなところがあって安心したよ」

「あぅぅ……駄だ々だっ子してるつもりじゃないよ」

　子ども扱あつかいされ、ロザリアは余計に落ち込んだようだった。

　リノが口をはさむ。

「戦争計画を考えなくちゃならない俺からすると、即そつ効こう性せいのある効果を求めたいところだな。砲弾が目標には当たらないのは前提として……たとえば発射間かん隔かくを短くすることで打ち出す数で勝負するとか、砲弾が地面を転がって巻き込む敵兵の数を多くするとか……」

「じゃあ代だい替たい案あんとして、お師し匠しようが言っていた、砲弾に火薬を詰つめるっていう研究をしてみてもいい？　もし砲弾の爆ばく発はつを起こせるなら、目標に当たらなくても、巻き込むことはできるようになると思うよ」

「なるほど。ダ・ヴィンチ様の言っていたことって、そういうことか。一点を狙うんじゃなくて、広こう範はん囲いを巻き込むって考えなわけだな？」

「そーだよ」

「大砲の製造ペースに影えい響きようがないなら、研究を始めてもいいぞ。ロザリアの仕事は第一に、売れる大砲を製造し続けること。そして余った時間があれば、大砲の効率化に取り組んでみても構わない。優先順位を間違えないでくれよ」

　フォルセス公国に十分な資金力さえあれば、ずっと研究開発に集中してもらってもいいのだが、今は資金作りを最優先にしなくてはいけない時期だった。

　そんな話し合いをしていたところ、城壁の上に官かん吏りの一人が駆かけ上がってきた。

「リノ！　姫様が呼んでるぞ！　屋や敷しきの応接室に来るようにって」

　城壁上のリノの姿を認めて、ここまで知らせに来てくれたのだろう。フォルセス公国の外交や財務全ぜん般ぱんはリノが最終決裁をしているとはいえど、いまだ形式上の宰さい相しようはワルターであって、他ほかの官吏たちとリノの身分は対等だ。

「急ぎの話？」

「オルシーニ枢すう機き卿きようからの急使が来てるらしいんだ」

「枢機卿？　どういうことだ？」

　不思議に思いつつ、リノは屋敷へと急いだのだった。




　　　　◆




　リノが応接室に着くと、エリザだけでなくワルターもいた。使者の話に耳を傾かたむけている。

「──そのような訳で、チェザーレ・ボルジア傘下だった傭よう兵へい隊長らがマジョーネの街で一堂に会し、決起を約束したのです。ボルジアに対する反乱は始まっています。オルシーニ枢機卿と致いたしましては、ぜひともフォルセス公国にも反乱軍に加わって頂きたいと考えている次第です」

「オルシーニ枢機卿は何を望んでいるの？」

　エリザは問い掛けた。

「何も望んではおられませぬ。我われ々われオルシーニ一族は、古くより教皇領内に領地を所有し、教皇庁のために尽つくして参りました。しかしこのままチェザーレ・ボルジアの勢力拡大を放置すれば、必ずやオルシーニ領まで攻こう撃げきを受け、征服されてしまうことは目に見えております。その点はフォルセス公国と同様。いつ踏みつぶされても不思議ではない状じよう況きようでありましょう」

　教皇領というのは、教皇庁の統治が行き渡わたっている地域ではない。遥はるか昔の国境線をもとに一方的に「教皇庁の領土だ」と主張しているだけであって、その領域内にはさまざまな領主や都市国家がひしめいていた。昔の教皇が代官として送り込んだ人間が、代を重ねると勝手に領主を名乗って独立したり、街が市民の代表を立てて自主防衛に取り組んでいたのだ。

　五〇〇年さかのぼれば、フォルセス公国も教皇領内の一部だと無理やり考えることができる。さらに七五〇年さかのぼれば、ヴェザニア共和国まで教皇領となってしまうメチャクチャな言い分だった。

　そういう状況下にあって、教皇アレクサンデル六世の息子むすこチェザーレ・ボルジアが教皇軍最高司令官に就任し、周りの街を力ちから尽ずくで征服する大義名分として「教皇領の秩序回復」を旗印にしているのである。だが実際には教皇庁が領土を得るわけではなくて、教皇庁を利用するチェザーレが自分の王国を作ることに専心しているのだと、国際政治に関心がある者なら誰だれもが気づいていた。

　そして教皇領内の領主たちのなかには、昔から教皇庁の傭兵を引き受けて生計を立てている者たちもいて、その多くがチェザーレの教皇軍に従軍している。彼ら領主たちも、教皇軍に傭兵として雇やとわれ参戦しているものの、いずれはその軍によって、自分たちの領土も奪うばわれる日が来ることに、ようやく気づいたのだ。

　エリザが訊きく。

「反乱はいつから始まってるの？　状況は？」

「一昨日より。各所で一いつ斉せい蜂ほう起きして、チェザーレ・ボルジアが占せん領りようしている地域に攻勢を掛けております。チェザーレの守りは薄うすく、広大な領地を反乱軍が確保することは確実だと思われます」

　リノが確認する。

「オルシーニ枢機卿は自らの軍を持っていないだろう？　反乱軍として軍を動かしているのは誰なんだ？」

「ヴィテロッツォ・ヴィッテリ様、ジャンパオロ・バリオーニ様、パオロ・オルシーニ様、オリヴェロット・ダ・ヴェルモ様、フランチェスコ・オルシーニ様……」

「反乱軍っていうより、教皇軍の中ちゆう核かくじゃないか！」

　思わずリノは声を上げた。全員、教皇軍の主力を成していた傭兵隊長たちだった。彼らもまた、先祖が教皇から代官として派は遣けんされ、年月を経ると独立し、教皇庁の傭兵を引き受けることで領国を守っていた。

「これは大ごとになりそうですな。対応を間違えると、大事に至ります」

　ワルターは気難しげに言った。

　使者が身を乗り出す。

「反乱軍の兵力は五〇〇〇を越こえております。名うての傭兵隊長たちに率いられ、戦いくさ慣なれした兵士たちばかりで構成された軍なので、想像されているよりずっと強力な軍勢であると思います。フォルセス公国も独立を回復するには格好の機会に違いありません」

（早すぎる……！）

　それがリノの率直な感想だった。

　たしかに千せん載ざい一いち遇ぐうの好機が向こうから降ってきた。だが、リノは三年計画で反攻を期していたのだ。国営製造所を整備し、ようやく大砲や甲かつ冑ちゆうを輸出できるまでになったところである。

　徴ちよう募ぼした兵士たちも訓練を始めており、最大一七〇〇の兵力を編制することはできるが、未いまだ軍としての実戦をこなしたことがない。いきなり戦場に出せば、新兵の損そん耗もうは早く、まかり間違えば一戦だけで軍団が崩ほう壊かいしかねなかった。

　エリザが考えながら言う。

「……とすれば教皇軍は、ほとんど寄せ集めの傭兵ばかりしか残らないわね。まともな兵は、フランク重装騎き兵へいだけになるのか……。反乱軍は必死で頑がん張ばるだろうし、傭兵隊長たちも兵士たちも優ゆう秀しゆうだし……普ふ通つうに考えたら、反乱軍は圧あつ倒とうするような気がするよ。ワルターやリノは、どう思う？」

「教皇軍は実質的に崩壊している状況でしょうな。少なくともチェザーレが軍を建て直すまでは、反乱軍が圧倒することは間違いなさそうです」

　ワルターの言葉に、使者は我が意を得たりといった風にうなずく。

「仰おつしやる通り、教皇軍は崩壊しました。ぜひとも反乱軍に参加して頂き、チェザーレが不当に占せん拠きよする地域に攻撃を加えて頂くよう求めたいと思います。でなければ反乱軍は、フォルセス公国がチェザーレに服属したままだと見なし、攻撃対象といたします」

「反乱に参加しなければ攻撃するぞっていう脅おどし？」

　エリザは眉まゆをひそめたが、使者は構わず促うながしてくる。

「ご決断を」

　エリザはリノに視線を向けてくる。

「リノ、どうする？」

「倅せがれよ、お主が決めよ」

　ワルターもそう言った。

「計画とはまるで違ちがうが、こんな機会は求めても得られないことは事実だ……。選せん択たくの余地はないんだろう……」

　リノの返事で、フォルセス公国も正式に反乱軍に加わることになった。でなければ、反乱軍に蹂じゆう躙りんされる可能性がある以上、それしか道がないことは明らかだった。元の主あるじに刃やいばを向けた反乱軍は興奮の渦か中ちゆうにあるはずで、そんな軍に襲おそわれたら、教皇軍に略りやく奪だつされたときのような生なま温ぬるいレベルでは済まなくなる。住民が虐ぎやく殺さつされてもおかしくはない。

　突とつ然ぜんやってきたこの大おお津つ波なみに乗りつつ、できるだけ良いポジションを取るよう国をコントロールするのが自分の仕事なのだろう。難しい舵かじ取とりに、リノは気を引き締しめ直したのだった。
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　脅しをかけてきたオルシーニ枢機卿には、可能な限り早く軍団を編制して反乱軍に加わるからと伝えつつ、リノは教皇領内にスパイを放ち、情報収集に全力で取り組んだ。

　反乱軍は瞬またたく間に戦域を拡大しており、早くも教皇軍が占領していた地域の三割ほども奪だつ回かいするに至っていた。フォルセスも反乱の狼煙のろしを上げなくては、反乱軍から攻撃を受けることになるのは避さけられなかった。

　それゆえ、一二〇〇人の兵士を急きゆう遽きよ編制し、フォルセスも軍事行動を起こすことにした。編制は騎兵二〇〇、歩兵・弓きゆう兵へい九〇〇、砲ほう兵へい一〇〇、砲五門である。砲はすべて自国産のもので、砲兵の大半は国営製造所の職人たちである。

　まずリノは、フォルセス領を南下して最も近い街エリノリアを標的に据すえた。教皇軍が三五〇人ほど常じよう駐ちゆうしていることは以前から把は握あくしていた。フォルセス公国を監かん視しするためにチェザーレが置いていった兵である。

　急せき立てられるように進発した一二〇〇のフォルセス軍は、国境沿いへと急いでいた。

　馬に揺ゆられながら、エリザが口にする。

「反乱軍は破竹の勢いみたいね。このまま押し切りそうじゃない？」

「フォルセス公国も完全独立を取り戻もどせますし、都合がいいことです」

　ドロテアが言った。エリザが遠出となれば、必ずドロテアが付いてくる。軍事行動となれば尚なお更さらだ。

「ほぼ白紙の空間を塗ぬり替かえていくだけの作業だからな。だけど、この勢いは続かないと俺は見ている」

　そうリノが応じた。エリザの両りよう隣どなりを、馬にまたがったリノとドロテアが挟はさむ形だ。

　ワルターは街の守備である。参戦した以上、フォルセスの街が反乱軍に襲われることはないだろうが、本拠を空っぽにしておくわけにもいかない。ワルターの下もとにはおよそ五〇〇の守備兵を託たくしている。守備兵は騎兵五〇、歩兵四〇〇、砲兵五〇といった割合だ。

　エリザが従える侵しん攻こう軍ぐん一二〇〇、ワルターが預かる守備兵五〇〇──この合計一七〇〇が、新生フォルセスが教練を施ほどこす兵士たちだった。国家財政と相談した結果、常時訓練を施す兵士としては、これだけの数を揃そろえるのがやっとだった。

　エリザが訊いてくる。

「どうして？　反乱軍の傭兵隊長たちは戦上手だし、それがごっそり抜ぬけたんだから教皇軍はガタガタよ？」

「戦上手ばかりだからこそ逆にタチが悪い。情報収集した限りでは、この反乱を本当の意味で統率している人物はいなかった。みんな独自に戦を仕し掛かけて、独自で戦ってるんだよ。その点、フォルセス軍だって同じだ。こんな指揮系統がメチャクチャな軍が、一ひと括くくりに語れるわけがない」

「それはたしかに……反乱を扇せん動どうしたオルシーニ枢すう機き卿きようが軍を率いているわけじゃないからね。足並みが揃わないと、勝てる戦も勝てなくなる……」

「だから教皇軍は劣れつ勢せいだけど、指揮系統がチェザーレ一人に集中しているから決して侮あなどれないと思うぞ。俺たちとしては反乱軍に加わらざるを得なかったんだから、せめて勢せい力りよく圏けんを拡大して緩かん衝しよう地帯を作っておくことだろうな」

「難しいことは私にはわかりませんが、今はエリノリアを落とすことが何より優先ということですね」

　ドロテアの言葉に、リノはうなずく。

「新編制した砲兵部隊には、さっそく城じよう壁へきを崩くずす役に立ってもらおう。砲兵たちの指揮は頼たのむぞ」

　エリノリアの街は人口六〇〇〇人ほど、もともと都市国家として共和制を敷しいていた。街と周辺の農村だけが支配地域のごくごく小さな共和国だったが、市民たちが構成する議会では常に争いが絶えず、市民が二分して殺し合いにまで発展したり、内ない紛ふんばかりでエネルギーを消耗しきっているような街なのに、チェザーレに征せい服ふくされるまで独立を保っていたのは、多分に運が味方しただけだったろう。フォルセス公国も、このような市民が権利ばかり主張する街には興味がなく、まともな統治は不可能と判断して、吸収もせず放置していたのだった。

　目の前に、エリノリアの城壁が見えてきた。

　エリザが兵たちを見み渡わたし、声を上げる。

「これより陣じんを敷く！　騎兵はレッキア隊が左さ翼よく、ガルディ隊が右翼に展開！　歩兵は中央に横陣を！　砲五門は右翼寄りに一列にならべよ！」

　馬で駆かけ回りながら、エリザが陣形を作っていく。オーソドックスな布陣だ。敵が城門から打って出てくる可能性は低いから、大して工夫は必要ない。兵士の数も少ないため、スムーズな展開が可能だろう。

　陣が形成されると、エリザは号令する。

「よし！　全軍待機！」

　エリノリアの閉ざされた城門の上には教皇軍の兵士たちが並んでいた。数は多くない。

「ロウリエ。城門まで行って、開城を勧かん告こくしてきてくれる？」

　近場の騎兵の一騎に、エリザが命じた。

「はっ！　畏かしこまりました！」

　その一騎が馬を走らせ、城門側まで駆けていった。その様子を、全軍が固かた唾ずを吞のんで眺ながめている。もし街に残留している教皇軍が開城を拒きよ否ひするようなら、すぐさま戦せん闘とうに入ることは誰だれもが理解していた。

　城門付近で何かを叫さけんでいた騎兵が反転し、こちらに向けて駆け戻ってくる。

「開城を要求しましたところ、『姫ひめ自らが来い』との返答でありました！　開城拒否と見なしてよろしいかと！」

　騎兵の答えに、エリザが意を決したように兵士たちを振ふり返る。

「我われ々われは解放者である！　敵はエリノリア市民ではない！　古くからの盟友エリノリアを不当に占拠する教皇軍こそが、我らの敵だ！」

　兵士たちの表情は引き締まっていく。

　馬上のエリザは右みぎ腕うでを中空へと掲かかげ、高らかに宣言する。

「繰くり返す、我々はエリノリアの解放者である！　降こう伏ふくを拒否する教皇兵は、問答無用で打ちのめせ！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　兵士たちは全員、拳こぶしを振り上げてエリザに応じた。

　エリザが腕を振りかざす。

「砲ほう撃げき開始！　撃うてー！」

　ドン、ドン、ドンと連続した砲声がうなりを上げた。





・フォルセス軍：一二〇〇（騎兵二〇〇、歩兵・弓兵九〇〇、砲兵一〇〇、砲五門）

　指揮官：エリザ・ファウネル

・教皇軍：三五〇（全員が歩兵・弓兵、砲なし）

　指揮官：不明






　中ちゆう堅けん都市エリノリアの城壁は低く、フォルセスの厚い城壁とは比べものにならない。砲五門が休まず砲撃を繰り返せば、労せずして城壁の一角を崩すことができるはずだ。

　わずか三五〇ばかりの教皇軍には砲は配備されていない。城壁上の敵兵たちは弓を手に待ち構えているだけだ。城壁を崩せば防衛側の有利はほぼ消しよう滅めつし、一二〇〇対三五〇という叩たたき合いの勝負になる。勝利は見えていた。

　一帯に轟とどろく砲撃音を聞きながら、改めてリノは、ロザリアの実験でわかったように、本当に砲ほう弾だんは狙ねらい通りに命中しないものだとしみじみ感じた。五門を一角に集中させていたから城壁破は壊かいには効果的だが、野戦での大砲の使いどころとなると難しい。大砲は有用な兵器だが、活用方法には頭を捻ひねらなくてはならないと痛感した。

　偶ぐう然ぜん、砲弾の一つが、敵兵が固まっていた城門上に直撃した。そこに陣取っていた一〇人ほどの兵士が、崩れる城壁に巻き込まれて吹ふき飛んだ。

　敵兵の悲鳴が、ここまで響ひびいてくる。ここから確認することはできないが、彼らは下に落ちて地面に叩きつけられ、そのまま下した敷じきになったりしているに違いない。こちらの戦意は昂こう揚ようするし、敵の戦意を著いちじるしく挫くじくことができるラッキーな出来事だ。

　案の定、それを見ていたフォルセス軍から歓かん声せいが巻き起こった。兵たちは腕を振り上げ、気勢を上げている。あとは城壁を崩せば、そこから突とつ入にゆうする気力は満々だろう。

　城壁相手の場合、大砲の砲撃が不正確なのは悪いことばかりではない。敵兵は砲弾の軌き道どうが読めず、思わぬところに砲弾が降ってくることがある。その場合の精神的ダメージは大きく、大砲の音だけでも震ふるえ上がるようになり、戦意を挫くのに非常に役立つのだ。

　偶然、ドロテアの込めた砲弾が、狙いに合わせてクリーンヒットした。城壁が吹き飛び、煙けむりが濛もう々もうと吹き上がっている。

　徐じよ々じよに空気が晴れ渡っていくと……ついに城壁に、人や馬が十分に通れるくらいの隙すき間まができているのが確認できた。遠目に見える敵兵たちの絶望感がありありと伝わってきて、城壁上に陣取るすべての兵に、諦あきらめのような表情が浮うかんでいた。

　次の瞬しゆん間かん、エリザが馬上で剣けんを振り上げて叫ぶ。

「敵兵は浮き足立っているぞ！　今が勝機だ！　全軍突入！」

　そして何を思ったのか、エリザは真っ先に馬を蹴けり、城壁に向かって突進していった。左右両翼の騎き兵へいらが続き、歩兵が剣を抜いてエリザを追いかける。

　リノは愕がく然ぜんとし、息が止まった。黄金の鎧よろいと朱しゆ色いろのマントを着込み、さも総司令官だとわかるエリザが、先頭に立って突入するなんて常じよう軌きを逸いつしている。

「姫様！」

　砲兵に交じっていたドロテアは絶望したように叫び、慌あわてて自分の馬に飛び乗ってエリザのあとを懸けん命めいに追いかけていった。

　フォルセス軍が城壁に殺さつ到とうしはじめたことで、砲撃は止まっていた。代わりに砲兵までもが先を行く歩兵のあとに続き、ぞくぞくと城壁を乗り越こえてゆく。錯さく綜そうした自陣のなかで、リノも自分の馬を捜さがし求め、全軍のあとに続いたのだった。
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　エリノリアの制圧はあっという間だった。

　敵兵三五〇人のうち、戦死者が九〇余名、捕ほ虜りよになった者が一六〇余名、別の門から逃とう亡ぼうした者が一〇〇名近くという戦果になった。

　そしてフォルセス軍の戦死者は、わずか三名。その他一〇名ほどの負傷者が出たくらいだろうか。圧あつ倒とう的てきな戦果である。

　急に城内になだれ込まれた教皇軍は、白旗を掲げる余よ裕ゆうもなく、散り散りになって混乱を極めていたという。

　エリノリアの街の広場には、フォルセス軍が整列していた。その広場の周辺には、エリノリア市民たちが集まってきている。市民らの視線を引きつけている存在は、黄金のチェインメイルに身を包むエリザの姿だった。

　エリザの前には、あえなく戦死した三人の亡なき骸がらが横たわっていた。三人の甲かつ冑ちゆうには血がこびりついている。そしてエリザの後ろには、一二〇〇のフォルセス軍が整列していた。

　エリザが言葉を告げてゆく。

「リージ。フロリーディア。デ・リウ──我が友よ。遺族には、フォルセス公国が正当な年金を負担することを約束する。そして貴君らの魂たましいは、永遠に我々の胸に生き続けるだろう。戦死した三名の勇士のために、全軍敬礼！」

　甲冑を身につける兵たちは一いつ斉せいに兜かぶとの面めん覆おおいを上げ、顔を出した。面覆いがない歩兵や砲ほう兵へいたちは、それぞれ手を合わせ祈いのりを捧ささげた。

　フォルセス軍の兵士たちが興奮混じりに口々に語ったところによれば、真っ先に城内に侵しん入にゆうしたエリザは立ちはだかる敵兵四人を即そく座ざに屠ほふり、その後も騎馬で城壁の隙間の前に陣取って、自軍の兵士を招き入れるための楯たての役目を果たしていたらしい。

　……なんということだろう。兵士たちにとっては類たぐい希まれなる美談なのだろうが、リノにとっては驚おどろき呆あきれる気持ちの方が大きかった。いくら自らの武勇に自信があったとしても、総司令官として今後このような危険を冒おかすことを控ひかえてもらうように厳しく伝えておかなくてはならないと、リノは深い懸け念ねんを抱いだいたのだった。




　　　　◆




　エリノリアの街では、広場を借りて一日駐ちゆう兵へいして休息を取り、街の責任者らと今後の施し政せい方針を検討したりして忙いそがしく過ごした。

　その間、フォルセス軍には略りやく奪だつを禁じ、エリノリアの商人たちに正当なお金を払はらって食料を買い付け補ほ充じゆうした。何も正義を追求しているわけではなくて、フォルセス公国の国境沿いの街なので、反感を抱かれるようなことは絶対に控えておかないと、国防上の大問題に発展しないとも限らない。

　市民らとは誠実に接したため、フォルセス軍は歓かん迎げいされ、市民らはエリザの姿を一目見ようと入れ替かわり立ち替わり集まってきた。エリザも街の者たちと気軽に言葉を交わし、市民らと和わ気き藹あい々あいと会話を交わしていた。その日は夜まで、人並みが途と絶だえることはなかったのだった。

　リノとしては、エリザには親しみある君主と見られるよりも、市民らと必要以上に接しないことで、威い厳げんや畏おそれのようなものを感じられるように振る舞まってほしかった。その方が統治にとって有効なのだ。しかし、こればかりはエリザの性分なのだから致いたし方かたがない。フォルセスの街でも、エリザの所作は変わらないのだから。

　そして翌日──。

　エリノリアに新しい施政を定着させるまではと治安維い持じのために一〇〇人の歩兵を残し、街の管理をさせることにした。敵兵の捕虜も一六〇人いるから、急いで牢ろうを整備しておかなくてはならない。捕虜交こう換かんにも使えるし、お金との交換も可能である。

　一通りの指示を終えてすぐ、フォルセス軍は一一〇〇の兵を率いて次の街へと侵しん攻こうした。

　次の戦略目標は、ここから最も近いリタールの街である。おそらく、エリノリアを脱だつ出しゆつした教皇軍一〇〇人ほどは、リタールまで撤てつ退たいしていると思われた。もともとリタールには教皇軍の常駐はなかったはずだから、残党を追い散らすだけの作業である。兵一一〇〇もいれば十分だ。

　進軍しながら、エリザの側そばに馬を寄せたリノは口にする。

「エリザにどうしても伝えておきたいことがあるんだ。真しん剣けんに聞いてくれるか？」

「改まってどうしたの？　気軽に言いなさいよ」

　常にエリザの側に寄り添そっているドロテアも空気を読んだのか、リノの話に耳をそばだてていた。

「エリザの用兵は立派だった。オヤジが見たら、間ま違ちがいなく褒ほめていただろうな」

「そう？　陣じん形けいも特に工夫しなかったし、ただ城じよう壁へきを砲撃しただけよ？」

「問題はそのあとのことだ。軽々しく先陣を切るようなことは控えてくれ。あのときは言葉もなかったぞ」

「無意味に突入したわけじゃないよ。あの瞬間が、戦いの最大の機だと感じたの。リノみたいに理路整然と説明できるわけじゃないんだけど……敵の表情とか、慌てて城壁から逃にげだそうとした姿とかを見たら、今しかないんだって」

「だったら側の騎兵に命じればいいだけだろう。どうして自ら行くんだ。総司令官にもしものことがあったら、勝てる戦いくさも勝てないだろ」

「勝機っていうのがあると思うの。潮目っていうのかな。こちらの兵士は数倍だったんだから、城壁さえ消えれば勝つのは当たり前だった。でも、ただ敵を街から追い散らすだけだと本当に勝ったとは言えないでしょう？　だってここで殲せん滅めつしておかなくちゃ、ミトの街に駐ちゆう屯とんしている教皇軍と合流されて、結局は負けることになるかもしれない」

　ミトの街は、北東部の教皇軍にとっては最大の拠きよ点てんになっている。フォルセス公国が教皇領内に深く侵攻していくのなら、必ず障害になる拠点だった。

　そこまでエリザが考えていたならリノとしても強く押せないところだったが、それでも小さな戦で自ら死地に立つ必要はないのだ。

「だったら一つだけ頼たのむ。総司令官なんだから、勇ゆう猛もうに振ふる舞うのはやめてくれ。エリザには全体の指揮を執とる重要な役目がある」

「だからね、私は指揮を疎おろそかにしたつもりなんて全然なくて──」

　エリザが言いかけた言葉を、ドロテアが遮さえぎる。

「姫ひめ様さま、今回ばかりは私もリノに賛成です。慌てて姫様を追いかけながら、私は心臓が止まる思いでした。せめて突入するのなら、私がお側に控えているときにしてください」

「ドロテアには砲兵の指揮があったでしょ」

「姫様の守護が最優先です。もしものときは私が壁かべになります」

「ドロテアは壁じゃないよ」

「聞き分けのない姫様なんて嫌きらいです。でなければ、食事のときもおトイレのときも戦の真まっ直ただ中なかでも、常に姫様の隣となりに張り付かせてもらうことになりますよ。私の側から逃がしません。これからは毎晩、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入って、姫様と同じベッドに寝ねなくてはなりませんね」
















　ドロテアがエリザを嫌うはずもないのに、懸命な口調で訴うつたえた。ドロテアも必死なのだ。

「うぅ……ドロテアに叱しかられちゃったよ……」

　リノには反はん抗こうしたエリザだが、ドロテアの説教は応こたえたようだった。少しは自覚してもらえれば結構なことである。
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　リタールの街の前に着くとすぐ、フォルセス軍は時をおかずにエリザの指示の下もと、軍を展開し始めた。

　城壁の上には住民らしき人間たちが数名立ち、こちらの様子を窺うかがっていたが、しばらくして白旗が掲かかげられた。

「ロウリエ。また交こう渉しようをお願い」

　白旗を見たエリザが、再び騎兵の一人に命じた。

「畏かしこまりました！」

　騎兵の一人が城壁の側に寄り、城壁の上の人間たちと会話を交わして陣地に駆かけ戻もどってきた。その明るい表情から、良い結果になったことはわかった。

「教皇軍は一兵もいないそうです！　住民たちは、フォルセス軍の入城を歓迎したい意向だそうです！」

　その話を受け、さらに数人の騎兵を城内に先発させて確認すると、本当に教皇軍の影かげはまったく消え去っていた。

　リタールの街は人口五〇〇〇人前後で、三〇〇年ほど前までは教皇庁が派は遣けんした代官によって統治されていた。それが代替わりを続けていくうちに独立色を強め、まったく教皇庁の指示を受けない独立した都市国家を形成するようになった。しかし数代前からリタールの君主と住民らとの軋あつ轢れきは大きくなり始め、暴動が発生するまでになっていた。

　だから住民たちは、領主を追い出してくれた教皇軍の侵攻を大いに歓迎したそうだ。同様の事情で、フォルセス軍の支配に服することにもまったく抵てい抗こうがないらしい。誰だれが統治しようと、以前の君主よりはマシということだろう。

　街に入城したフォルセス軍は、一日の休きゆう憩けいを挟はさむことにした。戦いのあとではないから、疲ひ労ろうしているわけではない。だが、リタールの街を抜ぬくと、この向こうには、教皇軍の陣営が設置されているミトの街がある。一〇〇〇人前後の兵が駐留し、周辺一帯の防衛任務についていた。今回の遠えん征せいで、フォルセス公国が編入したエリノリアやリタールを防衛するためには、そのミトの街に駐留する教皇軍を追い払うことが必要不可欠だった。

　翌日──。

　今回は捕虜もいないし、ミトの街での決戦が控えていることもあり、フォルセス軍は一兵も残さずリタールの街をあとにした。いずれにせよ、ミト駐留の教皇軍を追い払うことに失敗すれば、リタールからは撤退し、エリノリアまで防衛線を下げることが必要だったからである。

　進軍を続け、ミトの城壁が見えるところまでやってきた。やや高原にある街で、周囲の土地を睥へい睨げいするような立地にある。四方に街道が広がり、交通の基点となる場所だ。とても小さな街だが、その立地の優位性から教皇軍は一軍を駐屯させているのだろう。

　もっとも街というより集落なので、城壁も低く、近くに陣を敷しけば、十中八九、教皇軍は会戦に訴えてくるであろうことはわかっていた。

　フォルセス軍は、エリザの指揮の下に陣を敷いていた。すると案の定、教皇軍はミトの街の城門を続々と出てきて、向かいに陣を敷き始めた。

「敵の指揮官はミケロット・ダ・コレラのようです。教皇軍はミトを明け渡わたすつもりはなさそうですね」

　遠目に敵陣の様子を窺っていたドロテアが口にした。

　ミケロットは、チェザーレの片かた腕うでである。チェザーレは教皇庁のお膝ひざ元もとローマにいるという確定情報が出回っていたので、おそらく前線の指揮のためにミケロットを派遣してきたのだろう。

　見たところ、教皇軍の数はおおよそ一三〇〇といったところか。エリノリアから逃とう走そうしてきた兵も加わっているだろう。大半は歩兵だが、こちら以上の騎き兵へいもいるようだ。

「数で負けている。一時撤退を視野に入れた方がいい」

　敵の布陣を確認したリノが言うと、エリザが訊きいてくる。

「撤退してどうするの？」

「他ほかの反乱軍と合流して、ミトに再戦を挑いどむべきだろう。情報によれば、反乱軍のオリヴェロット・ダ・ヴェルモ隊長が率いるおよそ八〇〇が、ラトリスの街を包囲中のようだ。ラトリスならすぐ落ちる。その後、ヴェルモ隊長と合流するというのが戦の常道だろう」

「たしかに常道よね。だけど、敵は布陣を始めてる。ここで敵を前にフォルセス軍が反転すれば、ミト駐留の教皇軍の名声を高め、反乱軍の攻こう撃げきで散り散りになっている残党も、ミトに集結してくることになるわ。ヴェルモ隊長と合流して兵力が一九〇〇になっても、その間にミトに逃げ込んだ周辺の残党で、二〇〇〇の教皇軍を相手にしなくちゃならないかもしれない」

「その場合は臨機応変に対処すればいいだろう。ミトの街なんか奪うばっても大した税収は期待できないぞ。産業といえば農業と、羊の放牧が中心だからな」

「軍事拠点には最適よ。だからこそ、教皇軍も拠点にしているんでしょう？」

　国家運営の観点からリノは進言したが、エリザの視点は一軍の将としてのものだった。どちらも正しい。

　あくまでリノの立場としては、全体の国家戦略を視野に、間違いがないよう安全策を提言するのが任務である。ワルターの後任である自分まで将軍と一緒になって血気盛んな方針を採れば、破滅に向かって一直線だ。

「しかし、こちらは一一〇〇、敵は一三〇〇……。しかも敵の指揮官はミケロット・ダ・コレラなんだ。真っ正面からぶつかれば、やっぱり分が悪い」

「見て」

　エリザは自軍を振り向き、手をかざす。

「みんな、二つの街を落として勝ち癖ぐせがついてる。当然、意気は上がるわ。だけどここで敵を前にして撤てつ兵ぺいすれば、フォルセス軍の士気を挫くじくことにもなる。次に会戦を挑んでも、兵たちが疑ぎ心しん暗あん鬼きになるでしょう」

「そうかもしれないが……戦略上、確実に勝てる状じよう況きように持ち込むのが俺の役目だ。その状況を作り出せていないのだから、俺の立場では撤退を具申するしかない」

「リノは心配性ね。今さらながらに思うのは、ワルターが軍事教官だったのは幸運だった。どんな苦境のなかでも、わずかな勝機を作りだすことを教えてくれていたんだと思うの。私はきっと、勝機を作り出せる」

　エリザには戦の流れを捉とらえるセンスがあるとは、ワルターが幾いく度ども口にしていたことだ。いささか摑つかみ所のない男の言うことだから、どこまで信を置いていいのかどうかわからなかった。

　しかし実際にエリザの指揮を間近で眺ながめてみれば、その軍人としての能力で、リノが及およぶわけではないことも確かだ。エリザは勝機を捉えるセンスのみならず、兵たちと共に前線に立ち、兵たちを鼓こ舞ぶして駆り立てるカリスマがある。一敗地にまみれたフォルセス防衛戦でさえ、練度の低い市民兵たちがエリザのカリスマによって支えられていたことは明らかだった。

「わかった……。エリザに従うよ。敗勢となれば、突つっ張らずに撤退してくれよ」

　リノは我がを押し通そうとはせず、素直にエリザに従うことに決めた。

「うん。リノ、ありがとう」

　そう言って、エリザは微笑ほほえんだ。

　それから素早くエリザは指揮下の隊長たちを集め、会戦前の軍議を行い始めた。

　敵も布ふ陣じん中だ。その動きを見ながら、臨機応変にこちらも陣形を整備し直さなくてはならない。敵の将は、エリザよりずっと場数を踏ふんでいるミケロットなのだ。最後の最後まで、有利な陣形を探るべきだった。

　教皇軍の布陣を睨にらみつつ、エリザが指示を出していく。

「右う翼よくには、ガルディ率いる軽装の騎兵一〇〇。中央、第一列にはドロテア指揮の砲兵一〇〇。中央、第二列にはリノ指揮の歩兵八〇〇。そして左翼には私が直接率いる重装騎兵一〇〇」

『はっ！』

　隊長らは威い勢せい良く応じてきた。

「まず、ガルディ隊は軽騎兵を率いて敵の牽けん制せい。決して敵にぶち当たろうとせず、流れを見ながら時折ちょっかいを出すだけでいいよ。そして左翼の私の隊が突とつ撃げきしたら、それを合図に、敵陣の後ろに回り込んでくれる？」

「了りよう解かいしました」

「次に砲兵のドロテア隊。私が合図したら、ドロテアは派手に撃うちまくって。しっかり狙ねらいを付けるより、とにかく数が大事。戦場を支配するくらいの勢いでお願いね」

「畏まりました」

　砲兵が第一列に陣取る危険は明らかだったのに、ドロテアは深くうなずいた。

　指示の最中だったが、リノが口をはさむ。

「中央の第一列に砲兵を並べるのか？　どんな意図なんだ？」

　無防備で敵前に突出している砲兵など、敵のエサでしかない。

「それをこれから話そうと思ったの。ドロテア隊には軍旗を掲げた兵を多く配置する予定なんだけど──」

　それからエリザは手早く作戦計画を説明していった。
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　戦場は、ピリピリした空気に包まれていた。日はまだ高く、勝敗は今日のうちに付くだろう。





・フォルセス軍：一一〇〇（騎兵二〇〇、歩兵・弓きゆう兵へい八〇〇、砲兵一〇〇、砲五門）

　指揮官：エリザ・ファウネル

・教皇軍：一三〇〇（騎兵三〇〇、歩兵・弓兵一〇〇〇、砲なし）

　指揮官：ミケロット・ダ・コレラ





















　両軍とも、静かに睨み合っている。

　未いまだ、どちらも仕し掛かけるつもりはなさそうだ。教皇軍も整然と待機し、こちらの攻撃を待ち受けているようだった。敵将ミケロットは、中ちゆう核かくの歩兵のなかで、一人馬に乗り、まさに全軍の中央に陣取っていた。堂々たる姿だ。

　教皇軍の陣形はオーソドックスなもので、左右両翼に騎兵を配し、中央部には主力となる歩兵を厚く配置する形になっていた。お互たがいが両翼に騎兵を置くというほぼ対たい称しようになるような陣形だったが、フォルセス軍は大砲が中央部に突出していることが奇き異いだった。

　そのまま両軍が睨み合い、時間ばかりが経過した。ジリジリする。それでも、互いに動かない。

　最初に痺しびれを切らしたのはエリザだった。黄金の甲かつ冑ちゆうを煌きらめかせ、左翼の自陣から単騎、中央に馬を進めていった。教皇軍の視線も、エリザに一心に注がれていた。

　フォルセス軍全体を見渡せる場所まで進み出たエリザは、そこで剣けんを振ふり上げ、声を大に響ひびかせる。

「砲兵、攻撃開始！　撃てー！」

　間を置かず、フォルセス軍の五門の大砲が一いつ斉せいに火を噴ふいた。

　最初の砲ほう弾だんは、五発とも教皇軍まで届かなかった。しかし一発が敵右翼の騎兵のすぐ側そばに着弾し、教皇軍の馬が嘶いななき、隊列が乱れた。

　続けざまに砲弾が繰くり出されてゆく。狙いは正確ではないが、広く展開している教皇軍のどこかには向かって飛んでいくのだった。

　そして、ごくたまに、撃ち出した砲弾が地面を跳はねて跳ちよう躍やくし、教皇軍の隊列を薙なぎ倒たおしていく光景が見られた。教皇軍の兵士らには怯ひるむ様子が見られたが、それでもまだミケロットは動こうとしなかった。砲弾が跳ねて突入したところで、ごく数名を薙ぎ倒すだけだから、致命打ではまったくないと、ミケロットは冷静に構えているのだろう。

　ドロテア隊が休まず砲弾を繰り出していると、偶ぐう然ぜんにも一発の飛ひ距きよ離りがぐんと伸のび、敵の歩兵が陣を構える場所に着弾した。何十発も撃っていれば、たまにはこういうこともある。ドンと土つち煙けむりが上がり、教皇軍歩兵が悲鳴を上げた。

　ただ、ドロテア隊が持つ砲弾の数も無限大というわけではない。重い鉄の玉を、わずか一〇〇人の砲兵で引っ張って運んでくるのだから、砲弾の数には限りがあるのだ。いつまでも砲撃を続けられるわけではない。それに加えて、そろそろ砲ほう塔とうも高熱を放ち、砲弾の弾たま込ごめもまともにできなくなるはずだ。

　それでもドロテアは砲弾の数など考えもしないのか、エリザの指示に忠実に従い、限界まで大砲を駆く使ししていた。

　砲兵たちの後ろ──中央部、第二列に陣を敷しく歩兵を指揮していたリノの場所からは、ドロテア隊の砲弾がほとんど尽つきかけているのが見てとれた。

　そのとき、いったんは左翼に引き上げていたエリザが、再び砲兵たちの前に飛び出してきた。

「砲撃、中止！」

　砲兵たちは動きを止めた。

「砲兵、陣を前へ！」

　エリザが叫さけび、砲兵たちは一斉に大砲へと縋すがり付いた。

　ドロテアも細ほそ腕うでで大砲に付けられた綱つなを引っ張り、前進を開始した。

「第二列、歩兵、陣を前へ！」

　リノたちも、砲兵に足並みを揃そろえて前進した。

　さらに二〇歩ほど進んだとき、エリザが指示を出す。

「全軍、止まれ！」

　砲兵が敵前に突出するという歪いびつな陣形がさらに極まり、両翼の騎き兵へいらが、第二列であるリノ隊の後ろにまで下がる形になっていた。

　エリザが剣を振り上げる。

「砲撃開始！　撃てー！」

　再び、大砲五門が一斉に火を噴き始めた。手持ちの砲弾はほとんど尽きている。

　だが、さすがに近づいた分、五門から撃ち出される砲弾は、ほぼすべて教皇軍の陣のなかに撃ち込まれ、その度たびに土つち埃ぼこりが舞まい、兵士が吹き飛ぶ様子が見られるようになった。

　ここに至り、ついに教皇軍が前進を開始した。騎兵が先陣を切り、その後ろから歩兵が陣を進めてくる。そして教皇軍両翼の騎兵が、フォルセス軍中央の大砲へと群がってきた。

「怯むな！　撃ち続けろ！」

　エリザは砲兵に厳命した。

　構わずフォルセス軍砲兵は、群がる騎兵らに向けて、残り少ない砲弾を撃ちまくった。砲弾が地面を跳ね、馬とともに騎兵が空高く舞い上がり、絶ぜつ叫きようと血しぶきが宙に舞う。突入してくる騎兵らを、大砲は効率よく薙ぎ倒してゆく。

　しかし、ドロテア隊に敵騎兵が殺到するのはすぐだった。

　リノは歩兵を見み渡わたし、すかさず命じる。

「前進！　砲兵を守れ！」

　リノ率いる第二列の歩兵が雄お叫たけびを上げ、第一列の砲兵らに入り交じり敵騎兵の突撃を支えた。すでに砲兵らには砲を撃っている余よ裕ゆうはなかった。砲兵も歩兵も剣を抜ぬき、乱戦のなかでよく敵騎兵を防いだ。

　すでに火を噴かなくなった砲五門もまったく無用の長物と化したわけではなく、敵騎兵らを妨ぼう害がいする壁かべの役目を果たしていた。大砲の周りには砲弾を溜ためていた荷車なども置かれてあったので、馬に対する簡易的な防ぼう壁へきになってくれる。

　敵騎兵は三〇〇。だが簡易的な防壁に加えて、フォルセス軍の歩兵と砲兵は合わせて九〇〇。十分に防衛できる数だった。

　やがて敵騎兵らは進行を阻はばまれ一いつ旦たん後退し始めたが、その背後から、教皇軍の歩兵らが突入してきた。歩兵には、大砲や荷車のような簡易防壁は役に立たない。

　すぐに歩兵同士が入り乱れての乱戦が始まった。リノも剣を抜いて、歩兵たちの指揮を続けていた。ドロテアも砲兵らをまとめているだろう。砲兵らの大半は職人で、荒あらっぽい人間たちが多いから、意外と歩兵としても善戦するはずだ。

　だが教皇軍歩兵が前進を続ける背後から、再び敵騎兵が最前線へと躍おどり出てきて、その勢いにフォルセス軍の一角が崩くずれ始めた。

「陣を退ひけ！」

　ドロテアが声を上げるのが聞こえ、砲兵たちが砲を捨てて後退し始めた。そのすぐ直後に、リノも叫ぶ。

「後退しろ！」

　乱戦のなか、フォルセス軍の歩兵は総崩れになりつつあった。敵に背を向け、味方を押しのけてでも逃のがれようと必死になる兵までいる始末。まだ戦いくさ慣なれしていない兵が多いため、混戦となるとどうしても浮うき足立ってしまいがちだ。

「敵は頼たのみの大砲を捨てて撤てつ収しゆうし始めたぞ！　このまま追い落とせ！　構わず殺せー！」

　敵将ミケロットが、馬上から指示を飛ばしている声が響いてきた。その声に勇気づけられ、敵歩兵と騎兵らは勢いを増して攻こう勢せいを掛けてくる。

　こちらが完全に反転して逃にげ出すと、さらに敵兵の足は速まった。フォルセス軍は、すでに大砲は完全に打ち捨てていた。

　敵兵が笑う声が聞こえる。この渦か中ちゆうにいる敵兵らは、誰だれもが教皇軍の圧勝だと思うことだろう。

　フォルセス軍は後退に次ぐ後退を続けた。もはや敗北を確信したように、我われ先さきにと逃げたのだった。
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　重装騎兵の下もとに引き上げていたエリザは、戦せん況きようを冷静に眺ながめていた。

　意図した撤収だからこそ、意外と損失は少ない。指示を理解している兵たちは退きながら戦っている。不思議なことに戦場というものは、パニックに陥おちいって逃げ出す兵は次々と殺されてしまうが、意図して逃げ腰ごしで戦う兵はなかなか死なないものだ。事実、目の前の歩兵・砲ほう兵へいらは大砲を置き去りにしたが、時折後ろを振り向きながら仲間の後退を支え、死なずによく戦ってくれている。

　右う翼よくに配した軽装騎兵も、損害が拡大しないように時折敵軍に手を出し、上手うまく横から敵軍の攻勢の勢いを削そいでいた。

　それでも、勝利が目前だと確信している教皇軍は、頼みの砲を投げ捨てて逃げるフォルセス軍を嘲あざけり笑い、前進に前進を重ねて戦果を拡大しようと躍やつ起きになっている。ある意味、パニックに陥っているのは教皇軍の方だとエリザには思えた。

　予想される激げき突とつを前に、エリザは地面に投げっぱなしだった兜かぶとを手に取り、身に付けた。そして再び馬にまたがり、面めん覆おおいを開け、整列する重装騎兵らを振り向き、エリザは淡たん々たんと語りかける。

「よく耐たえ忍しのんでくれた。見てわかるだろう、これが、我々が待っていた時だ」

　仲間を剣で払はらい、砲を捨てたことを嘲あざ笑わらう敵兵らに、一〇〇名の重装騎兵らは怒いかりの炎ほのおをたぎらせていた。

「我らはこれより、火か炎えんの化身となって教皇軍に突入する。諸君らの逆げき鱗りんを、神の名を騙かたるあの傭よう兵へいどもに余さずぶつけよ。我々は必ず勝利する」

　エリザの鼓こ舞ぶに、騎兵たちが奮い立つ様子が手に取るようにわかった。

「一兵たりとも見逃すな！　一人残らず皆みな殺ごろせ！　行くぞ、突とつ撃げき！」

　エリザは剣を掲かかげ、馬の背を蹴けって駆けだした。

　面覆いを下ろしたエリザを先頭に、槍やりを構えた左翼の騎兵が、打ち捨てられた砲を踏ふみ越こえて中央の自軍に追いすがる教皇軍に向けて、一斉になだれ込んでゆく。わずか一〇〇騎といえど、馬にまで装そう甲こうを施ほどこす甲冑の重装騎兵は、敵の脇わき腹ばらを突つくときに最大の打撃力を発揮する。

　エリザが吼ほえ、騎兵たちもめいめい叫びながら敵軍の脇腹を直撃した。
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　エリザ隊の乱入が合図だった。フォルセス軍の重装騎兵による攻勢に、敵歩兵が串くし刺ざしになり、横からの打撃に敵騎兵は馬ごと薙ぎ払われてゆく。

「止まりなさい！　姫ひめ様さまを守るのです！」
















　ドロテアの命令に、リノも続く。

「踏み留とどまれ！　反転しろ！　今こそ攻勢に出るときだ！」

　逃げ腰だったフォルセス軍の歩兵と砲兵は急に向きを変え、教皇軍の進撃を受け止めた。教皇軍の最前線は必死に刃やいばを交えてきたが、エリザ隊が軍を切り裂さいて横切っていくと、たちまち教皇軍全体が恐きよう慌こうに陥り始めた。敵最前線も慌あわてて反転し、先ほどの勢いとはまったく別の軍にでもなったかのように逃とう亡ぼうを図はかり始めた。

　その背後からドロテア隊とリノ隊が襲おそいかかり、右翼を担当していたガルディ隊の軽騎兵らが、教皇軍の背後に回り込んでゆく。

「退たい却きやく！　陣じんを退け！」

　敵将ミケロットは馬を翻ひるがえらせ、悲ひ壮そうな指示を飛ばしていた。

　この時点で、すでに教皇軍は誰も戦っていなかった。生き残るために懸けん命めいで、四方八方に散り散りになって逃亡を図ろうとする。

　周囲の兵たちは次々とドロテア隊・リノ隊に背後を斬きられ、串刺しにされていくが、それでも逃げる足を止めようとする者は誰もいなかった。

　先ほどのフォルセス軍の偽ぎ装そう撤てつ退たいのように敵の勢いを削ぎながら逃げるのか、それとも教皇軍のようにパニックに陥って逃げるのかで、効果が天と地ほども違ちがうことに、剣けんを振ふるいながらもリノは驚おどろきを隠かくせなかった。フォルセス軍が戦いながら逃げたときと違い、教皇軍は戦おうともせず、虫けらのようにバタバタと殺されてゆく。

　いったん陣を切り裂いて反対方向へと飛び出していたエリザ隊の重装騎兵が、再び一列縦隊となって、パニックに陥った教皇軍に突入してきた。悲鳴が上がり、助けを求める声が呼ぶ。

　今度のエリザ隊は突き抜けずに、教皇軍のど真ん中で馬の勢いを弱め、槍を捨てて剣を抜き、逃げ惑まどう教皇兵らを斬きり始めた。否いや応おうなしに教皇軍のパニックは頂点に達し、叫びの声がこだまする。

　戦場は教皇軍の血で染まり、地面は黒く濁にごってぬかるんだ。

　終わってみれば、フォルセス軍の圧勝だった。

　教皇軍一三〇〇のうち、捕ほ虜りよの数はおよそ一五〇。比ひ較かく的てき捕虜が少ないのは、混乱のなか、降こう伏ふくしたにもかかわらず誤って殺してしまったためだろう。その他、教皇軍のなかで戦場を脱だつすることができた者は二〇〇余りに過ぎなかった。敵将ミケロット・ダ・コレラを逃してしまったことが、唯ゆい一いつの失点といったところだろうか。








第五章　兵乱一過






　ミトの街に入城したフォルセス軍は、広場でエリザの前に集合した。

　死者二九名、負傷者四七名。死者のうち大半は、砲を打ち捨てて撤退を偽装する際に発生したものだ。敵の損害とは比べものにならないほどの少なさである。この差は、兵士がパニックに陥ったか否いなか。撤退戦であっても、兵士が冷静なら苦境に陥ることは防げる。いかに自軍が混乱しないように努めるかも、指揮官たる者の腕うでの見せどころなのだろう。

　また戦果と比較して損失が少なかったことにはもう一つ要因があって、後退局面で逃げ切れなかった者のうち五〇人近くが武器を投げ捨て、地べたに伏ふせ、降伏を装っていた。そのため敵は捕虜として考えていたのだろうが、こちらが押し戻もどす局面ではその五〇人も再び立ち上がり、近場の武器を取り、捕虜から一転してフォルセス軍に戻ることになった。敵の中央部でいきなり攻撃に転じた者たちが多数いたことで、奇き襲しゆう効果を生み出し、敵の混乱に拍はく車しやをかけることになったのである。

　意気上がる兵たちを前に演説するエリザを見ながら、広場の隅すみでリノはドロテアと会話を交わしていた。

「エリザには将軍としての才能があるとしきりにオヤジが褒ほめていたが、本当だった。戦局を読む力があるし、自ら先頭に立つ気き概がいもあるし、兵たちの気持ちを摑つかむカリスマもある。大したものだな」

「そんなことは最初からわかっていました。リノは、ワルター様を疑っていたのですか？」

「何もかも疑わしいオヤジだよ。何者なんだよ、アレは。俺は半分くらいしか、オヤジの話を信じちゃいないけどな」

「父親に対して何て言い草なんですか。フォルセス公国の宰さい相しようまで務めた御お方かたですよ」

　大国や中ちゆう堅けん国の宰相ならすごいが、フォルセス公国は、教皇領内やドーツ地方に数多あまたある小領主が治める土地とそれほど変わらない弱小勢力である。それゆえ国際政治においてワルターの重要性は皆かい無むだった。

　だから宰相といっても、単なる一官かん吏りとそれほど違いがあるわけではない。フォルセス公国ほどの小さな国の宰相というのは、良く言えば君主の秘書官、悪く言えば使いっ走りというのが実像なのである。それが証しよう拠こに、小国の宰相が受け取る給料は、大国の一官吏の給料よりも低いことが普ふ通つうだ。

「だってさ、俺が息子むすこっていろいろおかしいだろう。エリザだってドロテアだって、オヤジの本当のところはわからないはずだ」

「私は……たとえ本当のことでなくても、父親だと言い張ってくれる方がいるのは羨うらやましいです。私は天てん涯がい孤こ独どくの身の上でしたから……」

「ドロテアは天涯孤独なんかじゃない。俺もエリザもいるだろう？　少なくとも俺は、ドロテアのことを家族だって考えているけどな」

　広い屋や敷しきではあるが、一つ屋根の下に育った仲である。三人で一いつ緒しよにならない日は一日もなかった。

「リノがそう言ってくれるのは嬉うれしいです。だけど私には、父親に対して憧あこがれのようなものがあるんです。いなかったから夢想しているだけかもしれませんけれど……」

「俺が父親になってやろうか？」

「ずいぶん残念な父親ですね。私が可哀かわい想そうだと思わないんですか？」

　リノとドロテアは顔を見合わせて笑った。

「三つの街を攻略して大勝したのはいいが、死者と負傷者は合わせて七％を越えている。負傷者はすぐ復帰できるだろうけど、死者には遺族に年金を出さなくちゃならないし、兵の補ほ充じゆうや訓練もしていかなくちゃならない。さすがにフォルセスのような小国が何度も戦いくさをするのは厳しいと改めて実感するよ」

「それを整えるのがリノの仕事です。姫様が勝ち続けられるように、リノがしっかり国政を取り仕切ってください」

「簡単に言うなよ……。国政っていっても幅はば広ひろすぎるだろ……。財政も外交も経済政策も何もかもやらなくちゃならない。戦争すればするほど国が荒こう廃はいするんだってことを知ってくれ。いかに戦争せず、外交上で優位なポジションを作るかが一番重要なことだ」

「それもリノの仕事です」

「ふう……」

　リノは大きく息を吐はいた。

　それからフォルセス軍はミトの街に駐ちゆう留りゆうし、教皇軍や反乱軍の動静を探った。どうやら、ほぼすべての戦線で反乱軍は健けん闘とうしているらしい。大半の街には少数の守備兵しかいないので、反乱軍が連勝するのは当たり前の情勢だった。反乱軍は、戦力を持つ傭兵隊長らが各個バラバラに動いているだけだが、それが教皇軍を混乱させ、優位な状じよう況きようを作りだしているようだった。

　ミトの街が教皇軍の北東部の拠きよ点てんになっていたので、そこをフォルセス軍が攻略したことが伝わり、反乱軍の動きはにわかに活発になったようだった。
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　ミトの街に駐留しつつ情報収集に励はげんでいたところ、この反乱の首しゆ謀ぼう者しやの一人であるオルシーニ枢すう機き卿きようからの使者が到とう着ちやくした。すぐさまエリザとの謁えつ見けんを許し、リノも話し合いに参加した。

　使者が口にする。

「この度たびのミトの街での戦勝、オルシーニ枢機卿も大変喜んでおられます。しかし一方で、ローマからの情報によりますと、教皇軍最高司令官チェザーレ・ボルジアの下もとにも各国から着々と傭よう兵へいが集まってきており、反乱軍と対たい峙じするための軍備を整えている様子です」

「教皇軍はほぼ傭兵軍よね。どのくらいの数の傭兵がローマに集まってきているの？」

　エリザが訊きいた。

「わかっているだけで、フランク騎き兵へい一〇〇〇、スイズ傭兵三〇〇〇……。チェザーレ・ボルジアがローマを発たつころには、少なくとも五〇〇〇は越こえているのではないかと」

「フォルセス軍単独では相手にできない数だな」

　冷静にリノが指し摘てきした。

「反乱軍は個別に動いている状況ですが、すべての将軍が集結すれば、総兵力は十分に教皇軍に匹ひつ敵てきすると思われます。そこでオルシーニ枢機卿としましては、各軍の司令官に呼び掛かけ、大同団結して教皇軍の主戦力に決戦を挑いどむときが近づいていると考えております。急ぎ、ファウネル公にはマジョーネの街までお越し頂き、反乱軍の諸将による会議にご参加下さればと……」

「会議の日取りは？」

「四日後の正午からとなっております」

「行きましょう。オルシーニ枢機卿と反乱軍諸将には、エリザ・ファウネルも参加すると伝えておいて」

　リノが腕を組む。

「教皇軍との決戦か……。ここまで来たら勝たねばならない一戦だが、果たしてどうなるだろうか……」

「お言葉ですが、イタリナにまったく利害関係を持たない傭兵に頼たよらねばならない教皇軍に対し、各反乱軍の兵は身近な私兵ばかりです。また、最近まで教皇軍の主力を成していた傭兵隊長らが率いておりますので、指揮能力は確実に上回っているはずです。仮に兵の数が同数だとすれば、兵の士気の点でも、指揮官らの能力の点でも、反乱軍が圧あつ倒とう的てきに優位な情勢と言えましょう」

「だからこそだよ。反乱軍の指揮官たちは、みな勇将揃ぞろいだろう？　率いる私兵は誰だれもが五〇〇人から一〇〇〇人くらいで、飛び抜ぬけた軍がない。フォルセス軍も負傷兵を補充したとして、決戦までに動かせる兵は頑がん張ばって一五〇〇ってところだ……。それだけに、誰も全体を統率できる人物がおらず、味方同士での鍔つば迫ぜり合いが起こらないか心配なんだよ」

　果たして、反乱を統率する人物が会議でまとまるだろうか。リノの関心は兵力の上下より、統率者の有無に集中していた。




　　　　◆




　使者が去ったあと、エリザとリノは顔を突つき合わせて話し込んでいた。

「反乱軍の傭兵隊長たちは、なかなか力のある指揮官ばかりだと思う。勝てる戦いになるんじゃないかしら？」

　エリザの楽観的な観測に、リノが肩かたをすくめる。

「どうかな。会議の行方ゆくえ次第だろう。もしエリザが全体の統率を担になう立場になったら、俺は勝てると思うぞ。別にエリザじゃなくても、ヴィテロッツォ・ヴィッテリ様でも、オリヴェロット・ダ・ヴェルモ様でもいい。誰か一人が責任を持って統率できるなら、イタリナ兵が中心の反乱軍が七、八割がた勝ちと見ていいだろう。だが混成軍のまま決戦を挑むとなれば、逆に七、八割がた負け……」

「戦う前からリノは結論を出すよね」

「それが俺の仕事なんだ。もし戦わなくちゃならないのなら、勝てる状況を作りだすことが、国政を担う俺の役割だろう？　その先で、実際に軍の指揮を執とるのはエリザの仕事だ」

「リノのことは信しん頼らいしてるよ。だけどミトの会戦の前も、リノは『退ひいた方がいい』って主張してたじゃないの。戦いは、やってみなくちゃわからないところがある」

「そうだよ……いや、まったくその通りだよ……。エリザの用兵には負けたよ。だけどまた同じような局面が来たら、俺はやっぱり『退いた方がいい』と進言すると思うぞ」

「自分の役割に忠実にってことね」

「戦いは、用兵や天運次第で予想を越こえた物事が起こるものだ。そこは俺にはわからない。神にだってわからないだろう。だから少なくとも俺の立場としては、教皇軍との決戦には負けることまで想定しておかなくちゃならない」

「負けたら、フォルセス公国に次はないわ。この反乱に巻き込まれた以上、最後まで勝ちきるしか術すべがない」

　エリザの気持ちはわかるが、負けるときは負ける。どれほど偉い大だいな将軍だって、局面次第では敗北や敗勢を免まぬがれ得ない。アレクサンドロスにだってハンニバルにだってカエサルにだってベリサリウスにだって勝ち切れない局面はある。いや、苦しい戦いを乗のり越えた経験の積み重ねが、その将軍を偉大にすることに繫がるのだ。

　当のエリザとて、第一戦目のフォルセス防衛戦では敗将となったばかり。第一、悪天候やペストのような流行病、予想を越える軍事科学技術のイノベーション、住民の反乱、そして関係各国の不意な動きや身内の裏切りなどまですべてを予測できるはずもない。常勝無敗など、完全なる虚きよ構こうだ。

　それゆえ、戦をする場合は敗北を想定しておくことは必ひつ須すである。そしてもし敗色濃のう厚こうとなった場合にも、負けたように見せない状況を作りださねばならない。また外交上の施し策さくによって、それを覆くつがえせるだけの立ち回りも必要になってくる。そういう局面こそが、自分の最も重要な戦いなのだとリノは強く認識していた。




　　　　◆




　エリザとリノは騎兵二〇〇を率い、指定された日取りにマジョーネの街までやってきた。

　街には、二〇〇〇人を超える兵士らが滞たい在ざいしていた。すべて反乱軍に加わる傭兵隊長らの私兵ばかりだ。兵士たちは、どこか戦勝気分に浮うかれたように昂こう揚ようしていた。散り散りになっていた教皇軍に対して勝利を重ね、気持ちが前のめりになっているのだろう。

　会議が行われるのは、マジョーネの街の公会堂だった。他ほかの軍団の兵たちと同じように、騎兵二〇〇を広場に待機させ、エリザとリノは公会堂まで急いだ。

　公会堂に入ると、ロビーにいた体たい軀く隆りゆう々りゆうとした男が声をかけてくる。

「ほう……。あなたがファウネル公だな？　これは有名人の登場だ」

「いかにも、エリザ・ファウネルです。そういうあなたは、どちら様？」

　エリザが立ち止まり問い質ただした。

「これは失礼した。ヴィテロッツォ・ヴィッテリと申す者。教皇軍にて傭兵隊長を務めていたが、この度チェザーレの暴ぼう虐ぎやくの前に、反乱に加わらせて頂いた」

「お初にお目にかかります。ヴィッテリ様の戦歴のほどは聞き及およんでおります。ところで、私が有名人というのはどういう意味です？」

「反乱軍の諸将は、私も含ふくめてみな無骨な男ばかりだよ。あなたのような美しい女性が軍を率いるというのは、なかなかに珍めずらしいものだ」

「そうでしょうか。フランク王国でジャンヌ・ダルクやジャンヌ・ド・ベルヴィルが活かつ躍やくしたのはそう昔の話ではありません。このイタリナでも、一五歳のころから従軍経験を持つ女伯マティルデ・ディ・カノッサなど、名のある武将には事欠きません。領地の相続人になった女人にとって、男性が考えているほどには、特別だという意識はないのですよ」

「しかも、身分が高い。反乱軍の関係者であなた以上の身分の者は、オルシーニ枢機卿くらいだろう。もっとも枢機卿は軍など率いてはおらないがね」

「戦争に、身分は関係ないでしょう。兵と共に駆かけ、兵と共に露ろ宿しゆくする軍務に、身分が光り輝かがやくようなことはありません」

「はっはっは。これは予想以上に大したものだ。ワルター殿どのは元気にしておられるか？」

「ええ、いつも飄ひよう々ひようとしております。フォルセスの防衛はワルターに任せたので、安心して兵を進めることができました」

　そんなエリザの説明に、ヴィッテリは意表を衝つかれた表情になる。

「ミトの会戦の成り行きは聞いた。まさかワルター殿は参戦しておられなかったのか？」

「ええ、さすがに歳としということもあるので、守備についております」

「……とすれば、ミケロット・ダ・コレラ率いるミト防衛軍を木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしたのは、あなたの仕事だったといわけか！」

「ですが残念ながらミケロット・ダ・コレラを討うち果たすには至りませんでした。あと一歩だったのですが……」

「ふぅむ……あなたは我われ々われが考える以上に大した指揮官なのかもしれない」

　アゴに手をやってヴィッテリが考えこんでいると、公会堂には別の男が入ってきて声をかけてくる。

「ヴィッテリ殿。その美しい淑しゆく女じよは誰だ？」

「この御お方かたがファウネル公だよ。貴君もミトの会戦の話は聞いているだろう？」

「あれはワルター・バルダートの仕事ではないのか？」

「いいや、ワルター殿はフォルセスの防衛に就ついているそうだ。ミトの会戦を戦ったのは、この姫ひめ君ぎみだよ」

「……まさか。ありえるはずがない。第一そんな……兵たちを鼓こ舞ぶできるのか？」

　男たちはエリザを囲んで盛り上がり始めた。

　エリザは困こん惑わくし、リノに視線を向けてきた。この地方では知られた傭兵隊長たちからエリザが褒ほめられるのは、リノには自分のことのように嬉うれしい話だった。

　それから幾いく人にんかの傭兵隊長が到着し、揃そろって議場に移動した。副官一人までなら同席を許可されていたので、リノも出席を許され、静かにエリザの後ろに従った。

　邸てい内ないのテーブルに揃った傭兵隊長らは八名。そのうち三人が副官を連れての出席だったので、エリザとリノを含め、テーブルを囲んで一三名が椅い子すに腰こしかけていた。

　しばらく雑談をかわしていると、オルシーニ枢すう機き卿きようが部屋へと入ってきた。皆みなが立ち上がって迎むかえると、オルシーニ枢機卿は鷹おう揚ように手を掲かかげて座るように促うながしてくる。

「皆の戦果は聞き及んでおる。新たに反乱軍に加わったフォルセス公国も、なかなかの働きをしてくれているそうではないか」

　参戦する他に選せん択たくの余地はなかったというのが実情だ。目の前で反乱が吹ふき荒あれていて、もし参加しなければ教皇庁の軍門に下ったと見なされ、フォルセス公国内の幾つかの街が反乱軍に蹂じゆう躙りんされていたに違ちがいない。だがリノは一切の異議を挟はさまず聞いていた。

　オルシーニ枢機卿は皆を労ねぎらったあと、本題に移ってゆく。

「漏もれ伝わるところによると、チェザーレ・ボルジアは着々と兵を編制しなおしているようだ。貴君らに代わる傭よう兵へいを各国から集めておる。決戦のときは近づいているようだ」

　オルシーニ枢機卿は、リスティア教皇アレクサンデル六世と根深い対立関係にあることは誰もが知っていた。そしてアレクサンデル六世は、チェザーレ・ボルジアの父親である。ボルジア一族を追い落とせば、次期教皇選出会議では、オルシーニ枢機卿が教皇に推おされるであろうとも目されていた。聖界の頂点である教皇選出会議ともなれば、血みどろの戦いは付きものだ。

　ここに集つどう傭兵隊長たちには名門オルシーニ一族が多く、いずれチェザーレに自領を切り取られるかもしれないという不安への反発と、そしてオルシーニ枢機卿を推すことで自らの権力を増大させようとする野心が交こう錯さくしているのだった。

　一通りオルシーニ枢機卿からの現状報告が終わると、傭兵隊長らはそれぞれ思い思いの考えを口にしていく。

「チェザーレとの決戦に勝てば、教皇アレクサンデル六世は思いのままに操れるようになるだろう。いや、アレクサンデル六世は我々に従わざるを得ない」

「どちらにせよ、アレクサンデル六世はもうすぐ死ぬよ。もう八〇近い歳なんだからさ」

「だが現教皇が死んでも、チェザーレ・ボルジアが健在ならば面めん倒どうなことになる。この機会に討ち果たしておくべきだ」

「皆の考えもわからないではないが……そろそろチェザーレ・ボルジアと和議をすべきときではないか？」

「何を言う!?　貴君は今まで何のために戦ってきたというのだ？」

「決戦に勝てるかどうかは五分五分だ。もしも敗北すれば、自領の心配どころの話ではないぞ。領地はすべて召めし上げられ、一族が殺されることになるかもしれない。こちらが優勢な今こそ、和議を結ぶ最善のときだ」

「勝てばいいだろう!?　チェザーレ・ボルジアの戦略戦術なら、我々は誰だれよりも理解している。教皇軍といえば、本来は我々のことだったのだからな。ゆえに戦いの帰き趨すうは五分五分ではない。控ひかえ目に見ても、我々が勝つ見込みは八分ある」

　傭兵隊長らの議論は紛ふん糾きゆうした。

　この会議に新参のエリザとリノは、黙だまってやり取りを見守っていた。

（決戦に勝てる見込みは、楽観的に見積もって二分といったところか……）

　三々五々に分ぶん裂れつする傭兵隊長らの意見を見て、リノはそう実感した。

　やはり混成軍はいけない。一人一人に実績がある傭兵隊長たちが揃っているからこそ、余計に事態が悪くなる。まだ無能集団ばかりの方が、こちらが場を操ることで統率が取れるというものだ。

　突とつ出しゆつした実力者と軍勢を持つ者がいないことも、さらに事態を悪くしている。このなかで最も多い軍勢を持つのは、ひとまず国家としての体裁を持つフォルセス公国だ。しかしそれでも軍を結集しても二〇〇〇に届かず、各傭兵隊長たちが持つ私兵五〇〇～一〇〇〇ほどと大きな開きもない。

　オルシーニ枢機卿が錯さく綜そうする議論を制する。

「皆、落ち着きなさい。要するに、勝てばいいだけの話なのだよ。そこさえ乗り切れば、教皇庁は実質的に私たちのものになる。戦いもしないのに、負けたあとのことに悶もん々もんとしても仕方あるまい？」

「意見具申してもよろしいですか？」

　ここぞとばかりにリノは口にした。

　副官が発言するのは憚はばかられたが、勝つためには、どうしてもまとめておかねばならないことがある。いくら引きずり込まれた反乱とはいえど、参戦した以上はフォルセス公国としても、勝ってもらわなくては困るのだ。

　全員を見回してリノは続けてゆく。

「ここに居並ぶのは、多くの戦歴を持つ方々ばかりです。此こ度たびの反乱においても、個別の戦いでは皆さま勝利を重ねてきたでありましょう。しかし雌し雄ゆうを決する一大決戦ともなれば、全体の統率を取る総司令官の存在がどうしても不可欠になります。どなたかに指揮権を預け、その統率に従うことが、勝つための唯ゆい一いつ無む二にの道であると考えます」

「それはそうだ。当然だ。チェザーレとの決戦に挑いどむ前に、総司令官は決めねばなるまい」

　傭兵隊長の一人が強い同意の言葉を口にすると、テーブルの全員は何度もうなずいた。さすがに戦争を知っている諸将だけに、リノの正論に反対を唱える者はいなかった。

「では誰がなる？」

　それから傭兵隊長たちの牽けん制せい合戦が始まった。頼たのまれてもいないのに軍略を述べ始めたり、教皇軍との決戦の場所について滔とう々とうと語ったりと、誰もが自分を主張するために躍やつ起きになっていた。同格の傭兵隊長に、自分を預けたくない気持ちは誰もが同じだ。

「いっそのこと、オルシーニ枢機卿が総司令官になっては？　このメンバーのなかでは抜ばつ群ぐんに身分が高いだろう」

　傭兵隊長の一人が投げ出すように言ったが、その意見に賛同する者は一人もいなかった。軍を率いたことがない人間に、虎とらの子の自軍を任せようとする将軍はいない。この意見を述べた隊長も、どうせ決まらないのならと、止やむにやまれず口にしただけだろう。

「私は無茶だよ……。このあとは、ミレノに向かうことになっている。皆の決戦を、ミレノで見届けようと思う」

　要するにオルシーニ枢機卿は、反乱軍に身を投げ出すつもりは毛頭なく、勝つにせよ負けるにせよ、自分だけは安全な場所に避ひ難なんしておこうとしているらしかった。そして、いざ反乱軍勝利となれば、いけしゃあしゃあとミレノから舞まい戻もどってきて、主導権を握にぎるつもりに違いない。

　出世する聖職者はこういう政治的能力に長たけているから、それほど珍しい行動原理というわけではないとリノは思った。

「身分が高い者に総司令官を任せるというのなら、ファウネル公がよろしいのではないか？　ミトの会戦では、あのミケロット・ダ・コレラを完かん封ぷうしているし、曲がりなりにも一国の君主だ。我々が掲げる旗印としては悪くない」

　一人の意見に、続々と男たちが従い始める。

「……いいんじゃないか。俺は賛成だ」

「エリザ・ファウネル様になら、我々は従わねばなるまい」

「美しき将軍に仕えるというのは、なかなか絵になるではないか。なぁ、諸君？」

「名案かもしれぬぞ。麗うるわしい姫君にかしずくことこそが騎き士し道どうの本分というものよ」

　にわかに、男たちは次々と賛意を示し始めた。自ら軍を率いるエリザならオルシーニ枢機卿よりずっとマシだし、同格の男たちがこのまま紛糾するよりはとの判断が銘めい々めいに働いているのだろう。

「畏おそれおおい役目ではありますが……私でよろしいのでしたら──」

　エリザが話し出そうとするのを、すかさずリノが制する。

「お待ちください。皆さまは、我が軍に統率のすべてを委ゆだねてくださるという理解でよろしいのですか？　フォルセス軍が立てた作戦計画に則のつとって動いてくださいますか？」

　リノとしては、この一同が本当にエリザに軍を預ける意志があるのなら、大いに望むべき流れではあった。決戦に勝てる見込みが出てくるからだ。しかし、彼らの本心を確認しておかねばならない。

「……それは話が違うよ。あくまで、ファウネル公を旗印に仰あおぐというだけの話で、戦いくさの心得なら我々は誰も指導を受ける必要がないはずだ」

　傭兵隊長の一人が当然のように言った。

　リノは他ほかの面々が語るのを待った。しかし誰も彼もが今の隊長の話に同意のようで、うなずいているだけだった。

　要するに彼らはエリザを旗印として利用したいだけで、傘さん下かに入って戦うつもりは毛頭ないのだ。とすれば、決戦はバラバラの軍略の下もとに戦うことになり、総司令官をエリザが務める意味がない。

　反乱軍の旗印になるということは、万が一戦いに負ければ痛つう烈れつな打だ撃げきとなって返ってくる。公国が消え去るのは当然だろうし、エリザも公衆の面前で処しよ刑けいされることは確実だと思われた。

　欧おう州しゆうのどこに逃にげようと、敗北した反乱軍の総司令官だった者には追っ手が差し向けられ、暗殺の憂うき目に遭あう可能性は高く、そうでなくとも逃げた先の君主に逮たい捕ほされて教皇庁との外交カードとして差し出されることになるかもしれない。デメリットだけが多く、まともな未来は見み出いだせなかった。

　もしフォルセス軍が反乱軍の全体を真の意味で統とう括かつできるなら、決戦に勝つために、あえてエリザが死地に踏ふみ込むだけの価値はあろう。しかし従うつもりのない傭兵隊長たちのために旗印になるだけなら、何一つ得るものがないことは確実だった。

　しばしリノは押し黙り、どのように対処すべきか考えを巡めぐらせていた。

「……リノ？」

　先ほどは軽く引き受けようとしたエリザだったが、リノが気難しい顔をしているのを不安げに覗のぞき込んできた。

　チラとエリザを見やったリノは決断する。

「申し訳ありません……。身分が高いという理由でしたら、オルシーニ枢機卿を差し置いて、我が主君が総司令官になるのは憚られます。かつまた、我が主君は未いまだ数回の戦せん闘とうを経験したばかり。ここに集う歴戦の皆々様を率いる役目としては、いささか荷が重いものと考えます。私としましては、ヴィッテリ様こそが総司令官に最も相応ふさわしい御お方かたであるように考えておりますが、皆さまのお考えはいかがでありましょうか？」

　リノの言葉に、エリザは不満げに口を尖とがらせていた。幾いくつかの戦闘に勝ち、戦いへの自信を持つようになったエリザが腹を立てるのは仕方ない。しかしリノとしては、ここでエリザを形けい骸がいの総司令官にするわけにはいかなかった。

「私か？　皆みながそうしてほしいというのなら、考えぬでもないが」

　話を向けられたヴィッテリは、満まん更ざらでもなさそうだった。

　すかさず別の傭兵隊長が口をはさむ。

「そうなると話が違う。最初の話に戻るではないか。ここに集つどう面々は、同どう輩はいの指揮下に入るようなことは望まないはずだ」

　結局、議論は紛糾したまま、会議の最後まで総司令官が決まることはなかった。結論としては、各軍が独自の判断で決戦の場所へと集結し、教皇軍との雌雄を決しようという当たり障さわりのない決議になってしまったのだった。
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　反乱軍の会合が開かれたマジョーネから、引き連れてきた騎兵らと共にエリザとリノは帰き途とについていた。

「この反乱は失敗する公算が高いかもしれない」

　馬上で揺ゆられながら、リノはささやくように隣となりのエリザに言った。

「リノはそんな悲観論ばっかりだよね」

　エリザは不服そうな面おも持もちだ。

「この反乱軍を集めて、エリザは教皇軍に勝てると思うか？」

「……どうかな、やってみないとわからない。教皇軍がどれだけの兵を集めるかにもよるし、地形や天候によっても変わるでしょう。集まった傭よう兵へい隊長たちも、彼らの私兵も、戦に弱いわけじゃない。運がどっちに転ぶかわからないわ」

「もちろん運が味方することだってあるだろう。だけど俺は、運にすがるつもりにはなれないな。俺たちが運にすがったときは、負けだと思った方がいい」

「でも、運を信じて勝ちにいくしかないでしょう。だって他に道はないもの。教皇軍との決戦に負ければ、私たちに明日あしたは来ない」

「それもまた事実なんだけどな……どうしたものか……」

　さしものリノも、思考がドン詰づまりだった。

　弱小のフォルセス公国は、荒あら波なみに翻ほん弄ろうされるまま、この道を進むしか術すべがなかった。他の選せん択たく肢しを採りようがなかったのは明らかだ。

　軍事力の弱体こそが、すべての問題の根源である──そのことをリノは痛切に悟さとらざるを得なかった。十分な防衛力があれば、反乱軍にも別の対処の仕方があったし、そもそも教皇軍が軽々しく公国を侵しん略りやくしてくることもなかったであろう。

　この策さく謀ぼううずまく時代にあって、生き残るためには国を富ませ、ひたすら軍事力の増強と、軍事技術の研究に励はげんでいくしかないのだ。それも、文字通りに命いのち懸がけで。

　リノは苦く渋じゆうの思いでいっぱいだったが、ここで嘆なげいても詮せん無ないことだ。ひとまず今は、ミトの街に待機させている兵を率い、傭兵隊長たちのあとについて決戦場に赴おもむくしかない。
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　教皇庁、法皇の間。

　教皇アレクサンデル六世は、報告に来た息子むすこチェザーレを前に、たった二人だけで密談を交わしていた。

「父上。ずいぶん心配をおかけしましたが、ようやく反はん攻こうの準備が整いました。これより私は教皇軍最高司令官として、反乱の鎮ちん圧あつに向かいます」

「何人集めた？」

「ひとまず六五〇〇」

「まだ足りないではないか。教皇庁の国庫は自由に開いて構わんのだぞ。せめて一万にはしたらどうだ」

　教皇は寛大な口調で言った。

「あと二週間もすれば、ドーツから四〇〇〇ほどが到とう着ちやくする手て筈はずです。しかしながら、待てば待つほど反乱軍を勢いづかせ、国を荒あらさせる時間を与あたえるだけ。勝てる兵力を手にした以上、きやつらを風の如ごとく薙なぎ払はらってみせましょう」

　チェザーレが類たぐい希まれなる知略の持ち主であることは知っている。神童だったチェザーレが、八歳にして教皇庁書記長に就任できたのは単なる幸運ではない。しかし我が子の心配が頭を占しめてしまうのは、自分も親バカということだろうか。

「勝てる兵力か？」

「無論」

「だがミケロットがミトで大敗を喫きつしたようだな。まったく恩知らずなヤツだ。チェザーレに相応しい腹心として、手を尽つくして育ててやったというに……」

　ミケロットは、いずれチェザーレの懐ふところ刀がたなとなるように、奴ど隷れいとして売られていた没ぼつ落らく貴族の息子を、自分が買い取って育てたものだ。チェザーレと共に教育を受けさせてきた。それなりに有能だし、忠実な幕下に育ったものの、やはりチェザーレに及およぶ万能の素質は持ち合わせていない。

「相手を甘く見過ぎていたのが敗因です。ミケロットにもいい勉強になったでしょう。なに、失った手勢の大半は傭兵。給料を払わなくて済むようになったと思えば、悪い話ばかりでもありません」

「軍を率いていたのはファウネル家の公女という話ではないか。敗れた相手としては、いかにも力不足すぎる。情けなや……」

「たしかにエリザ・ファウネルには戦歴が少ないですが……おそらく父上が考えている以上の剛ごうの者です。公女が自らに剣けんを突つき立てた話はしましたが──」

　チェザーレは、エリザ・ファウネルがいかに美しく、礼れい儀ぎ正しい武人であるかを滔とう々とうと説明して聞かせてきた。ミトでの敗戦など気にも留めていないのか、さも愉ゆ快かいげに話す姿が不思議だ。

　それでも教皇には半信半疑だった。ファウネル家の公女が見目麗うるわしい姫ひめ君ぎみだというのは、イタリナやフランクの貴族階級のなかではよく知られた話だ。しかしそのような公女が、兵士たちを前に訓辞を伝えているような姿など、教皇庁の奥深くに暮らす教皇には、にわかに想像しがたいことだった。

「圧勝するなら問題はない。しかし反乱軍の諸将は面めん倒どうな連中ばかりだ。敵の兵力を残したままだと、反乱を鎮圧したことにはならないだろう」

「ご心配には及びません。諸将に対し、密ひそかに、講和を求める使者を個別に派は遣けんしております」

　意外なチェザーレの手だった。しかしチェザーレのことだ、深い企たくらみが隠かくされているに違ちがいない。

「ほう、講和をか。条件は？」

「反乱軍が不当に占せん領りようした所領をすべて安あん堵ど。以降、長きに亘わたりその領地を統治し、教皇庁に貢こう献けんするように。その上で、再び教皇軍に傭兵隊長として着任することを許す」

「……ずいぶん反乱軍のヤツらに都合が良すぎる条件だ。……フフフ、なるほど、偽にせの約束というわけだな」

「さすがは父上。左様にございます」

「ならばいずれ時流を見て、私も反乱軍の諸将らに丁重な手紙をしたためることにしよう。この反乱には神が免めん罪ざいを言い渡した、安心してチェザーレに身を委ゆだねれば、すべての領地は守られ、末永い安あん寧ねいが約束されるだろう……とな」

「……フフ、誠まことにありがたき謀はかりごとにございます」

　父と子は顔を見合わせ、互たがいにほくそ笑んだ。

「神の御み心こころはボルジアと共にある。チェザーレよ、私と教皇庁を利用するだけ利用し、一刻も早く自らの王国を打ち立てるのだ」

　教皇が荘そう厳ごんに告げると、チェザーレは畏かしこまって身を引き締しめたのだった。




　　　　◆




　ミケロットは壁かべに寄りかかり、法皇の間の扉とびらの側そばで、チェザーレが密談を終えるのを待っていた。

　ミトの会戦では大失態を演じてしまった。戦場でも常に冷静であろうとしていた自分なのに、ミトでは、左右両りよう翼よくに配した騎兵を指揮する中隊長二名が、ファウネル軍の砲ほうが際立っていたことに惑まどわされ、敵砲兵に怒いかりを爆ばく発はつさせたことが敗北に繫つながる原因となってしまった。騎兵の流れに乗って、自分が指揮する歩兵らを支し援えんに向かわせた時点で、勝負が付いていたということだ。

　結局、中隊長二名はいずれも戦死したので、敗因を作った罪は償つぐなっている。しかしまさか自分が命からがら逃にげ出すことになろうとは、予想もしていなかった惨ざん敗ぱいである……。返す返すも、チェザーレに申し開きが立たない。

　ミケロットが苦渋に苛さいなまれていると、法皇の間の扉が開き、チェザーレが姿を現した。

「話は終わった。ミケロット、進発の用意だ」

「……俺のことを責められたろう？」

　そう訊きくと、チェザーレは近づいてきて、返答の代わりに、ポンとミケロットの肩かたに手を置いた。ミケロットは謝罪の言葉を口にする。

「済まなかったな」

「いいさ。お前が助かったのは何よりの神の思おぼし召めしだ」

「……」

「なに、戦いくさの勝敗は運命の女神が決めること。次は女神に好いてもらえるよう、男を磨みがけばいいだけのことだ」

　軽い口調でチェザーレは言い、教皇庁の長い廊ろう下かを歩きだした。

　ミケロットは黙もくして従い、次の機会には必ずエリザ・ファウネルへの雪せつ辱じよくを果たしてみせると密かに誓ちかったのだった。
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　フォルセス軍はミトの街を出て、さらに軍を進めた。向かう先は教皇領のちょうど中央部に位置するカルザリス平原である。そこまでの道のりにある街は、すでに反乱軍の各将によって占せん拠きよされていたので、向かうところ敵が存在しない状態である。

　統率の取れない戦いであることが予想されたため、リノは足の速さに重点を絞しぼって軍を編制し直した。古くからフォルセス軍の主力である騎兵二〇〇は引き連れていくとして、歩兵から体力壮そう健けんで足の速い者を四〇〇ばかりまで絞り、合計六〇〇に兵数を落としたのだった。残りの歩兵と砲兵らはすべてミトの街に残留し、守備に徹てつすることになる。

　そしてミトの街の守備隊長はドロテアだ。決戦と聞きドロテアはどうしてもエリザに付いてきたがったが、懸けん命めいに説得して守備隊長を任せたのである。何かあった場合、迅じん速そくに守備隊を動かせるようにしておかなくてはならない。

　反乱軍では最大勢力を持つフォルセス公国が、砲も持たず、数もこれだけに絞るのは、先にマジョーネで開かれた会議に失望したためだった。決戦に参加しないわけにはいかないが、勝てない場合を想定して、撤てつ退たいしやすいように態勢を整えておく必要がある。

　尤もつとも、引き連れるのは頑がん強きような兵に絞っているわけだから、そこまで戦力が落ちるわけではない。戦せん闘とうで優勢となれば、騎き兵へいを中心にして機動戦を仕し掛かけられるだけの編制はしてきたつもりだ。要するに、勝ちにも負けにも両方に賭かけ金を突っ込んでいるのである。それがリノ流の深謀だった。

「フレンツェ共和国やジェリバ共和国あたりの周辺国は、反乱軍を支援もせず非難もせず、教皇領の動向をじっと見守っているだけみたいね」

　馬上のエリザは、残念そうにため息をついた。

　隣となりで馬を走らせるリノは、当然のようにうなずく。

「まぁ、動かないだろうな。だけど、もし反乱軍の優勢がハッキリしたら、周辺国はとたんに反乱軍支持に回ると思うぞ。逆に、チェザーレが盛り返すようなことがあれば、一いつ斉せいに反乱軍の非難を始めることになるだろう。そんなものだ」

「みんな、自分のことしか考えてないね。誰だれも信じられないんだ」

「でないと生き残ることなんて不可能だ。弱き者は、強き者の動向に振ふり回されるだけ。それがこの世の真理……仕方ないんだよ」

「どうしてお父様がリノやドロテアを幼いころから私に付けて、一いつ緒しよに教育を受けさせたのか……ようやくわかったような気がするよ」

「へえ、どんな理由だと思うんだ？」

　興味が湧わいてリノは訊いた。自分の存在意義にも関かかわる話だ。

「君主になるかもしれない私を孤こ独どくにしないために」

「……なるほど。たまに貴族が自分の子どもと一緒に別の子を育てる話を聞くが……それが王おう侯こう貴族の知ち恵えなんだろうな。チェザーレ・ボルジアとミケロット・ダ・コレラも、同じような意図で一緒にされたに違いない」

　哀かなしげにエリザがつぶやく。

「ほんの一人か二人の分身しか信じられない世界か……。ふと思ったんだけど……地じ獄ごくってこんな感じなのかな」

「向こうの方がいくらかマシなんじゃないか」

　苦笑しながらリノは応じた。

　そんな話をしていたところ……前方を進む騎兵の隊列が乱れた。進軍が止まる。

「どうしたんだろ？」

　エリザは前へと馬を駆かり、リノも続いた。

　軍の先頭に近づくと、兵の一人が声をかけてくる。

「姫！　教皇軍の密使と名乗る者が！」

　さらに馬を進めると、幾いく人にんかの兵に、男が地面に押さえつけられていた。みすぼらしい農民の格好をしていた。

　エリザとリノは馬を下りて、取り押さえられた男の側へと近づいた。

　兵たちが押さえつける手を緩ゆるめると、男が言う。

「ファウネル公とお見受けします。我が主あるじ──チェザーレ・ボルジア様からの密書をお持ちしました。どうか私を解き放ち、密書をお受け取りください」

　エリザが取り押さえる兵たちを見回すと、兵の一人が答える。

「武器などは持ち合わせていないようです」

「わかった。話を聞きましょう。みんな、下がって」

　兵士らは男から手を放し、距きよ離りを取ってエリザとリノの周りを取り巻いた。

「こちらが密書です。どうぞ」

　密使が恭うやうやしく書状を差し出してきた。

　受け取ったエリザは書状を広げ、リノは後ろから覗のぞき込んだ。「フォルセス公国だけに特別に伝えたい」という意味の書き出しから始まる文章は、反乱をやめるよう勧かん告こくする内容だった。条件が様々示されてあり、軍を引き上げるのであれば次のことを約束すると書かれてあった。




「フォルセス公国の完全なる独立を認める」

「教皇庁への毎年五〇万シリングの貢納は二度と不要である」

「フォルセス公国がこのたび占領した、エリノリア、リタール、ミト、およびその周辺地域一帯を、フォルセス公国の新しい領地として認める」

「教皇軍はフォルセス公国の国境線を越こえて兵を立ち入らせることはない」

「今後は教皇庁とフォルセス公国は地域の安定と平和のために協力し合い、何事も話し合いによって解決していくための外交の場を作りたい」

「改めてリスティア教皇の前で、この誓せい約やく文章を交わしても構わない」




　驚おどろくべき内容だった。

　これらの条件に続けて、さらに丁てい寧ねいに補足がなされてあった。




「周囲を反乱軍に囲まれ、すぐに手を切ることが難しいと判断する場合にも、次に行われるであろう決戦の際に、その戦力の活用を控ひかえ目にしてくれれば十分である。教皇軍は、フォルセス公国の難しい立場を、非常によく理解している」




　書類を読み込むほどに、エリザの顔には喜びが広がっていった。エリザは興奮を禁じ得ないようだった。

「すごい……。教皇庁から再独立できるし、なし崩くずしで領地まで広げられるってことじゃない？　リタールからミトにかけての地域一帯は広いし、教皇領との良い緩かん衝しよう地帯になるよ。チェザーレ・ボルジアって、こんなに優やさしい男だったのかしら？」

　リノは、膝をついて控える密使に聞こえない程度の声で、ぼそりとつぶやく。

「見事なまでに胡う散さん臭くさい文章だな。歯の浮うくような求愛のセリフを、よくぞここまで並べられるものだ。悪あく魔まってのは、チェザーレ・ボルジアのような男を指すのだろう。つくづく、最悪の男を敵に回したんだと思うよ……」

　ただただリノは、毒気を抜ぬかれる思いだった。

「リノは少しも信じないんだ？　教皇の前で誓ってもいいって書いてあるのよ？」

　不思議そうな面おも持もちでエリザは視線を向けてきた。

「俺とチェザーレ・ボルジアだったら、どちらを信じる？」

「もちろんリノに決まっているじゃないの」

「なら、この手のことはすべて俺に任せてくれ」

　リノは密使を鋭するどく見やり、口にする。

「本当にこの手の文章は、フォルセス公国だけに届けられたものなのか？　他ほかの傭よう兵へい隊長のところにも、別の形の密書が届けられているんじゃないか？」

「私は、この密書を必ずファウネル公に渡わたすように申し渡されただけです。他のことは、私にはわかりかねます」

　密使が落ち着いた口調で言った。事実だろう。この密使がチェザーレの戦略を把は握あくしているはずもない。

「……わかった。ボルジア様には、『確かに受け取った。検討する』と伝えてほしい」

「他には……？」

「それだけだ」

「畏かしこまりました。それでは私はこれにて」

　密使はそれだけを言い残し、街道をローマ方面へと足早に引き返していったのだった。

　エリザは訊いてくる。

「どうするの？」

「仮に他の傭兵隊長らにも何らかの密書が届いているとしても、全員が全員、軽々しくチェザーレを信じるとも思えない。……いや、軍人ばかりの集団だから、もしかすると真に受けたり、感動したりする隊長がいるのかも……。いずれにせよ今は、何事もないような顔をしてこのまま兵を進めざるを得ない」

「……うん、わかった。リノが言うなら、そうしよう」

　エリザは兵士たちを見回し、声を上げる。

「みんな、隊列に戻もどって！　このまま進もう！」

　周りを取り巻いていた兵たちも再び馬に乗り、エリザとリノが騎乗するのを見届けて、再びフォルセス軍は整然と行軍を再開したのだった。




　　　　◆




　カルザリス平原まで進出すると、すでに幾つかの軍が到とう着ちやくしていた。

　情報によれば、兵を編制し直した教皇軍が、すでにローマを発たっているという。東への反乱鎮ちん圧あつに向かうなら、このカルザリス平原を通ることは間ま違ちがいない。だからこそ反乱軍は、ここに先に集結しておき、予あらかじめ有利な地点に陣じんを敷しいておくことにしたのだった。

　事前に到着していた隊は、陣の整備をしているところだった。その隊長らと挨あい拶さつを交わし、フォルセス軍も野営の準備を始めた。

　各人が抱かかえてきた食料は二日分。また歩兵らが荷車を引き、六〇〇の兵員に一五日分ほどの食料を行き渡らせられる程度の量は持ってきた。帰き途とにつく際には、荷車は捨てていく方針だった。仮に食料が残っていても、そのまま捨て置いて帰き還かんする。ほぼ新品の荷車が得られた周辺の農民らが喜ぶことだろう。

　反乱軍が情報収集に励はげんでいると、思いのほか教皇軍の進しん攻こうは速く、すでにカルザリス平原まで二日ほどの地点を通過中という情報が入ってきた。

　主力を務める八名の隊長のうち七名と、フォルセス軍を率いるエリザが揃そろったので、軍の配置を決める最後の会議が行われることになった。マジョーネでの会議のときとほぼ同じ顔ぶれが、今度は甲かつ冑ちゆうに身を包んだまま顔を突つき合わせていた。もちろんエリザの副官としてリノも従っている。

　会議の最中、最後の一人であるはずのバリオーニ隊から使者が派は遣けんされてきた。その使者を、会議の場に引き立ててきて、皆みなで話を聞いていた。

「バリオーニ隊が来ないだと？」

「はっ、我が隊はシュスの街の攻略に手こずっており、到着が遅おくれるかもしれないと伝えてほしいと……」

　使者は申し訳なさそうに言った。

「噓うそをつけっ！　その気になればシュスなんざ一日も掛かからないはずだ！　教皇軍の守備兵なんていないだろうが！」

　一人の傭兵隊長が怒いかりを露あらわにしたが、使者にぶつけても意味がないことではあった。

　一隊が決戦に間に合わないことは、反乱軍の統制が取れていないことをあからさまに見せつけた。

　リノの目から見ると、決死の覚かく悟ごを持った隊長と、どこか浮き足立った隊長の半々に分かれているようだった。どうにもちぐはぐな印象だ。やはり幾人かの隊長には、チェザーレ・ボルジアから愛の言葉がささやかれたのかもしれなかった。全員に届いているのか、数名の選ばれた相手にだけ届いているのかはわからない。

　だがその話を持ち出すことは憚はばかられた。決戦をするために集まっているのに、自軍だけが教皇軍と連れん絡らくを取り合っていると誤解を生む危険がある。誤解は疑ぎ心しん暗あん鬼きを呼び、戦いに無用な混乱を招く恐おそれがある。

　用心だけはしておかなくてはならない。チェザーレ・ボルジアの密使が持ってきた手紙には「次に行われるであろう決戦の際に、その戦力の活用を控え目にしてくれれば十分である」とまで書かれてあった。ゆえに下手に自分の軍だけが突っ込めば、後ろから支し援えんが来ないという状じよう況きように追い詰つめられる危険をリノは察した。

「今はこのまま決戦に向かうしかありません。この数でも、決して教皇軍に劣おとっているわけではない。我われ々われなら対たい抗こうできるはずです」

　一人の隊長がそう提言した。

　活発に意見を交わしているのは三人ほどの隊長だけで、他は沈ちん黙もくしたり、視線を落としたりしていた。チェザーレに懐かい柔じゆうされかかり、迷いに迷ったままやってきた傭兵隊長は少なくないのかもしれない。

「ひとまず配置だけは決めてしまいましょう。戦歴のある軍が中央を引き受け、実績に乏とぼしい軍は右う翼よくと左翼を引き受けるという形ではどうですかな？」

　その隊長の提案に乗り、ひとまず配置が決まった。

　フォルセス軍は最右翼を引き受けることになった。ミトの会戦でミケロットの軍を撃げき破はしたことは知られていたものの、エリザの戦績は三戦二勝一敗とまだまだ乏しかったから、軽く見られたためである。

　リノとしては異論はなかった。むしろ最右翼なら撤てつ退たいしやすいので、内心では安あん堵どしていた。

　配置が決まったことで会議は終わり、各隊長は早々と自陣へと引き上げていった。エリザもリノも自軍に戻り、反乱軍の最右翼側へと移動を開始した。

　すでにリノは、この戦いに勝ちきるのは難しいと考え始めていた。敗北後のことを考えれば、フォルセスに軍を引き上げて軍の編成に力を尽つくしつつ、外交戦で有利な状況を作りだすしかない。

　反乱軍は各地を押さえているので、教皇軍も簡単にはフォルセス公国まで軍を進められないはずだ。この度たびの反乱で各傭兵隊長らが押さえた領地を総計すれば、教皇軍の支配地域より広くなっているのだ。

　教皇領内は再び群ぐん雄ゆう割かつ拠きよとなり、混乱の度合いが増すだろう。その間に、フレンツェ共和国と攻守同盟を締てい結けつしたり、ヴェザニア共和国に防衛条約を打だ診しんしたりしつつ、教皇軍を長い目で牽けん制せいしていく方針に切り替かえるしかない。あとは外交戦で勢力均きん衡こうを作りだすことだけが、フォルセス公国のような弱小国家が生き残る唯ゆい一いつの方法だ。




　　　　◆




　カルザリス平原に到着した教皇軍は、反乱軍を前方に見やりながら軍勢を展開し始めた。

　軍旗を見れば、諸将の居場所がわかる。チェザーレは反乱軍の陣を眺ながめながら、バリオーニ隊が参戦していないことに気づいた。どうやら自分が送った恋こい文ぶみは、十分な効果を挙げてくれたらしい。参戦している将軍たちの心にも疑心暗鬼を巻き起こしているはずだ。

　勝つための状況は整えた。ほぼ同兵力同士の戦いだとしても、この戦いに負ける要素はほとんどない。この戦いに勝てば、苦く悩のうに身み悶もだえる傭兵隊長らが、続々とこちらに靡なびいてくるのは間違いなかった。





・反乱軍：五七〇〇（砲ほう三門）

　指揮官：八名

・教皇軍：六五〇〇（砲四門）

　指揮官：チェザーレ・ボルジア






　教皇軍の陣形は、右翼側に主力を寄せた斜しや線せん陣じん。ミケロットに重装騎き兵へいを率いさせ、右翼側から旋せん回かいするように反乱軍を圧あつ迫ぱくし、包囲する計画だった。

　軍旗を見たところ、反乱軍左翼側に陣取る二隊が、チェザーレの密書に色よい返答をしてきた隊長らの隊だったので、反乱軍左翼が軽く崩れることはわかっていたのだ。

　配置に着いた兵士たちは、チェザーレの指示を窺うかがっていた。

　傘さん下かの傭兵たちを眺め回しながら、悠ゆう々ゆう、チェザーレは声を大にする。

「みな聞け！　目の前に居座るあの軍勢は神の敵である。無ぶ頼らいな不信心者どもの集まりだ。諸君らと同じ人間であるなどと、微み塵じんも思う必要はない」

　司教のように、枢すう機き卿きようのように、そして自らが教皇であるかのように、滔とう々とうと、傭兵たちの前でチェザーレは説教を始めた。どこか醒さめているイタリナ兵と違い、北方の兵は信心深い。若くして聖職者の頂点に立ったこともあるチェザーレの演説に、感じ入るものがあるだろう。

「リスティア教皇は望んでおられる、邪じや教きように堕おちた不信心者どもに正義の鉄てつ槌ついが下ることを。神は望んでおられる、国を荒あらし、田畑を荒らし、略りやく奪だつを繰くり広げるあの犬どもに、諸君らの剣けんを以もつて真の大義を知らしめることを」

　荘そう厳ごんに、チェザーレは腕うでを広げながら続けてゆく。

「神に逆らう者どもを討うち果たすのが我々の聖なる使命だ。諸君らの戦いは、神が夢見る正義である。進むべき道に、神が我々を誘いざなってくれるであろう。神は我々に、勝利を約束してくだされた」

　自らの弁舌に酔ようかのように、チェザーレは両腕を掲かかげる。

「そしてボルジアの名の下もとに約束する！　あの不信心者どもを征せい伐ばつする諸君らには、あらゆる免めん罪ざいが約束されるであろう！」

『おおおおおおおおお！』

　思わぬ報ほう酬しゆうに、教皇軍の兵士たちは剣を振ふり上げ気勢を上げた。

　街を攻略する傭よう兵へいたちなら、略奪を仄ほのめかせば目の色を変えて戦う。しかし会戦の場合には金や女をちらつかせることはできないから、代わりに「免罪」の約束が役に立つのだ。何度も使える手ではない、たった一度だけの約束だからこそ重みがある。

　免罪は、過去のあらゆる罪が、教会での告白などの手続きなしに、神の名の下に許されるという報酬だ。教皇の存在が背後にある軍だからこそ振る舞まえる、特とく殊しゆなボーナスである。

「進め！　戦せん闘とう開始だ！」

　次の瞬しゆん間かん、教皇軍の砲が火を噴ふいた。それを合図に、怒ど濤とうのごとく教皇軍の歩兵らが攻せめ寄せ、右翼側からはミケロット率いる騎兵が敵左翼目がけて突とつ撃げきしてゆく。

　パラパラと矢が降り注いできたが、物の数ではなかった。反乱軍中央に陣取っていたヴィッテリ隊に、こちらの歩兵が殺到してゆく。だが反乱軍の動きは鈍にぶく、包囲されかけているヴィッテリ隊を、他ほかの部隊が助けようとはしない。教皇軍に圧迫されるままジリジリと後退し、反乱軍の戦線はジグザグに分ぶん裂れつし始めた。

　戦況は、見る間に教皇軍に優勢に展開していく。

　これほど柔やわらかい軍を相手にするのは珍めずらしい。無人の荒こう野やを進むかのようだ。やはり自分の謀ぼう略りやくがよく効いている。

　中央で粘ねばりを見せていたヴィッテリ隊も、さすがに危険を察したのか陣を後方へと移そうとする。だがすでに右翼のミケロット騎兵隊に押された反乱軍左翼は瓦が解かいし始めており、反乱軍中央も圧迫され、ヴィッテリ隊の後退は容易ではなさそうだった。

　実に脆もろい軍勢である。反乱軍には突出した隊長や軍勢がおらず、自分のように一人が全体の統率を執とるような体制にはなりえないことがチェザーレにはわかっていた。だからこそ、指揮官らの気持ちをざわめかせるだけで、この決戦に完勝することも理解していた。まやかしの密書で疑心暗鬼を誘ゆう発はつした時点で、この戦いの帰き趨すうは明らかだったのだ。

　右翼側から包み込むように展開する自軍を見て、チェザーレは密ひそかにほくそ笑んだのだった。




　　　　◆




　反乱軍最右翼に陣じん取どりながら戦況を眺めていたリノが、エリザに進言する。

「この戦いは負けだ。ここで軍を退ひいた方がいい」

　幸いにも、諸将から実績に乏しいと判断されたことが、フォルセス軍を無傷のままにしてくれた。目立たないことは、ときに弱者の武器となる。

　しかしエリザは首を振る。

「味方を残して逃にげるわけにはいかない。せめて、中央で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうするヴィッテリ隊だけは救いましょう」

「救うって……どうするつもりだ……？　左翼は完全に押し込められているし、中央部は混戦してて手の出しようがないぞ……？」

　リノは押し留とどめようとしたが、エリザは自軍の騎兵を振り向いて命ずる。

「騎兵は全軍、私に従え！　これより迂う回かいして、教皇軍左翼の背後を襲しゆう撃げきする！」

　次に歩兵らを眺め回し、続ける。

「歩兵隊はしばらくこの地点を堅けん守しゆせよ。騎兵が戦線を離り脱だつしたら、リノの指示に従ってすばやく陣を後退させるように！」

　たしかに中央部の半包囲を解くなら、その方法が最良であることはリノにも理解できた。しかし、こうまで各個バラバラに行動して自ら窮きゆう地ちに陥おちいった反乱軍を救済する義理が、どこまであるかは微び妙みようだ。

「あくまで俺は退くことを主張したいぞ」

　リノは考えを変えなかったが、それはエリザも同様だった。

「今のところ無傷はフォルセス軍だけでしょう？　ここで撤退したら、今後のフォルセス軍の名声にも響ひびくことになる。せめて撤退は、全軍が瓦解するまで待ちましょう」

「……了りよう解かいした。戦場での最終決断は、もちろんエリザに任せるよ」

　押し問答をしている場合ではない。自分の考えも正しいはずだが、エリザの意見だって正しいのだ。ならば、指揮官の考えに従うまで。

「タイミングを見計らって、上手うまい撤退、お願いね。それじゃ行ってくる」

　そう言い残してエリザが駆かけ出すと、騎兵らが一群となって前方へと進出していった。

　リノは注意深く全体の動静を見ながら、撤退のタイミングを探ったのだった。




　　　　◆




　それから反乱軍の瓦解はあっという間だった。

　教皇軍右翼の騎兵に猛もう然ぜんと突撃された反乱軍左翼側が、押されるがまま撤退を繰り返し、ついには逃とう走そうを始めてしまったのだ。

　せめてもの救いだったのは、中央部で抵てい抗こうを続けるヴィッテリ隊や他二隊が包囲されそうになっているところに、フォルセス軍の騎兵が、教皇軍包囲の基点となっていた中央部側面を急襲したことで、包囲を崩くずすことに成功したくらいだろうか。中央部の反乱軍がなんとか後退したのを見届けて、フォルセス軍も素早く陣を引き払はらっていた。

　しかし、両軍が剣を交えたのは相当に短い時間だけであり、反乱軍の中央には一定の損そん耗もうが生じたものの、両軍全体としては兵力の大半を温存するという不思議な決戦に終わってしまった。

　被ひ害がいの上では、ほぼ引き分けである。しかし反乱軍は隊ごと別々に陣営を引き払い、自らの領地へと引き上げてしまっていた。そして戦略要地を教皇軍が押さえたことを考えれば、世間的には教皇軍側の勝ちと見るのが妥だ当とうであろう。

　フォルセス軍も、食料を運んできた荷車などはそのまま捨て置いてカルザリス平原から撤てつ退たいし、ミトの街まで急いだ。そこでドロテア指揮の防衛軍と合流し、ミトの街には周辺地域の治安維い持じのため五〇の歩兵だけを駐ちゆう留りゆうさせることにして、フォルセスへと撤兵したのだった。

　リノがひとまず安心できたのは、反乱軍側にほとんど被害が生じていないことだった。たとえ足並みが乱れたままだったとしても、反乱軍諸将が自身の領地に引き籠こもってくれるなら、教皇軍は容易にフォルセス公国まで手を伸のばせなくなる。その間に態勢を建て直し、外交関係を充じゆう実じつさせて、教皇軍を迎むかえ撃うつ準備を万全に整えておけば、フォルセス公国にも活路が見み出いだせるはずだった。








第六章　裏切りの代だい償しよう






　フォルセスに帰き還かんして間をおかず、リノは各地に使者を派は遣けんして、反乱軍諸将との連れん携けいに努めた。情勢を探り、彼らの動向を追うことで、今後の方策を検討していかなくてはならない。

　教皇軍は、反乱軍の手に落ちていたカルザリス平原周囲の村や街を制圧して回っているらしく、あれから大きな動きを見せてはいない。反乱軍の支配地域は広こう範はん囲いに拡大してしまっているため、教皇軍は進しん撃げきの勢いを強めることはできないようだった。

　そうこうしているうちに、傭兵隊長の一人に派遣していた使者が戻もどってきたので、エリザやワルターと共にリノは話を聞いていた。

「──フォルセス公国として盟約関係を維持したい旨むね、申し伝えました。しかしながら、『チェザーレ・ボルジアとの講和を受け入れることにした。現在の領地の維持を約束するという大変良い条件だ。貴国も受け入れてはどうか』と伝えられました」

　使者の報告に、リノは吐はき捨てる。

「バカな。本当にチェザーレの戯たわ言ごとを信じるつもりなのか？」

「そのようです。どれほど翻ほん意いを促うながしても、もはや決心は定まっている模様」

　ワルターが言う。

「一人が崩れたら、反乱軍はもう終わりじゃろうな。これは案外早く、次の手を打たねばならんかもしれんぞい」

「本当なら総兵力でも、押さえている領地でも優位に立っているはずなんだ……。なのに、どうしてこんなに簡単に崩れるんだよ……」

「人間は、論理や良識で判断するとは限らんぞ。迷えば誰だれしも、女々しくなってしまうものじゃ。チェザーレの甘い言葉に惑まどわされるのも無理はない」

　エリザがため息をつく。

「カルザリス平原での敗北がジワジワと響いてるわね……。やっぱり全体を統率するリーダーがいなくちゃ勝てないんだって、つくづく悟さとらされたわ……」

　あの敗北のため、エリザの戦績は四戦して二勝二敗。実際にはフォルセス軍の損害はほぼゼロだし、反乱軍にも致ち命めい的てきな被害はなかったものの、肝かん心じんの指揮官たちは敗北だったと捉とらえていることが、チェザーレの誘ゆう惑わくに乗せられてしまう隊長が出てきた要因だろう。

　戦争するなら勝たねばならない。たとえチェザーレのように噓うそをついて他人を陥おとしいれようが、のちの批判など一切気にせず、無理を押してでも勝ちを強ごう奪だつしにいかねばならない。なぜなら領土が削けずりとられたわけでも、兵を失ったわけでもないのに、敗北という風評は味方の離り反はんを促し、兵士の士気を落とし、臣民から見放され、最悪の場合には滅めつ亡ぼうという結果を招くことがあるからだ。そんな当たり前の現実を、リノは痛感していた。

　使者に向けてリノが言う。

「……わかった。ありがとう。次はフレンツェかヴェザニアに向かってもらうと思うから、今日は家に帰って休んでほしい」

「畏かしこまりました」

　使者が部屋を出ると、エリザが口にする。

「フレンツェ共和国との同盟も、進んでないのよね？」

「時間が掛かかりそうだ。エリザには心配をかけてしまってごめんな」

「ううん、気にしないで。リノがいなくちゃ、私だと難しい国際関係なんて乗り越こえていけそうにないもの」

　その翌日──。

　さらに二人の傭兵隊長が、反乱軍を離脱し、教皇軍と盟約を結ぶことが明らかになった。

　もともとフォルセス公国は、反乱軍の傭兵隊長たちに脅おどされるような形で反乱に加わったのだ。たしかに千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスが転がり込んできたと思ったことは事実だが、教皇庁に反はん攻こうするには予想外にタイミングが早く、懸け念ねんを持ちながらの参戦だった。にもかかわらず、こちらを脅した傭よう兵へい隊長たちが、続々と敵の側に寝ね返がえっていく。腹が立つのを通り越して、泣きたくなるような気持ちだった。

　これで反乱軍は瓦解することが決定的な情勢になってしまった。たった一度の曖あい昧まいな会戦結果で味方が無む惨ざんに突つき崩されていく様子を、リノは為なす術すべもなく見守ることしかできないのだった。
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　チェザーレの使者が到とう着ちやくしたとの報告を受け、南門の工業街を視察していたリノは仕事を切り上げ、エリザの下もとに急いだ。

　屋や敷しきの応接間で、エリザが使者と向き合っていた。ワルターもいる。

「リノ！　チェザーレから、新しい書状が届いたの。目を通してくれる？」

　焦あせった調子でエリザが書状を差し出してきた。

　リノが受け取って目を通していくと、カルザリス平原に向かう際に、チェザーレから届けられたものと内容はほぼ一いつ緒しよだった。

　使者が訊きいてくる。

「我が主あるじに、いかが報告すればよろしいでしょうか？　すでに反乱を主導していた傭兵隊長らも、続々と教皇軍との講和を果たしています。所領を安あん堵どされた傭兵隊長らは大いに喜び、お互たがいに満足いく結果になっております」

「所領安堵っていうけど、今回の反乱に加わった領主たちは、全員かなりの領土を拡張しているわよね？　フォルセス公国も、エリノリアからミトにかけての広い穀倉地帯を支配下に置いたわ。そんな風に新たに獲かく得とくした領地まで安堵してくれるってことなの？」

「無論にございます。ボルジア様は枢すう機き卿きようまで経験され、神に仕える寛かん大だいなお心の持ち主。此こ度たびの反乱は、ほんの些さ細さいな認識の違ちがいから起こってしまった不幸な事件であって、大いなる慈じ悲ひを以もつて反乱軍を許す心づもりでございます」

「でも、かなりの支配地域を奪うばわれているのよ？　本当の本当に、それを反乱軍に手て渡わたしてくれるわけ？」

「その条件として、今後は教皇庁の軍務の際には、傭兵として力を貸して頂きたいと考えております。教皇軍にとってもメリットのあることなのです」

　使者の言葉に、エリザが困こん惑わくしてリノを見やってきた。

　リノが代わりに伝える。

「話はわかった。ひとまずボルジア様には、『寛大な処置に感動している。非常に前向きに検討している』と伝えてもらえるか？」

「つまり、いずれは講和を受けてくださる……という理解でよろしいのですね？」

「そういうことになる」

　他ほかに方法がない。単独で戦えるわけもないのだから。

　だが、チェザーレと講和したとしても、反乱軍に加わった傭兵隊長らは広い領地を持つことになる。いかに教皇軍が各個撃破を企たくらもうと、容易に事は進まないと思われた。

「畏まりました。そのようにお伝え致いたしましょう。我が主も喜ぶものと思います」

　使者は満足げにうなずき、静かに引き下がっていったのだった。
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　使者が出ていくと、さっそくエリザが訊いてくる。

「前に私は一度信じようとしたけど……リノやワルターは信じないんでしょう？」

「こんな条件はありえない。どうして傭兵隊長らが真に受けたのか、俺にはサッパリだ」

　リノが肩かたをすくめ、ワルターが続く。

「反乱軍の傭兵隊長は、以前はチェザーレの下で働いていた人間ばかりじゃ。ワシらのように政略で動いているわけではなく、チェザーレとの間の人間関係を重要視しているんじゃろう。武人同士が喧けん嘩かして、殴なぐり合った末に仲直りするような気安さがあるはずじゃ。泥どろ沼ぬまの戦いになるよりは、良い条件で決着したいと思うのが人情というものよ」

「教皇軍と反乱軍はせっかく互ご角かくの勢力になっていたのに、こんなデタラメで反乱軍が崩くずれるなんてな……」

「恐おそるべきは言葉の力じゃな。ときに言葉は、武器よりも強大な力になるという見本じゃ」

「たとえカルザリス平原で敗北しても、兵力は温存したままだったし、ここから周辺国に反乱軍を支持してもらうよう工作すれば、勝てる目算はあったはずなんだよ……。傭兵隊長っていうのは、どうにも短たん絡らく的てきな人種だな……。どうして政治がわからないのか……」

「密ひそかに私のことを攻撃してる？」

　エリザはイタズラっぽく口にした。

「違うよ。エリザはよく考えてるじゃないか」

「私だってリノがいなかったら、確実に講和を受けていたはずよ。傭兵隊長たちのような小領主と違って、いちおうフォルセスは国家だったから、リノやワルターみたいな政治家が補ほ佐さしてくれているおかげで冷静に判断できるんだと思う。私だって紙一重だった」

　それから三人で今後の方策を話し合い、反乱軍の諸将との間には引き続き穏おだやかな連携を保ちつつ、チェザーレとの講和を前向きに検討していくことにしたのだった。
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　国営製造所は、大たい砲ほうを各国に送り出し始めていた。といっても、毎週の製造数はせいぜい六門といったところだ。そこまで多い数ではないが、投資に見合った利益は得られている。チェスティ銀行への返済も滞とどこおりなく行われている状じよう況きようだった。

　ロザリアから、平地での新型砲ほう弾だんの実験をしたいと申し出を受け、街の近くにある丘おかに大砲を引っ張っていった。この近辺に住んでいる農民や羊飼いらには、大砲実験のため近づかないよう事前に布告を出し、微び々びたる迷めい惑わく料も支し払はらっていた。

　職人たちが引っ張ってきた大砲は二門。そして実験用として、丘には甲かつ冑ちゆうの失敗作を並べおき、威い力りよくを確かめることにした。

　砲ほう塔とうを丘へと向けると、ドロテアが大砲の後ろに立つ。

「参ります」

　ドン、と変わらぬ砲撃音を響ひびかせて、ドロテアは砲弾を撃うち出した。いつもと変わらぬ大砲の性能だ。

　だが砲弾の着弾と同時に、爆ばく発はつ音おんが轟とどろき、丘に並べた甲冑の幾いくつかが弾はじけ飛んでいた。

『おお！　すごい！』

　職人たちが口々に感かん嘆たんの声を上げた。

「何だ、今の？」

　リノが丘を指差しながら、ロザリアに訊いた。着弾まではいつもと変わらぬ光景だったが、その後に着弾地点の周囲にあった甲冑が空へと舞まい上がり、ぐしゃりと陥かん没ぼつしたり、穴が開いたりしていたのだ。

「ね？　ね？　すごいでしょ？　砲弾に新しい境地が見えてきたよ。火薬を詰つめた新しいタイプなんだよね。お師し匠しようが描えがいた絵を元に、試作品を作ってみたの」

「すごい威力ね……。周りの甲冑がボコボコになってるわ……」

　エリザも感嘆したようだった。

　リノがさらに確認する。

「周辺の甲冑がへこんだり、曲がったりするほどの威力になるのはどうしてだ？」

「今までの砲弾は、石や鉄の塊かたまりだったよね。でもコレは、なかに火薬を詰めて爆発させるから、それを覆おおう鉄が高速で周囲に飛び散って広こう範はん囲いにダメージを与あたえるんだよ。大砲の弾たまが当たらない弱点を改善するものになるんじゃないかなぁ？」

「弱点なんてどうでもよくなるくらいの技術革新だぞ……」

「ん～、でもね。このくらいの火薬量だと、城じよう壁へきに対しては効果はそんなに変わらないと思う。まぁもともと、今までの砲弾でも城壁に十分な効果があったしね。変わったことは、周囲一帯を巻き込むってことかな。人馬に対して効果が期待できるかも」

「この砲弾なら狙ねらいが不正確でも、会戦で有効に使えそうですね……」

　ドロテアが息を吞のんでいた。普ふ段だんから砲兵を任されることが多いドロテアには、事の重要性がよく理解できるのだろう。

「こいつを配備できるなら、戦術の革命をもたらしかねないインパクトがあるんじゃないか？」

　リノの言葉に、エリザが続く。

「甲冑を纏まとった騎き士しの時代に終しゆう止し符ふを打つことになるかもしれない。大砲なら、訓練すれば農民兵でも扱あつかえるから……軍の編制方針にまで影えい響きようを与えるものになりそうね」

「でも難点はあって、まだ作るのがすごく面めん倒どうなんだ。取り扱いが危険で注意が必要だし、大砲一つを作るのと、この砲弾を二つ作るための時間が同じ。最初だから仕方ないね」

　ロザリアが飄ひよう々ひようとして言った。

「そりゃ明らかにコストパフォーマンスは合ってないな。今は大砲を作って輸出した方が、国としてはメリットがある」
















「なかに詰める火薬の量をもっと調整してみる必要もあるよ。ここを実験場にして、何度も実験させてもらいたいなぁ。いいかな、雇やとい主様？」

　言いながら、ロザリアは玩具おもちやをねだる子どものような視線をリノに向けてきた。

「これから毎日、この辺に大砲の音が響き渡るのかもしれないな。近くの住民には理解をしてもらおう。長期間ここを使うためのお金も払っておく」

「やった。これで私も、五万シリングのお給料に見合うお仕事ができそうだよ」

　リノは、職人たちを眺ながめ回して口にする。

「みんな、聞いてくれ。新しい砲弾の技術はしばらく門外不出にしてほしい。これは機密事じ項こうだ。可能な限り少ない人数で技術を管理し、研究に当たっていってほしい」

　職人たちはそれぞれうなずいた。

　しかし現実問題としては、フォルセス軍が戦場で使用すれば、すぐに噂うわさが広まり、各国も開発に乗り出してくるはずだ。砲弾の爆発を目まの当たりにすれば、なかに火薬を詰めるというアイデアには到とう達たつするだろう。

　それに、製造に携たずさわる職人たちが増えてくれば、どうしたって職人の移動と共に技術も流出する。もともと大砲製造だって、ロザリアを引っ張ってきたことでスムーズに取り組めたように、他国にも同じことができるだろう。完全な技術の秘ひ匿とくは不可能だ。

　唯ゆい一いつできることは、研究開発のスピードを加速させて、常に他国を科学技術面でリードしていくしかない。フォルセスのような小国には、とてつもなく重い負担になりそうだ。しかし、やるしかない。生き残るために。

「お師匠はこの砲弾のスケッチに、『悪あく魔まの弾』って書いてたんだよね。でもそれじゃあんまりだから、石や鉄の塊と区別するために、『榴りゆう弾だん』と名付けようと思うんだ。あくまで技術上の区別なんだけどね」

　そうしてロザリアによって新しい砲弾は「榴弾」と名付けられ、歴史に登場することになったのだった。
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　エリザを前に、リノは政務の報告を行っていた。毎週一回、公国のさまざまな状況を伝えるために、とくに進展がなくても定期的に行われる君主と宰さい相しようの間の会議である。宰相と言えば聞こえはいいが、君主の秘書のような役目でしかない側面もあるから、定期報告は欠かせないのである。

　アイアスが存命だったころはワルターによって報告がなされていたが、君主がエリザに代わったことで、この務めはリノが担当していくことになっていた。エリザとリノが慣れるまでは、ワルターも会議に出てアドバイスをしてくれる。

　財政や外交の状況報告が終わったあと、リノは国営製造所の事業進展を伝えていく。

「大砲の販はん売ばいは順調に進んでる。ドーツ諸しよ侯こうからも注文が絶えないが、ありがたいことにマムラーク朝から三五門も注文が入ったんだ。一年がかりの納品だよ」

「マムラーク朝!?　大だい丈じよう夫ぶなの、アミラム教の国とそんな大口の契けい約やく交わしても……？」

　エリザは耳を疑ったようだった。

「支払いの方なら問題ない。納品ごとに一門ずつお金を払ってもらえることになった。オスマニア帝てい国こくとマムラーク朝の関係が険悪化しているって話だから、必死に軍備を整えているんだろう」

　オスマニア帝国とマムラーク朝は、双そう方ほうともアミラム教の文ぶん明めい圏けんにある大国同士である。同じ宗教や理念を信しん奉ぽうしていても、人間の対立関係は何も変わらないということだ。リスティア正教文明圏の国々だって、常に戦争まみれの状態である。

「ううん、そういうことじゃなくて……リスティア教皇が怒おこるでしょう……？」

　リスティア正教とアミラム教は世界の二大宗教であり、ことある度たびに激しく対立を繰くり広げている。世界が二分されているといってもいい。

　そしてリスティア正教の総本山にほど近いフォルセス公国は、昔からアミラム教の国との取引や外交関係を成立させることは難しかった。なぜなら教皇庁を激げき怒どさせて万一軍勢でも派は遣けんされようものなら、それに対たい抗こうできる軍事力がフォルセス公国になかったからである。

「昨日、ヴェザニア商人がマムラーク朝の役人を連れてきてな。俺たちはヴェザニアに卸おろすだけだ。あくまで最終販売先がマムラーク朝ってだけで」

　本当なら、直接取引できるなら儲もうけは二倍になるはずだった。しかしフォルセス公国には、マムラーク朝まで安全に運べる船がないし、運うん搬ぱん途と中ちゆうで海かい賊ぞくに襲おそわれる可能性だってある。海に慣れたヴェザニア商人たちに任せるしか方策がなかった。せっかくアドリナ海に面しているのだから、いつの日か商船隊や海軍を編制したいところだが、遥はるか遠い日の夢だろう。艦かん隊たいの編制には、肝きもが潰つぶれるほどの巨きよ費ひが掛かかる。

　また、リスティア正教文明圏であるヴェザニア共和国が、なぜ教皇庁の意向を完全無視してアミラム教の国と交易ができるかと言えば、話は簡単、ヴェザニアは誰だれもが認める屈くつ指しの強国だからだ。軍事力の強弱によって、対応が真逆になるという実例だろう。口くち惜おしいことである……。

「でも、最終的に大砲の行き先がマムラーク朝となれば、教皇が黙もく認にんしてくれるかしら？　教皇庁とは悶もん着ちやくしてる最中なのに」

　尚なおもエリザには不安がぬぐい去れないようだった。フォルセス公国は何百年も教皇庁の顔色を窺うかがって生きてきたから、仕方のない恐れでもある。

「ヴェザニアを挟はさめば大だい丈じよう夫ぶじゃろう。この取引を教皇が妨ぼう害がいするようなら、ヴェザニアを怒らせることになる。フォルセスを叩たたく口実には使えんよ」

　ワルターが外交関係の解説をしてくれた。

「そっか、フォルセス公国はともかく、ヴェザニア共和国にまで教皇庁が難なん癖くせを付けるとなれば話は別だもんね。難しいね、国際関係は……。まぁ三五門も買ってくれるなら、それだけで公国の一年間の国庫収入を越こえそうだよ」

　教皇庁との対外関係に話が及およんだので、その関連の重大な政策をリノは切り出す。

「でだ、次は最大の懸けん案あん事項だ。教皇軍との講和をどうするべきか」

「他ほかの傭よう兵へい隊長の動きはどうじゃ？」

「ついに全員が講和に同意したみたいだ。残るはフォルセス公国のみ……。教皇軍からは講和に向けて催さい促そくが激しくなっていて、『もしフォルセス公国が講和を拒こばむようなら、傭兵隊長らだけと講和を結ぶことになる』という話だった」

「……つまり反乱軍がフォルセス公国だけになるということじゃな。完全な孤こ立りつじゃ」

　ワルターは首を振ふった。

　エリザが言う。

「……選せん択たくの余地なくない？」

「だが俺には、どうしても信じられない。こんな約束が成立するはずもない。俺たちが想像しているよりも早い時期に、裏切られることは大前提になると思う」

「でも、仮にチェザーレが約束を破ったとしたら、また反乱を誘ゆう発はつするだけじゃないの？　反乱軍はずいぶん領地を拡大したし、教皇軍がどこかを攻せめるような構えを見せれば、また団結して反はん攻こうすればいいと思う」

「常識で考えればそうだ。しかし、チェザーレはそんな甘い男だろうか……」

　リノは腕うでを組んだ。

「何か企たくらむじゃろうな。何らかの方法で仲なか違たがいさせる工作は、すでに始めていると見ていいじゃろう」

「できるだけ先延ばししたいと思っていたけど……そうは言っても、傭兵隊長が全員講和に同意した以上、フォルセスだけ放置するわけにはいかないか……。俺たちも手を打とう。他に方法がない」

「決まりね。戦争は終結。私たちにとっては、ミト周辺にまで領地を広げられたのは大きなメリットだった。兵の損害もあまりなかったし」

　エリザはすぐさま同意した。

「オヤジも、本当にいいんだな？」

「いいじゃろう。姫ひめ様さまとリノが決めることじゃ」

「……ていうか、オヤジもちゃんと意見言ってくれよ。いちおうまだ宰相なんだからさ。さっきから他人ひと事ごとのような話ばかりしやがって」

「何を言うか。ワシは実質的に引退しておる。あとはお主が慣れるのを見て、宰相を正式に譲ゆずるタイミングを計るだけじゃ」

　実際のところ、ワルターが宰相を務めた時代には、国際関係に今ほど波風は立たなかったようだ。イタリナ中北部では幾いくつもの小領主や街が吞み込まれたが、幸いというべきか、フォルセス公国は地勢的に比ひ較かく的てき安全なポジションにあったためだ。北のヴェザニア共和国があまり領土拡張に熱心ではないことも大きかった。

　教皇領にあった微び妙みような秩ちつ序じよがいきなり荒あれ始め、それがフォルセス公国にまで津つ波なみとなって押し寄せたのは本当にごく最近である。苛か烈れつな時代に宰相役を任されることになったものだと、リノは失笑を禁じ得ない思いだった。だがそれでも、エリザを補ほ佐さする役目として、自分にできることのすべてをやりきるしかない。

「もうリノに宰相を替えてもいいと思う。ワルターは手て堅がたいタイプだったけど、リノの方が謀ぼう略りやくに長たけている感じ。これだけ敵に囲まれている状じよう況きようなら、リノじゃないと乗り越えていけないと思うんだ」

　そんなエリザの言葉に、ワルターは感心したように何度もうなずく。

「さすが姫様、伊達だてに君主の椅い子すに座ってはおらんようじゃな。見るべきところを見ておられる」

「俺の方が悪いヤツって言われてる気分だな」

　そう言って、リノは笑った。

「教皇軍との講和が無事に成立したら、ワシは引退することとしよう。それが今日の閣議の最終決定事項じゃ」

　ワルターは勝手に取り決め、心から安心したような顔をした。背負っていた重い肩かたの荷を、ようやく下ろせる思いなのだろう。
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　フォルセス公国が正式に講和を受じゆ諾だくする旨むねをチェザーレに伝えると、さっそく反応が返ってきた。

　教皇庁から使者がやってきて、祝いの言葉を述べると共に、ある提案を持ちかけてくる。

「教皇軍とフォルセス公国との講和が成立し、教皇領周辺での悲ひ惨さんな戦争に終しゆう止し符ふが打たれたこと、教皇アレクサンデル六世猊げい下かをはじめ関係者一同は大変喜んでおられます。そこで教皇庁が協賛する形で、カルディノの街で講和を祝う祝賀会が開かれることになりました」

「仲直りで祝賀会でも開こうってわけか」

　教皇庁の使者の前で鼻で笑うわけにもいかず、リノは肩をすくめた。

「チェザーレ・ボルジア様やミケロット・ダ・コレラ様、そして反乱軍として活動した傭兵隊長の皆みなさまがたが参加致いたしますので、ぜひともエリザ・ファウネル様にもご参加のほどをお願い致したく存じます」

「ボルジア様と傭兵隊長たちは、もともと同じ軍だったんだからわかるが、フォルセス公国はあくまで外交として行いたいところだな」

「今後の末永き盟約関係を確認し合う場でもあります。フォルセス公国も正式に招待したいと、猊下は強く希望しています」

　使者が押してくると、エリザはうなずく。

「わかりました。参加させて頂きたく思います。猊下にはよろしくお伝えください」

「猊下も、エリザ・ファウネル様のご参加を大いに評価されることでしょう」

　役割を果たした使者は、幾いく度ども祝いの言葉を述べた末に、慇いん懃ぎんに引き下がっていった。
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　教皇庁の使者が去ってから二人だけになり、エリザはホッとしたように口にする。

「カルディノでの祝賀会は一〇日後みたいね。リノは心配してばかりだけど、私はようやく一息つける気がするな」

「この祝賀会には、エリザは出席しない。教皇軍との講和条約を締てい結けつするだけに留とどめて、向こうの領地には足を踏ふみ入れない方がいい」

「えっ？　でも、使者には参加を約束しちゃったよ？」

　エリザは耳を疑ったようだった。

　リノは滔とう々とうと言い聞かす。

「五日後、エリザは病気で倒たおれることになる。慌あわてた風を装ってフレンツェから優ゆう秀しゆうな医者を招しよう聘へいするし、しばらく街にも顔を出さなくなる。止やむにやまれず、チェザーレと教皇庁にはその旨を報告して、泣く泣く祝賀会への参加を断念するという筋書きだ」

「じゃあ急な病気を理由に参加しないってこと？」

「そうだ。本当にエリザには五日後から寝ね込こんでもらうぞ。スパイがいないとは限らないからな」

「あまりに警けい戒かいのしすぎじゃないの？　だって傭兵隊長たちも全員が参加するって話だよ。彼らだって無警戒じゃないから、私兵を連れて行くだろうし、大事には至らないと思うんだけど……」

「もし俺なら……会場に兵を潜ひそませておいて、やってきたチェザーレとミケロットを殺す。だからチェザーレなら、傭兵隊長たちを殺さないとも限らない」

　エリザは血相を変える。

「まさか！　傭兵隊長たちは数だって多いし、もともとは敵同士というより、仲間同士だった人たちでしょう？　祝賀会の席でそんなことをすれば、イタリナ中に悪評が轟とどろくことになるよ」

「念には念をだ。俺だって可能性は高くないと思いたいが、一〇〇％ありえないと断言できない以上、エリザを行かせるわけにはいかない。これは国としての方針だ。戦争ではエリザに従うから、この手の外交については俺の言うことを聞いてくれないか」

「だって……」

　渋しぶるエリザを、リノは説得する。

「よく考えてみてくれ。別に外交上は、この祝賀会に参加しなかったからといって、講和に影えい響きようが出るわけじゃない。俺には、単なる親しん睦ぼく会かいを開く意図が不明で首をかしげざるを得ないよ。たとえ一％でも危険な可能性があるのなら、何もしないことを俺は進言する」

「教皇庁が協賛してる祝賀会なのよ？」

「同じことだ。もともとチェザーレも俺も、共通言語を持った人間同士だと思っていた。勘かんにすぎないんだけど、同じ言語を持った人間同士には、感じられるものがあるんだよ」

「共通言語って……意味がわからないよ」

「エリザに理解しろとは言わないが、ここは俺の言う通りにしてほしい。頼たのむ」

　切々とリノは伝え、押し通そうと試みた。

　もしエリザが、教皇庁の提案を反ほ故ごにするのが嫌いやだと言い張るのなら、代わりに自分が代表として出席することで納得してもらおうと思っていた。エリザが危険に遭あう可能性がわずかでもあるのなら、それをさせるわけにはいかない。

「……わかった……国政のことは、リノの言う通りにするよ。どだい、リノがいなくちゃ、これからの国際関係を乗り越えていける自信がないし……」

　案外、エリザは引き下がってくれたので、リノはひとまず胸をなで下ろしたのだった。自分の考えは杞き憂ゆうに終わる可能性は高いのだが、かといって万が一ということもある。
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　カルディノの街──。

　公会堂二階の窓から、チェザーレは広場に集まってくる傭兵隊長たちの軍を見つめていた。各隊長ごとに二〇〇～三〇〇人ほどの私兵を率いてきている。護衛に引き連れているのは、最さい優ゆう秀しゆうの選えりすぐった兵ばかりだろう。八人の隊長が来るから、二〇〇〇人ほどの反乱軍が集まるだろうか。

　反乱軍の諸将が広場に集まったことを見届けて、チェザーレは一人、公会堂から外へと出た。

　チェザーレの姿を認めた傭よう兵へい隊長八人は、ただちに馬を下り、駆かけ寄ってきた。

　大おお仰ぎように両腕を広げたチェザーレは、笑顔で皆みなを迎むかえる。

「待っていたぞ！　よく来てくれたな。貴君らと縁えんを戻もどすことができて、私はただひたすら神の恩おん寵ちように感謝する日々だ」

　傭兵隊長らは、口々に声をかけてくる。

「チェザーレ殿どの！」

「ボルジア様！」

「お久しぶりです」

　チェザーレは一人一人の顔をしっかりと見やったのち、心を込めて伝える。

「今回のことは、ほんの少しの誤解から始まったにすぎない。お互たがい水に流そうじゃないか」

「しかし教皇軍で共に広げた領地の一部を、私は奪うばってしまいました。なんと言えばいいか……」

　傭兵隊長の一人が言葉を濁にごらせた。

「気にするな。私と貴君らの仲じゃないか。約束した通り、貴君らが獲かく得とくしたものはすべて永遠に保証する。子々孫々に至るまで、貴君らの領地だ。だからこれからも教皇軍の大切な一員として、イタリナの平和のためにその力を尽つくしてもらいたい」

　その言葉に、傭兵隊長らの緊きん張ちようした面おも持もちは一変し、感動したように誰だれもが身体からだを震ふるわせる。

「なんという恩情……」

「私は、なんてことをしでかしてしまったのか……」

「私は今回の反乱について、自分のことを見つめ直す良いキッカケになったと思っている。男同士というものは、喧けん嘩かで殴なぐり合うような経験が、掛かけ替がえのない友情をもたらすものだ。こうして再会できたことに、私はただただ感激している」

　チェザーレが親身に伝えると、傭兵隊長らのなかには、感極まったように泣き出す者までいた。

「貴君らが連れてきた兵たちにも、馬を下りて、ゆっくり休むように伝えてきてほしい。それが終われば公会堂に行こうじゃないか。祝賀会の準備はできている」

　穏おだやかなチェザーレの言こと葉ば遣づかいに、傭兵隊長一同は、誰もが感じ入ったようにうなずいたのだった。
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　公会堂の一階には、客人を迎えるための料理がすっかり出来上がり、テーブルの上にめいっぱい並べられていた。ローマから一流の料理人を連れてきて作らせたものだ。料理のあまりに華か美びな様に、諸将が戸と惑まどったようだった。

「さあ、席に着いてくれ」

　チェザーレが促うながすと、全員が着席した。

　壁かべぎわに控ひかえていた四人の料理人がビンを持ち、各傭兵隊長のグラスに葡ぶ萄どう酒しゆを注いで回る。

　隊長全員がグラスを持ち上げると、チェザーレもグラスを持ち上げ、声を上げる。

「我われらの永遠の友情に、乾かん杯ぱい！」

『乾杯！』

　傭兵隊長らは和なごやかに応じ、葡萄酒に口をつけた。

　それから食事会が始まり、和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きのなかで、かつての司令官と傭兵隊長たちは立場を越こえて、共に戦った戦争の話題に華はなを咲さかせた。

　話が盛り上がりかけたころ……突とつ然ぜん、一人の傭兵隊長が血を吐はいた。それが料理に降りかかり、一同は血相を変えた。その傭兵隊長は、自らの首を搔かき摑つかむようにしながら、そのままテーブルに倒れ込んで事切れた。

　しばらく、誰もが何が起こったのかわからず、辺りは沈ちん黙もくに支配された。だが、ようやく一人が事態のすべてを把は握あくしたようで、立ち上がって目を剝むく。

「チェザーレ！　貴様ぁ！」

　その言葉に、我に返った他ほかの傭兵隊長らも一いつ斉せいに立ち上がった。

　しかしチェザーレが仕込んだ毒は、確実に傭兵隊長らの命に狙ねらいを定さだめていた。傭兵隊長らは次々に血を吐いていき、ぐらついてその場に昏こん倒とうしたり、料理の上に覆おおいかぶさったりし始めた。

　血を吐きながら何人かがチェザーレに手を伸のばしてきたが、立ち上がったチェザーレは優美に笑いながら軽く受け流していった。テーブルの料理は、傭兵隊長らが吐いた血で真っ赤に染まる。

　全員が事切れたのを確かめて、チェザーレが満ち足りたように手を叩たたく。

　扉とびらが開き、ミケロットが姿を現した。

「終わったか」

　ミケロットの言葉に、チェザーレがうなずく。

「ああ。こいつらの処理は頼む」

「了りよう解かいした」

「兵の準備は？」

「配備済みだ。いつでもやれる」

「よし。率いてきた私兵どもはこいつらの主力だ。逃にがさず、包囲殲せん滅めつしろ」

　そしてチェザーレは、わずかに血を浴びた自らの服を着き換がえるため、部屋をあとにしたのだった。
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「掛かれっ！　皆みな殺ごろしにせよ！」

　ミケロットの号令一下、広場で腰こしを下ろして休んでいる私兵らに、広場周辺の家々に隠かくれ潜んでいた教皇軍が一斉に襲おそいかかった。各傭兵隊長の私兵は合わせて二〇〇〇人ほどだが、こちらは一五〇〇人の傭兵である。隠せた兵はこれだけだったのだ。だがそれでも一人が一人を殺せば、事は足りる。

　油断していた私兵らはパニックに陥おちいり、武器を手に取ることもなく四方八方に逃げ始めた。

　だが、万一街を逃のがれても、カルディノの六つの城門の外には、二〇〇人ずつの兵を張り付かせている。逃げ切るのは難しいだろう。

　カルディノの街の広場は、虐ぎやく殺さつの場と化していた。

　降こう伏ふくの構えを見せても、捕ほ虜りよになることは許されず、その場で教皇軍に殺された。それを間近で見た私兵たちは、死しにものぐるいで逃げ始めた。私兵たちは、主人が殺されたことを確信した。

　二〇〇〇の兵のうち、一三〇〇人が広場周辺で殺され、城門を抜ぬけ出すことに成功したのは七〇〇人ほどだった。だがその七〇〇人も、各城門に繰くり出してきた教皇軍に見つかり次第、次々と殺されていった。

　そしてカルディノの街周辺から命からがら脱だつ出しゆつできたのは、わずかに二五〇人ほどしかいなかった。

　誰もが、自らの主人と、仲間の兵士に起こった不幸を理解した。彼らは怒いかりに打ち震え、自分たちを陥おとしいれたチェザーレを呪のろった。だが、すでに反乱の火はすっかり鎮ちん火かしてしまったあとだ。もはや手の打ちようがない。

　仮に自分たちの領地に引き上げ再起を期したところで、優ゆう秀しゆうな兵士の大半はカルディノで虐殺されている。隊長を失った以上、烏う合ごうの衆で教皇軍に対たい抗こうできるはずもなかった。教皇軍は時を置かずに、自分たちの領地の征せい服ふくに乗り出してくるに違ちがいない。

　八つの軍の生き残りは別々の軍団という立場を越え、助け合いながら追っ手を逃れて方々へ散っていった。

　そのうち彼らのなかで、一つの合言葉がささやかれるようになった。

　──フォルセスへ！

　誰もが呪じゆ文もんのように、口々にその言葉を唱えた。

　それだけが、彼らに残された唯ゆい一いつの希望の光だったのだ。








第七章　光を求めて






　にわかに屋や敷しき内が騒そう然ぜんとし始め、リノは目を覚ました。深夜に騒さわぎなど、珍めずらしいこともあるものだ。

　身体を起こして燭しよく台だいに火を灯ともし、窓辺から外を眺ながめやってみると、たいまつの火が街中を慌あわただしく往いき来している様子が見えた。リノが部屋の外に出ると、メイドらも起き出しているようだった。一人を捕つかまえ、声を掛ける。

「何かあったのか？」

「南門に異変があったみたいで、守備隊の方々に招集が掛かっているようです。お屋敷に詰つめる守備隊も、南門へと向かいました」

　昼夜を問わず門を守る兵士たちは昔からフォルセスの常備軍を担になっている騎き兵へいで、その小隊長らには一定の権限が与あたえられている。街に関かかわる不測の事態には、現場の判断で招集を掛けたり、非常事態に臨機応変に対処することになっていた。

　リノは部屋に戻って着換え、屋敷を出ようと一階エントランスへとやってきた。

　すると、ガウンを羽織っただけのエリザが、ドロテアに付き添そわれて階段から下りてきた。ドロテアの方はすっかり着換え終わっているようだ。メイド服ではなく、有事の場合に対応できるようにするためか、レザーアーマーを身に付けていた。

「リノ！　何があったか聞いてる？」

　視線が合うと、即そく座ざにエリザが訊きいてきた。

「南門で何かあったとしかわからない。俺はこれから見てくるよ」

「私も着換えて行くから待ってて」

「いけません。姫ひめ様さまはお屋敷で待っていてください。私がリノと一いつ緒しよに確認してきます」

　ドロテアがエリザを制止した。

　リノがドロテアと共に外に出ると、たいまつを持った騎兵が街中を駆かけていた。同どう僚りようを叩き起こすために街を回っているのだろう。

　急いで南門に着くと、すでに多数の騎兵が集まっていた。

「何事だ？」

　リノの問い掛けに、騎兵の一人が応じる。

「門の外に騎士風の数十人ほどの男らが集まり、門を開けてくれるよう願い出ています」

「男たち？　騎士風っていうと、甲かつ冑ちゆうを着て馬に乗ってるってか？」

「三分の一ほどは甲冑を着た者たちです。他も皆みな、軽装備をしており、馬に乗っております。武器を持っている者もおります」

「ふーむ。ならば夜や盗とうではないな」

　甲冑と馬は、資金に余よ裕ゆうがなければ持てない武装だ。金を求めて彷徨さまよっている集団ではなさそうだった。

「彼らはイタリナ中の傭よう兵へい隊長らの名を叫さけび、その部下だと名乗っています」

「門の上で聞こう」

　リノとドロテアが階段を駆け上がると、守備隊の騎兵たちが門から眺め下ろしている。

　リノもそのなかに交じり、たいまつをかざした。三〇人ほどいるだろうか。予想外に多い。男たちはこちらを見上げていた。悲ひ愴そう感かんに満ちた面おも持もち。

「誰だれなんだ、アンタらは！」

　リノは大声で呼び掛けた。

　すると彼らは、よく知れた傭兵隊長らの名前を返してきた。そのうち一人から、「カルディノ！」と叫ぶ声が聞こえた。カルディノの街では、反乱軍と教皇軍との間で和解パーティーが開かれているはずだ。

「門を開けよ！　彼らを丁重に迎むかえよ！」

　城じよう壁へき下かを見やって、リノは門を開けるよう伝えたのだった。
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　男たちは騎乗兵ばかりだった。カルディノから、一直線でここまで駆けてきたらしかった。

「──じ、じゃあ……二〇〇〇近い兵が、その場で虐殺されたのか……？」

　彼らの事情を聞き終えたリノは、心臓が止まる思いだった。

「その通りです……仲間たちがほとんど……」

　男たちの一人が無念そうに唇くちびるをかんだ。

　傭兵隊長らが殺される可能性は、非常に低いとはいえど、リノも視野に入れていたことだった。だからこそエリザを行かせなかったのだ。

　しかしまさか、彼らが引き連れていた私兵まで皆殺しにするなど、とても発想することができなかった。リノにはおよそ理解の範はん囲いを越こえていた。悪あく魔まの所業だからだ。

　たしかに傭兵隊長らがカルディノに引き連れていった私兵は、虎とらの子の強兵ばかりだったのだろう。それゆえチェザーレとしては、傭兵隊長らを亡き者にしたとしても、彼らの私兵を残したままならば、領地を征服する際に抵てい抗こうを受けると読んだに違いない。

「私には……この世のものとは思えない話です……」

　隣となりで聞いていたドロテアは、毒気を抜かれた面持ちだった。

　これほどの手を打ってくるとは、チェザーレは自分ごときの手に負えるレベルではない相手なのだと、リノは痛切に思い知らされたのだった。反乱軍の結束が崩くずされただけに留とどまらず、フォルセス公国以外で反乱軍が押さえていたすべての領地が、教皇軍の色に塗ぬり替かえられるのは確実である。考えうる最悪のシナリオだった。

　リノが訊く。

「脱出に成功した他ほかの兵たちは、どうなったんだ？」

「一度、領地に引き上げた者もいます。しかし皆とは、いずれフォルセスで合流しようと言い合って別れました。徒歩の兵も少なくありませんから、彼らは到とう着ちやくまでに時間がかかると思います」

　亡くなった傭兵隊長らの私兵は戦いくさに慣れている。教皇軍との戦いが避さけられない情勢である以上、彼らがフォルセス軍に加わってくれるのは心強い限りだ。

　本当のところを打ち明ければ、すでに一七〇〇人の軍を編制しているフォルセス公国は、国力の限界に達していた。新たに獲かく得とくしたミト近辺までの領地を除外すれば、旧フォルセス公国領は人口二〇万人にも届かない程度の弱小国家である。その常備兵が一七〇〇人と考えると、公国内の一〇〇人に一人がすでに兵士ということだ。さらに兵士を増やせば、国内経済の破は綻たんを招く。

　それゆえ、いくら優秀な兵たちとはいえど、これ以上の常備兵の確保は、国の財政を根幹から破は壊かいしてしまう危険が大きかった。それでも今は、そんな長期的なことを考えている場合ではないことも確かだ。目の前に優秀な兵がいれば、雇やとう以外の選せん択たく肢しなどない。

　リノは深くうなずく。

「……何もかもわかった。チェザーレは、傭兵隊長らの領地の征服が終われば、確実にフォルセス公国に襲おそいかかってくる。だから教皇軍との一戦は不ふ可か避ひだ。もし旧反乱軍に参加していた兵士たちのなかで、戦いたいという心意気の人間たちがいれば、一人でも多く集めてくれ」

「ありがとうございます……。我われ々われは命いのち懸がけで取り組みます……」

「ここに逃にげてきた兵士たちの衣食住の心配はしなくていい。仲間を一兵でも多く集めるために路銀が必要なら幾いくらでも出そう。教皇軍との一戦のために、可能な限り協力してほしい」

「お心こころ遣づかい、感謝致いたします。もとより我々は、旧主の仇あだを討うつつもりで参りました。反乱軍が完全に崩ほう壊かいした今、残された希望はフォルセス公国だけなのです。どうか我々をお導きください……」

　難を逃れてきた私兵たちは、神の慈じ悲ひを請こうような仕草で、教皇軍への復ふく讐しゆうを希こいねがってきたのだった。




　　　　◆




　深夜にもかかわらず、エリザとワルターを呼び、屋敷の応接間で顔を突き合わせていた。先ほど事情を聞いたリノとドロテアを交えて四人での話し合いだ。

「……えっ？　殺された？　全員……？」

　血相を変えたエリザに、リノが説明を続ける。

「まだ死亡は確認されていない。だけど、彼らの私兵まで虐ぎやく殺さつされたことを考えれば、それ以外の可能性はないだろう」

「リノが言っていた通りね……」

「いや……正直、予想を越こえていた。もはや人間の業わざじゃないからな。隊長に従っていただけの兵士たちまで虐殺するなんて……」

「なんということじゃ……。ワシも政治に携たずさわって長いが……これほどの裏切りなど、とてもイタリナの文明世界の出来事だとは思えん……。神をも畏おそれぬ所業じゃな……」

　そう言って、ワルターは目をしばしばさせた。

　ドロテアが身をすくませる。

「恐おそろしいことです……。私は危うく、悪魔のような男に身を捧ささげなくてはならないところでした。より一層、恐きよう怖ふが沸わき立ってきます」

「これで、反乱軍は本当の意味で消しよう滅めつしてしまった。傭兵隊長らは広い領地を獲得していたはずなのに、中ちゆう核かくの兵士たちまで殺されたから、もはや教皇軍のなすがままになるだろう。ほぼ空白地帯を塗り替えていくように、教皇軍はイタリナ中部を制せい覇はするはずだ。反乱は、むしろチェザーレにとって、邪じや魔まだった傭兵隊長たちの領土を根こそぎ奪うばえる絶好の機会になったのかもしれない」

「……そして最後まで残ってしまったのがフォルセス公国。教皇軍とはちゃんと文章で講和したはずだけど……何の意味もなさそうね」

　つぶやくようにエリザが言った。

「必ずチェザーレはやってくる。その前に、手立てを講じなければならない。あらゆる手立てをだ」

　リノの言葉に、集つどう四人はうなずきあった。

　次に負ければフォルセス公国は滅亡、そしてファウネル家は断絶。それだけで済めばマシなくらいで、エリザやドロテアが奴ど隷れいとして囲われ、リノやワルターや中ちゆう枢すうの兵士たちなど他の面々は躊ちゆう躇ちよなく殺されるシナリオもありえる。言葉にせずとも、向かい合う面々はそれを誰よりも理解していた。勝たねばならない。

「一刻の猶ゆう予よもない。分担して取り組もう。俺は外交を担当する。ヴェザニア共和国やフレンツェ共和国、そのほか周辺の国々に打だ診しんして、フォルセス公国を助ける意志があるかどうか確認してみる。こちらの弱みを見せることで、かえってフォルセス公国が危機に陥おちいる可能性は当然あるんだが、形なり振ふり構っちゃいられない」

　皆を見回して、リノは続けてゆく。

「それと、軍の編制も俺がやらなくちゃだな。傭兵隊長の私兵たちのなかで教皇軍と戦いたい者は、フォルセス公国に集まってくるようだ。当面、彼らの衣食住を保障しつつ、軍に編入していくことになる。軍政はずっと俺が担当してきたことだから、引き続きやろう」

「ワシは情報収集に努めることにしようかのう。教皇軍が今どこにいるのかを把は握あくすることが戦のスタートじゃ。一度目のフォルセス防衛戦のときは、ヤツらは唐とう突とつに国境線を越えて奇き襲しゆうしてきおったから、まともに準備する間もなかった。次は防衛態勢を敷しける分だけ、幾いく分ぶんかマシかもしれんと思おう」

　ワルターは戦場での情報収集に手慣れている。適任だろう。

　前回は、教皇軍は本当に何の前まえ触ぶれもなくいきなり襲ってきたのだった。国境近くを行軍する教皇軍の動静は正確に摑つかんでいたものの、他の街に進軍しているように見せかけての、突然の襲撃だったのである。公国領内の街を落とされて、首都フォルセスの防戦準備に入るのがやっとだった。

　もっとも、無法が日常的にまかり通るこの時代、わざわざ宣戦してから攻こう撃げきしてくるような奇特な軍などあるわけがないのだが。むしろワルターの情じよう報ほう網もうが機能していたからこそ、市民に防戦を呼び掛かけたりする時間があっただけマシだったのだ。

「ならば、食料、弓矢や砲ほう弾だん、装備の確保などは私がやります。難しいことはわかりませんが、戦争に必要なものを準備するくらいなら、私でもできます」

　責任感があるドロテアの担当としてはベストだった。下手な官かん吏りよりもドロテアの仕事は几き帳ちよう面めんだ。いささか厳密すぎて周囲を辟へき易えきさせてしまうため、普ふ段だんの政治を任せることは一切できないのだが、緊きん急きゆう事態に限れば向いている。

「私は城壁の補修を急がせたり、補強したりする作業を──」

　エリザが言いかけたのを、リノが制する。

「いいや、エリザは全体の戦せん闘とう計画を練ってくれ。エリザが取り組むのが最適だ。城壁の補強ならロザリアに担当させよう」

「戦闘計画……。ワルターも手伝ってくれる？　私の軍事教官だったんだし」

「ワシは古い時代の軍事指揮官ですじゃ。戦闘における姫ひめ様さまの指揮能力には、以前からワシは太たい鼓こ判ばんを押しとります。ワシなぞ姫様のセンスに及およぶところではありませぬゆえ、老いぼれの意見など採り入れず、自身の発想で計画を練ってもらった方が勝率は上がるはず」

「……責任重大ね」

「こればかりは、適任者はエリザしかいない。教皇軍を殲せん滅めつできるような計画が必要だ。無茶でも、やるしかないんだ」

「……わかった。頑がん張ばる。命を懸かけて」

　エリザは静かに、しかし決意を込めるような表情でうなずいた。

「決まりだ。オヤジは収集した情報を、リアルタイムで俺たちに報告し続けてほしい。教皇軍が国境を越えるタイミング、フォルセスの城じよう壁へきの前に到とう達たつするのはいつか、その予測が極めて重要だ」

「了りよう解かいしている。昔はワシも戦闘前となれば常に何十人の斥せつ候こうを放ち、情勢分ぶん析せきに最善を尽つくしたものじゃわい。オスマニアの一〇万もの大軍勢を、わずか一〇〇〇の手勢で長年いなし続けたのは、ひとえに情報収集力の賜たま物ものというものじゃ」

「だから何者なんだよ、オヤジは」

「ワルターの場合、下手な自じ慢まん話ばなしに聞こえないのが不思議なんだよね」

「姫様とワルター様がいれば勝てそうな気がします」

　三者三様、ワルターの言葉に別々の反応をしたのだった。

「いずれにせよ俺たちには、戦うしか道が残されていないことは明らかだ。負ければ、死ぬより悲ひ惨さんな目に遭あうだろう。だから俺たちの目標はただ一つ、教皇軍に勝つことだ。追い詰つめられたネズミは、ときに獅し子しにだって勝てるということを教えてやろう」

「そうね、勝つことでしか、私たちの未来は開けない」

「そこでエリザに頼たのみがある。いつも兵士たちの前でするように、俺たちのことも鼓こ舞ぶしてくれないか？」

「ここで？」

「そうだ。鼓舞する相手は兵士たちだけじゃない。俺たちの心にも、エリザの言葉で、どうか勇気を与あたえてほしい」

　リノは、真しん摯しな視線をエリザに向けた。

　ゆっくりとエリザは、リノとドロテアとワルターをそれぞれ眺ながめやってきた。誰だれもが決意を固めた表情だ。

　口元を引き締しめたエリザは、大きく息を吸い込み、透すき通った声を響ひびかせる。

「我われらが目の前にあるのは、勝利か破滅の二つに一つ。人の一生が永遠の闘争ならば、戦いは人生の華はなである。ゆえに絶体絶命の決戦に臨のぞめる我らには、人生の栄光がある。胸を張って言える、この戦いに向かえる我らは幸せなのだと」

　それは、兵士たちの前では決して明かせない、エリザの本音を交えた貴重な鼓舞だった。

「フォルセスは弱小国である。非力だったからこそ、人の世の有り様を見つめる栄えい誉よに恵めぐまれたのだ。恐れることなく、顧かえりみることなく、邪じや悪あくにも悲惨にもぶつかっていこう。手を取り合って、この絶望の淵ふちに光があるのかどうか確かめよう。もしも深しん淵えんに光がないのなら、世界に未練などはない」

　エリザは死を覚かく悟ごしている──それをリノは確信し、心が搔かき乱される思いだった。

「生ある限り我々はあがき続ける。やがて来る最さい期ごの一いつ瞬しゆんまで、光を求めて戦おう。そこに光があるのなら、フォルセスは必ず勝利する」

　そしてエリザは中空に高く右みぎ腕うでを振ふり上げ、声を大に響かせる。

「生々流転！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　三人も即そく座ざに、あらん限りの声で応こたえた。

　声を振り絞しぼりながらもドロテアはすっかり泣いてしまっていた。

　ワルターも涙なみだもろいせいか、目め尻じりには涙が光っている。

「すまんのう、すまんのう……。ワシに力がなかったばかりに、あいすまんのう……」

　珍めずらしく気弱な表情を見せたワルターは、老人のようにつぶやいた。そんなワルターの肩かたに、エリザは静かに手を置いて微笑ほほえんだ。

　叫さけび出したい思いを堪こらえることでリノは必死だった。エリザを守ることが自分の人生のすべてだと信じて生きてきたリノである。リノにとって生きる意味とは、エリザそのものだった。エリザを守れなくなるときは、間ま違ちがいなく自分は死を選ぶ。

　この謀ぼう略りやく渦うず巻まく国際社会のなかで、エリザという光を輝かがやかすため、ときに自分が深い闇やみにならなくてはと覚悟してきた。歴史を学ぶなかで、裏側で真に活かつ躍やくした人間たちの動きを追い、自分こそがエリザの闇を引き受けるのだと誓ちかっていた。それゆえ何より憎にくらしいのは、エリザを守るための力が、自分に足りなかったことだろう。

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱな自分にできることは、最期の瞬しゆん間かんまでエリザの楯たてになり続けることだ。改めてリノは、最期の一戦に向けての決意を強くしたのだった。




　　　　◆




　チェザーレ・ボルジアの華か麗れいなる裏切りは、イタリナ中を震しん撼かんさせていた。誰もが耳を疑い、それが人にん間げん業わざではないことを理解した。これほどまでに陰いん謀ぼうが上手うまくいったのは、傭よう兵へい隊長らに対する教皇の口くち添ぞえがあったからという噂うわさまでまことしやかにささやかれ始めていた。

　当のチェザーレはそんな風聞に微み塵じんも関心がないようで、支柱を失った傭兵隊長らの領地を、我が物顔で征せい服ふくし始めていた。抵てい抗こうする勢力がないので、まさに無人の荒こう野やを行くがごとくだ。

　今やチェザーレは教皇領の大半を手中にし、反乱前よりもさらに大きな領土を獲かく得とくするまでに至っていた。結果だけ見れば、反乱はチェザーレにとってプラスに作用してしまったようだ。

　これらの事態はイタリナ諸国の警けい戒かい心しんを激しく呼び起こしたが、同時にチェザーレに対する畏おそれと、虚きよ無む感かんに繫つながり、目に見える形で対抗していこうとする国はフォルセス公国の他ほかに一つも現れないのだった。フォルセス公国とて、できることなら対立などしたくない。だがもともと襲おそいかかってきたのは教皇軍だし、結果として反乱軍に加わった以上、対決以外の選せん択たく肢しがないだけである。

　各国に対し、リノは活発に外交使節を派は遣けんした。そして教皇軍に対抗するための同盟をひたすら訴うつたえたが、どの国も耳を傾かたむけてくれる気配すらないのだった。何の成果がなくても引き続きリノは外交戦を展開するつもりだったが、やはり究極的には、自国のことは自国で防衛するしかないことも確かだった。

　そんななか、傭兵隊長らの旧領地から避ひ難なんしてくる私兵は着々と増えていて、今やその数が九〇〇人に達していた。カルディノの生き残り二五〇と、復ふく讐しゆうを誓って旧領から脱だつ出しゆつしてきた六五〇だ。

　もともと八人の傭兵隊長が率いていた兵数は総計すると七〇〇〇近くいて、そのうち近この衛え兵へいとして機能していた二〇〇〇は、大半をカルディノで虐ぎやく殺さつされていた。残りのおよそ五〇〇〇は、傭兵稼か業ぎように合わせて従軍する農民と兵士の兼けん業ぎようのような土着民が中心だった。その多くは家族がいるため、そのまま教皇軍の支配に服して農民として生きていくことを選択していたが、隊長の復讐をする気持ちが強い六五〇が、カルディノの生き残りに引率されて、フォルセスまでやってきたのだった。

　彼ら九〇〇は訓練が行き届いた優ゆう秀しゆうな兵で、カルディノから逃のがれた二五〇は騎き兵へい、六五〇の半農兵は歩兵・弓きゆう兵へいとしてすぐに実戦投入できる見込みだった。加えて復讐心に駆かり立てられているので、単なる傭兵ではなく、非常に闘争心が旺おう盛せいな有用な兵士といってよかった。

　ありがたいことに、彼らは自らが扱あつかい慣れた兵装をすでに保有していた。槍やりも剣けんも全員が保有し、チェインメイルやプレートメイルまで持ってきた。まだあまり流通していない火ひ縄なわ銃じゆうまで保有している半農兵も四人いた。現行の火縄銃は装そう塡てんや発射に非常に時間がかかるし命中率も悪く、混戦での使用は現実的ではないが、熊くま狩がりには有用らしい。

　さらに嬉うれしいのは、彼ら農民たちが戦闘用・販はん売ばい用に育成していた騎馬のうち、特に優秀なものを選んで八〇〇もの馬を引き連れてきたことだ。教皇軍の支配に服することに決めた土着兵たちも、フォルセス公国に旅立つ仲間たちのため、あらゆる便べん宜ぎを図はかろうと努力してくれたらしい。

　九〇〇もの兵の装備や馬を確保するのは、本来であれば目を疑うような規模の財政支出を要する。また、長い期間に亘わたって訓練を積むだけでも、そのコストは甚じん大だいだ。それが無む償しようで手に入ったのだから、大いに喜ぶべきところではあった。

　しかし一方で、彼らに住居をあてがうことは一苦労であり、今後の生活保障などまで考えると、思わず目眩めまいがしてしまいそうなほどの出費や労力が必要だった。半農兵だった六五〇には農地を与えてやらなくてはならないし、常備兵として加わる二五〇にも日々の仕事をあてがい、既き存そんの兵士らとのスムーズな人間関係まで取り持たなくてはならない。

　なにせ開戦が差し迫せまっているだけに、兵同士の不仲は致ち命めい的てきになる。それゆえ、出身が違う兵同士が上手く調和できるように調整してやらねばならない。もともと傭兵だから荒あらっぽい側面があるため、市民らに溶とけ込めるようにリノが率先して努めることも必要だ。

　これでフォルセス公国の陸軍兵力──常備兵や半市民兵、半農兵は、合わせて二六〇〇にまで達することになった。イタリナの小国が持つ自国兵としては、いささか常じよう軌きを逸いつした規模である。

　数あるイタリナ諸国のうちで、これを越こえる規模の陸軍を持つのは、ヴェザニア共和国、ナファリ王国、ミレノ公国の三つだけであり、そのいずれもがフォルセス公国とは比ひ較かくにならない大きな国だ。もともとの一七〇〇だけでも国力の限界を越えていることは明らかだったわけで、どうやってこの規模の自国兵を維い持じしていけというのか……。

　九〇〇の新参兵を加えた軍政だけでも言葉では言い表せないほど苦労の連続なのに、これから避さけがたい戦争が控ひかえているのだから堪たまらない。

　リノは塗と炭たんの苦しみで身み悶もだえつつも、ワルターが逐ちく一いち報告してくる教皇軍の動きに合わせて、不ふ眠みん不ふ休きゆうで戦争準備を進めたのだった。
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　ヴェザニア共和国、元首公こう邸てい。

　参集した十人委員会の面々の前で、各地の諜ちよう報ほう員いんから届けられた貴重な情勢分析を、情報担当官が報告しているところだった。

「──目下のところチェザーレ・ボルジアに率いられた教皇軍は、反乱前の領地を回復するに留とどまらず、猛もう烈れつな勢いで反乱に参加した傭兵隊長らの領土を吞のみ込んでいます。カルディノの虐殺に畏れをなした街々も、我先にと教皇軍に城門を開いています」

「まさか反乱が、チェザーレにとって、かえって良い結果をもたらすことになるとはな……。反乱軍で唯ゆい一いつ残ったフォルセス公国に、教皇軍が侵しん攻こうするのはいつ頃ごろだ？」

　元首ヴァレリオ・グロスが確認すると、情報担当官が説明してくる。

「侵攻は時間の問題と思われます。あと一〇日もすれば一通りの領土の編入が終わると考えられますので、遅おそくともその直後には……」

「存外に早いな。教皇軍とフォルセス公国の兵力の状じよう況きようを教えてくれ」

「教皇軍は着々と兵力を増やしており、現在は一万五〇〇〇人規模の軍勢となっている模様です。一方、フォルセス公国も『侵略近し』と覚悟を決めており、必死に防戦準備に励はげんでいる模様です。殺された傭兵隊長らの兵士の一部が加わっていますので、おそらく二〇〇〇～三〇〇〇程度の兵力を確保できると見込まれます」

　その報告に、委員たちが口々に語る。

「ダメだ、勝負にならん。どうせフォルセス公国側で参戦しようと思う傭兵もいないだろう。それにフォルセスの城じよう壁へきは以前、一日で落ちている」

「しかし前に一日で落ちたのは、教皇軍がいきなりフォルセス公国領になだれ込んで、一万人もの兵士で奇き襲しゆうを掛かけたようなものだったからだろう。そりゃ誰だれが守ったって落ちる。今度は事前に準備もできるわけで、多少は粘ねばるんじゃないのか？」

「粘ることに期待を掛けても意味がない。我々が考えるべきは、野心剝むき出しの教皇軍とどのように対たい峙じしていくかだよ」

「チェザーレ・ボルジアの進出を許すくらいなら、フォルセス公国は我々の保護領にすべきだと思われます。歴史的にも、地勢的にも、ヴェザニアが確保すべき領地です」

「私は反対です。教皇庁と土地を奪うばい合うのは得策とは言えない。南の緩かん衝しよう地帯というのなら、すでに我々が確保している範はん囲い内で十分ではないですか？」

「私は別の観点から、フォルセス公国への進出に賛成します。もしフォルセス公国が落ちれば、チェスティ銀行が貸している二〇〇万シリングの資金も回収不能になるでありましょう。我が共和国政府の務めとしては、自国民が経営する銀行を守るのが当然の義務というもの」

「共和国政府が債さい務む保証もしていることだしな」

　それから委員たちは激しく議論を戦わせていった。フォルセス公国を保護領にする意見と、教皇軍の進出に不ふ干かん渉しように徹てつしようとする意見とが真っ二つに分かれ、どちらも優勢にはなり得ないようだった。いずれの派も頑がん固こに意見を主張したし、この問題に関しては、相手の論理に説得されて趣しゆ意い替がえする委員はいないようだった。

　もはや議論を続けても意味がないと判断し、元首は委員らの話を打ち切る。

「決を採ろう。票は一一名。ゆえに六名の得票で可決とする」

　委員らは押し黙だまり、元首の話に耳を傾けた。誰もが議論の続行は不毛だと思いかけていたので、あとは採決結果に従うだけだと決めたようだった。

「チェスティ銀行が貸し付けている二〇〇万シリングの権利を守るため、共和国政府は、フォルセス公国へと軍隊を派遣する。そしてチェスティ銀行が正式に徴ちよう税ぜい権けんを担保として押さえ、今後は共和国政府が代官を派遣して徴税業務を代行することで、実質的にフォルセス公国を保護すべし」

　元首の話に、委員の一人が口をはさむ。

「確認させてください。仮に、教皇軍と対決することになってもですか？」

「むろん、権利は保護されなくてはならない。チェスティ銀行が二〇〇万シリングを貸し付けたことは、教皇軍が存在しようとしまいと無関係の事実だ。教皇軍が我われ々われの権利を踏ふみにじるようなことがあれば、我々は各国政府に詳くわしく事情を説明し、正当に権利を行使していく必要がある。……よろしいか？」

「了りよう解かいしました。決をどうぞ」

「それでは採決に移行する。賛成の者は挙手を」

　熟じゆく慮りよしているのか、すぐには手を挙げようとする者はいなかった。しかし一人が挙手したのをキッカケにして、パラパラと手が挙がっていく。静かに、元首も手を挙げた。

「賛成六票、反対五票。この議案は可決だ」

　実に拮きつ抗こうした採決結果だった。どうりで議論が紛ふん糾きゆうするわけだ。この決断が吉きちと出るか凶きようと出るか、それは歴史の証明を待つ他ないだろうと元首は思った。

「この公邸に、チェスティ銀行のルチア・チェスティを呼んでくれ。それから、ヴェザニア陸軍の傭よう兵へい隊長ジークベルト・エルツベルガーも頼たのむ。大至急だ」

　元首は、議論を書き留める官かん吏りらに命じ、さっそく次の行動へと動き始めたのだった。
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「たった今もたらされた情報によれば、ミトの街が落ちたそうじゃ。といっても、教皇軍を見た住民たちが門を開けただけじゃがな。ヤツらがフォルセスの街の外に陣じんを敷しくまで、早ければあと四日といったところじゃろうか」

　ワルターの報告に、リノとエリザとドロテアは耳を傾けていた。

　ミトやエリノリアに残していた兵は、一兵も残さずフォルセスまで撤てつ退たいさせていた。五〇人や一〇〇人の兵で街を守っても意味がなく、本体の戦力を少しでも増強した方がいい。

　リノが言う。

「兵たちには招集を掛けた。フォルセス公国が限界を越えて抱かかえた二六〇〇の兵士だ。北方の傭兵隊長にも声を掛けてはみたものの、誰も返事はしてこない。多少の準備期間はあったっていうのに、今回もまた自国兵だけで勝負することになりそうだ」

「しょせん、傭兵は数を嵩かさましするだけにすぎません。いざ決戦となれば、頼たよりにできるのは自国兵だけです」

　ドロテアは強気に言い張った。傭兵の不参加は決まっているのだから、ポジティブなドロテアの返答は幾いくらか救いである。

　だが実際のところは、数の力というのはやはり偉い大だいだ。いかに戦意が低い兵であっても、数に頼って押すのはオーソドックスながら、昔も今も鉄板である。同条件でぶつかり合えば、数が多い方の勝利は確実だ。

　リノは確認する。

「教皇軍の兵力は？」

「おおよそ一万五〇〇〇。このうち騎き兵へい二〇〇〇、砲ほうは一四門といったところじゃ。大軍勢じゃな」

「……」

　リノは言葉に詰つまってしまった。勝てるわけがない兵力差だ。

「……」

　先ほどは強気だったドロテアも、さすがに敵兵力の大きさを聞くと、言葉をなくしたようだった。

「敵の行軍状況は摑つかんでる？」

　エリザの問い掛けに、ワルターは紙の上、敵の行軍上の配置を書きだし始めた。

　さすがに一万五〇〇〇ともなれば、敵地へ深く侵入する場合、緊きん張ちよう感かんもなく塊かたまりとなって行軍するわけではない。最高司令官がどれだけ必死で声を張り上げても、行軍しながらだと、その命令がすばやく全軍に行き渡わたらないからだ。それゆえ通常は、幾つかに部隊を分け、部隊長の指示の下もとに作戦地域まで行軍することになる。

「ミトの街に入城する前の行軍状況では、敵は四軍に分かれております。第一軍が騎兵二〇〇〇を含ふくむ主力部隊、およそ五〇〇〇、部隊長はミケロットですじゃ。第二軍は歩兵二五〇〇、ディ・ナルドというなかなかの良将が部隊長を務めております。そして第三軍は歩兵三〇〇〇、チェザーレ本人が率いていることを確認済みです。さらに後続の第四軍が四五〇〇、砲一四門や、足の遅い輜し重ちよう兵へいを連れての行軍ですな」

　ワルターが描えがく紙上では、ミケロット率いる第一軍がだいぶ先行し、露つゆ払はらいを務めているようだった。多くの街は、この第一軍を見ただけで城門を開いたであろう。第二軍と第三軍はほぼ距きよ離りを開けずに連なって行軍していて、一いつ緒しよの部隊と見なしてもよさそうだった。だいぶ遅おくれて第四軍といったところか。

「行軍中に仕掛けますかな？」

　ワルターが訊きくと、エリザは首を振る。

「山間や谷間の地形があるんだったら検討はしていたでしょうね。だけど敵はローマ街道を通ってきているのでしょう？」

「ですな。地勢的に、兵を隠かくせるような場所は望めませぬ」

「平野での鍔つば迫ぜり合いは無む駄だ死じにね。だけど、敵が布ふ陣じんを終えるのを、城門の内でのうのうと見ているつもりもない」

「……ほう。作戦を聞きましょう」

「こちらから仕掛ける。作戦地域は、敵が最もフォルセスの城壁に近づいたポイント。この付近になるかな。敵が布陣する前に仕掛けたい」

　フォルセスの地図を、エリザは指差した。

　ワルターは気難しげな顔をする。

「しかし仮にミケロットの第一軍五〇〇〇を追い払えたところで、後続の第二軍と第三軍が到とう着ちやくするのは時間の問題ですぞ。後続部隊には奇襲効果はなくなります。時間が経過すればするほど、兵力に勝る教皇軍が優勢になることは避さけられませぬ」

「こちらの主力部隊がぶつかるのは第三軍よ。チェザーレを殺す──その一点に、フォルセス公国の持てるすべてを賭かけてみたい。どだい、それしか勝つ方法がないもの」

「ほほう……狙ねらいをチェザーレ一人だけに絞しぼるわけですな？　ならば、第一軍を引き離はなさねばなりませぬ。どのような方法で？」

「ワルターに囮おとりになってもらうわ。フォルセスの手持ちの将軍のなかでは、ワルターの知名度が群を抜ぬいて高い。だからワルターには目立ってもらって、城外で暴れる構えを見せて欲しいの。第一軍は、きっとワルターに挑いどんでくる。教皇軍としても、城壁内の勢力と、ワルター軍との間で挟はさみ撃うちに遭あうのは避けようとするに違ちがいないからね」

「なるほど……。ワシにこそ相応ふさわしい役目ですな。やりましょう」

「だけど、できるだけ寡か兵へいで第一軍を支えて欲しいの。主力は第三軍への奇襲部隊だから、囮役は少なければ少ないほどいい。どのくらいの兵が必要？」

「三〇〇の歩兵で構いませぬ。全員に弓を持たせてくだされ。それと、傭兵隊長らの私兵の幾人かが火ひ縄なわ銃じゆうを持っていたようですな。目立つために、それも借りましょう」

「三〇〇？　幾らなんでも五〇〇〇を受け止めるには少なすぎると思うけど……」

「ふぉっふぉっふぉっ。わずかな手勢でオスマニアの大軍を捌さばき続けた記き憶おくが蘇よみがえってきますぞい。三〇〇をいっぱしの軍勢に見せかけて差し上げましょうぞ。北側の森林地帯に歩兵の一部を隠せば、少なくとも二〇〇〇の軍が隠れているように見えるでしょうな」

「ありがとう、ワルター。死なないでね」

「爺じいの心配などいりませぬ」

「ワルターの囮部隊が教皇軍を引きつけたとして……その背後を私たちは衝つく。城内の残り兵力は二三〇〇。この全兵力を投入して強きよう襲しゆうし、チェザーレを殺しにいく。狙いはチェザーレただ一人。私たちの勝機はそれしかない」

　リノは口をはさむ。

「この配置だと、こちらの奇襲部隊は第二軍と第三軍を相手にする必要がある。合わせて五五〇〇の敵兵だ。いったんは背後から襲おそいかかれるかもしれないが、倍以上の相手にどれだけ奇襲効果を維い持じできるだろうか」

　敵味方の兵力差を考えた場合、エリザの案は優すぐれたものだと思えた。しかし、少しでも懸け念ねんがあるのなら残さず指し摘てきし、問題を潰つぶしておくべきだ。

「奇き襲しゆう効果を確実なものにするために、ロザリアの新式砲ほう弾だん──榴りゆう弾だんを実戦投入してみましょう。このポイントなら、ギリギリ城じよう壁へきの上からの砲ほう撃げきで砲弾が届く。城門を開け放って攻こう勢せいを掛かけるのとほぼ同時、第二軍と第三軍に向けて大砲を一いつ斉せいに撃うち出すのよ」

「面おも白しろい……。榴弾はできるだけ秘密にしておきたいと思ったが……ここで使わないなら他ほかにいつ使うんだって話だよな。持てる限りの榴弾を教皇軍のヤツらにくれてやろう」

「いつものように、城壁の上からの砲撃指揮はドロテアがお願いね」

　エリザがそう言ったが、ピシャリとドロテアが否定する。

「なりません。姫ひめ様さまは奇襲部隊を指揮されるのですよね？」

「もちろん、そうよ」

「今回ばかりは、私は姫様のお側そばを離れません。私も奇襲部隊に加わります」

「でも……」

「私の武器や馬の腕うで前まえは姫様とて知っているはずです。一いつ般ぱんの兵よりも、私の方が近接戦せん闘とうも上手うまくこなせます。この奇襲にフォルセス公国の運命が掛かっているのですから、私を外してはならないと思います」

　ドロテアは、エリザの側にいたくて必死なのだ。リノは助け船を出してやることにした。

「砲手の指揮はロザリアに頼もう。子どもだけど、頭はいいからな。奇襲部隊が戦闘に入るほんの間際だけの砲撃になるし、ロザリアで十分だよ」

　しばし考える風だったエリザだが、やがてうなずく。

「わかった、ドロテアは奇襲部隊に加わって。頼りにしてるよ」

「ありがとうございます……。姫様、私は最さい期ごまでお供します……」

　感極まったようにドロテアは声を震ふるわせた。エリザの部隊に加わるのが、よほど嬉うれしかったようだ。

「作戦は決まりですな。狙いは敵戦力の殲せん滅めつではなく、チェザーレただ一人。そう考えれば、ワシらにも十分に勝つ見込みがあるというものじゃ」

　ワルターの言葉に、エリザが応じる。

「チェザーレを殺す──その一点に、フォルセス公国のすべてを投入する。大だい丈じよう夫ぶ、私たちはきっと勝てる」

「勝とう。チェザーレを討うち取って、欧おう州しゆう全土にフォルセス公国の名を轟とどろかせてやろうじゃないか」

　リノも、力強くそう言った。
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　国営製造所でロザリアの居場所を教えられたリノは、川辺の城壁沿いへとやってきた。するとロザリアと数人の職人たちが、城壁の裏側に土を盛る作業をしていた。以前、教皇軍の砲撃で壊こわされた川沿いの城壁に当たる部分だ。

　城壁の補修計画もロザリアに頼たのんでいたから、その一いつ環かんだろうか。いちおうロザリアは、ダ・ヴィンチの代わりに軍事技術者として雇やとっている人材だから、この手の科学的事情には造ぞう詣けいが深いはずだった。しかしまさか、砲弾を土で防ぐとでもいうのだろうか。

「何をやってるんだ？」

　作業を眺ながめながらリノが問い掛けた。

「見ての通りだよ。城壁の裏側を土で厚く固めるの。弱い箇か所しよを重点的に土で補強するんだよ」

　ロザリアの手は土まみれだった。腕にも服にも、泥どろがこびりついている。子どもが土遊びをしているようにしか見えないが、それを言うと気分を曲げてしまうだろう。

「土で補強できるわけがないじゃないか！　そんなことができるんだったら、古代人だって大砲を防げるよ」

「そう思うでしょ？　でもね、お師し匠しようはミレノ公国で軍事技術者を務めていたとき、この方法でフランク王国の大砲を防いだんだよ」

「そうなのか？　確かな方法なのか？」

「どういう理論か具体的には誰だれも解明していないんだけど、砲弾が城壁に加える圧力を、後ろの土が吸収してくれるみたい。城壁の強度が少なくとも三倍以上になるよ。まず砲撃に負けなくなるね。これ本当なんだよ」

　尚なおもリノには半信半疑だったが、科学者ではない自分には、ロザリアに反対する資格はない。実戦で証明されたことなのであれば、それを受け入れなくてはならないだろう。

　尤もつとも今回は、教皇軍が大砲を運用するのは容易ではないはずだった。なぜなら一回目の防衛戦のときは、教皇軍の砲列に、こちらの砲弾が届かなかった。しかし次は、教皇軍が城壁を崩くずす砲列を敷しいても、フォルセス公国側の大砲は最新のものだから、そこまで十分に砲弾が届く。それゆえ教皇軍は大砲を城壁に近づけることができないはずだ。

　大砲は二〇門ほど手元にある。弾薬も豊富だ。なにせ大砲製造国になったのである。唯ゆい一いつ、大砲の数と質だけは、教皇軍を上回っていた。大砲の大半は販はん売ばい用で売ばい却きやく先さきが決まっているものだったが、自国の危機である以上、利用しないわけにはいかない。

　リノは訊く。

「ところで、頼んでいた新式砲弾は何発できた？」

「榴弾のこと？　それなら八発の用意があるよ！　今も工こう房ぼうで作ってるところ。もうすぐ戦争だっていうから、私は城壁補強が進んでるか確認しに来たんだ」

「なんとも少ないな……やっぱりその榴弾とやら、実用性は乏とぼしいんじゃないか？」

「だってまだ設計が定まってないもんねー。でも手順さえ確立すれば、そのうち量産できるようになるって！　最低でも一年くらいは時間を頂ちよう戴だい？」

「フォルセス公国が生き残っていたらな。ところで、砲撃の方は頼むぞ」

「姫様から聞いたよ。余よ裕ゆう、余裕！」

　砲兵に加わることが、ロザリアには満まん更ざらでもなさそうだった。一般兵に子どもが交じっていたら怪あやしいが、砲兵たちの半数くらいが工房や国営製造所の職人を兼かねているから、ロザリアとは普ふ段だんから接している男たちである。彼らはロザリアの賢かしこさを知っているだけに、上手くやってくれるだろう。

「案外、熱心だな。戦争にまで参加してくれるなんて、サービス満点の軍事技術者だ」

「私みたいな子どもをスカウトしてくれた雇い主様に、とっても感謝してるんだ。中ちゆう堅けん以上の国だったら、私なんか絶対に雇ってもらえなかったもんね。五万シリングに見合うだけの協力はとことんするつもりだよ」

　ロザリアは土を固める作業の手を止めず、笑顔でそう言ったのだった。
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　教皇軍がエリノリアの街を占せん拠きよし、第一軍がすでに旧来の国境線を越こえたという報告がもたらされていた。決戦のときは近い。

　その報を受け、ワルター率いる三〇〇の歩兵は城門を出て、行軍を開始していた。事前にワルターは近くの農民たちに対し、さもワルターがフォルセス軍の主力を率いて会戦に挑もうとしているような風評をばらまいていた。農民たちに、「近くの平野が戦地になるから、一時的に避ひ難なんしろ」と教えるフリをしてだ。

　教皇軍は住人から事情を聞こうとするだろうから、ワルターが城門の外に出ていることを知るだろう。その情報を、教皇軍がどこまで重視するかまではわからない。しかし、意識はせざるを得ないはずだ。そして実際にワルターが率いる兵士らが第一軍の前に姿を見せれば、真しん偽ぎ不明の噂うわさは、かなり確度の高いものに見えてくる。

　教皇軍がワルター軍を追いかけ、第二軍と第三軍が横腹を見せたときが、唯一無二の奇襲のチャンスになる。ワルター軍が遠ざかっていく様子を、城門に潜ひそむエリザ率いる本隊は、固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　エリザとリノ、ドロテアとロザリアが寄り添そうようにして城壁の上に潜んで眺めていると、ワルター軍はゆっくりした足取りで北方へと向かっていく。敵を引きつけようとするじりじりした行軍だ。

　エリザはつぶやく。

「横よこ陣じんを展開しながら兵を多く見せかけて、堅けん実じつに移動してる。やっぱり上手いよね、ワルターの用兵。惚ほれ惚ぼれしちゃうよ。本当に手足のように兵を使うんだから」

「アレでも、チェザーレやミケロットよりも戦歴はずっと豊富らしいからな。伊達だてに老将になるまで生き残ってるわけじゃない」

　リノの言葉に、ドロテアが応じる。

「ワルター様は、若い頃ころから壮そう年ねんに至るまで、来る日も来る日も戦場に身を置き、戦い続けてきたといいます。こういった仕掛けを担になう指揮官としては、イタリナ有数の名将だと思います」

「戦い続けてきたって……本人が言い張ってるだけだろ。本当のところは誰もわからない」

　リノは苦笑した。父親のことを何も知らないとは、なんとも不思議な親子関係だ。

「でも、ワルターみたいな用兵はよほど熟練しないとできないよ。むしろ私は、ワルターは自分の戦歴を過小に語っていると思う」

　エリザは冷静な口調でそう言った。

　そのとき遠方に、騎き兵へいを先頭に立てた教皇軍の第一軍が姿を現した。ミケロットに率いられた第一軍は、教皇領の再さい征せい服ふくにあたり、多くの街を陥かん落らくさせてきたのだろう。まともに抵てい抗こうする勢力がおらず、常に勝ち続け、気持ちが高ぶっているに違ちがいない。

　第一軍は、やはりワルター軍を意識したような動きを取っていた。すでにワルター軍後方の姿を捕ほ捉そく済みなようだった。

　遠方へと目をこらしていたドロテアが、半ば立ち上がるようにして叫さけぶ。

「来ました！　見えましたよ、姫様！」

　さらに遠く、第二軍と第三軍の姿が見えた。悪いことに、この二軍は前後に連なって行軍していた。この二つの軍の距きよ離りが大きく離はなれていることを祈いのっていたが、そう上手くはいかないようだ。やはり奇襲で相手にするのは、第二軍と第三軍の五五〇〇になりそうだった。

　一方、第一軍・第四軍との距離はかなりある。チェザーレを殺すためだけの奇襲の成否がわかるまで、時間が稼かせげる距離だと思われた。

　エリザが胸のあたりをギュッと握にぎりしめ、口にする。

「来たわね、チェザーレ……。昨日も、その前の日も、さらにその前の日も、チェザーレの姿を夢に見た。待ち焦こがれたわ。私の運命の人──」

「命に替かえてもチェザーレを殺す。俺たちに課せられた宿命だ」

　リノも興奮する気持ちを抑おさえきれなかった。エリザの命、自分の命、そしてフォルセス公国の運命──そのすべてが、この一戦に掛かかっている。死ぬか生きるか、それがもうすぐわかるのだ。

「砲ほう弾だん、届くかな？　ギリギリの距離よね」

　エリザの問い掛けに、ロザリアが軽く言う。

「届くよ～。私、何度も実験を繰くり返してて、できるだけ飛距離を伸のばす角度が見えてきたんだよね。あの軍団にちゃんと当ててみせるよ」

「城門が開いたら、それが砲ほう撃げきの合図だぞ。騎兵が近接する時間を考えると、二回の砲撃が限度だと思う」

　リノは指し摘てきした。

　城門の上には、大砲二〇門を並べてあった。今の時点までに完成した榴りゆう弾だんの数は一〇発。一回の砲撃で榴弾五発、通常砲弾一五発ずつを撃うち込むことになる。それが二回だとして、第二軍と第三軍につぎ込むのは榴弾一〇発、通常砲弾三〇発だ。奇き襲しゆうの前段階としては、なかなか悪くない。命中率は低いけれども、五五〇〇人もの兵士の集団を狙ねらえばどこかには当たるはずで、敵の混乱を誘うことも可能だと思われた。

　ここに残す砲兵は九〇名。それ以外の現有戦力のすべて、兵士二二一〇で、教皇軍第二軍と第三軍五五〇〇に奇襲を加えることになる。布陣もしておらず、行軍中の軍の横腹に対して、準備も心構えもまだの兵士たちに襲おそいかかるのなら、勝算は十分に見込めるはずだ。そして狙いは敵の殲せん滅めつではなく、チェザーレ一人を見つけて討うてばいい。

　奇襲一いち撃げき目めとなる砲兵を指揮するロザリアに、リノは訊きいてみる。

「ロザリアは戦争、恐こわくないのか？」

「ううん、全然。私ね、恐いこといっぱいあって、何度も何度も泣いてきた。目の前で拷ごう問もんや火あぶりにされた人もいっぱいいたの。だから戦争くらいじゃ、もう涙なみだなんて流さないよ」

　やはりそうなのだろう。ロザリアは、人の生き死にならば、兵士以上に身近でたくさん見てきたはずだ。

「もしフォルセス公国が教皇軍を追い払はらったら、俺たちの力で、いつかこんな時代は変えてやろう。ロザリアはそれを手伝ってくれ」

「私は変わらないと思うんだ。嘆なげきの形が変わるだけ。これからも、永遠に人間ってそういうものじゃないかな？」

「夢だけなら持ったっていいじゃないか」

「……そうだね。うん、そうだよね。私はこれからも雇やとい主様に付いていくよ」

　そう言うロザリアの声音には、子どもらしい無む邪じや気きさがあった。
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　西門の前、エリザを先頭にして、兵士らが勢せい揃ぞろいしていた。





・フォルセス防衛軍：二六〇〇（奇襲部隊二二一〇、砲兵九〇、遊軍三〇〇、砲二〇門）

　指揮官：エリザ・ファウネル

・教皇軍：一五〇〇〇（騎兵二〇〇〇、傭よう兵へい一三〇〇〇、砲一四門）

　指揮官：チェザーレ・ボルジア






　この決戦が公国の運命を決めるのだと兵士らにも知れ渡わたっており、皆みなの顔は緊きん張ちようで引き締しまっている。とくにこの奇襲には、チェザーレに殺された傭兵隊長らの私兵九〇〇が加わっていた。火ひ縄なわ銃じゆうを持った農民兵四人だけはワルターに従っているが、それ以外の全員だ。最もチェザーレを殺す理由がある兵士たちで、個々人の戦せん闘とう力りよくも高めであるため、全員を奇襲部隊に編入していたのだった。
















　教皇軍の第三軍が指定のポイントに差し掛かったときに、城門の上に隠かくれる砲兵の一人から合図がなされることになっている。その際は城門が開き、エリザ率いる騎兵四五〇が第一陣、リノ率いる歩兵一七六〇が第二陣として、チェザーレ率いる第三軍の脇わき腹ばらに全力で突とつ入にゆうすることになっていた。

　しばらく、全軍は固唾を吞んで待った。緊張が漲みなぎる。

　監かん視し役やくの砲兵が顔を出し、こちらに向けて合図してきた。それに呼応して、城門の両りよう脇わきに陣取る兵士らが、城門を少しずつ押し開けてゆく。いよいよだ。

　馬上のエリザはこちらを振ふり向き、全兵士らをゆっくり見回したあと、澄すんだ声を響ひびかせる。

「これより、我が軍は死地へと赴おもむく。二度と生きてフォルセスの地を踏ふめぬと思え。我われ々われは死にゆく。愛しき家族や子どもたちのために」

　兵士らは誰だれもが一心に聴きき入っていた。城門はすでに半ば以上が開かれていた。

「だが、ただでは死ぬな。冥めい土どへの土産みやげは、チェザーレ・ボルジアの屍しかばねだ。教皇軍の雑兵どもなど斬きって捨て、一人でも多くの者がチェザーレの首を獲とりにいけ」

　エリザの言葉が兵士らの隅すみ々ずみにまで行き渡り、全軍に気力が漲っていくようだった。事実、それを聞くリノの全身には鳥とり肌はだが立っていた。

「案ずることはない。カルディノで虐ぎやく殺さつされた反乱軍の将兵らの魂たましいは我らと共にある。教皇軍に街を蹂じゆう躙りんされ、略りやく奪だつされ、命まで奪うばわれた人々の魂は我らと共にある。神が我らの前に立ちはだかると言うのなら、神を踏み越えてでもチェザーレを殺せ」

　そこでエリザは剣けんを抜ぬき、宙へと掲かかげ上げた。

「目標はチェザーレただ一人！　我らが屍を捧ささげる！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　すべての兵士が剣を振り上げ、力の限りに叫んでいた。

　エリザを先頭に、城門から騎兵四五〇が一いつ斉せいに飛び出した。それを歩兵一七六〇が全力で追いかける。雪崩なだれを打つような勢いで、教皇軍の第三軍に向けてフォルセス軍は突入していった。

　第二軍や第三軍でこちら側にいた教皇軍の歩兵らが、フォルセス軍を認めて顔色を変えているのが見えた。

　背後から、ロザリアの大声が響く。

「いくよっ！　せーのっ！」

　その掛け声を合図に、全二〇門の砲口がうなりを上げた。

　砲弾は第二軍と第三軍の頭上に吸いこまれていき、敵兵を薙なぎ払う。それと同時に、幾いくつかの砲弾が地じ響ひびきを上げて弾はじけ飛び、周囲の兵士を吹ふき飛ばした。雷らい鳴めいのような大だい音おん響きようが連続して辺り一面に轟とどろいたこともあって、たちまち教皇軍はパニックに陥おちいった。

　浮うき足立つ教皇軍に向けて、さらにもう一いち撃げき、砲弾が撃ち込まれていく。

　絶ぜつ叫きようと悲鳴。怒ど号ごうと叫きよう喚かん。

　そんな混乱のなか、エリザ率いる騎き兵へい四五〇が槍やりを構えて横一列に展開し、チェザーレがいる第三軍に向けて突入した。教皇軍の第三軍はたちまち崩くずれ、側面にいた教皇軍の兵士は次々と槍の餌え食じきになってゆく。

　しかし第三軍だけでも三〇〇〇の兵力を持つ。一撃目で第三軍に多くの損害を与あたえたものの、騎兵四五〇の横列突撃だけでは突つき抜けるには至らず、敵と入り交じっての混戦に突入した。地を駆かけない騎兵は、歩兵との接戦には脆もろい。

　直後、リノ率いる歩兵一七六〇が第三軍に乱入し、立ち往生する味方騎兵を援えん護ごした。第三軍の隊列は乱れきっており、次々とフォルセス軍の刃やいばの餌食になっていく。

　だが一方で、騎兵突撃を受けなかった教皇軍第二軍が、指揮官ディ・ナルドの必死の統制の甲か斐いあってか、すんでのところで持ち直し、第三軍の戦線に踏み込んできた。このことが、第三軍の兵士の一部がパニックで戦線離り脱だつを図はかろうとする錯さく綜そうに拍はく車しやをかけ、敵味方入り乱れての血みどろの白兵戦になってゆく。

　混乱の極みにある教皇軍第三軍三〇〇〇の内部には、フォルセス軍騎兵四五〇、そして側面にはフォルセス軍歩兵一七六〇と教皇軍第二軍二五〇〇。

　もはや隣となりにいるのが敵なのか味方なのか、誰もがわからない恐きよう怖ふと興奮で、どの兵士らも錯乱したように声を上げながら剣を振るっていた。

「案ずるな！　敵は寡か兵へいだ！　態勢を建て直せ！」

　兵士らの絶叫に交じって、チェザーレの声が第三軍の中央部から聞こえてきた。

　味方の歩兵部隊に向けて、リノは必死に叫ぶ。

「あそこだ！　チェザーレはあそこだ！　ヤツを討て！」

　前方の味方がチェザーレに立ち向かっている様子が見えるが、チェザーレも死にものぐるいで剣を振るっている。リノも自ら敵味方を搔かき分け、剣を握りしめてチェザーレの下もとへと走った。

　だが、すぐに敵兵が斬りかかってきて、思うように前に進めない。なんとか敵兵の一撃目を防いだが、敵兵は勢いに任せて体当たりしてきたので、リノは地べたに転がり土まみれになった。敵兵も地面に倒たおれ伏ふしていたが、何やら喚わめきながら起き上がり、剣を突き立てるようにして再びリノに身体からだごとぶち当たってきた。

　リノも叫さけび返し、負けじと敵兵と剣を合わせた。火花が散り、鉄を合わせる音と匂においで五感が痺しびれそうになる。

　死闘だ。だが、こんな一兵卒と泥どろ沼ぬまの戦いをしている場合ではない。早く自分も混戦を抜けて、チェザーレに一ひと太刀たち浴びせねばならない。リノは自らの武勇が劣おとることを、今日ほど呪のろったことはなかった。
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　決けつ壊かいしている教皇軍第三軍の中央部。

　わずかな近この衛え兵へいに守られながら、チェザーレは声を限りに指揮を執とっていた。

「敵の狙いはこの俺だ！　俺を囮おとりにして、背後から敵兵を斬り伏せろ！」

　この喧けん騒そうと興奮のなか、チェザーレの指示がどれだけ届くだろうか。

　すでにチェザーレは馬を捨てていた。馬は目立つし、混戦のなかではカモになる。ましてや敵は、自分一人に狙いを絞しぼってきていることが明白だった。歩兵に交じった方がいい。

　チェザーレは半ば血みどろだった。腕うでは傷つけられ、脇腹は斬られ、そこから流れ出る血を止血しているヒマはない。この急きゆう襲しゆうに、プレートメイルを身に付けていなかったので、軽装備のままで戦わざるを得なかったからだ。

　だがむしろ、この混戦のなかで生き残れているのは、軽装備であるためかもしれない。仮にプレートメイルを纏まとっていたら身動きが重じゆう鈍どんになり、自分に群がってくるフォルセス軍の数が多すぎて、とても捌さばききれるはずもなかった。

　チェザーレは自ら剣を振るい、フォルセス軍兵士を何人も斬り伏せていた。剣技には誰よりも自信がある。しかしそれは、あくまで一対一の決闘のような場でこそ発揮される剣技であって、まさか戦場において、このような混戦のなか、自らが生死を掛かけて戦う状じよう況きようになろうとは予想だにしていないことだった。

「踏み留とどまれ！　第一軍と第四軍が必ず駆けつけてくる！　それまで耐たえればいいだけだ！」

　周りで防戦に努める近衛兵らに、チェザーレは懸けん命めいに呼び掛けた。

　とくに第一軍には騎兵二〇〇〇がいるし、何よりミケロットが指揮を執っている。今ごろミケロットは軍を反転させているはずだ。自分の命が尽つきるより、ミケロットが駆けつけてくる方が早い──チェザーレはそれを信じた。神など利用するものであって本質的に信じていないチェザーレでも、自分の分身であるミケロットのことだけは信じられた。

「チェザーレ！」

　それは、聞き覚えのあるエリザ・ファウネルの声だった。
















　目の前に躍おどり込んできたのは、一騎の馬にまたがった黄金の騎士。やはりエリザだ。間を置かず、エリザは剣を振り上げる。

「ここで死ぬがいい！」

　馬上のエリザは叫び、チェザーレに向けて剣を振り下ろす。その剣を、チェザーレは正面から受けた。とても細腕から繰くり出された剣けん戟げきとは思えないほど、魂のこもった重い剣だった。

　なんと美しい武人であることか。神がいるとすれば、それはエリザ・ファウネルのことなのではないかと、そんな錯覚にチェザーレは囚とらわれた。剣を合わせながらも、跪ひざまずいて涙なみだしそうな感覚だ。

「待っていたぞ、エリザ・ファウネル！　やはり我が妻となるに相応ふさわしい！」

　無意識に、心の底からの言葉をチェザーレは発していた。

「おのれ！　この期ごに至り、まだ言うか！　貴様の命はここで終わりだ！」

　エリザが振り下ろした二撃目も、なんとかチェザーレは受け止めた。しかし剣戟に腕が痺れ、勢いに押されて思わず膝ひざをつく。

「ぐっ!?」

「奈な落らくで神に懺ざん悔げせよッ！」

　エリザは吼ほえ、審しん判ぱんを下すように剣を振り上げた。もはや三撃目は防げない。

（俺の野望、ここで潰ついえるのか……）

　自分の命脈も尽きたとチェザーレは感じた。

　しかしまさにそのとき、エリザの馬がバランスを大きく崩し、激しくいなないた。他ほかの兵士らと戦っていた近衛兵の一人が、主あるじの危機を見て取り、エリザが騎乗する馬に剣ごと体当たりを喰くらわせたのだ。

　横腹を剣で傷つけられた馬は半ば反転していたが、エリザは器用に身体を捻ひねり、一刀の下に近衛兵を斬り伏せる。

「邪じや魔まだッ！　どけッ！」

　自分の危機を救った近衛兵が即そく座ざに斬り捨てられたのを、片かた膝ひざをついたままのチェザーレは目の前で見た。なんと武勇に優すぐれた君主であることか！

　一対一の剣技なら誰にも負けない自信があったチェザーレだが、エリザの前では、自分には一いつ般ぱん兵へい並みの力しかない。

　すぐに別の近衛兵がエリザに斬りかかっていく。エリザはその剣を力押しで弾はじいたが、さらに複数の近衛兵らがエリザに殺到していった。近衛兵たちはエリザに斬りつけられながらも、果か敢かんに挑いどみ掛かっている。おかげでチェザーレとエリザとの間には距きよ離りが空き、少しは冷静に状況を眺ながめる余よ裕ゆうをチェザーレは得た。

　戦いくさの流れの変化を感じた。取り乱していたこちらの兵に、気力が戻もどっているようにチェザーレには思われたのだ。しかも敵の攻こう勢せいの力が削そがれているようだった。事実、常に五人は自分に群がっていた敵兵の圧力が、今ではだいぶ弱まっていた。

　渦か中ちゆうで剣を握にぎっていると全体の戦況が摑つかみづらいが、何か転機が訪れたらしかった。

「ダ・コレラ将軍、到とう着ちやく！　ダ・コレラ将軍の騎兵隊、到着！」

　自軍の兵士の一人がそう叫んでいるのが聞こえてきた。やはりミケロットが間に合ったのだ！

　見れば、すでに馬を捨てたエリザは、複数の近衛兵らと刃を交えていた。

「エリザ・ファウネル、聞けっ！　俺と一いつ緒しよに、古いにしえのローマ帝てい国こくを復活させようではないか！　我われらが地中海をあまねく支配し、神をもねじ伏せ、世界に真の平和と安定をもたらす輝かがやかしい存在となるのだ！」

　危機を乗り越こえたことを確信し、チェザーレはそう叫んだ。謀ぼう略りやくでも何でもない、エリザに対する、チェザーレの心からの呼び掛けだった。

「貴様が平和を語るなど片腹痛い！　寝ね言ごとなら地じ獄ごくで言うがよい！」

　近衛兵らの幾人かを斬きり、包囲を力ちから尽ずくで押しのけたエリザは、驚おどろくべきことに、再びチェザーレに躍りかかってきたのだった。なんと恐おそるべき女騎士だろう！

　戦況に安あん堵どしかけていたチェザーレだったが、慌あわてて剣けんを強く握りしめた。敵の勢いが弱まった今、近衛兵に囲まれたエリザ単独なら、いかに怪かい物ぶつのような武勇の持ち主とはいえど、捌ききれると思われた。

　チェザーレとエリザは再び剣を合わせた。火花が舞まい、激しく音が散る。即座に近衛兵の一人がエリザの背後から襲おそいかかったが、予想していたのかエリザは振ふり向きざまその剣を受け止めた。

　自軍の兵士たちが喚き立てる声が聞こえてくる。

「第一軍、到着！」

「第四軍が来たぞー！」

　それが本当なら、この戦場には教皇軍の全軍が集結しているということだ。いかにフォルセス軍が数を増しているとはいえど、一万五〇〇〇もの兵員を相手にできるわけがない。

　フォルセス軍の勢いが弱まったのは明らかだった。こちらは大損害を受けたが、フォルセス軍の狙ねらいがチェザーレだけに向いていた以上、自分が生き残りさえすれば勝ちなのだ。

　近衛兵たちはエリザへの包囲を狭せばめていた。チェザーレもエリザへと迫せまり、剣を掲かかげた。実に惜おしいが、エリザを無傷で捕ほ虜りよにすることは困難だ。生かして捕とらえることさえできれば、エリザの傷が癒いえるのを待ち、いずれ妻に迎むかえることにすればいい。
















「かかれ！」

　チェザーレの合図で、一いつ斉せいに近衛兵が飛びかかろうとした。

　そのとき、一人の近衛兵が後ろから斬りかかられ、絶ぜつ叫きようを上げながら倒れ伏す。一人のフォルセス軍兵士が包囲を破ろうと突とつ入にゆうしてきたのだ。

「エリザ！　脱だつ出しゆつしろ！　城へ戻るんだ！」

　乱入してきたのは、あの外交官だ！

　外交官は、エリザの包囲の輪に転がるようにしながら飛び込み、地面へと突つっ伏した。

「リノ！」

　エリザは目を見開き、わずかに動きを止めた。

「雑魚ざこが！」

　チェザーレは剣を振り上げ、起き上がろうとしていた外交官の背中を斬り伏せた。血しぶきが舞い、外交官が叫び声を上げる。

「があっ！」

「嫌いやッ！　やめてッ!?」

　とたん、エリザが剣を捨て、外交官を守るように覆おおいかぶさったのでチェザーレは意表を衝つかれた。近衛兵たちも同様なようで、つい今しがたまで猛もう勇ゆうを見せつけていた女騎士の変わりように、しばし呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　外交官は消え入りそうな声で言う。

「エリザ……俺のことは捨ておけ……。早く城じよう壁へき内に戻ってくれ……」

「リノ！　リノ！」

　エリザは幾いくたびも外交官の名前を連呼していた。もはやそこには、単騎で自分に勝負を挑んできた勇将の面おも持もちは微み塵じんもなかった。瀕ひん死しの外交官と運命を共にするかのように覆いかぶさり、チェザーレに立ち向かう気配すら感じられない少女のものだった。

　やがて顔を上げたエリザは涙に暮れ、チェザーレに懇こん願がんしてくる。

「お願い、リノを救って。何でもするから……」

　チェザーレは直感した。エリザは、この外交官に恋こいをしている。

（この男、平民風情が、許しがたい！）

　チェザーレのなかに、激しい嫉しつ妬との炎ほのおが荒あれ狂くるった。女にはただの一度も不自由したことはない自分だが、たった一人、自分が心から求めたこの女だけは、自分のモノにならないというのか！

「ならば、二人諸もろ共ともここで朽くちるがいい！」

　チェザーレは剣を振り上げた。

　エリザは観念した顔になり、反はん抗こうする様子も見せず、血みどろの外交官を守るように静かに抱だきしめたのだった。

「姫ひめ様さま！」

　この混戦のなか、未いまだに馬に乗った武将が勇ゆう躍やくしてきて、馬上で弓を引き絞しぼっていた。矢が宙を走り、チェザーレの右みぎ腕うでに突き刺ささる。

「くそっ！」

　振り上げていた剣をチェザーレは取り落とし、後ろに何歩かよろめいた。だがおそらく自分の頭を狙ったであろう弓矢が、腕に逸それたのは不幸中の幸いだ。

　その馬上の騎士は一群の歩兵や騎兵を引き連れてきていて、チェザーレの近この衛え兵へいらに果敢に突入してきた。エリザを守ろうとしているのか、それともチェザーレ本人を狙う最後の機会だと判断したのかわからないが、フォルセス軍の少数の混成部隊は、決死の形相で襲いかかってきた。

　たちまち近衛兵と、フォルセス軍の混成部隊が血戦となった。しかし死にものぐるいのフォルセス軍の勢いは衰おとろえず、近衛兵が崩くずれ始めた。

「いったん退ひけ！　陣じんを退け！」

　近衛兵と共に押し込まれたチェザーレは、ここが引き際だと判断し、周りに号令を発していた。すでにチェザーレ本人も二箇か所しよの重傷、腕には矢、その他に幾つもの斬り傷や刺し傷を負い、満まん身しん創そう痍いの状態だった。死し闘とうの興奮で脳が冴さえ渡わたっていなければ、倒たおれていてもおかしくなかったはずだ。

「姫様、リノをこの馬へ！」

　勇躍してきた騎士は、エリザの側そばで馬を下りていた。

「ドロテア、手伝って！」

　そう言うエリザの表情には温かさが戻っていた。自身の命より、あの外交官の命が助かることが嬉うれしいというのか。

　チェザーレは後退しながらも時おりエリザを見やったが、エリザはもはやこちらに一いち瞥べつをくれることもせず、ただただ死に際の外交官を気に掛かけていただけだった。改めて、あの二人にトドメをさせなかったことをチェザーレは深く悔くやんだ。

　血まみれの外交官を馬に引き上げると、エリザも声を上げる。

「撤てつ退たい！　全軍、城門内へ撤退！」

　エリザの号令に、教皇軍の第一軍と第四軍に包囲されかけていたフォルセス軍は、ついに撤退を開始したのだった。

　しかし追つい撃げきを掛ける余裕など、教皇軍にはなくなっていた。教皇軍の第二軍と第三軍の損害は甚はなはだしく、陣も乱れ、ましてや司令官たる自分が何カ所も深手を負ってしまっている状態である。フォルセス軍も目的を達せられなかったのかもしれないが、教皇軍第三軍は半ば壊かい滅めつしてしまったのだ。いったん戦線を下げて、城壁を包囲する計画を練り直すしかないとチェザーレは判断せざるを得なかった。

　フォルセス軍が退いていくと、城壁の上から砲ほう撃げきの音が響ひびいてきた。

　ドン、ドン、ドンと、音が連続し、休むことなく砲ほう弾だんが降り注いでくる。この状態は危険だ。やはり追撃を諦あきらめたのは正解だった。

「退け！　早くしろ！」

　そう叫さけぶチェザーレは、すでにまともに歩ける状じよう況きようにはなかった。血が流れすぎたため、頭が朦もう朧ろうとし、身体からだから力が抜ぬけていた。逸はやる気持ちとは裏腹に、よろよろとその場でくずおれてしまった。このような情けない姿など、生まれてこの方、ミケロット以外の相手に見せたことはなかった。

「チェザーレ！　無事か!?」

　自分を必死で捜さがしていたのだろう、ミケロットが馬を下りて、膝ひざをつくチェザーレに駆かけ寄ってきた。ミケロットに肩かたを担かつがれたことで、消え入りそうな意識をチェザーレはようやく取り戻したのだった。

　背後から不気味な砲撃音が鳴り響くなか、味方と共に陣を下げてゆく。

　乱立するイタリナ諸国のなかでも最弱の一つであったはずのフォルセス公国から、まさかこれほどの打撃を受けるとは、実に口くち惜おしい限りだった。自分が率いていた第三軍を壊滅させられ、自身も何度も死にかけ、満身創痍で歩くことすらままならなくなっている。挙げ句の果てに、心から願った求きゆう婚こんの相手には、命を捨ててでも守ろうとする男がいたという！

「俺は、生まれて初めて男に嫉妬させられたぞ。叶かなわない恋というのは、あるものなのだな」

　チェザーレはよろめく足で、ミケロットの肩に助けられながら口にした。

「バカを言うな。血を流しすぎて、夢でも見ているんだろう。城壁の包囲戦は俺がやる。しばらく陣幕で休んでおけ」

「だが、力尽くで奪うばうという方法を、神は我々に与あたえてくだされた。フフフ、エリザ・ファウネルが悲しみに悶もだえる姿を想像するだけで、今から心が躍おどるというものだ」

　チェザーレは微び笑しようと苦笑が入り混じった表情で言い、砲撃音が轟とどろくフォルセスの城壁を振り向いたのだった。








第八章　死闘の果てに






　城内に戻もどって馬から下ろされると、エリザはすがりついてきた。

「リノ！　リノ！　死なないで」

「……ごはっ……がはっ……」

　血が口から溢あふれてきて、まともに話せない状態だった。

　それゆえリノは首を振ふって、エリザに冷静になるよう伝えようとした。それしか動きようがなかったからだ。だがその首を振ったジェスチャーが余計にエリザを焦あせらせたようで、なおもエリザはすがりつく手を強くする。

「嫌……。私をおいてかないで……。リノ……」

　エリザは嗚お咽えつしていた。

　仕方なくリノは、呆然と立ち尽つくしているドロテアに視線を向け、首を振ってみせた。エリザを自分から引き離はなして、兵士たちの前に戻せということをわかって欲しかったのだ。

「姫様……」

　つぶやいたドロテアは、リノの意向を理解はしたようだった。しかし為なす術すべなく、困こん惑わくしてエリザを見やったり、城内の兵士らに視線を走らせたりしているだけだった。泣きわめくエリザを慰い留りゆうさせるなど、忠実なドロテアにはできないのだろう。
















　エリザが自分を思い遣やってくれるのは心底嬉しい。だが今は、そんな場合ではなかった。

　フォルセス軍の兵士たちはボロボロになって引き上げてきている。教皇軍に痛打を与えはしたものの、チェザーレを討うつ唯ゆい一いつ無む二にの目的を達せられず、ただでさえ戦意が衰えている。この混戦で、少なく見積もっても三〇〇人の死傷者は出たはずだ。傷を負った兵士も多い。友人が戦死した兵士だっているだろう。

　そんななか、指揮官たるエリザが兵士を顧かえりみもせず、未いまだ命脈を保っているリノのためだけに泣くのは、軍の統制のために致ち命めい的てきなことになりかねなかった。

「お主ら！　教皇軍の第三軍は壊滅させたぞ！　初戦はフォルセスの勝利じゃ！」

　ワルターの声が響いてきた。懸けん命めいにワルターが、エリザに代わって兵士らを統制しようと努めているようだった。

　ワルターの部隊はギリギリまでミケロットの第一軍に食い下がっていたようだが、両軍撤退の隙すきに乗じて城内に引き上げてきたのだった。

　ワルターは十分に役目を果たしてくれた。しかし予想を上回るチェザーレ個人の武勇によって、決死の覚かく悟ごで突とつ入にゆうした勇ゆう敢かんな兵士らが何人も斬きられ、討ち取るまでに至らなかったのは、思いがけない誤算だった。

　しかもまさかフォルセス一の剛ごう勇ゆうを誇ほこるエリザを前にしても生き残るなど、並みの将しよう帥すいではない。チェザーレの剣けん技ぎが秀ひいでていることは知られていたが、それはあくまで人前で見せる技術であって、あれだけの混戦のなか不ふ屈くつの粘ねばりを見せるとは……。

「今回は大砲の準備も万全じゃ！　心配せずとも教皇軍は追い払はらえるわい！」

　ワルターが声を振るっていた。エリザがすっかり役目を忘れて取り乱している以上、代わりを務めるのは自分だとワルターは理解しているのだろう。

　最高司令官がワルターだったら、エリザが隅すみで泣いていようと兵士たちはそれほど気に留めなかったはずだ。しかし会戦前に兵士たちの前に立ち、決起を促うながしたのはエリザであり、誰だれもがその熱ねつ狂きようを覚えている。事実、兵士たちはしきりにエリザに視線を走らせ、困惑した表情を隠かくそうともしていなかった。

　軍の統制という観点からすれば、エリザが兵士たちをそっちのけにして、腹心のためだけに泣いている姿を見せるのは、チェザーレを討ち逃のがしてしまった以上の失策だ……。

　血を何度も吐はいて意識朦もう朧ろうとしかけていたリノだが、最後の気力を振り絞しぼって捨て身で半身を起こし、伝えようと試みる。

「エリザ……兵士たちの前へ……」

「もうすぐロザリアが来るからね。きっと助かるよ……。だから、もう少しだよ……。リノ……リノ……」

　エリザはもはや誰だれ憚はばかることなく泣いていた。リノが目の前で死ぬかもしれないという恐きよう怖ふに、冷静さを微み塵じんも保てなくなっているようだった。

　そのときロザリアが箱を両手に抱かかえて駆けつけてきて、エリザの隣となりにしゃがみ込んでくる。

「雇やとい主様！　今すぐ外科手術を試みるよ！」

「ロザリアお願い……。リノを助けて……」

　エリザが懇こん願がんした。

「お師し匠しようの見よう見まねだけど、やってみる。血を流しすぎてるから、早く塞ふさがないと。気絶するほど痛いけど、そのせいで死なないでね」

　ロザリアの手術の腕うで前まえなどまるで知らない。時おりロザリアが、兵士や住人の外科手術を行っていることを聞いていたくらいだろうか。とはいえダ・ヴィンチが研究のため人体解かい剖ぼうを行ったりすることは知られていたし、医学的知識でもロザリアに並ぶ者はフォルセスにいなかった。

　だが今は、自分が助かるかどうかなどリノには重要だとは思えなかった。いかなる状況でもエリザの立場を守ることが決定的に重要だ。

　リノはエリザを見やり、再度、懸命に伝えようと試みる。

「兵士たちを……」

　発することができた言葉はそれだけだった。

　直後、ロザリアやエリザの手によって、リノはうつ伏せに寝ねかされた。

　遠目に見えた兵士たちは、チラチラこちらを窺うかがいつつ、ぐったりと地べたに座り込んでいた。こんなときこそ、エリザが兵士たちの前に立つ必要があるのに！

「があっ!?」

　ふいに激痛が走り、意識が遠ざかりかけた。背中を何かで刺さし貫つらぬかれたような激痛だ。

「リノ！　大だい丈じよう夫ぶ、ここにいるよ！　ずっと側そばにいるから、頑がん張ばって！」

　エリザがリノの手に手を重ね、顔を近づけ、切々と応おう援えんの言葉を掛かけてくれた。嬉うれしいが、尚なおもリノは首を振って伝えようとした。エリザの居場所はここではない。

　司令官たるエリザは、やはり兵士たちの前に戻らなくてはダメだ。こればかりはワルターでは肩かた代がわりができない役目なのだ。

　最後にエリザをもう一度だけ説得するため、声を上げようと試みた。

「ごあっ……」

　言葉にならない言葉をリノは叫さけんでいた。

　次の瞬しゆん間かん、激痛に身体からだを貫かれ、リノの意識は搔かき消えた。
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　轟く砲ほう撃げき音おんによってリノは目が覚めた。ファウネル家の屋や敷しき内にある自室だ。

　どうやら自分は生き長らえているようだった。だが、頭に響ひびく鈍どん痛つうがリノの気を重くした。

　ロザリアが部屋にいて、声を掛けてくる。

「おはよー、雇い主様」

「……水……」

　喘あえぐようにリノは頼たのんだ。

「あっ、そうだよね。はい」

　水差しは誰かがベッド脇わきに用意してくれていたようで、ロザリアが差し出してきたそれを、リノは貪むさぼるように飲んだ。

　喉のどの渇かわきが癒いやされると、リノは身体を起こそうとした。

「痛ッ!?」

　背中に激痛が走り、再び意識が飛びそうになった。

　慌あわててロザリアが口にする。

「まだ起きちゃダメだよ！　しばらく安静にしておかなくちゃ！」

　仕方なくリノはベッドで脱だつ力りよくし、訊きいてみる。

「……俺……どのくらい昏こん睡すいしてた？」

「四日間」

「四日!?　フォルセスは、まだ保ってるのか!?」

「また戦争が始まったのは今日からだよ。教皇軍はしばらく城じよう壁へきから離れて態勢を建て直していたみたい。攻せめ寄せてきたのは、ついさっきから」

　なるほど、ならば自分が目覚めるキッカケになった砲撃音は、戦争再開の合図だったのかもしれない。

「防戦準備に励はげむ時間は、なんとかあったみたいだな……」

　リノがつぶやくと、ロザリアはやや逡しゆん巡じゆんした様子を見せて、困ったように口にしていく。

「だけどね、兵士の人たちの気力が明らかに衰おとろえてるんだよね。なんだろう……奇き襲しゆう前にはあれだけやる気が漲みなぎっていたのに、別の人たちに変わっちゃったみたい」

「エリザは指揮を執とってるのか？」

「うん。でも兵士の人たち、姫ひめ様さまを見る目が冷たくなってるっていう感じがするよ」

「……そうか……やはり、そうか……」

　ロザリアでさえわかるくらいの変化なら、危機的な状じよう況きようといっていいだろう。兵士の気力が衰えたままで、援えん軍ぐんが望めない籠ろう城じよう戦せんを耐たえ続けるのは不可能だ。

「姫様は初日、ずっとここに張り付いていたんだよ。だけど、『手術が上手うまくいったからきっと助かる』って伝えたら、ようやくみんなの前に戻っていった。よっぽどお兄ちゃんのことを大切に思ってるんだね」

「俺はいつから戦せん闘とうに出られるようになる？」

　肝かん心じんのことをリノは確認した。エリザが兵士たちを統制できなくなりつつある以上、自分が一秒でも早く戦線に復帰し、少しでも負担を肩代わりしてやらなくてはならない。

「まだ当分ダメだよ！　今だってジリジリ痛むでしょ？」

「ジリジリどころじゃない。意識を保つのも限界に近いよ」

　実際、リノの全身に脂あぶら汗あせがにじんでいた。

「まだ寝ててね。私、他ほかの兵士さんたちの外科手術もしているから、そろそろ行くね。教会で治ち療りようしてるよ」

「助かった。感謝してるよ」

　最後にリノは礼を伝えた。

「感謝なら姫様にした方がいいんじゃないかなぁ？　必死で戦場から連れ帰ってくれたみたいだしね」

　そう言い残し、ロザリアは部屋を出て行った。

　ロザリアの注意も聞かず、その後もリノは幾いく度どか起き上がろうとチャレンジした。砲撃音にいても立ってもいられない。だがその度たびに激痛で意識が飛びそうになり、諦あきらめざるを得なかったのだった。
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　夜。

　兵士たちの叫きよう喚かんや砲撃音がすっかり消え失せ、静かなときが続いていた。よほどのことがない限り、真まっ暗くら闇やみで攻こう城じよう戦せんが行われることはない。念のため監かん視しを多くの箇か所しよに立て続けておかねばならないが、双そう方ほうの兵士とも緊きん張ちようから解放される唯一の時間帯だろう。

　メイドが持ってきてくれた食事を摂とったあと、リノはうとうとと眠ねむり込んでいた。フォルセス防衛軍と教皇軍が開戦したという焦あせりが身体を支配していたため、浅い眠りが続いていた。途と中ちゆう、誰かが静かに部屋に入ってきたような気がしたが、意識が朦もう朧ろうと彷徨さまよっていて、夢かうつつか判然としなかった。

　しばらくして、ふと誰かの息づかいが感じ取れたため、リノは目を覚ました。そこには、ベッド脇で椅い子すに腰こしかけ、こちらに優やさしく微笑ほほえんでいるエリザがいた。声も掛けず、ただジッと佇たたずんでいたようだ。

「エリザ！　痛ッ！」

　慌ててリノは腕をついて身体を動かした。

「あっ、身体は起こさないで」

　エリザは椅子から腰を上げ、リノの両りよう肩かたに手をおいて寝かしつけてきた。

　再び椅子に座ったエリザは、穏おだやかに声を掛けてくる。

「よく眠れた？」

「あんまり心地ここち好よい眠りじゃない。眠れたかと思ったら頭が急に冴さえ渡わたったり、たまに背中の激痛に襲おそわれたりで忙いそがしいよ。早く俺も戦線に復帰しないと」

「焦らないで。しばらく安静にしないとダメよ」

「戦況の方はどうだ？」

「……あんまり良くないかな。こちらに最新の砲があるおかげで、教皇軍は前回みたいに城壁を狙ねらった砲列を敷しけない。だから力押しで来てるんだけど……」

「力押し一いつ辺ぺん倒とうなら、まだまだ粘ねばれるだろう。防衛兵力は以前より多いんだし、武器の質も良くなってる」

「……う、うん……でもね、兵士の士気が目に見えて衰えてるのがわかるんだ。ときどき、私が呼び掛けても応こたえてくれなかったりするもの。このままじゃ、どこかが崩くずれたら一気に……」

　エリザの鼓こ舞ぶを無視する兵士まで出てきたということは、かなり危険な状態にある。やはり、全力を挙げた奇襲失敗のあと、エリザが兵士たちの前に戻もどらず、リノに縋すがり付いて泣いていたことが影えい響きようしているのだ。

　うつむきがちにエリザは続けてゆく。

「ワルターが必死で鼓舞して防衛線を建て直そうとしてくれているんだけど……兵士の気持ちが、このままじゃ一週間保たないだろうって言ってる」

「そう、か……」

　そんな風に応じることしか、リノにはできなかった。

「私のせいなんだ。奇襲のあと、兵士たちのことを気に掛けなかったから……。ごめんなさい……」

　言葉を震ふるわせたエリザは、両手で口元を押さえて涙なみだを流し始めた。溜たまりに溜まっていた感情を、抑おさえきれなくなったようだった。

　やはりエリザは原因に気づいたのだ。しかしリノは、返す言葉が見つからなかった。

「あのときね、リノのことだけで他に何も考えられなくなっちゃって……自分のことしか考えていない最低の指揮官だったと思うよ……。私なんかがフォルセスの将軍で、本当にごめんなさいって思うよ……。フォルセスのために戦ってくれている兵士たちに、謝りたい気持ちでいっぱい……。奇襲のときに死んだ兵士たちに、どうしたら許してもらえるんだろう……」

　涙を流しながら切々と語られるエリザの懺ざん悔げを、リノは歯を食いしばって聞いていた。ここで優しい言葉を掛けるだけなら、何の慰なぐさめにもならない。

　ほんの少しでいいから、エリザの苦しみを肩代わりしてやりたかった。だが自分の立場では、何もしてやることができない。戦場の最高司令官は、常に一人だけなのだ。こればかりは、ワルターにも、自分にも、ドロテアにも肩代わりしてやることができない。

　代わりにリノにできることは、ベッドからエリザに向けて手を伸のばすことだけだった。リノが差し出した右手を、エリザは両手でしっかりと包み込む。

　こうしてエリザが涙を見せることのできる相手は、きっと世界で自分ただ一人……。ならば、それを全力で受け止めてやるのが自分の務めだとリノは思っていた。リノが握にぎる手に温かみを加えると、エリザも手をさするように握りかえしてきた。

　流す涙を隠かくすこともせず、エリザは嗚お咽えつ混じりに続ける。

「だからね、私、次の作戦計画を考えたの。きっと成功させて、防ぼう衛えい網もうをもう一度活気づかせてみせる。失った信しん頼らいを取り戻すのは容易じゃないけど、それが私の使命なんだって思うよ」

「どんな作戦なんだ？　エリザなら無茶しそうで心配だよ」

　穏やかな口調でリノは訊いた。

「大だい丈じよう夫ぶ、私を信じて」

「もちろん信じてるよ。世界中がエリザの敵になったって、俺だけは絶対にエリザの側そばにいる。それからドロテアもな。だから泣かないでくれ」

「……うん……ありがとう、リノ……」

　手を握り合い、リノはエリザとしばらく見つめ合った。何も喋しやべらなくても、手の温かさを通して、互たがいの気持ちを感じ取ることができるようだった。リノは、心を込めてエリザの手を静かに握り続けた。

　やがてエリザは落ち着きを取り戻したようで、片手で涙を拭ふく。

「私、頑がん張ばるよ。精せい一いつ杯ぱいやってみるから、これからもずっと、側で見ていてね」

　そう言って、エリザはそっと微笑んだのだった。
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　翌朝。

　砲ほう撃げきが始まり、リノは目を覚ました。教皇軍が城壁に向けて前進を開始し、それに応じてフォルセス側が大砲を放ち始めたのだろう。

　未いまだ背中の痛みは厳しいものの、なんとか身体からだを起こせる程度にはなっていた。昨日よりはだいぶマシである。剣けんを振ふるうのは容易ではないが、戦況の確認くらいはできそうだ。

　動きやすいレザーアーマーを身に付けたリノは、メイドが持ってきてくれたパンを素早くかじり、身体を引き摺ずるようにして城壁へと急いだ。

　兵士らの喚かん声せいが大きくなってゆく。飛び交う矢の数も多い。砲撃音の他に、ごくたまに火ひ縄なわ銃じゆうの発砲音らしきものも散発的に響ひびく。

　城じよう壁へきに登ると、戦況はあまり芳かんばしくないことをリノは察した。教皇軍は、西側の三つの城門付近に攻撃の力点を絞しぼり、城壁に立て掛かけるためのハシゴを幾いくつも控ひかえさせていた。防衛側の反はん抗こうが弱まった隙すきに、いつでもハシゴを使って乗り込んでくるつもりなのだ。

　教皇軍の攻勢は勢いを増しているようだった。一方で、フォルセス側の兵士らの動きはどこか事務的な印象があり、義務感でやっているだけだという空気が漂ただよっていた。エリザの指揮下で一心不乱に戦ってきたような熱気が、まったくないのだ。

（これは勝てない……）

　リノがそう悟さとらざるを得ないほど、すっかり別の軍隊になってしまったような印象があった。たしかに、このままでは一週間粘ることは難しそうだった。

　こんなときこそ最高司令官の鼓舞が必要なのに、その肝心のエリザの姿が見えない。代わりに、遠方ではワルターが駆かけ回っていて、兵士らを督とく励れいしているようだった。ドロテアは砲兵隊の指揮を執っている。

　ふいに、ラッパを手にした二人の兵士が城壁に上がってくるのが見えた。教皇軍の攻勢が最も激しい西側中央の城門だ。矢が飛び交うなかで、なぜラッパなのだろうか。

　その二人は城門の上で直立すると、即そく座ざにラッパを吹ふき始めた。

　奇き異いな事態に意表を衝つかれ、矢をつがえていた兵士らの手が止まった。だが驚おどろいたのはフォルセス軍だけではなかったようで、教皇軍の兵士の視線もラッパ手二人に注がれていた。

　直後、教皇軍の兵士たちから驚きの声が上がった。彼らは、誰だれもが毒気を抜ぬかれた表情で、城門に視線を向けていた。

　何事かとリノは身を乗り出してラッパ手の下の城門に目を凝こらし、呆あつ気けに取られた。城門が開き始めていたのだ！

　防戦に励はげんでいた兵士たちも、皆みなが事態を把は握あくし啞あ然ぜんとしたようだった。城門が開かれたら元も子もない！

（まさか、裏切り……？）

　一いつ瞬しゆんそんな不安がリノの頭をよぎった。しかし内通者なら、いくらなんでも、これほど派手な演出をするわけがない。夜中にこっそり城門を開くのが理に適かなっている。

　遠方で指揮を執とっていたワルターまでが慌あわてたようで、老体に鞭むち打うち、こちらに駆けてくるのが見えた。

　両軍の兵士らが固まるなかで、その城門からは、黄金のプレートメイルに、金糸銀糸を織り込んだ朱しゆ色いろのマントをはためかせたエリザが白馬にまたがり、単たん騎きでゆっくりと城壁外へと進み出た。

（エリザ……？）

　さしものリノも度ど肝ぎもを抜かれ、言葉をなくした。両軍の兵士たちも、ワルターやドロテアまでもが同じ気持ちだったようで、戦場の全員が、ただ一心にエリザの姿を眺ながめやっていた。

　白馬にまで装着する黄金の装そう甲こう。右手には銀色に輝かがやく長剣。神こう々ごうしさすら感じる騎士の貫かん禄ろくだ。

　城門が開ききったところで、すでにラッパの音は止やんでいた。兵士らは誰もが言葉をなくし、砲声も止まり、戦場には、奇き妙みような静せい寂じやくが訪れた。

　エリザが声を響かせる。

「どうした！　城門は開かれたぞ！　教皇軍は、私一人を怖こわがる程度の腰こし抜ぬけか！」

　教皇軍の攻勢が最も激しくなっていた城門だったので、エリザをすぐ側で取り巻く敵兵は少なくなかった。しかし誰もが凝ぎよう固こし、何が起こったのか判断がつかない表情をしていた。

「掛かって来るがいい！　相手をしてやる！」

　さらにエリザが煽あおり立てると、近くにいた教皇軍の歩兵の一人がようやく動いた。衆人が沈ちん黙もくして見守るなかを、剣を手にエリザに躍おどりかかったのだ。

　すぐにエリザが反応し、斬きりつけてきた剣を馬上から払はらった。

「いい子だ！　貴君には武人の名めい誉よを！」

　そして瞬しゆん時じに剣を振り上げたエリザは、そのチェインメイルの歩兵の防備が最も弱かった首筋に剣を叩たたき込む。血こそ飛ばなかったが、首を激しく打ち付けられて事切れたのか、その歩兵は前のめりに倒たおれ伏ふした。

　フォルセス軍の兵士らは、目を白黒させながらも、誰もが城壁前に縋り付くようにしてエリザの姿を追っていた。どの兵士の表情にも、感動と興奮、そしてある種のショックがありありと感じられた。

　さらにもう一人の歩兵が動き、エリザに剣を突つき立ててきた。すかさず馬を後退させたエリザは、勢いに任せてつんのめるような格好になった歩兵の背中を、馬上から斬り下ろした。鎧よろいの弱い箇か所しよだったためか、今度は血が吹き飛び、そのまま歩兵は地べたに転がって動かなくなった。

「次！」

　悠ゆう々ゆうと周りを見回しながらエリザは促うながした。

　だが、さらにエリザに躍りかかっていこうとする勇ゆう敢かんな兵士はいなかった。エリザの周りを取り巻いていた教皇軍の兵士らは、あまりの驚きよう嘆たんに、肝をつぶしているようだった。突とつ如じよとして目の前に降臨した神を見上げるような眼まな差ざし。

　エリザがほんのわずかに馬を進めただけで、周囲の教皇軍兵士らはにわかに浮うき足立ち、後退の様相を見せ始めた。

　矢庭に、一人が背を向けて逃にげ出した。それをキッカケに、ピンと張り詰つめていた緊きん張ちようが決けつ壊かいした。我われ先さきにと兵士らが背を向け、その付近にいた一軍が壊かい走そうを始めたのだ。

　それから教皇軍の瓦が解かいは一瞬だった。さらに周辺の教皇軍兵士らを巻き込み、入り乱れて混乱し、潮が引くように城門から陣じんを下げていく。

　城門の上から眺める景色は、とうてい信じられないものだった。エリザによって創造された心震わせる光景だった。エリザを基点にして、大規模な軍勢がドミノ倒しのように後退していくのだ。

　誰もが奇き跡せきを目撃していた。

　わずか一騎で、一万を越こえる敵兵を一いつ掃そうしてしまったのだ。これを神の奇跡と言わずして何と言えばいいのか！

　エリザは悠ゆう然ぜんと騎馬を回し、城壁上のフォルセス軍兵士らを眺め回してきた。

　そして、血がにじんだ銀剣を高らかに振り上げて叫さけぶ。

「見よ！　我々の前には、約束された勝利がある！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　すべての兵士が武器を手に叫んでいた。

　未だかつて見たことがないほどの兵士たちの咆ほう哮こうだった。涙なみだを流している者すらいる。祈いのりを捧ささげている者すらいる。込み上げる震ふるえを抑おさえ込もうと、自身を抱だきしめるようにしている者もいる。

　すべての兵士が、エリザの一挙手一投足を追っていた。フォルセス軍の兵士の気持ちが、本当の意味で一つになった瞬間だった。

　エリザは白馬を重々しく操り、ゆっくりと城門内へと引き上げてきた。そして城門が閉じられると、再び兵士たちの歓かん声せいがフォルセスの街を包み込んだ。

　エリザが単騎で一万もの敵兵を押し返したことは、たちまち伝説としてフォルセスの街の人々の知るところとなったのだった。
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　エリザ一騎に押されて全軍が撤てつ収しゆうするという事態になった教皇軍も、さすがに翌日には態勢を建て直し、再び攻こう城じよう戦せんを仕掛けてきた。だが、フォルセス防衛軍の気力は漲みなぎり、落ちる気配はなくなっていた。

　エリザは再び城壁の上にラッパ手を立て、自ら単騎で城門から外に出て敵兵を薙なぎ払うという作戦を、一日に二度ほど行うようになった。教皇軍はその度たびに、武勇を自負する幾人かの兵士がエリザに挑いどみ掛かってきたものの、そのすべてを斬られ、エリザが悠々と城門内に引き上げる様子を遠巻きに見守るしかなくなっていた。

　さすがに初回のように全軍が雪崩なだれを打って撤兵するという事態にはならなかったが、エリザのこの作戦は、攻せめる側であるはずの教皇軍を心理的に追い詰めていっているのが感じ取れた。教皇軍の兵士らは、明らかに及および腰ごしで攻め掛かってくるようになっていたからだ。

　しかも西側に三つある門のどこから、いつ何時エリザが登場してくるかわからず、ラッパの音に怯おびえつつの攻撃など、いつまでも続けられるものではない。

　一度などは、城門前に居座ったエリザに誰も近寄って来ず、弓きゆう兵へいを前に立てて、大量の矢を浴びせかけてきたことがあった。しかしフォルセスの鍛冶かじ職人の技術の粋すいを集めた甲かつ冑ちゆうにはまるで効かず、これまた防衛側の士気を高めただけで終わってしまった。

　落ち込んでいたフォルセス軍の士気は完全に回復していた。いや、回復どころか、これ以上にないくらい士気は高まっていた。

　すべてを賭かけた奇き襲しゆうの失敗など、もはや兵士たちの心を捕とらえるものではなかった。奇襲後にエリザが兵士らの前から離はなれ、重傷のリノの心配だけに終始したことなど、兵士たちは気にも留めなくなっていた。

　兵士の誰もが、エリザこそが自分たちが敬う理想的な将軍だと確信していた。チェザーレへの復ふく讐しゆうを誓ちかってフォルセスに身を寄せた傭よう兵へい隊長の私兵たちですら、エリザをすっかり信しん奉ぽうするまでになっていた。いったい世界のどこに、数多あまたの敵兵に単騎で挑み掛かかり、勝ち続ける将しよう帥すいが存在するというのか。

　やがて城門を開いての攻勢には、兵士のなかから腕うでに覚えのある者が、エリザに何人か続くようになっていた。毎回、五人から一〇人ほどがエリザと共に騎馬で城門の外に出て、遠巻きにするようになった敵兵らを追いたて回し、次々と斬って回り、一人の損害もなく城門内に引き上げてくるようになった。

　この作戦は驚くべきことに犠ぎ牲せいゼロが続き、どこまで連勝記録が伸のびるか、城壁で見守る防衛軍の兵士たちは賭け始めるまでになっていた。

　いったいどちらが攻め手であるのかわからない奇妙な籠ろう城じよう戦せんが展開され、兵数で圧あつ倒とうしているはずの教皇軍側はすっかり攻める手法を欠き、膠こう着ちやく状態に陥おちいっていたのだった。
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　夜、執しつ務む室しつでリノは、エリザやワルター、ドロテアらと今後の計画を話し込んでいた。

　戦争の真まっ直ただ中なかであるから、多くの兵士が深夜も交代で監かん視しに立っている。教皇軍の勢いは衰おとろえているとはいえど、包囲を解く様子はないし、攻勢を諦あきらめたわけでもない。エリザの奮ふん闘とうのおかげで防衛側が精神的な優位に立っているものの、そもそも兵力だけを見れば教皇軍側が圧倒している。

「姫ひめ様さまの活かつ躍やくのおかげで兵士たちの気力は充じゆう実じつしておるわい。この状態なら、よほどのことがない限り粘ねばり続けることができるじゃろう」

　ワルターの言葉に、ドロテアが続く。

「食料の貯蔵は十分にあります。半年間は籠城戦にも耐たえることができるでしょう。リノが確保してくれていた鉄や銅が豊富なので、砲ほう弾だんや武器も、街中の鍛冶場で作ることができます」

「やっぱり攻城戦は、城じよう壁へきを破られない限り防衛側が強いものだな。大砲で防備を固めていると、敵は軽々しく砲兵を近づけてくることができない」

　リノは冷静に言った。背中の痛みは癒いえつつあり、最前線に立って剣けんを振ふるえるほどではないが、戦場の様子を観察できるまでにはなっていた。

　エリザが問うてくる。

「教皇軍の立場になってみると、深夜に大砲を近づけてくるという案は考えられないかな？　命中率は格段に落ちるだろうけど、何度も繰くり返せば城壁にダメージを与あたえられると思う」

「その場合、音や爆ばく煙えんの方向に向けて砲弾を撃うち出すだけで敵砲兵を撃げき退たいできます。まかり間ま違ちがえば砲兵隊が全ぜん滅めつする可能性もあるので、教皇軍にとってはリスクが大きい方法だと思えます」

　そうドロテアが応じた。

「私なら、多少の砲の損そん耗もうは覚かく悟ごの上で、何頭もの馬で砲を引っ張って、移動しながら撃ち続けるという方法を採ってみるかな。安あん眠みんを妨さまたげる音だけでも、城壁内に一定の心理的負担を加えることができると思うの。城壁を破るに至るまでは、かなりの時間がかかりそうだけど……」

「危険を押して城壁を崩くずすより、力押しで押し切った方が早いとチェザーレは見ているんじゃないかな。実際フォルセス側は、これ以上の兵士の損耗が重なれば、城壁の防備に手て薄うすな箇所が出てきてしまう。消耗戦に入れば弱いのはフォルセス側だし、この戦いを転てん換かんする打開策が必要な頃ころ合あいだ」

　リノが言った。

　フォルセス軍は奇襲時におよそ二〇〇の戦死者と、二五〇もの負傷者が出てしまっていた。それゆえ、前線に立てる兵士数は二一五〇前後にまで減ってしまっている。リノも負傷者の一人だ。負傷者はいずれ前線に復帰できるが、この戦いに復帰が間に合うとは思わない方がいいだろう。仮に今のリノが剣を握にぎっても、まともな戦闘などできようはずもない。

　尤もつとも教皇軍側には、その数倍にあたる死傷者が出ていることが予想された。死者、負傷者合わせて二〇〇〇は下らないのではないか。しかも野営だから、防衛側のように診しん療りよう施し設せつがあるわけではなく、陣営は錯さく綜そうを極めているはずだ。

　それでも撤退する様子を見せないのは、いくら兵力を損耗しようと、最終的には勝てるという目算がチェザーレにはあるからだと考えられた。それが、兵士の損耗が痛打となる自国兵主体の軍と、兵士は消耗品だと割り切れる傭兵主体の軍との違いなのだろう。

　エリザがうなずく。

「戦局を転換するために、そろそろ夜襲を本格的に検討した方がいいかもしれない。フォルセス周辺の地形を熟知している私たちだからこそ、真まっ暗くら闇やみでも多少は優位に戦えると思うの」

「だが兵の損耗は避さけられないからな。万一、夜襲部隊を失うようなことがあれば致命打だ。よほど慎しん重ちように作戦を進めなくちゃならない」

　リノはあくまで慎重な姿勢を崩さなかった。しかしワルターがエリザに賛同する。

「夜襲の構えを見せ続けるだけでも効果的じゃぞ。深夜に大砲を二、三門くらい外に引っ張って行って、教皇軍の陣営に向けて何発か撃ち込むなんてことをしてもいい。あるいは火ひ縄なわ銃じゆうの音で慌あわてさせるとかな。敵が精神的に劣れつ勢せいにあるときこそ、嫌いやがらせがジワジワ効いてくるものなんじゃ」

「教皇軍が劣勢なのは、つくづくエリザのおかげだな。個人の武勇が、これだけ戦局に大きく影えい響きようを及ぼすなんて思いもよらない事態だよ」

　個人の武勇が重視される時代は半ば終わっているとリノは考えていた。しかし、どうやらその考えは早計すぎたようだ。

　自らの武勇を確信していれば、エリザのような特異な作戦で敵を翻ほん弄ろうすることもできる。また、あれだけの奇き襲しゆう攻撃のなかで、チェザーレが多くのフォルセス軍兵士らと刃やいばを交えながらも生き残ったのは武勇のおかげだ。戦場における個人の勇ゆう猛もうは、意外な結果を引き起こす重要な要素だと認めざるを得ない。

「姫様が君主だからこそ、その勇気と気き概がいがひときわ輝かがやくのだと思います……。姫様は本当にすごいです……」

　ドロテアは瞳ひとみを潤うるませ、祈るような視線をエリザに向けた。心の底から敬服しているのが伝わってくる。

「私は、教皇軍の将兵はもっと抵てい抗こうしてくるものだと思ってた。私のせいで衰えたフォルセス軍の士気を回復しようって、必死だった。だから両軍の前で五〇人くらい斬きってみせれば、なんとか精神的に敵を上回るんじゃないかって覚悟していたのに……最初にたった二人斬っただけで、こんな風に、追えば逃にげるようになるなんて……。たぶん相手の大半が傭兵だからでしょうね」

「五〇人斬るつもりだったのか……」

　想像外の返答に、リノは汗あせを拭ふいた。

　ワルターが満足げに口にする。

「姫様がたった一騎きで一万を超こえる敵兵を追い払はらったことは、もはや市民たちが皆みな知る物語になりました。この事実はきっと、たちまち口伝えで世界中に広まるはずですじゃ。戦史上、永久に語り継つがれる伝説となりましょう」

「たった一騎で一万って……大おお袈げ裟さね。物語っていうのは誇こ張ちようされて広まっていくものだから」

　エリザは冷静に言ったが、ドロテアが真顔で応じる。

「いいえ、事実です」

　リノが続く。

「まぁ事実だからな。エリザには驚おどろかされたよ。この作戦は十分すぎる効果を挙げた。だけど、そろそろエリザ自らが城門を開けて出張るのは、止やめた方がいいと思う。できれば、もう明日あしたからでも控ひかえてもらった方がいいかもしれない」

「どうして？　上手うまくいってる作戦よ？　敵の戦意を衰えさせることができるし、籠城戦に耐える味方の意気も上げることができるし……防衛側が仕掛ける作戦としては、これ以上ないくらい一挙両得だと思うけど」

「だがチェザーレは無能な男じゃない。いや、むしろ危険すぎる相手だ。こんなときこそ注意しなくちゃならない。撤退の様子がない以上、チェザーレは必ず、現状を打破する手を繰り出してくる」

「そうじゃな。仮に敵がチェザーレではなくとも、どんな将軍とて対策を熟じゆく慮りよするはずじゃ。永遠に勝ち続ける将軍はおらん。こちらに都合の良い局面で、負けないうちに逃げるのが戦いくさの常道というものよ」

　即そく座ざにワルターが同意した。

　不安に顔を曇くもらせたドロテアが、声を震ふるわせる。

「リノとワルター様の話を聞いて、私もなんだか不安になってきました。もし姫様の御おん身みに何かあるようなことがあれば、私は卒そつ倒とうしてしまうかもしれません。姫様、もうお止めください」

「……わかった。皆がそこまで言うのなら、作戦は転換すべき頃合いなんでしょうね。でも、私が敵を追い払うのを、兵士たちはみんな期待してる。だからね、明日まではやろうと思うの。明日、城門内に引き上げるとき、『これが最後だ』って兵士たちの前で伝えるよ」

「そこまでキッチリしなくとも、兵士たちのエリザに対する信しん頼らいは、少しも揺ゆるがないと思うぞ。今じゃ誰だれもが、エリザは最高の将軍だって確信してる」

「だって、みんな血気盛んになっているのに、いきなり明日から私が出なくなれば、兵士たちは肩かたすかしを喰くらった気分になるでしょう？　最後に私たちの勝利を宣言して終える──それが本当の作戦の成功ってことじゃない？」

　エリザの説明は十二分に理解できる。しかし、日時が経過するほど危険度が増すこともあり、リノは言葉を濁にごらす。

「そう言われれば、たしかにそうだ。エリザの意向はわかるよ。だけど、もともと無茶な作戦だからなぁ……」

「明日は今まで以上に、敵の状じよう況きようを見ながら慎重に行動してみようと思う。それに、今は私が単騎じゃなくて、いつも何人か付いてきてくれるでしょう？」

「俺が今回ばかりは強く説得しないのは、心からエリザに敬服しているからだ。その点、兵士たちと一いつ緒しよだよ。でも、本当に注意を払っておいてくれよ……」

　渋しぶ々しぶながら、リノは同意した。

「明日は私も姫様と共に外に出ます。万が一のことがあっても、私が楯たてになればいいだけの話です」

　ドロテアは真しん摯しな口調でそう言った。
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　夜、同時刻──。

「クロスボウで確実に仕留めるならば、二〇メートルほど側そばにまで近づく必要があります。それ以上の距きよ離りがあれば、あのプレートメイルを突つき破るには至らないでしょう」

　教皇軍内の武器調達を担当している近この衛え兵へいが、ミケロットの前で報告していた。負傷しているチェザーレは、陣じん幕まくの横にだらりと腰こしを下ろし、詰つまらなそうにミケロットと近衛兵のやり取りを聞いている。

　ミケロットは問う。

「火縄銃は？　一〇丁ほどの用意はあるが」

「二つ問題がありまして、一つ目は命中率です。火縄銃はそもそも前線で弾だん幕まくを張ることを目的に作られたものが多く、命中精度はほとんど期待できません。弾たまが真まっ直すぐに飛ばないのです。それでも多数の火縄銃を並べるからこそ、戦線での効果が期待できるのです。特定個人をきっちり狙そ撃げきできるとは思わない方がいいでしょう」

「要するに、狙ねらったところで当たるわけがないということだ。もう一つの問題ってのは？」

「仮に火縄銃の弾が当たったと致いたしまして、ファウネル公のプレートメイルを貫かん通つうするかどうかという問題が残っております」

「鎧よろいくらいは貫通するだろうよ」

「はい、火縄銃の威い力りよくは申し分なく、遠距離からでもプレートを突き破ります。過去のあらゆる武器の威力を上回ることは事実です。しかしながら、アクスブルク製の最上級のプレートは、銃撃が貫通しないとも言われております。ファウネル公の甲かつ冑ちゆうが一いつ般ぱんに流通している品質と同程度だとは思えません」

「わからないばかりだな」

　投げやりにミケロットが言うと、近衛兵は恐きよう縮しゆくした風に肩をすくめる。

「申し訳ございません……」

「それでも狙撃を成功させなくてはならない。クロスボウと火縄銃を持たせた混成部隊を、なんとかカモフラージュしてあの女に近づけるしかないだろう」

「殺してしまうつもりか？　なんとか生け捕どりにする方法を模も索さくできないか？」

　横からチェザーレが口をはさんできた。

「チェザーレ……。いい加減、生かして捕らえようとするのは止めろ。どうしちまったんだ、お前は……」

　ため息混じりにミケロットが言うと、チェザーレは不敵に微笑ほほえむ。

「フフ、恋こいをしているということだろうな」

「アホらしい。チェザーレ・ボルジアともあろう者が、たかが一公女ごときにかかずらわって何になる？　世界中の女が靡なびいてくるお前が……」

　事実、チェザーレは女性から大いに愛を寄せられる男だった。ローマでは、チェザーレと数多あまたの女性との退たい廃はい的てきスキャンダルが話題にならない日はないくらいだ。

　スペンス王国大貴族の貴公子のちょっとした余興といえばそれまでだが、問題は、チェザーレは教皇庁にて枢すう機き卿きようまで担になったことがある教会の代表格だったことである。しかも父親がリスティア教皇なのだ。

　うんざり気味だったミケロットに向けて、チェザーレは飄ひよう々ひようと語る。

「手に入らないものこそ欲しくなる。人間とは、つくづく欲よく深ぶかきものよ」

「ならば、その手に入らない存在を消しさってしまえばいい」

「……ほう、なんとも刹せつ那な的てきな生き方だ。しかし俺としても、人生で一度は、恋に破れる経験というものを積んでみなくてはならないのかもしれない。エリザ・ファウネル……実に惜おしい女だが……」

「この作戦は成功させるぞ。エリザ・ファウネルを放置したままだと、フォルセスは落城しない」

　ミケロットは強い語調で言い、チェザーレの迷いを断ち切ろうと努めた。

　そして近衛兵に向き直り、指示を伝える。

「明日、クロスボウ兵一〇人と、火縄銃兵一〇人を戦域に投入する。これらの扱あつかいに熟練した兵士をだ。問題は、どうやって近づかせるかだが──」

「大たい砲ほうだな。大砲を作戦の基き軸じくにしよう」

　唐とう突とつに、チェザーレがそう言った。

「……大砲？」

「クロスボウ兵と火縄銃兵は、かなり接近する必要があるのだろう？　ましてや火縄銃など、あの戦場で火を点つけているヒマがあろうものか。俺の予想では、おそらく気づかれて斬られる」

「合計二〇人だぞ？　あの女は魔ま法ほう使つかいではない」

　ミケロットの言葉を、チェザーレは否定する。

「こちらの兵士の気力が保もつはずがない。どれほど兵士に脅おどしを掛かけておこうが、一人、二人斬られた段階で誰もが背を向けるはずだ」

　ミケロットが答えに迷っていると、チェザーレが続ける。

「万一、クロスボウか火ひ縄なわ銃じゆうがエリザ・ファウネルを仕留めるならそれでいいだろう。だが、討うち漏もらしたときのために、二段構えでいくということだよ。奥に砲列を敷しいておき、クロスボウ兵や火縄銃兵が背を向けたら、そこに砲弾を撃うち込むという計画だ。逃とう亡ぼう兵へいごと薙なぎ払え。そのための砲列なら、城じよう壁へきからの砲弾が届かない距離を保てる」

　こうして、エリザを討ち果たすための教皇軍の作戦が決まったのだった。フォルセス落城には、エリザを亡き者にすることが欠かせない。
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　城門の上から、いつものようにラッパの音が鳴り響ひびいていた。

　緊きん張ちように身体からだがすくむ。喉のどがカラカラだ。

　何度やっても、この作戦がエリザには慣れなかった。武勇に自信がないのではない。ただ単に、敵味方双そう方ほうからの注目を一身に浴びつつ武勇を見せつけるという劇場に似た行こう為いが、武人としての矜きよう持じに反するような気がしていたのだ。

　それでも、元はと言えば自らの失態を挽ばん回かいするために始めた作戦である。自軍の兵士が期待して待っている以上、エリザは強い責任感を感じていた。

　城門が押し開かれていく。城門の両りよう脇わきには、万が一、エリザが負傷し敵の侵しん入にゆうを許すようなことがあった場合に備え、三〇人ほどの騎き兵へいと歩兵を待機させている。彼らがエリザに向けてくる視線は、尊敬の念でいっぱいだった。

　門の近辺からは、早くも敵兵は逃にげ去っていた。いつものことだ。

　構わずエリザは城門外へと馬を進ませた。今回エリザに従うのは、ドロテアと、その他ほかに騎兵が五騎。このうち四騎が、カルディノの虐ぎやく殺さつから逃のがれた騎兵で、チェザーレに一矢報むくいたい気持ちで燃えていた。計七騎の陣容である。

　この作戦は、これが最後だ。

　エリザが城門から姿を見せただけで、フォルセス軍の兵士らは一いつ斉せいに歓かん声せいを上げる。付きそう騎兵の何人かが手を上げて応こたえていた。ヒーローにでもなった気分なのかもしれない。しかしエリザは、可能な限り城壁の上の兵士たちの前で、華はな々ばなしい戦果を見せることだけが役目だと心得ていた。

　馬を軽く走らせていくと、いつもとは敵兵の流れが変わっているようにエリザには感じられた。これはおそらく罠わなだ。自分たちをどこかへ誘さそい込もうとする流れに違ちがいない。リノが指し摘てきしていた通り、教皇軍は何らかの対応策を講じたということか。

　しかし、成果もなく引き上げるのは憚はばかられた。作戦は今回が最後になる。それを兵士たちの前で伝えるためにも、何らかの戦果は必要だ。引き際は常に見極めつつ、敵の誘いに気づかないフリをして馬を進めるのが最善だろう。

「みんな、注意して。いつもと敵兵の流れが違うから」

　エリザがやや振ふり返り、付き従う騎兵らに言葉を掛けた。

　ドロテアが応じてくる。

「姫ひめ様さま。あまり活用されていないはずの教皇軍の砲列に、敵兵の影かげが見えます。砲ほう塔とうはぜんぜん別の方角を向いていますが、いつ何時、方角を変えてくるかもわかりません。くれぐれもご用心ください」

　チラとだけ、エリザは敵砲列に視線を走らせた。こちらが訝いぶかしんでいることを悟さとられないように、一いつ瞬しゆんだけだ。たしかにドロテアの指摘通り、敵砲兵の動きが慌あわただしくなっていた。

　エリザたち七騎が進む方向に沿って、敵兵が道を空けてゆく。旧約聖書『出エジプト記』で描えがかれたように、割れる海を渡わたるモーセのような気分とでも言うのだろうか。

　その道の先で突とつ如じよ、見知った顔が現れたので、エリザは馬の歩みを緩ゆるめた。

「気分は上々か、お姫様？」

「ミケロット・ダ・コレラだな？　最前線にご登場とは、どういう風の吹ふき回しだ？」

「一騎打ちを申し込む」

　ミケロットは、エリザに鋭するどい視線を向けてきた。

　距離は一〇〇歩といったところか。遠くもないが、かといって近いわけでもない。戦場の喧けん騒そうのなかでも、大声ならなんとか届く程度。

　エリザは問う。

「正気か？」

「もちろんだ」

　ミケロットは強い調子で言った。

　敵兵らは距離を取りつつ、ポツリポツリとあたりを取り巻いていた。目下、危険は感じない。敵味方、全兵士らの視線が、この場所に集まっていた。

　ドロテアが、エリザの隣となりに馬を進ませてくる。

「いけません姫様。あの男の相手は、私がします」

　武器と馬を操る術に掛けては、ドロテアは自分に次ぐ技量の持ち主だ。ミケロット相手でも十二分に善戦すると思われた。しかし、自分がミケロットを両軍の前で討ち果たすことで、これ以上にないくらいの戦局の変化をもたらすこともわかっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。ドロテアは下がって」

　そうエリザは伝え、わずかに馬を進める。

「卑ひ怯きような謀ぼう略りやくでは、ないのだな？」

「……もちろんだ」

　ミケロットは、やや間を置いてうなずいた。

「ならば受けよう」

「姫様！」

　ドロテアは制止してこようとしたが、早くもミケロットが馬を蹴けったので、エリザもそれに倣ならった。ミケロットは、城壁に沿って北方へと馬を走らせていく。それに相対しながら一定の距きよ離りを保ち、教皇軍の兵士らを搔かき分けるようにして、エリザも同じ速度で追走した。ドロテアら六騎も、ゆっくりとエリザの後ろに付いてくる。

　ふと、ミケロットが馬を止めた。いよいよ躍おどりかかってくるのかと、エリザは身構えた。

　だがミケロットは動かない。ならばこちらから飛びかかろうと、エリザは剣けんを強く握にぎりしめた。

「ミケロット！　謀略ではないとはよく言いましたね!?」

　ふいにドロテアが叫さけんだ。そして馬を蹴り、ミケロットの後ろ側にいた兵士らの塊かたまりにドロテアが突入していく。

「撃て！」

　ミケロットは素早く命じた。ミケロットの後ろにいた兵士らが突然しゃがみ込み、地面の雑草のなかに投げ置いていたらしいクロスボウや火縄銃を取り上げた。ほぼ同時、ミケロットは馬を翻ひるがえす。

　ドロテアが、左手側のクロスボウ兵を薙ぎ払はらった。

「ぎゃっ!?」

　血しぶきが飛び、クロスボウや火縄銃を抱かかえる兵士らが浮うき足立った瞬しゆん間かんをエリザは逃のがさなかった。すかさず馬を蹴り、敵兵に突入する。

　しょせん敵兵は武器を手に取ったばかりで、まともに狙ねらいをつけているヒマがないはずだ。構える猶ゆう予よさえ与あたえなければ、敵兵らは焦あせりで取り乱し、クロスボウや火縄銃が自分に当たる確率は低いとエリザは咄とつ嗟さに判断し、馬を前へと突つっ込ませた。

　先に突入していたドロテアが、決死の様子で馬を兵士らの前に乗り出すようにしながら、さらに二人の兵士を斬きった。

　躊ちゆう躇ちよした敵兵の半数はすでに背を向けていたが、もう半分の兵士は動どう揺ようしつつもエリザに向けてクロスボウや火縄銃を発射した。

　次の瞬間、プレートの肩かたにはクロスボウが突き刺ささり、火縄銃の弾たまが腹部を掠かすめたのをエリザは感じた。しかしクロスボウは身体からだから外れた部分に突き立っただけで、銃じゆう弾だんは鎧よろいの傾けい斜しや部ぶに弾はじかれていった。

　背後から一人の叫び声が聞こえた。おそらく自分に付いてきた一騎に被ひ害がいが出たに違いない。

　エリザは、目の前の軽装備の火縄銃兵の前に躍り出ると、固まって目を見開いているその兵士に剣を振り下ろした。その男は絶ぜつ叫きようする気力すら失っていたようで、無言のままで後ろに倒たおれ伏ふした。

　すでにクロスボウや火縄銃を抱えた兵士らは全員が背を向けていた。その人間たちを背後からドロテアが追い散らし、斬りつけていく。

　目の前から消えたミケロットの姿を捜さがすと、大砲の砲塔がこちらを捉とらえているのをエリザは察知した。ギリギリ砲弾が届く射程内だ。

　それを悟った瞬間、エリザはほぼ無意識で馬の腹を全力で蹴った。嘶いなないた馬は、猛たけり狂くるったように猛もう然ぜんと突進した。ドロテアを追いこし、敵兵が集中する真まっ直ただ中なかへと単騎で突入する。

「姫様!?」

　ドロテアの驚おどろく声が聞こえた。

　ほぼ同時、敵の砲列が火か炎えんを噴ふいた。

　砲弾の圧力が、自分のすぐ側そばを通り過ぎていくのを感じ取る。

　エリザは一直線に敵砲兵へと突入し、敵てき陣じん深くまで馬を走らせるのを厭いとわなかった。周囲にひしめく教皇軍の兵士たちは啞あ然ぜんとしているだけで、自分に討ち掛かってこようとする者はいなかった。

　エリザは、敵の砲兵陣地に単騎で辿たどり着く。敵砲兵らの顔色は青ざめ、逃げるのも忘れたように大砲に張り付いていた。

　敵陣の真っ直中、ただ一騎でエリザは、大砲の周りで恐きよう怖ふに身をすくめる敵兵らを斬り始めた。

「何をしている!?　敵は単騎だ！　今こそ、エリザ・ファウネルを討ち果たせ！」

　どこからか、ミケロットの大だい喝かつが響ひびいた。

　その声に押されるようにして、今まで呆ぼう然ぜんとしているだけだった教皇軍の兵士たちが、ようやく動いた。剣や槍やりを突き立てて、エリザへと向かってくる。

　すかさずエリザは全体を見回した。退路にはすでに敵兵が幾いく重えにも折り重なり、塞ふさがれている。砲兵陣地にエリザが切り込んで来るときには呆あつ気けに取られていただけの敵兵士が、ミケロットの指示で我われに返ったためだった。

「討うち取れ！　エリザ・ファウネルを討ち取った者には、金貨一〇〇枚の恩賞が待っているぞ！」

　ミケロットはさらに檄げきを飛ばし、兵士らを鼓こ舞ぶした。

　さしものエリザも、これだけの敵兵に囲まれて逃げられないことを悟った。ここで自分は死ぬであろう。

　それでも自分はフォルセスの君主である。気力ある限り敵兵を斬り伏せ、城じよう壁へきの上で見守るフォルセス軍の兵士らに、自分の死を以もつて最後の鼓舞を遂とげなくてはならない──そんな使命をエリザは強く感じた。

　死を前にしてエリザの胸に去来するのは、リノのことだけだった。これからもずっと、リノと共に生きていきたいと願っていた。だが最後に自分は、教皇軍への奇き襲しゆう失敗の混乱のなかで、リノの命を守ることができた。それだけが、先に死に行くエリザの、せめてもの心の慰なぐさめになっていた。自らの命よりリノを大切に想おもう。

「雑兵どもが何人来ようと同じことだ！　死を望む者から掛かかって来るがいい！」

　エリザは敵の中心で剣を振り上げ、高らかに声を振り絞しぼった。
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　一部始終を城壁の上から見て、リノは成り行きに動転した。

　考えるより先にリノは城壁下に駆かけ下り、城門の側で待機していた騎き兵へいの馬に乗って駆け出していた。

　エリザが死ぬのなら、自分も一いつ緒しよに死ぬべきだと感じていた。エリザと共に生き、エリザを支え、エリザと共に生しよう涯がいを終えるのが自分の務めだと感じていた。

　どだい、自分のような平民が、高貴な血脈であるエリザと並べるわけもない。誰だれもが認めないだろう。だから自分は第一の側近であり続け、それに相応ふさわしい能力を得ようと己のすべてを懸かけてきた。軍務では敵かなわないと子ども心に悟ったリノは、それを裏で支えるための力であり続けようと苦心してきた。

　リノにとって、エリザはすべてなのだ。だから絶体絶命の危機ならば、それを共に背負うのは使命であり義務であり、リノ自身の一番の望みでもあった。

　ジリジリと痛む背中の傷口などに構いもせず、教皇軍の大砲陣地に向けてリノは必死で馬を駆った。腰こしの剣を抜ぬき、雄お叫たけびを上げて敵陣へ向かって疾しつ駆くした。

　背後の城壁の上から、ワルターの叫び声が聞こえる。

「お主ら！　何をぼさっとしておる！　姫ひめ様さまをお救い申し上げろ！　姫様こそがフォルセスそのものなのじゃぞ！」

　リノが後ろを振ふり返ると、開いた城門に敵兵を寄せ付けないため控ひかえていた騎兵や歩兵たちも、銘めい々めいが隊列もなく追いかけてくる。

　リノを先頭にして、フォルセス軍の兵士らはエリザのいる方向に全力で突入していた。

　フォルセスの西側の三つの城門はすべて開かれ、続々と兵士が吐はき出されてくる。すべての兵士が血気に燃えたように何かを叫び、まともな陣形などないままに、続々と教皇軍へ向かっていった。

　一方、教皇軍の多くの兵士は棒立ちだった。いったん城壁に対する攻こう撃げきを中止して誰もがエリザに視線を注いでいたが、突然の成り行きにどうしていいかわからない風で呆然としていた。砲ほう兵へい陣地付近の兵士なら、エリザと戦うなり逃にげるなりしようがあるものの、距離がある兵士らは困こん惑わくするしかなかったのだろう。

　そこにいきなりフォルセスの西側城門がすべて開き、フォルセス軍が雄叫びを上げ、狂きよう乱らんしたように襲おそいかかってきたのだ。取り憑つかれたような形相で向かってくるフォルセス軍兵士に恐おそれをなしたのか、教皇軍兵士は続々と踵きびすを返して四方八方に逃げ出し始めた。

　もはや両軍に統制などなくなっていた。フォルセス軍は熱狂した群衆と化していたが、それを見た教皇軍は恐怖に怯おびえて逃げ惑まどう群衆と化していた。

　砲兵陣地付近でエリザを取り巻いていた教皇軍の兵士たちも、味方の混乱と無む縁えんではいられなかった。押し合い流される味方の波に吞のまれると、自分だけ取り残されまいと必死に軍勢のなかで足あ搔がく。

　背を向けて逃げ出す教皇軍の歩兵らを次々と追いこし、リノはエリザの下もとへと一直線に駆け抜けた。

　ドロテアが身振りを交え、フォルセス軍兵士らに何かを叫んでいるのが見えた。ミケロットも懸けん命めいに自軍を統制しようと声を荒あららげていたが、入り乱れる波を止めることはもはやできなくなっているようだった。

　リノに続いて、フォルセス軍兵士たちは逆上したように教皇軍の背後から襲いかかり、次々と薙なぎ倒していく。敵兵は数が多いため、逃げようにも前が詰つまり、味方同士で押し合い、転がし合い、完全な恐きよう慌こう状態になっていた。

「リノ！」

　エリザは感極まったような面おも持もちでリノを迎むかえた。

「エリザ！」

　お互たがい馬上で手を伸のばして握り合った。なぜか、エリザも自分も泣いていた。

　震ふるえる声でエリザが口にする。

「来てくれたんだ……一番最初に……」

「エリザが死ぬのなら、俺も一緒に死のうと思って……。無事で……良かった……」

　リノは心の底からそう言った。するとエリザは何もかもわかったように、涙なみだを流しながら微び笑しようし、小さくうなずいた。

「この一戦は勝てる。今が勝機よ」

「そうみたいだな」

「行こう、私たちも前へ」

「ああ、逃げ惑う敵を追撃しようじゃないか」

　そしてリノとエリザは剣を構え、フォルセス軍の兵士たちと一体になって教皇軍を追い立てていった。
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「はははははは！　やはりエリザ・ファウネルは最高の女だ！　今回ばかりは攻略を諦あきらめないとならないようだな」

　隊列を乱しながら撤てつ退たいする教皇軍の渦か中ちゆうで、チェザーレは馬を走らせながら高笑いしていた。
















　すでに陣幕は引き払はらっていた。エリザ・ファウネルが健在な限り、フォルセスは落とせないと悟さとらざるを得なかった。

　隣となりで馬を走らせるミケロットが、口くち惜おしげに言う。

「何がおかしいんだ？　この失態、支配下に収めたばかりの教皇領内の他ほかの街にも響くことになるぞ。フォルセス公国を頼たよって再独立を画策する街が出てこないとも限らん」

「ひとつふたつ、そのような街が出てきても構わん。徹てつ底てい的てきに略りやく奪だつし、見せしめとして晒さらせばいい」

　チェザーレは強く言った。

　フォルセス攻略は難しいが、かといってフォルセスに教皇領深くなだれ込んでくるほどの力があるわけでもない。しばらく睨にらみ合いとなるが、その間に手中にある領地の統治を強化しつつ、攻略目標を変えていくのが賢けん明めいだと思われた。

「ミケロット、目標をフレンツェに変えるぞ。フォルセスとは比べものにならないくらいの大都市だが、よほど楽に攻略できるだろう。そしてフレンツェに首都を構える。フォルセス公国など、こちらが大国になったあとで、軽く捻ひねり潰つぶしてやればいいだけの話だ」

「そうだな……それがいい。エリザ・ファウネルある限り、フォルセス公国は飢うえた狼おおかみのようなもの。だがフレンツェ共和国は、丸々と太った豚ぶただ」

　意外にも、素直にミケロットは賛意を示した。エリザに対する敵てき愾がい心しんに駆り立てられていると思っていたが、攻略が難しいことを肌はだ身みで感じざるを得なかったのだろう。

「エリザ・ファウネルを殺すことにならなくて良かった。フフフ、古いにしえのローマ帝てい国こく復活という俺の野望に、もう一つ、欠かせないものができたというわけだ。いずれ必ず、エリザ・ファウネルを俺のものにしてやろう」

　そうチェザーレは独りごちて、不敵に笑ったのだった。




　　　　◆




　フォルセス公国との国境線沿いには、一万八〇〇〇を数えるヴェザニア共和国陸軍が待機していた。そして海からは、二〇隻せき以上のガレー船に乗り込んだ海軍およそ七〇〇〇が、フォルセスの港こう湾わん施し設せつの封ふう鎖さ作戦に取りかかったころだろう。

「──なんだと？　おい、それは本当だってのか？」

　伝令の報告を聞き届け、ヴェザニア共和国の陸軍大将として雇やとわれているジークベルト・エルツベルガーは声を上ずらせた。

「確かです。教皇軍は撤退を開始しました」

「予想外の事態だぜ。ここでチェザーレ・ボルジアを叩たたいておいた方が、長い目で見りゃ、よほどヴェザニアにとっては歓かん迎げいすべきことだったんだがな。そう思わねーか、監かん察さつ官かん殿どの？」

「叩くとか叩かないとかいう問題ではないのです。我々は粛しゆく々しゆくと、チェスティ銀行の権利を保護するため、フォルセス公国の徴ちよう税ぜい権けんを正当に確保するだけです」

　隣に待機していた監察官オルカス・メルリが厳格な調子で答えた。

　自国市民ではない陸軍大将を監視するための監察官が、必ず陸軍には派は遣けんされる。良く言えば女によう房ぼう役やくだが、悪く言えば口うるさいだけの番犬だ。陸軍大将の仕事を政府に報告するのが監察官の役目だから、無下に扱あつかうわけにもいかない。

　ジークベルトはぞんざいに応じる。

「んな建前はいいんだよ。どっちにしろ戦争になるんだからよぉ」

「無む闇やみな不法行こう為いは慎つつしんでもらわなくてはなりませんぞ、将軍。そのために私が派遣されているのです」

　軍事作戦のすべてはジークベルトに一任されているから、監察官との方針が食い違ちがっても別に困るわけではない。

「監察官殿は固すぎていけねぇ。肩かたの力を抜いていこうや。ドーツ地方からわざわざ出張ってきた俺の兵士どもにも、ちょっとは良い思いをさせてやらんとな」

　略りやく奪だつ行為を匂におわしただけで、ハッとしたようにオルカスは抗こう議ぎしてくる。

「将軍！　略奪のような事態は看過しませんぞ！　ヴェザニア共和国政府は、略奪のような野や蛮ばんな行為を行った者は、法によって厳重に処しよ罰ばつ致いたします！」

　そうなのだ……ヴェザニア共和国は、他国では見られないほど公明正大な軍隊運営を求めてくる。要するに、文明社会を気取りたいわけだ。政府の運営すら厳格に行う国である。傭よう兵へい上がりの自分には、いささか堅かた苦くるしい相手ではあった。

「監察官殿がちょっと見て見ぬフリをしてくれるだけでいいじゃねーか。俺だってさ、金払いのいいヴェザニアの仕事をフイにするつもりはねーし、お手て柔やわらかにやるけどよ、この傭兵どもを使わなきゃならねぇ俺の立場にもなってくれってことだ」

「なりません！　決して、決してなりませんぞ！　我が共和国は蛮族ではないのです！」

　オルカスは、少しも聞く耳を持たないようだった。わかっていたことだが。

「うるせーなぁ。おめーは俺のオカンかよ……。これから戦争するっつーんだから、勝つことが第一だろうよ。その後のことは、そのときに考えりゃいいんだよ」

「将軍はどうも勘かん違ちがいをしているようです。文明というものを学んでもらうところから始めなければならないようですな。いいですか、我が共和国政府は──」

　オルカスの説教をジークベルトは手で制する。

「ほら、もう行くぞ。漁夫の利を得る絶好のチャンスだ。グズグズしちゃあいられねーよ」

　そして、オルカスの前から逃げるように、ジークベルトは馬を進めて兵士たちの前に立った。

　そろそろ開戦だという空気を察してか、兵士たちは馬上のジークベルトを一心に注目してきた。

　ジークベルトは兵士らをゆっくりと見回し、さも親分といった風に語りかける。

「よーお、お前たち！　そろそろ戦争はじめっぞ！　準備はいいか!?」

　パラパラと、兵士たちから気だるそうな返事があった。

「俺様が、世間でなんてアダ名されてるか知ってるか？　そうだ、〝不敗のエルツベルガー〟だ。自じ慢まんじゃないが俺はここ二〇年間、ただの一度も戦いくさで負けたことがない。戦う前に、スタコラサッサと逃げたことなら何度もあるがな」

　兵士たちの間から笑いが巻き起こった。戦を前にして、緊きん張ちようする兵士の気持ちをリラックスさせることが重要だ。

　ジークベルトは四九歳、脂あぶらの乗りきった年ねん齢れいだ。そこそこ大きな戦を三四戦して、一九勝二敗、一三引き分けといった華か麗れいなる戦績を持っていた。その二敗も、まだ二〇代のころに受けた打だ撃げきだったから、自分以外で覚えている者はほとんどいない。そのため、世間からは〝不敗のエルツベルガー〟などという仰ぎよう々ぎようしいアダ名を冠かんせられることになったのだった。

　尤もつとも、引き分けが多いのは、負けが見えた戦からは手っ取り早く距きよ離りをおくためだった。傭兵隊長としては欧おう州しゆうで五本の指に入るジークベルトは、勝ち続けているという名声が傭兵稼か業ぎようにとってどれだけ大事なことか、誰だれよりも理解していた。

「つまり、その不敗の俺様に付いてくる限り、お前たちも負けない。決してだ。だから俺が指示したら安心して突とつ撃げきしろ。お前たちは勝つ」

　士気は高くない傭兵たちだが、彼らがジークベルトの指揮能力を信しん頼らいしていることは、その表情から十分わかった。傭兵たちは、目の前の将軍に自分の命を預けられるかどうか、それを非常に重視する。

「相手はボルジアの小こ僧ぞうかと思ったが、聞いて感かん涙るいに咽むせび泣け。なんとお前たちを待っていてくれるのは、アドリナ海一の美女として詠うたわれるフォルセスの姫ひめ君ぎみ──エリザ・ファウネルだ。お前たちも一度は、詩人の歌で名前くらいは耳に挟はさんだことがあるはずだ。嬉うれしいだろ？」

　うなずいている兵もいる。笑っている兵もいる。親身に感じられるジークベルトの独特の鼓こ舞ぶが、兵士の気持ちをリラックスさせるのだ。

「会いにいこうぜ。さすがの俺様も会いたくて仕方がない。金銀財宝が待っているだけでなく、美しい姫君の姿も拝めるって話よ。最高の幸運だ」

　そしてジークベルトは南方を指差す。

「この国境線を越こえれば、そこはもうフォルセスだ。小麦が黄金こがね色いろに実る、豊かな地方が目の前に広がっているぞ。さあ、気合いを入れろ！　行こうじゃないか！　肥ひ沃よくなフォルセスの財宝は、お前たちのものだ！」

『うぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　整列する兵士らの興奮は一気に広がり、その歓かん声せいは周辺一帯を包み込んだ。ジークベルトが最後に略奪を匂わせたため、兵士たちは驚おどろきと喜びを爆ばく発はつさせたのだった。

「将軍！　なんということを！　兵士の誤解は重大なミスに繫つながりますぞ！　あくまで我が共和国政府は、フォルセス公国を保護するために進しん駐ちゆうするのです！　それを略奪行為など──」

　オルカスが何やら喚わめいていたが、まずは戦争に勝つことが第一だ。ジークベルトとて無意味に略奪を推すい奨しようするつもりはなく、単に傭兵たちの士気を上げるための鼓舞でしかなかった。

　なんとかなるだろ──それが、幾いくたびの戦場を越え、荒あら波なみを生き抜ぬいてきた男の人生哲てつ学がくだった。どれほどの困難にあっても、最後に物を言うのは腕うでっ節ぷしであり、それを自分は持っている。

　兵士らが歓声を上げ、オルカスが猛もう然ぜんと抗議してくるなか、ジークベルトは独りつぶやく。

「あの男──今はワルター・バルダートと名乗っているようだな。いつ消えるとも知れない弱小国の宰さい相しようか……ふん、どういう風の吹ふき回しだったのか、晩年はずいぶん安い仕事に身をやつすようになったものだ。病死でもされる前に、かつてのカリを返しておくとするか」

　そしてジークベルトが馬を進めると、全軍が意気揚よう々ようと付き従ってきた。

　なおもオルカスは食い下がり、しつこく説教を続けてきた。あまりに激しくまくしたてるため、青筋が浮うき立っているほどだ。しかしオルカスとのこうした日常風景を、ジークベルトは決して嫌きらいではないのだった。




　　　　◆




　教皇軍を追撃中のエリザとリノの下もとに、一人の兵士が馬で駆かけ寄ってきた。

「ワルター様より伝令です！　至急、フォルセスにお戻もどりください！」

「追撃中よ？　何があったの？」

　馬の速度を緩ゆるめ、エリザが訊きいた。

「ヴェザニア共和国陸軍が国境を越えました！　それを率いるのは、名将ジークベルト・エルツベルガー！　また、ヴェザニアの艦かん艇ていが海岸線上に多数出しゆつ没ぼつし、フォルセスの港湾を封鎖する構えを見せております！」

「えっ……？」

　エリザは息を吞のみ、絶句した。

「……まさか、ヴェザニアが背後から？」

　リノには信じられなかった。いや、信じたくなかった。

　だがワルターが噓うそを言うはずもない。戸と惑まどいが大きくなるなかで、エリザとリノはしばらく顔を見合わせた。

「引き返そう。まずは情報収集からだ」

　リノの言葉にエリザはうなずき、周りを見回して叫さけぶ。

「止まれ！　全軍、追撃中止！」

　しかし、興奮して敵を追いかけるフォルセス軍の大半の将兵に、エリザの言葉は届かなかった。

　すぐ後ろに付き従っていたドロテアを振ふり向き、エリザが指示を出す。

「ドロテア、追撃を止やめさせて。最前線まで行って、皆みなを制止して！」

「畏かしこまりました！　急ぎます」

　ドロテアは馬を蹴けり、最前線へと向かっていった。

「リノ、私たちは先に戻ろう！」

「兵士たちは疲ひ労ろうしきっていてこれ以上は戦えない。大急ぎで対応策を検討せねば……」

　二人で馬を返し、フォルセスへと全速力で駆けたのだった。




　　　　◆




　フォルセスの城じよう壁へきの上──。

「ジークベルトの小こ童わつぱか……。相手にするのは何十年ぶりかのう。あヤツもずいぶんと出世したものじゃ。運命の女神とは実に気まぐれなものよ」

　一人、遠方を見み据すえるワルターは、懐なつかしい友人に会ったような表情でつぶやいた。

「姫様、爺じいの華麗なる死に様、見せてさしあげますぞい。ふぉっふぉっふぉっ」

　そしてワルターは、どこか満足した様子で微笑ほほえんだのだった。
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　こんにちは、至し道どう流りゆう星せいです。

　ぼく至道流星には現代政治、現代経済、現代社会を題材にした小説の書き手だというイメージを持たれている読者が多いでしょうから、架か空くう戦記のシリーズ開始に意表を衝つかれた方がいるかもしれません。ですが、この物語『フォルセス公国戦記』を執しつ筆ぴつするぼく本人としては、今までの延長線上の取り組みに他なりません。

　かつてブルクハルトは、ルネサンスによって導かれた近代こそが、私たちの文明の起源に他ならないと言明しました。今に繫つながる科学技術も、啓けい蒙もう思想も、合理精神も、資本主義も、国際政治も、一四世紀ころのイタリアに始まるルネサンスを故郷に持つという命題です。

　ブルクハルトが掲かかげたこの命題は多くの議論を巻き起こしましたが、ルネサンスの重要性と役割を否定する論者はあまり見受けられません。かく言うぼくも、ブルクハルトという導き手の存在によって、名状しがたい求知心に駆かられた一人です。

　世界で最初に発見・発明された歴史事じ項こうは、多くの場合に教科書等に仰ぎよう々ぎようしく記き載さいされますが、ぼくは興味を惹ひかれません。どのような形でそれが人間社会に溶とけ込んだのかに、ぼくは興味を惹かれます。

　この物語に登場する政治制度や軍事技術など、さまざまなものはすでに、さらに過去や別の場所で誕生したものです。ですが、この時代のこの場所で、凄すさまじい競争と喧けん噪そうのなか、あらゆるものが混ざり込み、私たちの社会が形作られました。

　ここには、現代に繫がる剝むき出だしの人間社会のすべてがあります。良きにつけ悪しきにつけ、望むと望まざるとにかかわらず、世界の原型がここに見み出いだせるのです。

　いささか粗そ暴ぼうで好ましからざる母親ではありますが、大いなる好こう奇き心しんと、幾いくばくかの敬意と愛を持ち、架空戦記に形を変えて、この物語『フォルセス公国戦記』を力の限りに描えがいてみようと思います。

　一いつ緒しよに帰ってみましょう、憎にく々にくしくも愛いとおしい、私たちの世界が生まれたその場所へ。
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